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　　　プロローグ




　その日、御三家の会合が開かれたのは七なな草くさ邸であった。

　協会──『怪盗協会』と呼ばれるものの礎いしずえを築いた三家の一つである七草家。その屋や敷しきの中庭には一つ、無ぶ骨こつな鉄棒の塊かたまりがあった。中心に一本の細い鉄が屹きつ立りつして、それを柱とした真中の位置から、四方に水平に鉄の棒が突き出している。それは、どの角度から見ても、十字架になるような造形をしていた。一見すれば前衛芸術のモニュメントを思わせるが、一定の人間にとってはある目的性をはらむ器具として映る。

　現に、七草杏あんは、それ以外の見方というものを知らなかった。

　つい先刻、御三家の会合に出席したものの、列席者に最低限の義務としての挨あい拶さつをしたのみで、七草はすぐにここに戻ってきた。柄がらではないと自覚をしていたし、そもそも両親も政治的な振る舞いを娘には期待していなかった。それ以上に期待すべき輝かがやきが彼女にはあった。

　七草は大きなブローチをつけて、手袋をはめた礼装で、鉄の前衛芸術の前に立った。鋭く息を吐くと、彼女は十字に向かって飛び込んでいった。足で中心の柱を蹴けりつけて、そのまま、低空で後方に宙返りをする。ぐるりと下から上に向かって反転する視界の中で、両手をのばして、四方に突き出した水平の棒を掴つかむと、逆さか立だちの格好で一いつ瞬しゆん、静止した。

　そこから、七草は水平の棒を片手にだけ持ち替えて、握りしめた手のひらを回転軸として、くるりと身体からだを横に向けて回った。まずは上から回り、隣の水平棒を掴んだら、今度は下から弧を描いて次の棒へと移動してゆく。

　そして、回転係数を上げて、加速による運動エネルギーが高まっていくのを見極めると、杏は中心の柱の一番低い位置に手をのばしてつかんだ。遠心力を殺さぬまま、右手左手へと持ち替えつつ、柱に巻き付き昇る龍りゆうのように舞い上がり、両手を離して宙に解き放たれる。

「──素晴らしい」

　七草が、耳慣れぬ賞賛の声を聞いたのは、まさにその瞬間だった。

「素晴らしいよ、君！」

　膝ひざを落として、華か麗れいに着地した七草の下に駆け寄ってきたその背の高い少年は、いきなり七草の小さな手をつかんで、顔を寄せてきた。柔にゆう和わそうな顔立ちだった。

「お、お前はなんだ、気安くさわるな！」

　七草は、驚おどろき混じりに、大きく手のひらを払って怒鳴った。こんな風に、無ぶ遠えん慮りよに慕したってくる輩やからははじめてだった。

「あ……申し訳ない。気分を害してしまったのなら、謝るよ」

　ふん、と七草は鼻をならして、自分より二回り以上は長身の少年を見据えた。

　その少年には見覚えがあった。会合に参席していた少年だ。だが、御三家に数えられる七草、音おと井い、風かざ祭まつり、そのうちのどこの家の者でもなかったはずだ。政治にはさして興味もなかったから、さすがに御三家以外の人間の顔までは記憶していなかった。

「けれど、思わず見ほれてしまったよ、七なな草くさ杏あんさん。君の動きは実に洗練されていて、華か麗れいだった。そして、何より美しい！」

　見知らぬ相手に名前を呼ばれても、なんとも思わない。この家にいる人間が、自分の名前を知らぬはずもなかったからだ。

「そんなの当たり前だよ。これはあたしの役目だ」

「……役目？」

　少年はピンとこないようだった。

「御三家なら、これくらいできて当然なんだ。別にすごくもなんともない。あたしはそんな見え透いたお世辞はいらな──」

「いいやちがう、それは謙けん遜そんだよ！」

　大声で否定されたのは、初めてだった。加えて、自分の言葉を親以外に遮さえぎられたことも。

　しかも、少年は、本気で七草の言葉を否定しにかかっていた。

「君が御三家だろうとなかろうと、そんなのは関係ない。君は素晴らしい。君はかならず、素晴らしい怪盗になるなずだ。僕がそれを保証する！」

　七草は目を丸々と見開いてしまった。

　ここは杓しやく子し定じよう規ぎに礼を言うべきだと思った。

　けれど──

「何が怪盗だよ。馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　気づくとそう口走っていた。

　家柄なんて関係ない──。七草に突きつけられたその少年の言葉が、引き金だった。

「え？」

「……あたしは、怪盗なんて大嫌いだ」

「嫌いって……どうして？」

「ださいんだよ、怪盗なんて。子供じみている。あんなのになりたいとは思わない」

「……まあ、今の怪盗は資本主義に振り回されて、いささか華麗に舞いきれないところがあるのは同意するけども……」

「そんな話してない。お前にわかるもんか」

　七草は腰に手を当て、顔を背けた。背けた先にあるのは、鉄の十字架だ。それがまるで、自分の血の暗示に思えて、七草は知らずに眉まゆを寄せた。

　自分は御三家の名の下に、生まれてから『怪盗』のための生活をさせられ、そのための振る舞いを強いられてきた。その宿命に準じるのが、自分が七草家の人間であると認められる唯一無二の条件だった。他ほかに選ぶ道などなかった。

「でも、あたしの気持ちなんて本当は関係ない。あたしは怪盗になるために生まれて、育てられたんだ。それ以外になるべきものなんてないっ！」

　思わず声を荒らげた。七なな草くさが怒りを露あらわにすれば、家の人間であれば、面食らって言葉を失っているところだろう。

　けれどその少年は、たじろぐどころか、その言葉を思案顔で深く吟味して、

「なるほど。そういう立場は、確かに僕のような人間にはわからないのかもしれない──」

　と、素直に認めた。しかも、彼は、先ほどよりも明るい笑顔で、迷いなく広げた手のひらを、七草に向けて差し出しながら笑った。

「──けれど、杏あんお嬢じよう様さま？　僕は恐れ多くも、君よりもはるかにずっと怪盗というもの素晴らしさ、そして浪ろ漫まんを理解しているつもりだよ。だから、僕は決めたよ。──君をそんなもったいない心持ちのままで放っておくことは、僕にはできない！」

「な……」

　七草は、唖あ然ぜんとしてつぶやいた。

「だから、僕が君に教えてしんぜよう。君のなろうとしている怪盗というものがどれほど尊く、人々に光を差すものであるかを！」

「……ふ、ふん、お前が何を言っているのかわからないよ」

　七草は、顔をそらして、言った。しかし、顔を背けていても、七草は、目を動かさずに視野の物をとらえる術すべを修練により習得している。

　七草はもう一度その瞳ひとみを、少年の方に向けるべきかどうか迷った。一度、見てしまったら、もうそらせない気がした。だから見ないと決めた。

　義務としての怪盗を説かれ続けてきた七草にとって、少年の言葉は新鮮だった。だが、この少年とて、自分に怪盗の宿命を押しつけようとしていることに違いはない。

「ただのエールさ、君の怪盗としてのファン一号のね」

　少年は白い歯を見せて笑い、七草にくるりと背中を向けて、邸宅を仰あおいだ。

　見ないと決めたはずなのに──「今なら見てもいい」。そんな思いが頭をもたげて、七草は、ゆっくりと、少年の方に顔を向けた。

　あるいは、もう一度見てみたかったのかもしれない。怪盗に心から憧あこがれを抱く、自分と正反対のこの少年の姿を。

「ねえ、出過ぎたお願いだとは承知しているけれど……」

　ふいに見返った少年の瞳の光が、七草の双そう眸ぼうに差し込んだ。

「もしもいつか、君が怪盗を好きになってくれる日が来たら、その時は──」

　顔を背けられなくなった七草に向かって、少年は、自らの希望を投げかけた。




　　　　◇




　七なな草くさは、そんな夢を見ていた。彼女を、過去の記憶から呼び覚ましたのは、頬ほおの温度を奪ってゆく霧きり雨さめの冷たさだった。仰あお向むけに倒れて見る空は、黒い雲に覆おおわれている。粒にならない降雨が、頬をなでてすべりおちて、地面に溶けて消えてゆく。

　夢の際に、少年が何を言おうとしていたのか、思い出そうとした。けれど──その言葉が出てこない。

　いや、言葉だけではない。少年のあのときの表情も思い出せなくなる。その前に語っていた言葉も。あの時の記憶が、少しずつ、薄うすれ、消えていくのがわかる。やがて、少年の顔すら思い出せなくなった。

　消えないで。

　とっさにそう願ったけれど、そのときはもう、少年がはじめに投げかけてきた声すら思い出せなくなっていた。「すばらしい」。言葉だけが頭に浮かび、彼の声だけが届かない。

　っく、くっく……。

　喉のどを引きつらせるような笑い声が聞こえた。

「わかるぞ、七草家……よくわかる……」

　肩をふるわせながら、御三家の嫡ちやく子しの一人──音おと井い直なお弥やが、快笑に歪ゆがむ顔に手を当てていた。愉快で、愉快で仕方ないといわんばかりに。

　──世界の守しゆ護ご者しやたる《怪盗》を育てる森もりノの宮みや学院で、優秀生と呼ばれる生徒を蹴け落おとし続けてきた男。みずからの血が高潔と信じ、その論理一つだけで、自らに仕つかえぬ強者を叩たたき潰つぶしてきた傲ごう慢まんなる男。

　……自分が怪盗になろうとなるまいと、この男だけは許せなかった。この身に宿った《以心マインド伝心ジヤツク》と呼ばれる機能を用い、この男の肥大化した自尊心を覗のぞき、企たくらみを出し抜き、音井が排はい斥せきせんとする者を守り続けてきた。──守ることは目的ではなかったが。

　己がさんざん窮きゆう屈くつに感じてきた御三家の血。それを宿命として感じるどころか、支配の免罪符として用いるこの男が許せなかった。そしてこの男をたった一人で屠ほふり続けることで、怪盗を尊いものと信じる誰だれかに報いれるのではないかと思ったからだ。

（貴き様さまのすべてを奪ってやったぞ、七草家！　貴様の──怪盗の資格を！　これで貴様が怪盗になることは永えい劫ごうありえない。これで終わりだ、七草家も、そして貴様も！）

　天を仰ぎ哄こう笑しようする音井の声が、脳裏に響ひびき渡る。これは……この力は、まちがいなく思念を他者に接続する《以心伝心マインドジヤツク》の機能。

　何な故ぜこうなったのかは、わからない。それでも、理解するしかなかった。この身に宿る『システマ』と呼ばれる機能が、この男に奪われた。──怪盗の資格と称される力を。

（この怪盗の長おさたる音おと井いに仇あだなした愚ぐ者しやの末路だ。悔やんで、悔やんで、悔やみ続けろ！）

　悔しさはなかった。悔しいという感情が、抜け落ちてしまったようだ。

　もっと正確にいうならば、悔しいという感情を引き出す源みなもとが、心の中から消えてしまったようだった。




　七なな草くさは、最後に、もう一度、あの日の少年の投げかけてきた言葉を思い出そうとした。

　けれど駄目だった。

　ごめん。思い出せないよ、と七草は薄うす暗ぐらい空に向かって呟つぶやいた。今となっては、もう思い描くことのできない少年の顔を思い浮かべようとしながら。




　──いつか、あたしが、怪盗を好きになれる日が来たら──

　あたしはどうすればいいの？







　　　Ⅰ　怪盗候補生




　朝あさ宮みや主税ちからは、寝起きのパジャマ姿で見えないパートナーをホールドし、手を組むと、長身の身体からだをしなやかにくねらせて、その場でくるりと綺き麗れいなステップを刻んだ。

「さて、新年度恒例の新入生歓迎ダンスパーティーがいよいよ明日開かれるわけだけれども、ワルツを踊る準備はオーケーかい、渉？」

　渉わたるは、机の上に置いたシリンダー錠じようから目を上げて、寮の同室の上級生をうらやましげに見て言った。

「こっちは実習の課題をやってるんだ。少し静かにしてろ」

　渉の両手には、耳かきに似て尖せん端たんの折れ曲がった細い鉄の器具が二本。ピックとテンションと呼ばれるこれを使って、この錠を十秒以内に確実に開けられるようになるのが、今日の午後一の五時限目の実習授業にまで課された宿題だった。開けられないことはないのだが、どうしてもタイムが切れない。朝宮がのんびりと話しかけてくるならば、なおさらのことだった。

「いやいや、渉、ピッキングよりも、ダンスの方が怪盗にとってはよっぽど重要な課題さ。政財界の人間を相手どることも多い怪盗にとって、ダンスは必ひつ須すの社交力の一つだからね。ピッキング作業なんてものは、それこそ慣れてしまえば指一つでできるようになる」

「指一本でできるはずないだろ、そんなもの」

「そう思うかい？　そういうなら、ちょっとかしてごらん」

　朝宮は、やおらシリンダー錠を手にとると、左手の指先を鍵穴に添えた。次の瞬しゆん間かん、カチリと音がして鍵かぎが回った。

「どういうからくりだ」

　渉は、眉まゆをひそめながら、鍵の開いたシリンダーを睨にらんだ。どう見ても、手品としか思えない。

「いわゆるフィンガーピッキングという技術だね。指先で鍵穴をうまく空気を取り込んで、錠内の気圧と気流を調節して、内部機構を操作して開錠するんだ」

　心から探求心をのぞかせる渉の表情に、愉快さを感じながら、朝宮はそれを表に出さないように努めながら言った。

「理屈はわかるが、それも習得技術の一つなのか」

　渉は、この学校にやってきてはじめて、目の前のキツネ目の二年生を、わずかばかり先輩として認めながら言う。

「もちろんさ。では、ここで一つコツを教えてあげよう。きっとこれを見ればわかってくれるはずだ」

　朝宮はにっこりと笑って、シリンダーの鍵穴から指をどけた。

　すると──朝あさ宮みやの指先から伸びた、二本の細く小さな触手のようなものがするりと鍵かぎ穴あなから出てくる。その触手の先は、小さな小さな手になっていて、ピースサインを作っていた。

「………………」

「渉わたる、目が怖いんだけど……」

〝怪盗の資格〟とも称される、システマ能力の機能だった。協会が運営する怪盗養成校に入学するには、この天性の力がなければならないため、朝宮も例に漏れない。彼の機能の名は《二次創作スピンアウト》。自分の肉体を分割して、肉体を再構成する能力だった。今回は、指先に新しい手を二つ作って、それで鍵を中から押し開けたのだった。

　渉の胸裏に、苛いら立だちが渦うず巻まいた。人を食った朝宮のやりかたにも文句はあるが、何よりもいらつくのは、そんな彼のささやかなおふざけにまんまとはまってしまった自分自身の間抜けさだった。

「ちなみに、フィンガーピッキングっていうのは、弦楽器を指で弾く奏法のことだよ。気流を操作するなんて、そういう能力者でもなければ無理なんじゃないかな？」

　ふー……と、渉は長いため息をつくと、

「だろうな」

　朝宮の手からシリンダー錠じようをひったくって、ふたたび課題と向かい合った。




「いや、渉、そんなに拗すねないで。ほら、嘘うそつきは泥棒の始まりっていうじゃないか」

「怪盗と泥棒は違うだろ」

　朝宮はくすくすと笑った。何が可お笑かしいのか、と渉は心内でうめいた。

「実際ピッキングなんて、怪盗の仕事をする上ではあまり使う機会もないんだけどね。だいたい僕ら怪盗の前に立ちはだかるのは、電子ロックか金庫の鍵ばかりで、一般家庭に忍び込むような仕事なんてほとんどないからさ。──それよりも、今大事なのはダンスだよ」

　話題が最初に戻った。渉は辟へき易えきしつつも答えた。

「興味ないな。潜入任務の演技力として、ダンスを必要とする場面があるのはわかるが、パーティーでわざわざそれを披ひ露ろうするつもりはないな」

「なんだって、そんなのはだめだよ、渉。君が踊らないなんて、そんなことになったら大おお事ごとだ！」

「何が大事なんだ」

「だって、今や君は、この森もりノの宮みやを──いや、怪盗協会を救ったヒーロー、『シャッタード・スリー』の一人に数えられているんだよ。いわば、森ノ宮の新入生代表とでもいうべき君が踊らないだなんて、そんなのはメインデッシュのないフルコースと同じさ！」

「勝手に代表にするな。……むしろ、そういうのはあいつの方が性しように合ってるだろ」

　鐘の音が鳴る。もうじき、朝食の時間だった。

　朝宮が次に担かつぎ上げにかかったのは、シャッタード・スリーの紅一点だった。

「ねえ、スバルくんはもう今度のパーティーのダンスパートナーは見つけたのかい？」

「そんなの決めてませんよ。クラスの女子のほとんど決めてないです」

　全寮共通の学食のフードコート。焼きたてのパンにバターを塗りつつ、森もりノの宮みや学院の清せい楚そな白い制服姿で、結ゆい月づきスバルは苦笑いしつつ答えた。朝食の時間。『ハウス』と呼ばれる生徒寮で過ごす生徒たちが、一堂に会して、朝食に舌した鼓つづみを打っている。

「二人ともパートナー未定かあ……」と朝宮が残念そうにする。「明日は、みんなで親しん睦ぼくを深める意味も込めてオールフリーダンスの予定だから、それでも全然かまわないんだけれどもね。しかしながら君たちは、マスカレード・サーカスの革命を打ち砕き、協会にその名をとどろかせた『シャッタード・スリー』に数えられる二人なんだ。間違いなく一年代表として注目される覚悟を以もつて、当日に臨むように」

「だから、俺おれを勝手に加えるな」

　窓まど際ぎわの渉わたるは素そっ気けなく吐き捨てた。

「そういう朝あさ宮みやさんだってスリーのうちの一人ですけどね」とスバル。

「僕は、オマケみたいなものだよ。君たちとはちがって、学業不熱心なキャラで通っているしね」

　食堂の二階端のテーブルを陣取る三人は、二週間前のある事件を経て、シャッタード・スリーと呼ばれるようになっていた。さすがに、ある程度の時が過ぎた今は、ある程度は奇異の視線も落ち着いてきたものの、いまだに彼かれ等らに注がれる興味と好奇心の熱は残っている。この食堂にあっても、常にどこからか見られている感覚があった。

　数年前より、協会のエージェントと各地で闘とう争そうをくりひろげていた〝イリーガル〟の怪盗集団『マスカレード・サーカス』。彼等の母体は、協会の一いち翼よくを代々担ってきた神かみ代しろ家だった。

　つい二週間前、神代家は、協会の転てん覆ぷくを狙ねらってこの森ノ宮からそのクーデターを起こさんとしていたのだが、このテーブルに集まる三人がそれをいち早く察して水際で食い止め、神代家反乱の事実を協会全域に伝えた。神代家の砕いた三人──ゆえに、彼等は誰だれからともなく《シャッタード・スリー》の異い名みようをいただくことになったのだった。

「逆に聞きますけど、朝宮さんの方こそパートナーはいるんですか？」

　スバルがたずねる。

「うーん……去年はいたんだけどね。僕からの猛アプローチで口説いた子が。ただしその子は、人前じゃ踊ってくれなかったんだけど……」

「朝宮さんって意外と積極的……あ、でも、去年『は』って……今年は？」

「実は僕、今年のパーティーの運営委員長をつとめていて、誰かをエスコートしてる余裕がちょっとなくてさ。だから、今年にかぎっては、ダンスは後回しだ。パーティーを大成功にみちびくことが、今の僕の最優先事項だからね」

「朝宮さんのダンス見てみたかったです」とスバルは残念そうに肩を竦すくめてみせる。「──けど、これでわかりました。朝あさ宮みやさんがここ最近、やけにわたしたちをペアダンスをすすめてくる理由って、そのせいだったんですね」

「…………ばれたか……」

「朝宮さんの口車にはのりませんよ。こっちはこっちで楽しませてもらいます」

　まいったな……と朝宮が後ろ頭をかくと、スバルはふふんとお澄まし顔で笑って見せた。




　一般生徒は受け入れずに、家庭の階級によって生徒を選抜する森もりノの宮みや学院。現代日本において珍しいパブリックスクール制を敷しく高等学校である森ノ宮は、ルブラン財団を母体とする怪盗協会のエージェント養成機関だった。

　その名にふさわしく、樹木がいたるところを飾り立てている森ノ宮のキャンパス。この豊かな緑は、元々丘の上にあった自然公園を切り拓ひらいて作られた名残なごりだと、学院の事情通である朝宮から聞いたことがある。渉わたるとスバルたちのほかにも、ちらほらと登校中の生徒たちの姿が見受けられるが、まだ登校時間までは時間があるために人影はまばらだった。

「渉、本当にダンス踊らないの？」

　前をゆくスバルが、顔だけ振り返って言う。

「ああ、人前で踊るのは嫌いだ」

「怪盗が、人前でワルツの一つくらい踊れなくてどうするのよ」スバルはこちらに向き直ると、呆あきれたように言った。「ま、あんたはどうせ、ダンスパーティーよりも、今日から始まる模も擬ぎ任務の方にばっかり気持ちとられてるんでしょうけど？」

「……そうだな」渉は素直に認めた。「怪盗の仕事っていうのがどの程度のものなのか、ようやく実感できるんだ。今はダンスなんて二の次だな」

　ようやく『怪盗』としての本格的な訓練が始まる。それは、怪盗の──〝盗みのライセンス〟を得ることを第一に考える渉にとって、待ち望んでいた瞬しゆん間かんだった。

「あいかわらずの怪盗馬ば鹿かって感じだけど」

　前を向いたスバルが、苦笑混じりの声で言った。

「あんたが優雅にワルツを踊ってる姿なんて、全然想像できないのも事実よね」

　これに関しては、否定するつもりはなかった。




　森ノ宮の授業日程は、午前と午後において、大きく構成が異なる。午前中は一般校と同じく学科授業で、渉はもっぱら窓の外の校庭ばかりを眺めていることが多かった。スバルには離れた席からよくにらまれていたが、元々、授業を頭半分で聞いていても、それなりの点数を取れる要領はあったため、悪びれることはなかった。

　午後になると、学院は、いよいよ怪盗養成校としての顔を見せる。

　まずは家庭科の授業だった。とはいっても、料理や裁さい縫ほうを習うのではなく、ビニール袋でガスマスクや、アルミホイルで閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんを作ったりといったものだ。それが終われば、森もりノの宮みやの広大な敷しき地ち内に多数存在する、豊富な施設を用いての訓練開始だった。ワイヤーガンなどの器具の扱い方から、最低限度の情報処理技術、障害物を乗り越えていく移動術の訓練、フェンシングや棒術などの武術、ピアノレッスンなどの社交技術、もしくは鏡張りのレッスン室でのダンスの授業までが行われることになる。

　そして新学期の始まりから二週間が経たったこの日、いよいよ総合力を試される模も擬ぎ任務が行われることになった──のだが。

「おい、これ、どうやって着るんだ？」

「苦しいけど、この着方合ってるよな……？」

　男子ロッカールームに、困惑の声が広がってゆく。ロッカーには、今日の模擬任務に着用するための訓練着が用意されていたのが、この着用がまたくせものだった。喉のど元もとまで届く黒のインナーの上に、襟えりの長いタイトなジャケットを羽は織おり、全身を覆おおう複雑な形状の衣服で、見目は洗練されたデザインではあるものの、着にくいことこの上ない。

「──しっかし、お前はまあ、さも当然のごとくお澄まし顔で着こなしやがるもんだな」

「こんなところで手間取ってどうするんだ」

　クラスで一番早く訓練着に袖そでを通した渉わたるは、インナーの首もとを指で直しながらいった。苦しいは苦しいが、人間の可動域というものに一切負担をかけない作りだ。

「おーおー、悪かったな！　クールなワタル王子様とはちがって、下しも々じもの人間はこのような召し物はじめてですんでね！」

　ジャケットの上下を逆に持ちながら、クラスメイトの三ツ矢が、皮肉ぶった言い方をしてくる。渉が、肩を竦すくめてあしらうと、三ツ矢はさらにうめいた。

　──この三みツつ矢やという同級生は、渉に対する反感をいつも隠そうともしない。それが何な故ぜなのか今までわからずにいたが、つい先日、スバルからその理由を聞いた。

「呆あきれた。あんた、自分が病院送りにした相手も覚えてないの？」──。

　二週間前まで、森ノ宮の最終入学試験というものがこのキャンパス内で行われていた。校章バッジを奪い合い、その上位者によって入学者を選抜するという破は天てん荒こうな内容の試験だ。多かれ少なかれ、怪け我が人にんを出した競争となったが、その中で、最も多くの人間からバッジを奪い、最も多くの人間を蹴け落おとさんとしたのが渉だった。その際、強引にバッジを奪った相手の一人が、この三ツ矢だということだった。渉の手によって、後頭部からコンクリートの地面に叩たたき付けられ、病院に運ばれていったらしいが、渉本人は覚えていなかった。

　最終入学試験について後から聞いた話だが、基本的に普段なら、策謀と脅迫と騙だまし合いが渦うず巻まく展開になるのが常らしいが、渉が真っ先にバッジを強ごう奪だつしはじめたことから、大乱戦のような有様になってしまったということらしい。しかし、両手に鉄の長棒を構えて振り回していた女子生徒もいたのだから、決して自分一人のせいでもないとは思うが。

　……『もー、こんなの入んないよー』『ねえ、ちょっとこれぴったりしすぎじゃない？』『はやく着替えないと二年の人来ちゃうって！』……。

　そのとき、ふいに、男子だけしかいないはずの更衣室に甘い声が響ひびいた。すると、しんと更衣室内が静まり返って、男子が一斉にロッカーの立ち並ぶ壁の方を向く。

　──隣となりは、女子更衣室。今まさに、壁一枚隔てた向こう側では、クラスの女子たちが任務着に着替えているところだった。全員とまではいかないが、三みツつ矢やを含めた大勢が、そちらに目をやっている。

　男子の何人か──三ツ矢を含めた──が、壁かべ際ぎわに殺到して耳を傾けるのを尻しり目めに、渉わたるは早々に更衣室を出た。訓練場に向かおうとしたが、しかしその足は、更衣室の戸の前で、止まってしまった。

　立ち止まってしまったのは、相手とて──スバルとて、同じだった。

　身体からだの動きを阻害しない衣服のデザインというのは、身体に薄うすくフィットするボディスーツに行き着く。女子の訓練着のそれも、数多あまたあるそれに漏れなかった。

　入学前に図った採寸通り作られた、ボディスーツは、スバルの肌にぴったりと吸い付いていた。なめらかな生地の感触は心地良かったけれど、腰のラインと、柔らかく育つ胸元を締め付けて、邪じや魔まにならないようにするデザインは、成長期の体つきがいちじるしく強調されてしまう結果になっていた。一見可愛かわいらしくて好評だったが、一方でこれだったら、全身レオタードの方がよっぽどましと言っていた女子のクラスメイトもいるくらいだった。

　スバルは、その時こそそのつもりだったが、いざこうしていつも自分が偉ぶっている相手の視界に入った途と端たん、「──ひぁ」とうわずった声を出してしまった。

「わ、渉」

　手袋をはめた両手で、あまり露ろ骨こつにならないように乳房の膨ふくらみを隠しながら、不安げな声でスバルはいった。訓練着の、身をよじりたくなるような窮きゆう屈くつさの中で、肌がほてっていく。

「……なんだ、その格好は……」

「こ、これは……女子用の任務着だって……」

「………………ずいぶんと動きやすそうだな」

「………き、きついけどね。まあ、に、任務には向いてるわよ」

　平然を装いながら、渉の先を行く。それとなく、両手でお尻を隠しながらだ。

　……嘘うそ。これから毎日、こんな格好で渉の前に立たなきゃいけないの……？

　予想だにしていなかった不安が去来する胸元を握りしめつつ、いずれは慣れていくはずだとスバルは自分に言い聞かせた。




　模も擬ぎ任務というのは、敷しき地ち内にある、いくつかの模造建築物を用いて行われる。美術室や銀行、ビルの一角を模したものであったり、もしくは高低差や足場の危ういアスレチックなど、特定の環境下における対応力などを見て取ることができる。もしくは、学園内の建築物そのものを侵入施設に見立てて行うこともあった。一年Ａ組の模も擬ぎ任務初回であるこの日、担任の結ゆい月づき雛ひな子こがクラス一同を連れてきたのは、森もりノの宮みや学院で最も高い位置にある創立記念館だった。白亜の西洋建築に似た造りで、内部は博物館のそれに近い設計になっている。

「今日は模擬任務の初回ということで、細かいシチュエーションは抜きにして、男女合同で実際に怪盗側と警備側に分かれて、試合形式のミッションをしてもらおうと思います。このダイヤモンドを持って……といっても、これ自体はレプリカですが……記念館奥の貴重品保管庫から盗み出したという設定で、ここから脱出するか、それを阻止するかのやりとりをしてもらおうと思います。希望者は──」

　雛子が、エントランスで、並び立つ訓練着の生徒たちに向かって呼びかけてまもなく、

「はい」

　とスバルが、

「俺おれがやる」と渉わたるが、二人で前に出てきた。

　二人の立候補はどうやら予想通りだったようで、雛子も、納得顔でうなずき、クラスメイト全員に伝わるように言った。

「──そうね。はじめはシャッタード・スリーの二人にやってもらいましょう。では、そうですね、結月さんが警備側、杉すぎ崎さきくんには怪盗側に回ってもらって、あとはそれぞれチームを──」

「俺は一人でいい」

　雛子がみなまで言うよりも早く、渉はそれをさえぎった。

　──クラスメイトがざわつく。

「……どうしてですか？　杉崎くん」と雛子。

「俺一人に点数が入るなら、その方が手っ取り早い」渉は目を伏せていった。「競争相手がいなくなれば、それだけ俺は怪盗に近づくことができる」

「渉、あんたまたそういう勝手なこと……」

　スバルが案あんの定じよう文句をつけてくるが、雛子は落ち着いた様子でこう説いてくる。

「杉崎くん、念のために言っておきますが、模擬任務の成績は絶対評価ですよ。チームの人数にかかわらず、評価できる点があれば、わたしはそこにプラス評価を下します。そもそも、エージェントである協会の怪盗というのは、たった一人で仕事をするものではありえませんから」

「そんなことはわかってる。……なら、誰だれにもプラス評価をさせなければいいんだろ」

　思案顔を作る雛子。

　するとその時、記念館の入口から、女子の声が響ひびいた。

「プリーフェクトの権限をもって、彼の意志を尊重します。結月先生、是非彼の望み通りに」

　──渉が振り返ると、クラスメイトたちが自然と開いた道を歩いて、一人の少女が歩いてくるところだった。

　黒く長いリボンに、たなびく金色のロングヘアーの女子生徒だった。見るからに気品ただよう雰ふん囲い気きで、その指先にはルビーの指輪が輝かがやいている。ゆるくウェーブがかった髪と、ほかの一般生徒とは異なるシックなデザインの制服に身を包んでいる。後方には三人の女子生徒をしたがえていた。彼女は、優雅に細い腕を組みながら、目を細めて微笑ほほえんでみせる。
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「──風かざ祭まつりさん」と雛ひな子こは少女の名を呼ぶ。「何な故ぜここに？」

「一度、実際に目にしてみたかったんです。シャッタード・スリーの杉すぎ崎さき渉わたる。彼の身に宿る『アンチシステマ』と呼ばれるその力を」

　渉が、突然現れた我が物顔の少女を訝いぶかしげに見ていると、その疑念を見て取ったのか、風祭と呼ばれた少女は首をかしげた。

「心配ならさないで、杉崎渉。プリーフェクトは、学院教員と同等の決定権と審議権を与えられています」

　プリーフェクト。聞き慣れない称号だ。しかし、どうやらそれが伊だ達ての名ではないことは雛子の対応を見ればわかった。

「──わかりました、風祭さん。あなたの進言を受け入れます」

「お姉ちゃん、いいの!?」

　スバルの抗議に、雛子ははっとして言い返す。

「お姉ちゃんはやめなさいと何度も……！」

「あっ、ご、ごめん──でも！」

「今回はどちらにしろシチュエーションはあってないようなものだから、構わないわ。本人にその自信があるなら、一度やらせてあげてもいいと思うの。──杉すぎ崎さきくん」

　雛ひな子こが、指先の模造ダイヤを伸ばしてくる。

　渉わたるがそれを受け取ると、

「……だったら、わたしがぜったいに捕まえてやるから。わたしは、アンチシステマなんか怖くもなんともないもの」

　スバルが、つんとしていう。

「俺おれは別にアンチシステマに頼って言ってるわけじゃない」渉は顔だけ見返って、上うわ目め遣づかいのスバルを見下ろした。「総合的にやれると思ったから言ったまでだ」

「ふうん……」

　金髪の風かざ祭まつりは、なおも興味深そうにこちらを眺めている。──アンチシステマを披露してやるつもりもなかったが、今出し惜しみするつもりもなかった。

　すべての能力者に対して、カウンターの機能を発揮するアンチシステマ。相手のシステマと、それに対抗する手段を瞬しゆん時じに見極めることさえできれば、能力者との対たい峙じの際は圧倒的優位に立つことができる。これを、使いこなせるようになれば……。

　これはそのためのファーストステップだ。







　　　Ⅱ　プリーフェクト




　渉わたるは、左右に目を配りながら、いたるところにフックのついたアスレチックの空間を駆け抜けていた。訓練用に支給された拳けん銃じゆう型の射しや出しゆつのワイヤーを天井のフックに引っ掛けて、飛び掛かってくる警備役の生徒たちをかわして跳ちよう躍やくする。着地と同時に駆け抜けると、出口が見えてきた。その前に立ちはだかっているのは、訓練着姿の男子生徒。──三みツつ矢やだった。

「てめぇにひとり勝ちさせるかよ。──杉すぎ崎さき渉！」

　三ツ矢が姿勢を低くすると、次の瞬しゆん間かん、視界の中でその姿がぐんっと大きくなる。《制限時間キープアウト》。──短時間の高速移動のシステマ能力者だ。

　だが、この能力への対処の仕方はよくわかっている。

　高速駆動の三ツ矢が、足を止めた渉に掴つかみかかってゆく。ところが、彼の手が渉に触れたとたん、渉の立ち姿は霧きりのように掻かき消えた。

　《二に重じゆう人じん格かく》。──分身の自分を作り出して、囮おとりにできる能力。高速で接近してくる三ツ矢の《制限時間キープアウト》の機能に対して生み出された対抗機能アンチシステマだった。

「アンチシステマがなんだってんだ」

　三ツ矢がうめくように怒鳴る。その時、ワイヤーを用いて三ツ矢の頭上を越えていた渉の姿があらわれて、一目散にアスレチックの出口に向かってゆく。

「させるかよ」

　三ツ矢は再度姿勢を低くして、風を突き破る高速の疾走で渉の着地点に急行する。しかしその時、本物の渉はそこにはいなかった。

　突進する三ツ矢の手が、渉を掴むが、またもその姿は霧む散さんした。これも囮かと三ツ矢が気づいた時、渉は彼の真横に回り込んでいた。三ツ矢の動きが一瞬止まった隙すきに、すばやく足を払って背中から床に投げつける。

　大きく咳せき込んだ三ツ矢が、仰あお向むけのまま苦渋に顔を歪ゆがませ、こちらを睨にらむ。渉はそれを一いち瞥べつすると、

「悪いな。お前のシステマはとっくに知ってる」

　これで、もう自分の行く手をはばむ者はもういない。

　渉は手の中の宝石を握り直すと、大きく地を蹴けった。




　授業後、渉の下にスバルがやってきた。彼女はむっと愛らしい顔をしかめて睨にらんでくると、渉の袖そでを掴んで、施設の裏手の方に引っ張ってきた。

　当然、スバルはいつものあの『機能』を使ってきているため、抵抗できない。

「何だ。はなせ」

「何だじゃないわよ、渉わたる」

　スバルはいつものように腰に手を当て胸を張り、こちらの鼻先に指をつきつけてきた。

「……は？」

「あんたさっき、模も擬ぎ任務中、分身するシステマ使ってたでしょ。……あれって、分身を生み出すだけで、あんた自身が消える能力じゃなかったはずよね」

「ああ……」

「あんた、お兄さんのロザリオを使って自分の姿を消したんじゃないの。物を透明化させる能力を持ったあの傾けい国こくの神じん器ぎよ」

「どうしてそう思うんだ？　俺おれはロザリオを持ってない」

　両手を広げてみせるが、そこには何もない。

　スバルは少し考えてから、やがて気づいたように、

「わかった」

「何？」

「ロザリオの力を使って、ロザリオそのものを透明化させてる」とまた胸を張って、指をつきつけてくるポーズをとった。「そうよね」

　まさかスバルに見抜かれるとは。渉は、ため息を吐ついて、右手に持っていたロザリオを顕けん在ざい化かさせた。

「まったく、もう。それが神器だってばれたら、協会に取り上げられるかもしれないのよ。お……お兄さんの形見なら、もっと大切に扱いなさいよね」

　システマ能力者と同様の能力を内包する『傾国の神器』。

　傾国の神器は元々、怪盗協会が保全し、世間から隔絶する対象とされているものだ。この地にいくつも点在しており、それを持つ者はだれもが自由にシステマ能力者同然の、あるいはそれ以上の力をふるうことができる。

　怪盗はそれを確保するのが使命であるため、怪盗自身が神器を勝手に用いることは許されていない。それができるのは、協会が指定する第一等級のエージェントのみだ。

　このロザリオ──《天てん衣い無む縫ほう》は、今は亡き双子の兄である八や尋ひろが、第一等級怪盗ドミナス・クラスの父親から盗み出したものだった。

「お前には関係ないだろ」

「ふーん……」スバルはジト目で見つめてくる。「ま、いいけど、あんたって敵作りやすいんだから、そのことがばれたら、誰だれに足あし下もとすくわれるかわからないわよ？　ほら、あの人だって──」

　スバルがささやくように声をひそめて、訓練場を見下ろす高台の方に目を向ける。そこには訓練の初日、渉のスタンドプレーを許可したプリーフェクトの風祭が、三階建ての武道館をバックにして立っていた。どうやら今日は取り巻きを連れていないらしく、一人だった。

「あの人、渉わたるに興味があるみたいだけど、何なの？」

「俺おれが知るか。そもそも、あいつは何者なんだ？」

「……二年生の風かざ祭まつり飾かざりさん。森もりノの宮みやの教導生プリーフエクトよ。ほら、わたしたちとは制服がちがうでしょ。最優秀の優秀生セレクトで、エリート中のエリートの生徒が、あの服を着られることになってるんだって。校内自治を委ゆだねられて、学校側に意見の申し立てすらできる……森ノ宮には生徒会っていうのがなくて、あの人たちがその代わりをしてるそうよ」

「あの人たちってことは、ほかにもプリーフェクトはいるのか」

「お姉ちゃんは、三人いるって言ってた……名前は知らないけど、あとの二人は三年生の男子みたいね」

　渉は鼻で相あい槌づちを打った。何にしても、あのプリーフェクトは、俺よりもアンチシステマに興味があるようだった。

　けして、良い傾向ではない。

　あの神かみ代しろ明めい夜やもそうだったように、力に深い関心を持たれるというのは、ほかの力と関かかわらざるを得なくなることになるからだ。

　はーぁ、とスバルは両りよう肘ひじを抱く格好で、ため息をついた。

「はやくシャワー浴びたいのにあんたの相手なんかしちゃった……。わたし、もう行くわよ。夜はパーティーもあるし、はやくシャワー浴びたいの」

　言うだけ言ったといわんばかりに、スバルは伸びをした。

「じゃ、また今夜。一年は全員参加だから、ちゃんとパーティーには出席するのよ」

「……ああ」

　シャワー室のある体育館の方に去っていくスバルの後ろ姿をながめながら、渉は思った。

　──模も擬ぎ任務の初回授業。渉が、怪盗役として捕らえられることはついになかった。ただでさえ体術の面では一年生の中でもぬきんでている上に、渉のアンチシステマは、ほかの一年生がその点を埋める武器であるシステマを理論上確実に迎撃できる機能をはらんでいる。

　だが──もう一人、渉と同じく誰だれにも捕まることのなかった怪盗役がいた。それが、この結ゆい月づきスバルだった。光の翼つばさで空を舞い、誰一人追いつけぬまま、宝を持って追手の頭上を悠々と飛び越えていく──。

　渉のアンチシステマは、敵対の意志を持つ能力者に対してのみ発動する。──すなわち、敵対するつもりのない相手には何の役にも立たない機能だった。

　だから、渉も、ほかの新入生と同じくただ彼女の輝かがやきを仰あおぎ見るしかなかった。

　──しかし彼女は、ふだんあまりそのシステマを使うことはない。シャワー室にある体育館に行くにしても、空を飛んでいけばすぐ着くものを。

　ともあれ、数回の模擬任務を終えて、成績が抜きんでたのは、杉すぎ崎さき渉と結月スバルの両名となった。あの堅かた物ぶつの雛ひな子こですら「……シャッタード・スリーの実力は健在ね」と軽口を叩たたくほどだった。

　……シャッタード・スリー。

　いささか子供じみたその称号を思い浮かべた時、渉わたるはいつだったかの朝あさ宮みやの言葉を思い出していた。

　──君たちは、シャッタード・スリーの二人なんだ。間違いなく注目される覚悟を以もつて、当日に臨むように──。

　ふと、先ほどまで自分に注目していた風かざ祭まつりのいた高台を仰あおぐ。

　すでにそこに彼女の姿はなく、武道館の後方に暮れなずむ夕日の空だけが広がっていた。




　生徒寮の個室に戻ると、同居人の朝宮がのんびりと二段ベッドの上に寝転がって、携帯ゲームをプレイしていた。

「おかえり、渉。実習場で、スバルくんに怒られてたんだって？」

「別に怒られてない」

「そうなの？」

「どこのどいつがそんなことを言っていたんだ」

「それは企業秘密」

　朝宮は元々細い目をさらに得意げに細めた。

「しかし、渉は渉でそれなりに学園生活を謳おう歌かできているみたいでよかったよ。安心、安心」

「……安心？」

　渉は勉強机の上に気けだるく腰かけながら言った。

「初めて君が森もりノの宮みやに来たときは、あまりにも刺とげ々とげしすぎて、これからの学園生活をちゃんと送れるのかどうか心配したくらいだったからさ。それでも、結構様さまになってる。最近は、あまり舌打ちとかもしなくなったしね」

「勝手に人を観察するな」渉は舌打ちした。「そういうお前の方こそ、どうなんだ」

「僕？」

「自分で学業不熱心とか言っていたが、俺おれが見る限り想像以上だぞ。お前、ライセンスには興味がないのか」

　最近、朝宮は、部屋にいるときはもっぱらゲームをしており、これはスバルから又聞きした話だが、午後の実習科目の時間もふらふらとしていることが多いそうだった。今日、渉たちが模も擬ぎ任務の授業をしていた際も無断で欠席していたらしい。

「いやあ、ふだんはもう少しましだよ。ただ今は、今夜のダンスパーティーの準備に追われてるからね。いつもなら、校内の大講堂で済ませるはずのところを校外のダンスホールに移しちゃったから、いろいろ準備が大変でさ。まあ、僕が提案したことなんだけどね」

「それにしては暇そうだけどな」

　朝あさ宮みやは、脇わきに携帯ゲーム機を置くと、身を起こして、唇くちびるをとがらせた。

「ちょっとくらい息抜きしたっていいじゃないか……」

「甘えた声を出すな。お前が落ちぶれようとどうなろうと、お前の勝手だけどな。俺おれは、結ゆい月づきみたいにいちいち他人の心配してやるほどお人ひと好よしじゃない」

　渉わたるはそこまで言って、ふと思い出した。生徒寮までの帰り道、何かと学院の事情通である朝宮に聞こうと思っていたことがあった。

「──ところで朝宮、お前、風かざ祭まつりってやつは知ってるか」

「知ってるもなにも、御三家のプリーフェクトなんだから、僕じゃなくても皆知ってるよ」

「御三家？」

　プリーフェクトの上に、まだ称号付きなのか。

「御三家っていったら、協会の設立に尽力した御三家だよ。音おと井い、風祭、七なな草くさ。聞いたことあるでしょ？」

　御三家というものがあるのは知っていたが、実際の家名を聞いたのは、これが初めてだ。元々、杉すぎ崎さき家はそういった派閥に与くみしていないため、あまり意識する機会もなかった。スバルの様子を見るかぎりでは、結ゆい月づき家もそんなところだろうか。

「お偉えら方がたの上に、プリーフェクトか。まさにエリートだな」

「家柄、人格、実力のすべてが最高位と認められた人間のみがなれるのがプリーフェクトだからね。当然、どこかが飛び抜けている人間にしかなれるものじゃないよ」

「しかし、それほど有名人のわりには、生徒寮や学食では一度も見かけたことがないな」

　朝宮は笑った。

「ああ、それは当然だよ。僕らと彼かれ等らエリートは、そもそも住んでいる世界がちがうからね。彼女をはじめとする三人の教導生プリーフエクトと、優秀生セレクトのうち数名は、森もりノの宮みや構内のカレッジと呼ばれる奨学生寮に住んでいるんだ。階級と実力をかねそなえた人間だけが住むことを許されていて、そこの住人は総じて『王の学徒』と呼ばれている。僕がどれだけ実力をつけても、教導生に選ばれることも、王の学徒になることもないんじゃないかな」

　渉は、想像した。ただでさえ、怪盗の家系に生まれ、システマという資格を持たなければ門もん戸こをくぐることすら許されない森ノ宮の中で、さらに選ばれし者たちの城ということだ。

「……つまり、特権階級の巣そう窟くつってことか」

「一言でいえばね。その王の学徒の中でも、『クイーン』の呼び名すら持っている風祭飾かざりが、下界に下りてくることは、まずありえないことだと思うよ」

「興味ないな」

「君ならそう言うと思ってたよ」

　朝宮は楽しそうに言い、机上に投げ置かれた腕時計を確かめると、勢いよく立ち上がった。

「──さて！　それでは、ダンパ運営委員の僕は、先んじてホールに行くとするかな。荷物の積み込みに、衣装の用意にと、はぁ……今から憂ゆう鬱うつだよ」

「自業自得だ」

「少しくらい労ねぎらいの言葉をかけてくれたっていいじゃないかと思うんだけどね、僕はね」

　子供のようにふてくされながら、朝あさ宮みやが部屋を出て行こうとする。

　すると──

「おや、君は？」

　入口の方で、朝宮の声。

「杉すぎ崎さき渉わたるはいるか？」

　ずかずかと入ってきたのは、三みツつ矢やだった。

「おい、杉崎、ついて来い」

「何の用だ」

「来いって言ってんだよ。『クイーン』がお前を呼んでるんだ」

「『クイーン』？」

「だーかーら、さっさと──」

　失礼します、と三ツ矢に送れて入室してやってきた黒髪の少女がいた。彼女は、三ツ矢を笑顔で押しのけると、

「風かざ祭まつり様から、杉崎様への言こと伝づてを預かって参りました」

　と、丁寧に一礼した。見覚えがある。風祭に付き従っていた女子生徒のうちの一人だ。彼女は、渉の前までやってくると、腰の前で手を重ねて一礼して言った。

「風祭様が、あなたをお呼びです。二人きりでお話ししたいことがあると」

　二人きりで？

　朝宮の顔を見ると、彼はきょとんとした顔で、首をかしげてみせるのみだった。




　森もりノの宮みやの学院内に、カレッジと呼ばれる奨学生寮はある。正門を入ってすぐそばの図書館棟を見上げる中庭の奥に、赤あか煉れん瓦が造りの建物があった。登校時、いつも目にはしていたが、まさか寮だとは思わなかった。創立記念館と同じく、てっきり何かしらの記念碑的な建物とばかり思っていたからだ。

　黒い柵さくの中に、洒落しやれた造りの門があり、シンプルながらも手入れの行き届いた庭園の真中を石畳が貫き、その中心に屹きつ立りつするカレッジまで伸びている。

　先を行く女子生徒は、門を叩たたき、「風祭様のお客人です」と顔を見せた寮長と思われる教員に告げた。そうしてようやく入寮の許可を得て、中に足を踏み入れる。

　カレッジの内装はまるで西洋の屋や敷しきのようだった。アンティーク風の格子のついた窓が並び、ランプ型の電灯のほのかなオレンジ色の光が照らす廊下を歩いて行く。長いテーブルのある食堂に、カフェテリアのような談話室……。

　やがて、少女が案内を終えたのは、『第三談話室』と呼ばれる一室の前だった。少女が、「杉すぎ崎さき様をお連れしました」とドア越しに告げると、

「ご苦労様。下がっていいわ」

　と返事がかえってくる。

　中に足を踏み入れると、優雅な制服を身にまとったプリーフェクトが、一杯の紅茶とプチットマドレーヌを前にして待っていた。カーテンの閉め切られた窓の前で、きらびやかな背もたれの椅い子すに座していた。渉わたるが入室したとき、指先で、毛先をカールしてもてあそんでいたが、その手の平を膝ひざの上に置いてこちらに顔を向ける。

「座って。すぐにあなたの分も用意させるわ」

「いい」と渉はすぐ言い返した。「わざわざ下界から呼びつけて、何の用だ？」

「下界？　何の話？」

「……いや、こっちの話だ」

　風かざ祭まつり飾かざりは、そう、と言ってマドレーヌを紅茶にひたして、それを口に運んだ。

「この数日、あなたのシステマを見せてもらったわ。アンチシステマと呼ばれる、あらゆるシステマを打ち砕く力をもった無敵の機能……それは真実のようね」

　口元に薄うすく笑みを浮かべながら、風祭は目線を流し見つめてくる。

「杉崎渉。わたしの従者になりなさい」

　突然そう命じられて、渉は一いつ瞬しゆん、自分が何を言われたのか理解できなかった。理解できなかったというよりも、納得することができなかった。

「……従者？」

「ええ。あなたには、これから私に仕つかえてもらいます」

　瞳ひとみを伏せて、クスッと風祭は笑った。

「そして、今夜のダンスホールで私と踊ることで、全校生徒の前でそれを証明しなさい。当然──この私の命令を拒否することは許しません」

　一切の理由なく告げられた、命令。

　実力と、家柄と、人格が最高位と認められた人間が、この一般生と異なるプリーフェクトの制服を着ることを許されるらしいが──

　そんなのは悪い冗談だ。







　　　Ⅲ　舞踏会にて




　新入生歓迎会と、ダンス演習会を兼ねたダンスパーティーは、運営委員長である朝あさ宮みやの提案によって、森もりノの宮みや校外のホールで行われることになっている。森ノ宮から出発した専用バスで移動する最中、渉わたるは、頬ほお杖づえをついて窓の外を眺めていた。

　……校外でなければ、さっさと寮に帰ってこもっていられたものを。

「はーあ、なんでお前と隣となり同士にならなきゃいけないのかね」

　隣で、三みツつ矢やがかれこれ五度目の文句を口にしてきた時、前の席で他ほかの女子と談笑をしていたスバルが身を乗り出してきた。

「渉、ほら、あそこだって、ダンスホール」

「……でかいな」

　渉は素直な感想を口にした。教会風の出いで立ちで、海辺に建つダンスホールは、月夜の中でその存在感を大いに放っている。

「おい、ところで、杉崎」と今度は三ツ矢が話しかけてくる。「いったいクイーンはお前に何の話があったんだよ」

「さあ」

「さあって、用もないのにわざわざ呼び立てるかよ」

「……そういうお前は、風かざ祭まつりの何なんだ？」

「俺おれ？　俺はクイーンの従者だよ。クイーンの親衛隊の噂うわさを聞いてさ、こっちから申し込んだんだ。ま、お前みてーな礼儀知らずは一生仕つかえさせてももらえねーだろーけどなっ」

　渉は、「……そうだな」とため息まじりに言って、ふたたび窓のそとに視線を投げた。

　専用バスがホールに到着すると、森ノ宮学院一行は男女に分けられ、まず控え室に通された。寸法ぴったりの燕えん尾び服ふくに着替えて、会場に出向く。朝宮たち運営委員が先んじて用意しにいっただけあって、渉たちがホールにやってきた時、すでにパーティーの準備はととのっていた。

　ホールはあたかも宮殿の一室のような作りになっており、ドーム場の天井に向かって、丸みを帯びて壁がせり上がっていく設計になっている。カレッジで見たような格子付きの窓が、高貴に彫刻された柱と柱の間から新月の夜空を映し出している。三百人以上を優に収容できるホールは、中心に大きくダンスホールが設けられ、その周囲にテーブルクロスと花のそえられたテーブルが等間隔に並んでいる。おそらくは司会者が立つであろうステージが一つ設けられ、その両りよう脇わきには音楽隊がすでにスタンバイしていた。

「すごく似合っているじゃないか、渉！」

　入場してすぐ、近づいてきたのは、朝宮だった。長い手足に黒い長なが袖そでがよく似合っていて、男子生徒全員に提供された燕尾服を、素人目に見ても完かん璧ぺきに着こなしていた。

「少し気取りすぎじゃないのか、これは」

　渉わたるがそういって顔を曇くもらせると、朝あさ宮みやはチッチッと指をふった。

「燕えん尾び服ふくというのは、夜のパーティーにおける最上級礼服なんだ。これが僕ら怪盗の最上級にして最下級、唯一相応ふさわしい正装さ」

　渉は、ネクタイを指で軽くゆるめながら言う。

「……少し苦しいな」

「ネクタイもオーダーメイドだから、渉にぴったりのはずだよ」

　渉たちが身につけているのは、燕尾服と呼ばれる礼装だった。一見、タキシード風に見えるが、上着の前丈が短く、背中の裾が二つに分かれ、その名の通りに燕つばめの尾のように広がっていることからそう呼ばれる。実際にこうして袖そでを通してみたのは初めてだったが、どうも落ち着かない。黒の上下と、白のベストに黒のエナメル靴。

「渉、もしかしてこういうのって慣れてない？」

「動きづらい格好は落ち着かないな」

「今こ宵よいの君はもはや紳士なんだ。あまり文句ばかり言わない。怪盗とは常に紳士であるべきだとは思わないかい？　──あ、それとこれ、渉へのウェルカムドリンク」

　朝宮は両手に飲み物の注がれたグラスを持っていて、片手にはグラス二本を指にはさんで涼しい音を鳴らしていた。ナプキンとともに差し出された一本を受け取って、唇くちびるをぬらす。

　どうやらノンアルコールのシャンパンのようだった。……当然これで酩めい酊ていするはずもないが、雰ふん囲い気きに飲まれて、酔いそうだ。

　やがて、渉がすることもなく立ち飲みでグラスを空からにしたころ、入口の方がざわついた。

　渉が、首をかたむけて見ると──

「スバルくん！」

　同時に、朝宮が、嬉き々きとして呼んで、燕の尾をひるがえして入場口の方に走っていく。

　クラスの女子とともにホールにやってきた、薄うすい水色のドレス姿のスバルがいた。少し恥ずかしそうに、足あし下もとに視線を逃がしている。

　肩口から胸元までが開いて、ミルク色の肌を露あらわにするドレスだった。胸元から腰までタイトに身体からだのラインをなぞり、そこからふわりとスカートが広がっている。ストッキングに包まれたほの白い足に、ヒールが高めの靴を履き、髪には花飾りをつけている。

「わっ、朝宮さん……あ、あの、どうしてもこのドレスじゃなきゃダメなんですか？　ちょっといくらなんでもおしゃれすぎるような……」

　スバルは、鼓動を押さえるように、手袋に包まれた手を胸に当てていう。

「だめもなにも、きみの衣装はそれ以外考えられないよ！　すごく似合うよ、キュートだよ！」

「～～っっ……」

　スバルは、手袋をつけた両手の指先を絡からませながらはにかむ。

　彼女のドレス姿に対する評判は、彼女の周りを見ればすぐにわかった。周りの生徒たちがスバルをちらちらと見ているが、男子の目の色は、明らかに彼女に見とれているそれだった。

「渉わたるにも見せてあげなきゃ。ほら、渉」

「えっ」スバルが目を見開く。「渉!?　い、いいです、呼ばなくてい……」

「呼ぶもなにも、ここにいるからね」

　朝あさ宮みやに肩を掴つかまれ、スバルと対面させられる。

「あ……」

　両手でグラスを持ったスバルが、ぽかんと口を開けて、燕えん尾び服ふくの渉を見上げてくる。見下ろす格好になったこちらは、ドレスがなぜ女子の礼装であるかの意味を半なかば直感的に理解していた。こうして、ドレスの女子を見下ろすと、まるでスカートが花びらのようになって、その中心に衣の主が咲いているように見える。

「……動きづらそうな格好だな」

「……そ、そっちこそ」

　むふふーと朝宮が満足げに笑っている。

「何笑ってるんですか!?」

「何が可お笑かしい」

　渉とスバルが反射的にそう突っ込むと、

「いやー、二人ともさすが見栄えすると思ってね。これなら、いつでも政財界のパーティーに潜入したっておかしくないよ」

「お世辞いっても、何も出ないですよ？」

「お世辞なものか。あとは──これでダンスも完かん璧ぺきに踊れれば文句なしだね」

　あ……。

　浮かれ気分がすっと消えた。

　──そうだ、ダンスといえば──

　渉たちのいる入場口の反対側から、大きな音をたてて、戸が開いた。多くの女子生徒を引き連れてあらわれたのは──二年の風かざ祭まつり飾かざりだった。

　かなり距離がはなれているが、しかし、風祭は一いつ瞬しゆんでこちらの姿を見定めたらしく、横目でこちらを軽く睨にらむと、そのまま主しゆ賓ひんの席に向かって歩いてゆく。

　それに続いて、彼女と同じく取り巻きを連れた燕尾服の男子生徒と、そして最後に一人、この晴れの場で唯一、正装ではない男子制服の者。長身で、ポケットに片手を突っ込んだその男は──一般生徒のそれとは異なるシックなデザインの制服を着ていた。

「どうやら、プリーフェクトもそろい踏みだ」

　朝宮が、渉と同じく、主賓席に向かう三人を眺めながら呟つぶやいた。

「いよいよパーティーの時間だ。それではご両人、良きパートナーと良き時間を」

　朝あさ宮みやは、うやうやしく執事よろしく礼をして、二人のもとを去っていく。

　残された渉わたるは、ちらとスバルの方を見る。ちょうどスバルもこちらを横目で見ていた。

「ねえ、渉はこれからどうするの？」

「適当に食事でもしてるさ。そっちはどうなんだ」

「私はクラスの女の子と一緒に回る予定だけど……渉も来る？」

「俺おれが行ってどうするっていうんだ」

「……まあ、そう言うと思ってたけど」

「なら聞くな」

　渉はため息をついて、自らスバルから離れていった。




　　　　◇




『レディース＆ジェントルメン。ようこそ、森もりノの宮みやへ。ようこそ、森ノ宮伝統のスプリングダンスパーティーへ。今こ宵よいは、新入生諸君がこのパーティーの主しゆ賓ひんだ。紳士らしく、淑女らしく、振る舞い、踊り、ぜひとも楽しんでいってくれたまえ！』
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　朝宮が、飾りのついたマイクでそうＭＣして、指を鳴らすと、さっそく音楽隊がワルツを奏で始めた。飲み物が運び込まれて、ホールの中はまるで舞踏会よろしく華やかな雰ふん囲い気きに包まれる。オールフリーダンスタイムのため、目ざとい男子は早くもドレスの女子を誘い、ホールに出てゆく。そんな中にあって、渉わたるは、壁の花──いや、窓の外の花に徹していた。

　ダンスホールの中から外行きのウィンドウを開くと、大きめのテラスに続いていて、渉は、そこに逃げるように避難していた。

　──《シャッタード・スリー》の称号は、朝宮の言う通り、たしかに大いに知れ渡っているようだった。クラスメイトの女子からは距離を置かれているこの自分が、まさか女子に声をかけられ、追跡されるようなはめになろうとは。当然、悠々と巻いてみせたが。

　その時、真正面のウィンドウが開いて、ドレス姿の女子がやってきた時、渉は思わず眉まゆをひそめたが、その者の正体を見て安あん堵どした。

　やってきた少女は、このダンスホールで現在唯一、近況を分かち合える相手だったからだ。

「……お前もか」

　渉がそう声をかけると、

「え？　……渉？」

　ウィンドウにもたれて、赤い顔で息をきらすスバルが、きょとんと目を丸くしてこちらを見た。




　　　　◇




　──少女は、ダンスホールを完全に掌しよう握あくしていた。

　ホール内に配置されていた人間を捕ほ縛ばくして、倉庫室に閉じ込めた彼女は今、ホールの警備室の制御板の前に立っていた。

　制御板の前にずらりと並ぶ監視カメラのマルチモニターのいくつかからは、森ノ宮一行が第三ホールでダンスパーティーを行っている様子が見える。

　制御板のコンソールからはコードが伸び、それは少女の手元のモバイルＰＣにつながれていた。ＰＣは遠隔制御のプログラムが組まれ、これは、少女がポケットに忍ばせている携帯電話に搭載したＯＳからいつでも遠隔操作できるように設定してある。携帯電話から特定のナンバーを発信することで、このＰＣにコマンドが送られ、このホールの中のシステムをいかようにも操ることができる。

　奇き襲しゆうの準備は九十九パーセント完了した。すでに、このダンスホールの設計図と防犯システムの配置は頭に叩たたき込んである。ホールの出入口はすでに閉め切られて、外部から入ってくる人間はいない。

　少女は、ダンスパーティーの設営係として入り込んだ際の作業着と帽子を脱ぎ捨てて、ぺったりとしたショートヘアの茶ちや髪ぱつを露あらわにした。窮屈だった作業着の下から、現れたのは、紫色のベストとチェックのミニスカート。東京のお嬢じよう様さま学校で知られる青せい蘭らん女学院の制服だった。体つきは小柄で、制服から伸びる手足は華きや奢しやだが、この肉体のポテンシャルを最大限に引き出す技ぎ倆りようとセンスとがこの少女の中には宿っていたし、本人もその確信があった。

　少女は、幼さを著しく残した顔立ちながら、どこか大人びた表情をしている。その目つきを鋭くして、彼女は、カメラモニターの一つに移った燕えん尾び服ふくの男子生徒を睨にらんだ。取り巻きの派は閥ばつに囲まれながら、悠然たる王を気取って、肘ひじ掛かけの椅子に頬ほお杖づえをついて座る男。

「……ふん」

　少女がそう呟つぶやいたとき、その男子生徒の高慢そうな顔が──ふいに、少女の敵意を悟ったようにカメラの方を向く。もしかしたら、こちらの感情の残ざん滓しを実際に『感じ取った』のかもしれない。だが、こちらの意図までは読み切れないはずだった。

「このあたしから、逃げられると思うなよ。音おと井い直なお弥や」

　少女は、低い声でつぶやいた。

　ダンスはあと六曲。このパーティーにラストダンスの時は訪れない。




　　　　◇




　話を聞くところによると、どうやら、スバルもまた、壁の花になることすら許されなかったようだった。

「はじめにクラスの子といた時は平気だったんだけど、一人で飲み物もらいに行った途と端たんに男子に声かけられだして……それで、逃げ回ってきたの」

「踊ればよかっただろ。怪盗がワルツも踊れなくてどうする、っていったのはお前だろ」

「そ、そうは言ったけど……っ」

　口ごもるスバル。

　しかし、これに関しては、それ以上追及するつもりもなかった。ダンス嫌いに関しては、すくなくとも共感し合える相手でもあるのだ。

「……渉わたるは、予想通りね。あんた、ぜったいにホールから逃げると思ってた。こういうところにいるだけで息がつまりそうって顔してたもの」

「……こういう派手なのは苦手なんだ」

　渉はぼそっと呟いた。

　スバルは手すりにもたれて、夜の海を眺めながら、ふうん……と呟く。

　──と、そのときだった。

　ぱんっ、と渉の目の前で、光が弾けた。何もない夜の薄うす暗くら闇やみの中から、とつぜん光が生まれ出いでて、拡散したのだ。

　思わず身構えた渉わたるの前で、その光がふたたび闇やみに溶けて消えていくと、そこには、風かざ祭まつり飾かざりが両りよう肘ひじを抱いて、渉を強く睨にらみつけていた。

「杉すぎ崎さき渉」

「……またあんたか」

　渉は警戒心を残したままで、構えた身体からだを戻した。

　……風祭は光の中から突然現れた。どうやら、これが風祭飾かざりのシステマらしいが──朝あさ宮みやにこの点も確認しておけばよかった。

「……プリーフェクトの風祭さん？」

　突然現れた風祭を見て、スバルが目を丸くする。

　すると、風祭はスバルの方を鋭く一いち瞥べつして黙らせてから、またこちらを見据えてきた。

「よくも、あんな失礼な真ま似ねをしておいて、パーティーに顔を出せたものね」

「あの……渉がまた何かしたんですか？」

　スバルがそうたずねると、風祭は鬱うつ陶とうしげに指先でサイドの髪を耳にかけて、

「そうよ、彼は、わたしのパートナーとして振る舞うという名誉を捨て、それどころか返事もせずにこの私の前を立ち去ったの」

「あんた、プリーフェクトにダンスに誘われて、断ったの？」

　スバルも、驚おどろきの顔で見つめてくる。

　渉は肩をすくめた。プリーフェクトかどうかなんて関係ないだろ、と心の中で言い返す。よく知りもしない相手に、一方的に、承しよう諾だくされる自信をもって「自分の召めし使つかいになれ」などといってのけるような相手が、とても話の通じる相手だとは思えなかったからだ。

「断ったんじゃなくて、無視をしたのよ！　……杉崎渉、ラストダンスの前に、もう一度だけあなたに機会を上げる。全校生徒の前で、私とダンスを踊りなさい」

「断る」

　渉は即答した。

「な……」風祭は目を大きく見開いた。「あなた、自分が何を言っているかわかって……」

「ああ」

　風祭の瞳ひとみがさらに大きく見開かれて、固まる。ぱくぱくとその口が動く。

「あ……あなた、いい加減にしなさい！　何度このわたしを馬ば鹿かにしたら気が済むの!?」

「……わかんない人だな、あんたも。俺おれはあんたに従うつもりはない」

　渉わたるはため息をついた。

「もう一度言うわ、杉すぎ崎さき渉。これが最後通告よ。私の手をとりなさい。あなたは、私の従者になるの！　いいえもう、従者とは呼ばない。……げ、下げ僕ぼくよ！」

　焦しよう燥そうに駆られるように風祭がさしのべた手の指先には、ルビーの指輪がはめられていた。そのカット面がきらきらと、不自然に明めい滅めつする光を放っている。

　何だ、この輝かがやき方……？

「焼かれたくなければ、私の手をとりなさい、渉わたる！」

　焼く？

　しかし、その脅おどしの意味を把握する間もなく、

「風かざ祭まつりさん、落ち着いてください。人のことを下げ僕ぼくだのなんだのって、いくらプリーフェクトの人でも言い過ぎですよ！」

　それまで、二人の間に挟はさまれていたスバルが、間に割って入ってきた。

　風祭の表情が険しくなる。

「あなたは口出ししないで。一緒に焼かれたいの、結ゆい月づきスバル！」

「だから落ち着いてください！　渉の態度が悪いのは、いつものことですから！」

「その言い方も、馬ば鹿かにしてるわ！　このっ……だからっ……」

　たんっ！

　風祭が、くやしそうにギュッと目をつむって、大きく足を広げて、パンプスをコンクリートに叩たたきつけた靴音が、夜空に響ひびく。

「わたしの言うことを──聞きなさいってばあっ！」

　ひどく幼さを帯びた風祭の怒り声に触発されるように、ルビーの指輪が、ひときわ大きな光を放つ。

　ところが、その光は、瞬しゆん時じに黒いベールによって閉ざされた。

　空気がバキバキと裂けるような音が複数響いて、スバルの胸の前に一つの黒点が生まれ出いでた。それはみるみる大きくなって、後ずさりしたスバルと、風祭の指先との間に、闇やみ夜よの中でなお暗い闇の壁を作り出す。ある一点から、急激に膨張の速度を上げて、渉たちと風祭の間を完全に隔絶した。

　びくともせず、空中に固定されたそれは──漆しつ黒こくの鉱物の壁だった。

「子供の我わが侭ままもそこまでにしておけ。風祭」

　戸を開いて、やってきたのは──先ほど、開会前に見た、森もりノの宮みやの一般生とは異なる制服を身にまとった男子だった。風祭に続いて入場してきた男子生徒の一人だ。背丈は、渉より二回りほど高く、雑然とした前髪の奥に、冷えた眼光が覗のぞいている。

「あ、あなたには関係ないことよ。渋しぶ谷や政まつり。口を挟まないでいただけますか？」

　なおも指を掲かかげながら、風祭は渋谷と呼んだ男を横目で睨にらんだ。

「大ありなんだよ。お前は今、俺おれの邪じや魔まをしようとしているんだ」

　渋谷政と呼ばれた男は、けだるそうに顔をかたむけると、黙って風祭を見下ろした。

「何ですって……？」

　渋谷が手を振ると、渉とスバル、そして風祭を隔てていた漆黒の壁が霧む散さんして散る。

　──この男が鉱物の壁を作り出していたのか。

「杉すぎ崎さき渉わたるは、協会のお気に入りだ。そいつに怪け我がをさせたとなれば、森もりノの宮みやの自治権を託されたプリーフェクトである俺おれの評価に傷がつく」

「正装すらせず、自分のことしか頭にないあなたが、何を……」

「プリーフェクトなんて、怪盗になるためのただの足がかりだ。それらしく振る舞うつもりはないな。──今のお前に、マナーを説かれるとはお笑いだが」

　渋しぶ谷やはそう言うと、……っは、と息を吐くように笑った。

「……私の前から今すぐ去りなさい、無礼者！」

「去るなら、お前もだ。杉崎渉は、お前だけのお気に入りじゃない」

　風かざ祭まつりは、すぅ、と息を吸い込むと、不敵に笑い、渋谷を見据えた。

「どうしても逆らうつもりなら、ホールに叩たたき返してさしあげます、渋谷政まつり」

「その物言い……さすがは御三家ってところか」

　うっすらとした嘲ちよう笑しようを返す渋谷。

　──二人の緊張がふくれあがった刹せつ那な、風祭が掲げたままの指先から、鋭い輝かがやきが弾けたかと思うと、その明度の只ただ中なかから、空を割さく音をたてて一筋の光が奔ほとばしった。

　渋谷に向かう光こう条じよう。渋谷の眼前に展開した鉱物の壁が、その行く手を阻はばんだ。鉱壁の接点に接触した光条は、肌を焼く高熱を八方に散らして、その輝きを夜の闇やみに消した。

「──もちろん」

　灼しやく熱ねつの閃せん光こうを放った風祭は、実力を誇示したことでその表情に余裕を取り戻していた。

「今のが、私の全力ではないことはわかっているわよね。あなたの炭素の壁くらい、すぐに貫くことだってできるのよ。さあ、私の気が変わらないうちにどこかに行って！」

　渋谷は答えの代わりに、一歩、風祭に向かって近づいた。

「……まだわからないようね。だったら！」

　──ふたたび、風祭の指輪が光を放った──が。

　ホールの内側から、騒そう々ぞうしく開け放たれた戸の音とともに、高らかにとどろく叫びが飛び込んできた。

「風祭飾かざりに命じる。──システマの力で他者を攻撃してはならない！」

　その命令と共に──風祭の指輪を中心にして、いままさに飽和せんとしてした光が、収縮してかき消えた。

「な……」

　風祭の顔色を変え、ドレスをひるがえして、テラスの入口の方に顔を向ける。

　そこには──後ろに取り巻きの男子生徒を並べた男が、腕組みしながら立っていた。ホールから注ぐ光を背負いながら、見下すような視線を、渋谷に差し向ける。

「風祭家一人押さえられないか、渋谷家。──神かみ代しろ家すら止められず、こんな小娘一人にてこずるとは、プリーフェクトの面つら汚よごしもいいところだな？」

　上位者気取りの男子生徒は、鼻を鳴らして渋しぶ谷やの隣となりを通り過ぎると、

「しかし、それにかけても無ぶ様ざまだなあ、風かざ祭まつり家？」

　と、傍はた目めにも体中を敵意と警戒にこわばらせる風祭の前に詰め寄り、薄うす笑わらいをもって見下ろした。

「成なり金きんの朝あさ宮みや家の宴うたげは、凡俗らしくとことん退屈だったが、貴き様さまの悪あがきはなかなか愉快だったぞ？」

「悪あがき？　……何を言っているのかしら音おと井い直なお弥や」

　風祭が、うめくようにその名を呼ぶ。

（わかってるだろう。今の俺おれに、貴様の考えていることなどすべて筒抜けだ）

　指先で、コンコンとこめかみをつつきながら、音井直弥と呼ばれた男子生徒は口端をつり上げる。その途と端たん、渉わたるの脳裏に声が響ひびいた。

　……なんだ、これは。渉は側頭部を手で押さえた。まるで、頭ず蓋がいの内側から、音井の声が聞こえているようだ。

「アンチシステマの杉すぎ崎さき渉を手て駒ごまとすれば、この音井にあらがえるとでも思ったか」

「くっ……」

　風祭は唇くちびるを噛かみ、音井を見据える。

　……音井。《御三家》の音井家かと渉は思った。朝あさ宮みやが挙げた三家は、風祭と七なな草くさと音井。

　そのうち、風祭と音井と二家の嫡ちやく子しが、目の前で対たい峙じしている。

「……これ以上、あなたの──」

　風祭が、憶することなく、音井に何かを言い返そうとすると──

「風祭飾かざり、貴様に自由を与える」と音井はすかさず告げた。「──だが、この俺おれの前で口を開くな」

　その途端、絶句した風祭は、喉のどを片手で押さえて、顔をしかめた。喉から苦しそうな吐息がもれるが、声帯が麻ま痺ひしてしまったかのごとく、うめき声一つ出てこない。

「この音井を出し抜こうなどと、何様のつもりだ。たとえ妄想の中でも無礼極まりない」

「…………ッ！」

　愉ゆ悦えつの笑みを浮かべる音井を見る。先ほども、この男は、言葉による命令で、風祭が放たんとしていたシステマの光をかき消していた。おそらく、この男のシステマは、言葉による命令を相手に叩たたきつける言こと霊だまのような機能なのだろうか。

　風祭が、吊つり上げた目で音井を睨にらみ、音井は嘲ちよう笑しようでそれを受け止める。渋谷は、鬱うつ陶とうしそうに顔をかたむけながら、薄く開いた目で、二人の対立を眺めている。

　渉は当然、厄やつ介かい事ごとに首を突っ込むつもりはなかったが、さしものスバルですらなかなか状況が掴つかめないようで、いぶかしげに事態を見つめるのみだった──

　しかし、その御三家の対立に、柔らかに、そして平然と割って入る者がいた。

「そこまでにしませんか？」

　──テラスの向こうから、やってきたのは、正装の朝あさ宮みやだった。

「せっかくの祝いの場で、騒さわぎを起こすのはご遠慮いただきたい。ましてや、御三家のプリーフェクト同士でなんて、下級生が不安になりますよ」

「何を勘違いしている、朝宮家。俺おれは貴き様さまの後輩を、この風かざ祭まつり家から救ってやったのだぞ？」

「……は」朝宮はきょとんとする。「……なるほど、しかし、音おと井いさん。関係者全員の主張を聞いて、それから判断を下すのが捜査の鉄則ですから。いかに音井家のご子息のお言葉といえども、僕は運営委員長として、この場をしっかりと取り仕切る義務があります」

　風祭の喉のどを元に戻せ、と朝宮は暗に告げていた。

　片かた眉まゆをしかめて、音井は朝宮を睨にらみ上げる。背丈はわずかに朝宮の方が高い。

「いいだろう、音井家。貴様ごとき凡俗が、仕つかえるべき王に等しい御三家を、満足のいく形で裁定できるかどうか見極めてやる。──風祭飾かざり、貴様に発言することを許す」

　音井が許しを与えた途と端たん、風祭の喉に声こわ音ねがよみがえり、けほっ、と小さな咳せきがもれた。

　朝宮が心配そうに風祭に声をかける。

「風祭さん、ご無事ですか？　それで、一体何が──」

「……あなたたちに尽くす言葉なんてないわ！」

　声が戻るやいなや、きっぱりとそう言い放って、風祭はつかつかとホールに戻って行った。──たしかに事情を話せば、恥をかくのは彼女の方だ。ああでも言うしかないだろう。

　しかし、それによって朝宮の裁定は尻しりつぼみになり、あとには、四人が残された。

　渋しぶ谷やが、まずは一言も告げることなく、ホールに戻って行く。

「……えーと」と朝宮は後ろ頭をかいて、渉わたるにたずねてきた。「……実際のところはどうなの？　渉」

「だいたいはそこの音井とやらの言う通りだ」

「音井とやら？　その口の利きき方……聞き捨てならんな、杉すぎ崎さき家」

　今度は、音井の眼光がこちらを向いたが、瞑めい目もくしてそれを黙殺する。

「……まあいい、今は貴様にかまうよりも面白い事を思いついた。──結ゆい月づきスバル」

　音井は、片目を細めた笑い顔で、スバルの方をあごでしゃくってみせた。

「あの風祭家に刃向かったその勇気、俺が褒ほめ称たたえてやる。俺についてこい」

「ついてこい……？」

　スバルが、胸の前で両手を重ねながら困惑顔を見せると、

「貴様に、俺とホールで踊る栄誉を与えよう。貴様の称号など御三家の血に劣るが、『シャッタード・スリー』とのダンスは、風祭家にとってもいい見せ物になるはずだ」

　音井がそう言って自らの目もく論ろ見みを明かすと、スバルの決断は早かった。

　スバルは、胸元で握りしめていた両の掌てのひらをすっと後ろに回すと、澄まし顔で小首をかしげてみせる。

「そういうことなら、お断りします。私、そういうのに付き合うの嫌いですから」

「──この音おと井いの言葉だぞ、結ゆい月づき家」

　音井が、不服を隠そうともせずに顔に皺しわを刻み、圧力を込めた声で告げる。

　スバルが後ろで組んだ指先に、わずかな力が込もる。

　渉わたるはその二人を見ながら、胸裏で舌打ちした。そして理解する。どうやら、この男は、風かざ祭まつりよりもよっぽど性た質ちが悪そうだ。

「音井さん、すみません。実は彼女、僕とペアダンスの先約があるんですよ」

　助け舟を出したのは、唯一、この場で柔和な表情を保ち続けていた朝あさ宮みやだった。

「朝宮家。貴き様さま、他ほかならぬこの音おと井いにたてつくつもりか」

　音井の恫どう喝かつも揺れる葉のごとく受け流し、朝宮は肩を竦すくめて微笑ほほえんだ。

「僕は可愛かわいい後輩と踊りたいだけですよ」

「成なり金きんの分ぶん際ざいで。財団のパトロンだからといって良い気になるなよ」

「家は関係ないでしょう」

「この俺と貴様の格を隔てるものに、血の濃さ以上の何がある」

　音井は昂こう然ぜんと朝宮に言い放ち、スバルの方に矛ほこ先さきを振り戻した。

「結月家。当然、こんな俗物は捨て置いてこの俺と踊るのだろうな──」

　しかし、音井がそれをみなまで言うよりも先に、スバルはするりと軽やかに、後ろでまとめた髪をたなびかせて、音井の前を通り過ぎた。代わりに、朝宮の側そばに立つ。

「よろしくお願いします、朝宮さん」

「こちらこそよろこんで」

　朝宮は、スバルの手袋に包まれた指先をとって、うやうやしく礼をした。

　それを見せ付けられた音井たるや、憤ふん懣まんに頬ほおをこわばらせ、喉のどの奥から怨えん嗟さのうめきをしぼりだした。

「覚えておくぞ、貴様等らのその非礼。せいぜい良い気になっておけ、劣等家系の『シャッタード・スリー』どもめ」

　音井は取り巻きを突き飛ばし、自らの両手で強く開け放って、ホールに戻っていった。

　残された取り巻きが、「お待ちください。キング」と呼び、慌ててそれを追っていく。

「……良かったんですか？　朝宮さん」と、スバルが朝宮を見上げる。

　御三家に面と向かって喧けん嘩かを売っておきながら、朝宮はあくまで気楽な応こたえをした。

「平気、平気。聞いての通り、僕の家は怪盗家系としては無名に近いけど、それなりに政治的な力はあるんだ。それに、可愛かわいいお姫さまのピンチを見過ごすわけにもいかないだろう？」

「お、お姫様？」

「うん、お姫様。ただ、せっかくのたなぼただし、ぜひスバルくんとも踊りたいな。といってもあとはラストダンスくらいしかチャンスもなさそうだけど──」

「えっ」スバルが緊張気味にうつむく。「でも、わたし、ダンスそんなに上う手まくは──」

「僕がリードするよ。育ちのおかげで、ダンスは得意なんだ」

「……わかりました。私で良ければ……」

　スバルがこくんとうなずくと、朝あさ宮みやはうれしそうに笑った。

「決まりだね。──僕はまだ少し仕事が残ってるから、あとで迎えに来るよ。渉わたるも、ちゃんと僕らのダンスを見ていてくれたまえ。怪盗の舞いというものをお目にかけよう」

　朝宮は、渉に向かってウインクしてみせると、あいかわらず悠々として舞踏会の中へと戻っていった。

　そうしてまた、渉とスバルは、二人きりに戻った。

　スバルが、ちら、とこちらを見てくる。

「…………朝宮さんって、ダンス上手なの？」

「ああ言うからには、自信はあるんだろ」

「そうよね……朝宮さんすごく上手なイメージあるし……」

　スバルはヒールを鳴らして、一歩、二歩、前に向かって歩いて行く。

　渉は、スバルとの会話が切れた沈黙の間に、「覚えておくぞ」と吐いた音おと井いの捨て台詞ぜりふやら、風かざ祭まつりの今後の出方──あるいは、朝宮の家のことに思いを巡らせていた。

　しかし、こちらに振り返ったスバルが、不安げな顔で発したのは、

「どうしよう……私、練習でしかダンス踊ったことない」

「は？」

　スバルが何を言いたいのか、一いつ瞬しゆんわからなかった。

「……わたし、男の人と踊るの初めてなの。実習では女子としか踊ったことがなかったから……。…………～～…………」

　スバルは、スカートを両手で掴つかみながら、もじもじとし始める。

「あの、わ……渉……」

　上うわ目め遣づかいのスバルが発する、かぼそい声。

「何だ」

「…………ダンス」

「ダンス？」

「踊って……よ。今……ここで……」

　真っ赤なスバルを見つめながら、渉はため息をついた。

「だ、だめ？」

　首をかしげて、顔をのぞきこんでくるスバル。らしくない愛あい想そ笑いなんて浮かべている始末だった。スバルは真ま面じ目めな性格なのか、マイペースな性格なのか、わからなくなってくる。むしろ、素直に今後について心配している自分の方が糞くそ真面目に思えてくるくらいだ。

　渉わたるが無言でスバルの横を通り抜けようとすると、くっと尾を引かれた。見下ろすと、スバルが燕えん尾び服ふくの裾すそを指先でつまんでいた。

「あ……渉……」

「手をはなせ」

　渉はそう言うと、無言でテラスの戸を開いて、戸口をくぐった。その背中に、スバルのむくれたような声が聞こえた。

「う……わ、わかってましたけど!?　あんたに頼んだ私がまちがってました──」

　カーテンを閉めて、月光の下でふてくされるスバルのもとに戻って、「おい」と呼ぶ。

「だから、もういいって……」

　むくれ顔をこちらに向けたスバルの目に映ったのは、黙って彼女に向かって手をさしのべる渉だった。
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「俺だって、女子と踊ったことはないんだ。……これが任務に必要だってことくらいは、一応理解できてる」

　スバルが男子と踊ったことがなければ、こっちだって女子と踊ったことはない。

　怪盗の仕事は遊びじゃない。そうそう失敗の許されることではないからこそ、あらゆる不安材料を排除するために実地経験の反復が重要なことくらい、よくわかっていた。

「……うん」

　スバルの手を取って、彼女の柔らかな腰をホールドする。

「ホールの音楽に合わせるぞ」

　スバルがうなずく。ホールから聞こえてくる音楽に、耳を澄ませる。ワルツだ。曲自体はシンプルで踊りやすそうな感じだった。

「──せーの」

　スバルが、小さく口を開く。この場所でつい先ほどまであった厄やつ介かい事ごとをまとめて置き去りにするように、二人は一歩目を刻んだ。

　ややあってから、一曲を踊り終えると、「……渉わたるって、踊れないのかと思ってた」と、スバルが胸の中で失礼な一言を発した。

「ライセンスのためだ。好きじゃなくても、やるしかないだろ」

　渉はため息混じりに言った。




　　　　◇




　渉とスバルがホールに戻った時、ちょうど曲が終わった。すぐに次の曲が始まるかと思ったが、司会の朝あさ宮みやが司会者席に立って、アナウンスを始めるようだった。

『残すところもあと三曲。いよいよラストダンスとなりました』

　音楽隊が手を止めたなごやかな静せい謐ひつの中に、笑顔の朝宮の継つぐ語が響ひびく。

　なごやかといっても──唯一、プリーフェクトの居座る主しゆ賓ひん席は、険悪なムードが漂ただよっていた。従者をはべらせたまま、風かざ祭まつりはとげとげしく目を伏せて俯うつむき、音おと井いはふんぞりかえって頬ほお杖づえをついている。三席あるうちの唯一、空いた席は渋しぶ谷やのものだったが、その当人はホールの端の段差で片かた膝ひざを立てて座り、膝に置いた手に口元を乗せて、感情の見えない目でホールの様子を眺めていた。

『さて、それでは私の仕事もあとはパーティーの締めのみとなりました。ここからは、僕も最高のパートナーとの最高のダンスをみなさまにお披ひ露ろ目めいたしましょう』

　朝宮がこちらを見て、スバルに向かって手をさしのべてくる。

「う……ハードル上げられた……」

　スバルが、こわばった苦笑いを浮かべる。

　渉はその横顔を、柱にもたれて、腕組みをしながら見つめていた。もう、ここから動くつもりはなかった。こっちは実習としてのダンスはすませた。

　あとはスバルと朝宮が、勝手に楽しめばいい。

『それでは』

　と、朝宮は頭上に掲かかげた指を鳴らした。

『ミュージック』

　まさにその瞬しゆん間かんだった。バシャン、と音をたてて照明が消えた。

　奏でられはじめたばかりの旋せん律りつが、ホールの暗くら闇やみの中に吸い込まれ、消え入る。

　暗闇に戸惑う参加者たちのざわめきが、徐々にホール全体に広がってゆく。しかし、まもなく照明が元に戻り、突然のハプニングを受けて、出席者たちの顔はかえって綻ほころんだ。

　だが、渉わたるはその中にあって、妙な違和感を覚えていた。

　違和感──それをさらに正確な表現をするならば、「異物感」に近い。ダンスホールの中に、先ほどまでいなかった何かが紛れ込んできたような感覚だ。

　その違和感の正体は、視界の隅に見つかった。

　ちょうど渉のもたれる柱から見た右前方。高い位置の窓の手入れのためにあるのであろう、細い連絡通路の手すり際に、一人の少女が立っていた。

　少女は、どこかの学校の指定制服と思われる紫色のベストに、チェックのスカートをはき、肩にはエナメルのスクールバッグをかついでいた。小柄な茶ちや髪ぱつのショートヘア。整った美び貌ぼうを予感させるシルエットだったが、その顔は──無ぶ骨こつなガスマスクで覆おおわれて見えなかった。

　少女が、片手に握った携帯電話のボタンを指で押した途と端たん、すぐそばのウィンドウがガチャンと音をたてて鍵かぎがかかったのがわかった。

　──電子ロックが、かかっていた。おそらく、ガスマスクの少女の手によって。

　ウィンドウに移した視線を、ふたたび少女の方に戻した時、彼女のスクールバッグは大きく開け放たれていた。そして、その中から放り出したと思われる、大量のスプレー缶が、ダンスホールの直上を舞っていた。それらが地面に叩たたきつけられると同時に、密閉されたホール内に化学臭のする真っ白な煙が立ちこめた。催涙ガスかと思って口に手を当てたが、眼球にしみる痛みはなく、ただの煙えん幕まくのようだ。渉は、少女の存在を認識していたからまだよかったものの、状況もわからず視界を奪われて、皆が混乱に陥った。

　そして、ホールの下方が煙に埋まっていくのを見つめながら、ガスマスクの少女はひらりと舞い降りた。──煙の中へと。

　空中で、彼女が制服のスカートから抜き放ち、その両手に閃ひらめかせたものを、渉の目はたしかに捉とらえていた。それは、渉にとってよく見覚えのあるものだった。

　あれは、まちがいなく──今日の模も擬ぎ任務でも用いた物と同じ型のワイヤーガンだった。

　しかも、長距離射程を持つ大型のものだ。

　ワイヤー先端のアタッチメントは、フック型のものが装着されていた。

「何が起きたの!?」

　スバルが口元を押さえながら、訴えてくる。

　渉は、煙の中で、銀色の輝かがやきを閃かせながら、近づいてくる影を目で捉えると、

「頭を下げていろ！」

　スバルに飛びついて、その頭を押さえ込んだ。それと同時に、ワイヤーガンを二に丁ちよう拳けん銃じゆうよろしく構えた少女が、白煙の霧きりをまとって頭上を過ぎ去ってゆく。

　彼女は、交互に放つワイヤーガンのワイヤーを、ホールのドーム型の天井を支える柱に巻き付けて、それを高速で巻き戻す力を利用して、高速のメリーゴーランドのようにホールの端を回っていた。だが、このまま楽しく遊覧しているわけではないだろう。このまま行けば、彼女の行く先に舞っているのは──主しゆ賓ひん席。──となると、狙ねらいは──

「プリーフェクトが狙われてる!?」

　胸の下で、スバルがさけぶと、ああ、と渉わたるはさけんだ。「たぶんな」

「まさか、サーカス？」

「あのガスマスクが仮面代わりならな」

　渉が、少女の去った煙の彼方かなたに目を向けた時、白もやの向こうで赤い光が閃ひらめくのが映った。




　少女は、ガスマスクの奥から、白い煙の視界を見つめた。このホール内にある物体と人物の位置関係なら、先ほどしっかりと脳裏に焼き付けてある。

　──この記憶が正しければ、すでに、ターゲットはワイヤーガンの射程内に入っているはずだ。

　少女の手元で、銀色の輝かがやきが走った。フック型のアタッチメントを装着されたワイヤーの先端が、風を切って、ターゲット──音おと井い直なお弥やがいた主しゆ賓ひん席のすぐ後ろの柱へと放たれる。そこまでたどり着けば、ここ数ヶ月狙い続けてきた音井直弥にようやく手が届く。

　だが、そのワイヤーフックが、柱に届くことはなかった。

　突とつ如じよ、ワイヤーの射線に現われた黒い障壁によって、フックを阻はばまれたからだ。ガキンと音をたててフックが黒の障壁に食い込む。

　この妨害が何者による仕し業わざかは、ちゃんと理解していた。空間の炭素の組成を操り、鉱物のシールドを生み出したシステマ能力者──プリーフェクトの渋しぶ谷や政まつり。かすかに煙が薄うすれ始めた視界の中で、彼は黒い障壁の向こうで無造作な前髪の奥から鬱うつ陶とうしげにこちらを見据えていた。

「邪じや魔まなんだよ！」

　少女は壁を蹴けると、ワイヤーを巻き上げる強力なウィンチの力を利用して、空中から一気に渋谷に向かって距離をつめた。少女は、前に突きだした両足で鉱物の障壁を踏みつけて衝撃を殺すと、ガスマスクの奥の瞳ひとみを動かして渋谷を見据えた。冷たい双そう眸ぼうと目が合う。

　両足で炭素のシールドに踏ん張ったまま、少女は両手でフックを引き抜き、シールドを蹴りつけての後方宙返りを放って着地した。

　渋谷は炭素のシールドを空中分解させて、手の中に生み出した漆しつ黒こくの刃やいばを横に払って少女に切りかかろうとしてきた。だが、その動きを少女は読んでいた。

　少女は、片かた膝ひざを下り、片足を伸ばす格好で身を沈めてそれをかわすと、右手のワイヤーガンをスクールバッグから引き抜いたスプレー型の気体容器に持ち替えた。それを、渋しぶ谷やの足あし下もとに叩たたきつけてやると、白い煙が溢あふれた。ただし今度はただの煙えん幕まくではなく、催涙ガスだ。

　催涙ガスで渋谷を牽けん制せいすると同時に、左手に握ったままのワイヤーガンを、離れた位置にあるホールの柱にむけて射しや出しゆつした。

　柱に巻きつくワイヤー。それを高速で引き戻す力を利用して、少女は渋谷から間合いをとる。特撮映像のように身軽でアクロバティックな動きだった。

　しかし、その時、薄うすれつつある煙の彼方かなたから、ワイヤーに向けて放たれる赤い光があった。薙なぐように払われたそれによって、強きよう靭じんなワイヤーロープが赤く白熱して引きちぎれる。

　少女は軽やかに膝ひざのクッションを使って殺して、ダンスホールの真中に降り立った。

　着地の風圧で、周囲の霧きりが舞い上がって、少女の姿をホールの中にスポットライトのように浮かび上がらせる。

　ワイヤーを焼き切った光こう条じようを放った当人が、光の飛沫しぶきを散らして、少女の前に姿を現した。

　ルビーの指輪をはめた指先をこちらに伸ばして、風かざ祭まつり飾かざりが半はん身みに構えたドレス姿で、苛いら立だたしげにこちらを見つめてきている。

「そこから動かないで。一歩でも動いたら、あなたを撃ちます」

　少女はガスマスクの奥から、目だけで風祭を睨にらみ上げた。

「ふん、やれるもんなら、やってみなよ」

　大きく右足で踏み込んで、風祭の指先を誘導する。刹せつ那な、彼女の指先から大きく光が放たれて、赤い高熱の光束が放たれて、ホール内に充満する煙幕を散らした。

　その時、少女は踏み込んだ右足ですかさず左前方に飛び、悠々とそれをかわしていた。

　一方、少女に向かって踏み出した風祭の姿が、光のベールの中に消える。周囲の光を屈折させて、自分の姿を人間の目の視認領域の内側に潜り込ませたのだ。

「……風祭飾。四よつ名なは『光彩奪目ミラージユレイ』、〝光〟の屈折を操作する機能システマ」

　ガスマスクの中で、あらためてこのミッションにおける仮想敵の情報を確認するように呟つぶやいた少女の右斜め後方に、風祭の姿が現れた。

　風祭が伸ばした手のひらの先で、その指にはめられた指輪のルビーが大きく明滅したその瞬しゆん間かん、少女はスカートのポケットから円盤状のスチール容器を取り出した。

　少女は、その場でターンするような振り向きざまに、風祭の眼前に、指先でピンを抜いた円盤を放り上げてやった。

「わかってるんだよ、そっちの手の内は！」

　風祭の指輪がひときわ大きく輝かがやくと同時に、風祭の正面に浮かぶ鉄の円盤から白光があふれでた。人間の目を焼く閃せん光こうと、鼓こ膜まくを打ちのめす爆音が、円盤の接着面をこじあけて生まれ出いで、その光は風祭の指輪の輝きを飲み込んで、かき消した。

　アルミホイルで作った簡易性の閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんのため、ほんの一いつ瞬しゆんの目くらましにしかならないが、光の能力者相手の迎撃装置としては優秀だ。光の現象を強制的にひっくり返して、光の屈折と宝石の触しよく媒ばいの合わせ技わざによって放たれる風かざ祭まつりのレーザーを相そう殺さいしてみせる。

　しかし、今相手にするべきは風祭ではない。少女は、閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんによって作り出した一瞬の隙すきに、皆が爆音と閃光にすくむホールの中を、低い姿勢で一直線に駆け抜けた。

　少女が狙ねらい定めて距離をつめていったのは、主しゆ賓ひん席からいまだ動かぬ音おと井い直なお弥やだった。

　煙の切れ間に、音井の姿が見えると同時に、少女は地を蹴けってぐんと音井との距離を詰めた。

　今なら、音井は、あたしに対して何の力も持っていない──

　論理力を高速で回転させた少女の内省は、やがて一つの明解な結論を導き出した。

　──やれる！

　少女が放ったワイヤーガンのフックが、音井に向かって直接突き進む。

　その刹せつ那な、煙がいたずらに音井の姿を隠した。

　次に視界が開けた時、少女が見たのは、主あるじを失った主賓席のチェアがフックに撃たれて砕け散る様だった。

「外したか。ちょこまかと……！」

　舌打ちする少女の耳に、右上方から、音井の声が聞こえる。

「貴き様さまが狙ねらっているのはこの俺おれか？」

　一段せり上がったステージの端から、憎々しげな顔の音井がこちらを見下ろしていた。

　──音井の質問に答えるつもりはなかった。なぜなら──こちらの声が聞かれれば、音井に有利を与えかねないからだ。

「……今度こそ……！」

　少女は、自分に言い聞かせるようにつぶやいて、地面を一ひと蹴けりして音井に迫ろうとした。

　眼前の煙を突き破って、一筋の黒い刃やいばが少女の首めがけて襲おそいかかってきた。

　少女がとっさにのけぞって、その刃をかわすと、引き裂かれた煙の奥に、炭素の仮面で顔を覆おおった迎撃者の姿があらわれた。その身にまとっているのはプリーフェクトの制服だ。

　迎撃者の顔を覆っていた炭素のマスクが霧む散さんして、中から先刻見た渋しぶ谷や政まつりの双そう眸ぼうが現れた。どうやら咄とつ嗟さにマスクを作り出して、催涙ガスの直撃を免れたらしい。

　渋谷は、さらにもう一歩踏み込んできて、刃を払ってくる。

　少女は、ダンスのステップを踊るように、軽いバックステップで、最小限の距離をとってそれをかわした。だが、それはあくまで最小限であって、最善の回避ではなかった。一歩でも近く音井との距離を詰めていたいという焦しよう燥そうゆえのものだったが、それが失策となった。

　渋谷は、水平に一ひと太た刀ち放った体勢から、もう一回転をくわえて、空いた方の手に生み出した刃をふるってきた。少女は横に身体からだを振ってかわそうとしたが、避よけきれずに、わずかに黒の刃の切っ先がマスクのベルトに触れる。留め具が裂かれ、ちぎれるのがわかった。ガスマスクが地に落ちて、少女の顔が露あらわになる。

　それを見て、真っ先に彼女の名をつぶやいたのは、音おと井いだった。

「七なな草くさ──」

　目を見開いた音井が、ささやくようにその名を継つぐ。

「──七草杏あん」

　家名で人を判別する音井の口から、名指しで呼ばれるのは、かえって気分が悪かった。




　ホールの戸のガラスのいくつかが叩たたき割られ、ホールの煙はいよいよ薄うすれ始めていた。

　渉わたるは、ダンスホールを見ていた。霧きりがかかったようにもやの立ちこめるダンスホールの中心で、パートナーもなくたった一人で立つガスマスクの少女が、その素顔をさらしていた。無ぶ愛あい想そうだけれども、整った顔立ち。気難しそうな目つきで、ショートボブの髪は雑に乱れていた。

「ふん…………ここまでか」

　少女が、苦々しそうにつぶやく。

[image: ]

　──ダンスホールを囲み、奇き襲しゆうの少女を見つめる一年生たちは、ただただ呆ぼう然ぜんとしていた。しかし、上級生たちはなにやら口々に「七草」の名を何度も繰り返している。

　その名には、渉は、聞き覚えがあった。

「なぜ貴き様さまがここにいる。七草家……！」

　音井が、顎あごを引き、深く眉み間けんを寄せた閻えん魔ま顔で少女を見据える。

「……言われなくたってわかってるだろ。音おと井い直なお弥や」七なな草くさと呼ばれた少女は顔を上げて、プライドの高そうな目で音井を見下した。「あたしは、お前に奪われたものを取り戻しにきたんだ」

　七草は、スクールバッグに手を突っ込んだ。中から取り出したのは、いくつものラベルのないスプレー缶型の容器だった。──奇き襲しゆうの幕開けに、彼女がばらまいた煙えん幕まく弾だった。

「今日のところは退ひいてやるよ」七草は強い口調で言い、音井をまっすぐに睨にらみつけて言った。「けど、あたしから逃げられると思うな」

　少女の手が開いて、スプレー缶が床に落ち、彼女のチェックのスカートをはためかせて白煙が広がった。ダンスホールはふたたび視界ゼロに閉ざされる。

「──逃がすものか！　七草杏あんに命じるッ！　このホールからけして出てはならないッ！」

　傲ごう然ぜんと叫ぶ音井の怒ど声せいが、ホールに響ひびき渡る。しかし、その命令が、七草に通ることはなかった。

　ホールの最上段にあるステンドグラス型の大型ウィンドウに、七草はいつの間にか移動していた。

　七草はクスッと笑うと、取り出した携帯のボタンを押した。

　ロックを外したステンドグラスを両手で開け放ち、ふわりとその向こう側へと身体からだを躍おどらせる。

　開け放たれたステンドグラスから吹く風が、ホールの煙をふきとばしていく。

　音井は、七草の消えたホールに立ち、肩をわななかせながら、今まさに足あし下もとに仇あだ討うちの相手を見つけたといわんばかりの眼光を突き立てていた。

　飾かざりは、屈辱の表情で唇くちびるをかみ、渋しぶ谷やは、自らが七草杏あんを撃退したというのに、感慨もなく「はぁーあ……」と天を仰あおいで低い声のため息を吐いている。

　──三分にも満たない時間ではあったが、三人のプリーフェクトを相手に大立ち回りを披ひ露ろうした少女は、場に集つどう新入生すべてに鮮烈なイメージを残して消えた。

「……今の子、七草って呼ばれてた」

　ダンスホールを横目でながめていた渉わたるに、スバルが問うてくる。

「ああ……」

　この数日、何の因果か、幾度か朝あさ宮みやの口から聞いていた名字だ。

　そして、みずからが企画したダンスパーティーのラストを台無しにされたその当人は、残念がっているのかいないのか、よくわからない様子で、

「いやはや、すごいことになっちゃったね……二人とも大丈夫だった？」

　と言って、狼狽うろたえる人並みの間から、後ろ頭をかきながらやってきた。

「朝宮さん、今の女の子……みんな知ってるみたいだけど、何者なんですか？」

「ああ、そういえ二人は知らないよね、彼女のこと」

　朝宮は、どこかまぶしそうな目で、ガスマスクの少女の消えたステンドグラスを仰あおぐ。

「彼女の名は、七なな草くさ杏あん。きみたちと同い年だけど、飛び級で一学年上の先輩だ」

「先輩……？　けど、あの子が着てた制服って、森もりノの宮みやのものじゃなかったですよね」

「ああ、うん、彼女はもう森ノ宮の生徒じゃないからね。ちょっといろいろと事情があって、半年ほど前にこの学校を去ってしまったんだ」

　渉わたるは相あい槌づちを打たずに黙ってそれを聞いていたが、やがて、

「……七草といえば、音おと井いと風かざ祭まつりに並ぶ御三家の家名じゃなかったか」

　と、朝宮に問うた。

「そう、その通り。さすが覚えがいいね。彼女は、栄えある御三家にして、稀き代たいの天才怪盗候補生さ。性格は、渉と同じくらい無愛想で、スバルくんと同じくらい正義漢で──」

　朝宮はどこか昔を懐なつかしむような顔で、彼女の性格を最後にこう評した。

「けれども、君たちと正反対で、大の怪盗嫌いだよ」







　　　Ⅳ　初任務




　音おと井い直なお弥やは、カレッジの第一談話室で頬ほお杖づえをついていた。

　円卓というには小さすぎるラウンドテーブルが置かれた八角形の部屋だ。ランプと絵画がそれぞれの辺に設置され、角には観葉植物が置かれている。

　赤茶色の壁に囲まれたその机には、音井だけがつくことを許されていた。

　彼の前に並んでいるのはこの学院の生徒と何人かの教員だった。しかし、教員が音井を見る表情は明らかに生徒と向かうそれではなく、恐縮しきっている。プリーフェクトと教員は、この森もりノの宮みやにおいて対等の立場と明言されているものの、両者の間柄は既すでに対等ですらなかった。

　ここに集つどう教員は、協会でいうところの音井派に与する人間であり、音井の血けつ脈みやくに逆らうことは家名の危機も同然だったからだ。

「七なな草くさ家の行方ゆくえがつかめていないのは、わかっている。そんな報告はどうでもいい。そもそも奴やつをあぶり出すための方策なら、この俺おれが動かすべき者を動かしてやっている。学院の人間に過ぎない貴き様さまらがやるべきことはなんだ？」

　円卓に頬杖をついたままで音井が問いかけたが、答えがなかった。彼等は答えをまちがえることを恐れ、想像すら遠慮し、完全な思考停止に陥っていた。

「有う象ぞう無む象ぞうどもが……」と音井はうめく。「なぜ、森ノ宮のダンスパーティーの日時を七草家が把握していたのか。……学院内に内通者がいるのか、あるいはどこからか情報が漏れていたのか。その出所を探せ。場合によっては、奴は森ノ宮に乗り込んできかねないぞ」

　音井派の優秀生セレクトの一人が、ここぞとばかりに言った。

「音井様、やはり人をつけるべきでは──」

「あんな小娘一人相手に護衛をつけろとこの俺にほざくか、貴様は」

　拳こぶしを卓上に叩たたきつけて、音井は叫んだ。

　賛辞を求めていた優秀生は萎い縮しゆくし、ふたたび思考停止の海に沈んでいった。

「いらん世話だ。俺を狙ねらっているのが七草家とわかった以上、こちらはいざとなれば《金科玉条ルールブツク》の言こと霊だまでどうにでも奴を押さえられる」

　音井直弥の四よつ名なである《金科玉条ルールブツク》。それは、相手の名前と共に、制限内容を口頭で伝えることによって、相手に禁則事項を強制する機能システマだった。音井に命令を叩たたきつけられた相手は、その時点で意識的に逆らうことはできなくなる。

「貴様等の無能さにはうんざりした。七草との内通が疑わしき者がいれば、片っ端からその者の名を挙げろ。俺が直じき々じきに内通者の探りを入れに出向いてやる」

　音井はそこまでいって口を閉ざして一いつ旦たん言葉を切ると、脳裏で紡いだ語を、目前に並ぶ従者たちに向かって飛ばした。

（──七なな草くさ家から奪ったこのシステマで、真偽を見極めてやる）

　かつて、七草杏あんがその身に宿し、奪い返しに来たと思われる《以心伝心マインドジヤツク》のシステマだ。他者に思念で言葉を伝え、あるいは意識を他者とリンクさせることによって、相手の思考の流れを読むことができる。

　他者の思念を読む《以心伝心マインドジヤツク》と、他者に命令を強いる能力──この二種の《金科玉条ルールブツク》によって、音おと井いはいまや番人を制御できる絶対の権力者になったと自負をしていた。

　今の音井には、この森もりノの宮みや学院において、誰だれが音井の支持者で、誰が音井の背信者なのかを、思念によって読み取ることができるからだ。後者を見つけたのであれば、《金科玉条ルールブツク》で屈服させ、音井に逆らえぬ事実を突きつければいい。

　目の前の従者たちが、心を読まれまいと必死に思慮を重ねている様さまさえ、音井の思念にははっきりと──鬱うつ陶とうしいほどに伝わってくる。

　この《以心伝心マインドジヤツク》を得た当初は、他者の心こころ根ねを覗のぞく優越感もあったが、人間とはいくら他者に尽くしてみせようともエゴの塊かたまりだ。音井の血を前にして、自らを優先する感情は許し難い屈辱であった。、こちらが否定の言葉を投げかければ、反感がのぞく。今まさにその通りだった。萎い縮しゆくが反感に勝っていながらも、それは音井に対する忠義や屈服のみによるものではない。

　新たな思念が、廊下を歩いて、談話室に近づいてくるのを感じる。だが、こちらははっきりとした思念ではなく、ぼんやりとした感情のイメージでしかなかった。

　──《以心伝心マインドジヤツク》は万人に対して効力を持つのではなく、ある特定の人間にのみ、思念のリンクを果たす欠陥を備えている。

　醜みにくいエゴを見せ付けられるのも鬱陶しかったが、本人に責があろうとなかろうと、愚かしくも音井に隠し立てをする存在はそれ以上に腹立たしかった。

　ドアがノックされ、声が聞こえる。

『音井様、失礼します。お耳に入れておきたいことが──』

「戸を開けろ」

　音井が怒鳴りつけると、部屋の中の音井派の人間があわてて四人がかりで戸を開ける。その先には、心の読めない優秀生セレクトが一人。

　チェアを蹴けって、優秀生セレクトの前に立った音井は、優秀生セレクトの頬ほおを無言で払った。呆ぼう然ぜんとする相手のネクタイを掴つかんで引き寄せて、優秀生セレクトに音井は顔を寄せた。

「この俺おれに許しを請こえ」

「……は…………？」

　間の抜けた声。それに苛いら立だちを覚えた音井は、プリーフェクトの制服から小さな鉄のギミックを引き抜いた。片手でネクタイをつかみながら、もう一方の片手の中で展開音をたててナイフを踊らせる。そして、ついにその機能を最大限に発揮する形状に到達したギミックを、優秀生セレクトの頬に押し当てる。バタフライナイフの切きっ先さきを、優秀生セレクトの頬に押し当て、ゆるやかな肉の穿せん孔こうを試みるように優しくナイフの取っ手を回しながら、音おと井いはもう一度くりかえした。

「許しを請こえと言っている」

　不条理に目を泳がせ、立ちすくむ優秀生セレクトの口から、許してください、と掠かすれ声の一言が出ると、音井はようやく満足したように笑んだ。

「この音井が貴き様さまを許そう」

　たちまち、優秀生セレクトの胸裏で渦うず巻まく混乱が頭の中に流れ込んできて、音井は舌打ちして、優秀生の胸を突き飛ばして転がした。

「不快だ！　用向きだけ告げてとっとと去れ！」

「か、風かざま……まつり……」

　要点を得ない。というよりも、本人も伝えるべき内容を半分忘れかけていた。

「七なな草くさ杏あんのダンスパーティーに襲しゆう撃げきに与くみした人間が見つかった」

　戸口の外から、優秀生セレクトを代弁する声が聞こえた。低く響く声だ。

　プリーフェクトの制服のカラーをした灰色の影が現れると、廊下に倒れていた優秀生セレクトが短い悲鳴を上げた。倒れていた彼の足を、長身の体重を乗せた革靴が踏みつけたからだ。

「七草の共謀者か。名は？」

　と、音井は、半はん身みでこちらを見る渋しぶ谷や政まつりに向かって問いただした。

「風かざ祭まつり飾かざり」

　優秀生セレクトのうめき声よりも小さな声で、渋谷が言う。

　その名を聞いた途と端たん──音井は目を丸くして、腹を抱えて笑った。

　風祭が今まで、音井派に反感を抱き、そのために必死に協力者をかきあつめて、絶対権力たる音井派に抗していようとしていたことは知っていた。それが、まさかこんな形で尻しつ尾ぽを出すことになろうとは。

　しかし、これで合が点てんもいく。風祭と七草は、共に音井をひどく忌いんでいた。ならば、その両者が共謀して、音井に戦いを挑んできたとしてもおかしくはない。

　ならば、七草の行方ゆくえもこれでつかめようというものだ。風祭派が、七草の居所を探るための鍵かぎとなる。

　音井には、協会よりも、財団よりも早く、自分が先んじて七草を捕らえなければならぬ必要があった。胸の底からあふれでる会心に、彼は口端を笑みに歪ゆがめた。

　しかしその快い感情を乱すのは、渋谷に足を踏まれ続けている優秀生セレクトのうめき声だ。

　音井の不機嫌そうな目と、渋谷の冷たい目が、同時に優秀生セレクトの方を向く。

「その足を退どけろ、渋谷家」と音井は吐き捨てた。

「俺おれが捨てたゴミを、目の前で踏みにじっている給仕がいるとしたら、お前はどう思う。俺は、それを俺に仇あだなす恣し意いと見なす」

　音井が言うと、渋谷はすっと足を退けて、

「──そんなところにいたら、怪け我がをするぞ？」

　軽く片かた眉まゆを上げてそう声をかけた。プリーフェクトの制服に手を突っ込みながら、廊下の向こうに消えてゆく。

　渋しぶ谷やのぼやけた感情が遠ざかってゆく。思念が繋つながっていないにしても、渋谷政まつりの感情はわずかに感じとれた。あえて言葉にするのであれば──

　愉悦と共感。

　──いったい、何と何に対して？

　しかし、渋谷の胸中は、音おと井いの興味の外にあった。音井は、自ら戸をくぐると、「ついてこい」と部屋の中の者たちに向かって告げる。

　音井は、渋谷とは反対の方向へと、取り巻きを連れて歩き出した。

　その時、音井は、締め付けるような痛みを感じて、わずかに顔をしかめた。

　──あの日からずっと、頭の芯しんを締め付けるような痛みが消えない。

　まとわりついてはなれないこの痛みは、七なな草くさ杏あんの犠ぎ牲せいをもってしか払えない。そのためにも、七草杏はこの手をもってかならず捕らえなければならない。




　朝食を終えて生徒寮に戻ろうとすると、部屋の前でクラスメイトと鉢合わせした。

「……お、杉すぎ崎さき」

　クラスメイトの三みツつ矢やだった。

「俺おれに何か用か？」と渉わたる。

「用があるのは、お前じゃなくて、お前の同居人だよ」

　三ツ矢が、ノックもなく先んじて部屋に入っていく。

　渉もそれに続いて部屋に入ると、同居人の朝あさ宮みやは、ベッドで寝転がって携帯ゲームに興じていた。そのベッドの膝ひざ元もとに立った三ツ矢は、

「あんた、『情報屋』の朝宮先輩だろ。あんたに聞けば、この学校の事なら大体わかるって聞いたんだ。知りたいことがある！」

　遅れて部屋に入った渉は、三ツ矢の後ろで足を止めて、朝宮に問うた。

「……情報屋？　お前、そんなことやってたのか」

「あ、渉、おかえり」と朝宮が身を起こす。「ところで、この威勢の良い彼は……？」

「同じクラスのやつだ。それより、情報屋ってのはなんだ」

「え、ああ……別に自分から名乗ったつもりはないけど、いつのまにかそういうあだ名がついてしまっているらしいね。別に、ちょっと調べ物が趣味なだけの事情通でしかないんだけど」

　朝宮が妙に事情通なのは、渉も前々から気になっていたことだった。よほど人脈があるのか、要領が良いのかはわからないが、人並み外れて引き出しが多いのは事実だ。

　渉は、そうかと素そっ気けなく答えて、三ツ矢の隣となりをくぐってベッドに寝転がった。腕うで枕まくらをくんで、壁かべ際ぎわに寝転がり、ベッドの前に立つ三みツつ矢やに背を向ける。

「僕が力になれるかどうかはわからないけど、話だけは聞くよ」

　朝あさ宮みやが、はしごをきしませてベッドを下りる音。次いで、「さて」と勉強机のチェアに座ったような音がした。

「とりあえず聞かせて欲しいな、君の事情を」

　すると三ツ矢はこう言った。

「俺おれは風かざ祭まつり派を代表してやってきた。クイーンの無実を晴らしたい」

　──『クイーン』こと風祭飾かざりが、先日の七なな草くさ杏あんのパーティー襲しゆう撃げきに関与したという事件はすでに渉わたるも伝え聞いていた。風祭は、七草杏と音井襲撃を共謀したという嫌疑をかけられて、今森もりノの宮みやにはいない。風祭家の実家に送り返されて、一時謹きん慎しん中だとのことだった。

　三ツ矢は、風祭にその嫌疑がかかることになった経緯を話し始めた。

「クイーンは、森ノ宮で訓練用に使われてたワイヤーガンを勝手に盗み出して、それを七草に提供したって話になってる。プリーフェクトっていうのは、創立記念館の保管庫以外なら自由に出入りする権限を持ってるからな。……実際、防犯カメラの映像から、クイーンがそのワイヤーガンを保管庫から持ち出している映像もあるらしいんだ」

　しかし、どうやらそんな事情説明は、朝宮には不要のようだった。

「それなら知っているよ。七草杏が使ってたワイヤーガンが、その森ノ宮から盗み出されたものだってことが調べでわかったんでしょ？」

「ああ。だけど、クイーンはそんなことをしてない。だれかがクイーンをはめようとしたに決まってるんだ。情報屋のあんたに、その証拠を掴つかんでほしい！」

　三ツ矢が声を荒らげて訴えると、

「つ、掴んでほしい？」

　朝宮はびっくりしたようにくりかえして、うーん……と悩み声を出す。

「や、あのね三ツ矢くん、僕は情報屋って呼ばれてても、しょせんは事情通の延長戦上で、そういう捜査みたいなものを請け負ってるわけじゃないんだよ」

　もどかしげに三ツ矢は訴える。

「少し調べてもらえりゃわかるって！　クイーンがそんなことするはずはないんだ！」

「……そう言い切るってことは、何かそっちでも手がかりを掴んでいるの？」

「え、いや……」三ツ矢は口ごもる。「手がかりとか、そういうのはないけど……クイーンの盗みの証拠は、監視カメラの映像だけだろ。たとえば、カメラの映像を偽物に加工できるようなシステマを持ってるやつなら、簡単に証しよう拠こを捏ねつ造ぞうできるかもしれない」

　朝宮は、ふむ、と言った。

「可能性はありうるね。そんなことをしてくる相手に心当たりはある？」

「音おと井い派がやっぱり一番怪しいけど……やっぱり、あれだけ美人で実力もあればどっからでも恨まれてもおかしくないよなあ……」

「音おと井い派はないね。どう考えても、あの七なな草くさ杏あんが音井直なお弥やと組むとは思えない。そもそも、それだと七草杏の方に得がなさすぎるよ。今や、七草は追われる身も同然になっちゃっているわけだからさ……」

　はじめは朝あさ宮みやにすがるような勢いだった三みツつ矢やだが、どんどん声が暗くなってゆく。

「なあ、どうにかなんねーのかよ？」

「いや、そう悲観することはない。風かざ祭まつりさんが無実なら、遅かれ早かれ真実は明らかになるよ。御三家が関かかわる大おお事ごとだし、今回の件には、きっと第三者としてコープスが調べに入ってくるだろうからね」

「コープスって……なんだよそれ？」

　その単語は、渉わたるにとっても初耳だった。興味なく聞き流していた二人の会話に、少し意識を傾ける。

「コープスっていうのは、人の記憶をのぞきこむ能力者を抱えてるチームのことさ。怪盗協会とは別に、財団がそういったシステマ能力者のチームを抱えてるんだ。協会の怪盗が任務にあたる際、彼等がその力を使って段取りを整えたりもする。当然ながら、風祭さんが七草と共謀しているかどうかは、コープスが本人の記憶をのぞきこめばわかる。君がそんなにあわてなくたって、近いうちに、風祭さんが彼女自身の潔白を証明するはずだよ」

「結局、待つしかないってことなのかよ……」

「そうだね。ごめんね、君の力になってあげられなくて」

　三ツ矢は気落ちしたままで、礼を言うのも忘れて、とぼとぼと部屋を出て行った。

　騒さわがしい口調の三ツ矢がいなくなって、しばらくしてから、

「渉、起きてる？」とすぐ耳元で朝宮の声がした。

　くすぐったさをおぼえて起き上がると、渉の枕まくら元もとに、小さな人形のようなものが立っていた。──20分の１スケールほどの、小さな朝宮だった。

「遊ぶのはやめろ」

　渉は、小さな朝宮をむんずとつかむと身を起こして、勉強机につく本体の朝宮を睨にらんだ。

　大小二名の朝宮は同時にくすくす笑った。

　朝宮のシステマである《二次創作スピンアウト》の、もっともベーシックな機能だった。粘土細工のように肉体を分割して、もう一人の自分を作り出す機能を持っている。

「どうでもいいが、お前、この小人の服はいつも持ち歩いてるのか？」

　朝宮の頬ほおをつつくと、わー、と小人朝宮は楽しそうに笑った。

「肉体を分割した時点で、それっぽく服にも変えられるんだよ。つまり、服そのものにも化けられるってわけ。実際に見たものでないと、細かいところまでは再現できないけどね」

「便利なもんだな」

　渉わたるが手をはなすと、小さな朝あさ宮みやは、本体の下に戻っていって、さしだされた手のひらにのっかり、そのまま指先に吸収されて消えた。

「まあね。しかし『情報屋』か……実際にそういう生業なりわいも面白そうだね」

「怪盗はどうするんだ」

「もちろん、それまでのつなぎってこと」朝宮はコホンと咳せき払ばらいしてから、演技じみた言い方でいった。「ちなみに、杉すぎ崎さき様はこの情報屋めにお聞きしたい情報はございます？　今ならお安くしますよ。スバルくんのスリーサイズとか、雛ひな子こ先生のスリーサイズなら、今この場でも空で言えますが？」

「そんなもの聞いてどうするんだ」

　渉は、肩を竦すくめてこの話題をやりすごそうとしたが、ふと──思い直した。

「いや、それよりも一つ聞きたいことがある。音おと井い直なお弥やのことだ」

「お、音井さんのスリーサイズ？」

「馬ば鹿か言うな。話を聞く限り、音井はやけに悪名高いらしいが、それほどのものなのか。確かに奴やつの言こと霊だまのシステマは中々厄やつ介かいそうだが……」

　朝宮は、ふーむ……と腕組みしながら何やら考え込んだ。

「……そうだねえ。音井さんには、若干恨みも買ってしまったことだし、対策会議のつもりで詳しく説明しておいた方がいいのかもしれないね」

　朝宮は、勉強机の椅い子すをこちらに向けると、姿勢を正していった。

「──まず、音井家の権力というのは、凄すさまじくてね、系列の家系の人間なら、生徒はおろか教員ですら逆らえないほどだ。そんな彼は、二年前にこの森もりノの宮みやに入学してからずっと、そういった権力をふるってかぎりなく好き放題にやっていた。詳しく言うなら、優秀生セレクトの成績で、自分の上に行くものを、ことごとく脅迫したり、邪じや魔まをしたりして、蹴け落おとし続けてきたってわけ。ある意味それも実力なんだろうけど、彼が今プリーフェクトの座についているのは、その所しよ行ぎようのおかげといっても過言ではないね」

　朝宮は両手を広げて、楽しげに声を上げる。

「けれど、去年──つまり、僕が入学した年、彼に立ち向かう救世主が現れた。その名も、七なな草くさ杏あん。彼女は、他人の心を読むシステマを使って、音井がなさんとする悪事のすべてを先読みして、出し抜いて、音井派のやることなすことをクールかつ乱暴に叩たたき潰つぶしていった」

「……それのどこが悪名高いんだ。七草一人にやられ放題じゃないか」

　朝宮は、残念そうに肩を落とした。

「その頃ころはまだよかったんだよ。音井さんには権力があるとはいっても、音井直弥が音井家の権力のすべてを動かせるわけじゃあない。僕が、朝宮家の資産を好き放題に使えないのと同じだね。だから、勇気と力さえあれば、彼に立ち向かうことはできたんだ。けれど……ある日を境にして、彼に逆らうことは、即敗北を意味することになってしまった」

　朝あさ宮みやは、真剣な声を作って、こちらを見つめてきて言った。

「ねえ、渉わたる。どうして、その七なな草くさ杏あんが今この学校にいないのかわかる？」

「……音おと井いに陥おとしいれられでもしたのか」

　それしか考えられないから口にしたが、朝宮はうなずいた。

「半分正解。……ちなみに、さっき言った七草杏の『心を読むシステマ』……実は、君は一度目まの当たりにしているんだ。あのダンスパーティーの夜にね」

「何？」

「ただし、そのシステマをふるっていたのは、七草杏じゃない。君も覚えているだろう？　あの日のテラス、いがみあう君と風かざ祭まつり飾かざりの前に現れた音井が、思念の声で君たちに語りかけてきたことを。あれをしたシステマの名は《以心伝心マインドジヤツク》──」

　朝宮は、一呼吸を置いて、痛ましげに口を開いた。

「七草杏がかつてその身に宿していた、読心のシステマだよ」

　朝宮が、こめかみをこづくポーズをとってみせる。そういえば、ダンスパーティーの夜のテラスで、音井は今の朝宮と同じ仕草をして、風祭に向かってこう告げていた。

　──（貴き様さまの考えていることなどすべて筒抜けだ）

　そして、七草が森もりノの宮みやを去り、音井に今その彼女のシステマが宿っている。その双方の事実を結びつけて浮かび上がってくる仮説はただ一つだ。

「あいつは、他人のシステマを奪いとれるのか」

「そう。七草杏が森ノ宮を去ったのは、音井直なお弥やに怪盗の資格を──システマを奪われて、この森ノ宮にはいられなくなってしまったからなんだ」

　頭痛のしてくる話だった。それはつまり、音井には、怪盗候補生の生せい殺さつ与よ奪だつを握る権利があることにほかならない。思うがままに選民思想を体現できるということだ。

「逆らったら、システマを奪われるかもしれない。さらに、彼が元々そなえていた、名前と命令を告げることで他者の行動を縛しばり付けられる《金科玉条ルールブツク》と呼ばれるシステマがある。それに読心術の《以心伝心マインドジヤツク》を組み合わせたらどうなると思うかい？　……彼に抗あらがおうと考えた人間は、その思考すら見抜かれ、アクションも起こせず芽を摘つまれるってことさ」

　なるほど、確かにそれは、政治的には圧倒的強者だ。光を自由に操れる風祭や、鉱物を自在に操れる渋しぶ谷やの戦力とは異なる力といえるだろう。

「神かみ代しろのコピー能力とはちがう、システマを盗む機能か……」

　脅威は脅威だが、今、重要なのは、音井を恐れることではなく。対策を立てることだ。そのためにはあと一歩踏み込んで聞かなければいけないことがある。

「で、やつはどういった機能のシステマで、他人のシステマを奪っているんだ」

「……それがわからないんだよね」

「情報屋を気取っておいて、肝心のところでそれか」

　渉わたるは久しぶりに心の底から呆あきれるという感情を覚えた。

「いや、情報屋を気取ってるわけじゃないんだけど……というか、今まさに一番知りたくて、調べてることがこれなんだよね。いくら調べてもなーんにもわからなくて。真実を知るのは音おと井いさんのみって感じかなあ。音井さんは御三家の上にプリーフェクトだから、森もりノの宮みやも協会もこの件について強制捜査なんて真ま似ねもできないしね……」

「機能がわからないなら、四よつ名なくらいわかるだろ。俺おれの臨りん機き応おう変へんがそうだったように、そこから何かを推理できるかもしれない」

「いや、それもわからない。調べによると、音井さんのシステマはまちがいなく《以心伝心マインドジヤツク》と《金科玉条ルールブツク》の二つのみで、ほかには何も持ってないんだ」

　朝宮は両手でお手上げのポーズをとった。

「音井さん本人は、どうやって七草杏からシステマを奪ったのか、一切口にしようとしない。さらに、本人も手の内を知られたくないのか、システマを奪ったのは後にも先にも七なな草くさ杏あん一人のみ。正体がわからないだけに逆にそれが不安感をあおっているわけなんだけどね……」

　渉は、しばらく考えてから、ふと首から提げたロザリオに目を留とめた。

「……神じん器ぎ」

「え？」

「『傾けい国こくの神器』の可能性はないのか。奴やつが常に持ち歩いている道具がどこかにあるなら、それがシステマ移動の手段になっているかもしれない」

「可能性は……高いね。その線なら、調べてみる価値はあるかもしれない」

「風かざ祭まつりの件は放置で、そっちは調べにかかるのか」

「いや、あっちはプロがいるから、任せるだけ任せようと……音井直なお弥やに関しては、プロの人が手出しできない領域にあるからね」

「俺は何でもいいけどな……調べがついたら伝えろ」

　了解、と朝宮は敬礼する。渉は肩をすくめた。

「……結局、それがわかるまでは、音井に逆らえる奴やつはほとんどいないってことか」

「いや、一応いたよ。風祭さん」

「風祭？　あいつが？」

「彼女は彼女で、風祭派を中心に派は閥ばつを組んで結構がんばってたんだよ。彼女が君をダンスに誘っていたのは、あらゆるシステマに立ち向かえる君を仲間に加えることをアピールすることで、音井さんとの戦いに一石を投じようとしていたってことらしいね。……その風祭さんがいなくなっちゃったのはかなりまずいね……」

　朝宮が顔を曇らせて呟つぶやくと、渉はかぶりを振った。

「学院側は何もしないのか。そもそも、生徒一人を意図的に退学に追い込んで、その調査もろくにされてないなんておかしいだろ」

「無理だよ。プリーフェクトっていうのは、学院が一方的に処罰できないんだ。音おと井い家の権力どうこうって話じゃなくて、プリーフェクトはそういう文化を持つものなんだよ。あくまで学院と対等の存在として、学院と生徒が相互の納得を得たときのみしか、処罰を下すことはできない。いやはや、参ったね。いったいどうするものか……」

「……どうするって、まさかお前、風かざ祭まつりになりかわって音井派を押さえるとか言い出すつもりじゃないだろうな」

「もしも、そうするって言ったら、君は僕に力を貸してくれるかい？」

　渉わたるは肩を竦すくめた。朝あさ宮みやなら言いかねないことだと思ったが、同調するつもりはない。

「……リスクが高すぎるな」

「大丈夫さ、そうなったらそうなったで僕が必ず助けてあげる」

「無責任なことを言うな」

「そうかい？　けど、七なな草くさ杏あんや、かつての君のような無能力者にされて、森もりノの宮みやを追い出される者がいるかもしれないなんてことになったら、僕はとても見過ごせないよ」

　渉は寝転がったまま、目を閉じた。

「……それを決めるのは、音井の出方を見てからだろ」

「や、まあそうだけど……戦わざるをえなくなる気がするんだよね、僕は」と朝宮。

「何な故ぜだ？」

「僕たちの友人には、ああいった輩やからを許せない人間が一人いるじゃないか」

「…………」

　否定はできなかった。

「というわけで、渉。君には一つ、音井さんと対たい峙じする際に注意してもらいたいことがある」

「注意？」

「音井さんの持つ《以心伝心マインドジヤツク》のシステマ。あのシステマには、一つの予防法があるんだ」

　朝宮は人差し指を立てて、にやりと笑って見せた。

「つい最近、掴つかんだばかりのとっておきのレア情報さ」




　その日、渉は、風祭飾かざりが森ノ宮を去った影えい響きようを、思いがけずすぐに目まの当たりにすることになった。朝宮と別れて、いつものように最低限の教材だけつめこんだバッグを肩にかけて、森ノ宮の新校舎に向かう途中、校舎裏から声を聞いた。

　それは、争いの声だった。まだ人気のない時間帯で、その声は比較的大きく響ひびいていたが、そこに通りかかった生徒たちは、先生、先生呼ぼう、となるべく近づかないようにして、逃げるようにその場から走っていった。

　皆に倣ならうのが正解だとは思ったが、それもできなくなってしまった。校舎裏の方から、一人の男子生徒が、よろよろと後ずさりながら、渉の足あし下もとに倒れこんできたからだ。

　制服が汚れて、ボタンのいくつかがふっとんだ三みツつ矢やだった。

「よう……三十分ぐらいぶりだな、杉すぎ崎さき」

「何してるんだ、お前」

　三ツ矢は伸びてきた手に引き起こされて、立ち上がらせられた。

　その手の主ぬしは、大柄な男子生徒だった。渉わたるを押しのけて、六人の男子生徒が、三ツ矢を囲んだ。彼かれ等らに遅れて、校舎裏からやってきたのは、教導生の制服を着た音おと井いだった。

「三ツ矢家」と音井は薄うす笑わらいを浮かべながら呼んだ。

「貴き様さまもとことん愚かしい奴やつだな。俺おれの問いにただ一つ答えさえすればいいと言っているだろう。何な故ぜそうまでして、コソ泥に落ちぶれた風かざ祭まつり家に義理立てする？」

「うるっせー……根本的に……野郎に従う正義なんてねぇんだよ、俺は。逆は正義だ」

　三ツ矢が、けっけっと笑って中指を立てると、音井は舌打ちして、軽く手を振った。音井派の男子生徒が、三ツ矢の背中を校舎の壁に叩たたきつける。

「ただ見ているだけか？　杉崎家」

　音井は腕組みしながら、こちらに話を振ってきた。

「……俺が、ほかにどうすると思うんだ」

「コイツを助けないのか？　《シャッタード・スリー》の杉崎渉」

「ねぇーよ！　こいつぁな、どーせここで俺がやられまくれば競争相手が一人減りゃツゴウいいって思ってるに決ま……」

　忌いま々いましげに三ツ矢が八つ当たりしてくるが、腹に一発拳こぶしをくらって黙り込む。

　渉は、ため息をついた。三ツ矢も毎日訓練を重ねている身だし、それほど心配はしていないが、せめてもう少し反撃できないのか。

　……いや、このシステマ泥棒の前では反撃できないのか。三ツ矢がそこまで後先を考えているのかどうかは不明だったが、だから手は出さないのかもしれない。

「いい機会だから教えてやろう、杉崎家。音井が牛ぎゆう耳じり音井に従う──この森もりノの宮みやこそが、音井をカーストの頂点とした協会の縮図だよ」

　音井が一歩近づいてきて、腰をかがめて下から見上げてくる。

「貴様もその構成員の一人だ、杉崎家。杉崎家は敬語の使い方すら教えないのか？」

　付き合ってられないなと思う。そもそも、この性た質ちの悪い男に積極的に関かかわるつもりはない。

　渉は無言で背を向けたが──そこで見たくない人物を見た。

「……何これ」

　結ゆい月づきスバルだった。

　──「僕たちの友人には、ああいった輩やからを許せない人間が一人いるじゃないか」

　先ほどの朝あさ宮みやの言葉が最悪のタイミングをもってよみがえる。

　スバルの手から、スクールバックがこぼれおちる。そして、空いた手をぎゅっと握り締めながら、スバルは渉わたるの脇わきを通り過ぎた。

　天を仰あおぎたい気持ちで振り向くと、三みツつ矢やを押さえていた男子生徒が、スバルに腕を掴つかまれてひきはがされてよろけてきたので、渉は軽く横に動いてそれをよけた。

「これ以上やるなら、全員投げ飛ばすから」

　スバルは、三ツ矢の前に立って、挑戦的な目を音おと井い派に向けた。

「音井さん、あなたも、プリーフェクトなのにどうしてやめさせないんですか!?」

「やめるも何も、こいつらは俺おれの指示に従っているのだぞ、結ゆい月づき家」

　音井がほくそ笑み、スバルが愕がく然ぜんとする。

「え……」

「しかし、思い違いをするなよ、貴き様さま。俺は、森ノ宮のプリーフェクトとして、今回の風かざ祭まつり家の不祥事の後始末をしているだけに過ぎん。……そうだろう、三ツ矢家？」

　音井はプリーフェクトの制服をひるがえして、三ツ矢を見下ろした。

「もう一度、問うぞ。──貴様等らは、どうやって七なな草くさ家と接触した。答えろ」

「だから、クイーンは……そんなことしてねえっつってんだろうが！」

「吠ほえるな犬。人語で答えろ」

　音井は、三ツ矢の頬ほおを掴んで引き寄せる。

「……はなしやがれ、クソキング」

　──三ツ矢がそう言った時、音井の口元が薄うすく笑んだ。音井はゆっくりと三ツ矢の頬から指をはなし、腕組みをして、

「なるほど、どうやら、貴様は本当に何も知らないようだ。風祭家に仕つかえながら、何も知らされずただ尻尾しつぽを振るのみの哀あわれな犬め」

「なんだと……どういう、意味だよ」

　音井はくっと喉のどを鳴らして、思念で嘲あざけりの言葉を放った。

（この俺には、貴様の浅はかな思考など筒抜けだ。無駄な徒労だったな、お互いに）

　……やられたな、と渉は内心思った。三ツ矢は、まんまと音井に《以心伝心マインドジヤツク》の支配下に入れられてしまった。なかなか周到なやり方で、朝宮からの予防法を聞いていなければ、自分も同じ状況では反射的に三ツ矢と同じ行動をとってしまうかもしれない。

「それにしても、貴様。気にくわないな。さっきまでのやられたふりはすべて演技か」

　ふいに音井がそう言葉を発して、ポケットから抜き放ったのは、一本のバタフライナイフだった。手の中で金属音をたてて再構築された刃やいばが、三ツ矢の胸に突き立つ。

「──三ツ矢くん！」

　スバルが悲鳴に近い声をあげる。だが、音井のナイフの切きっ先さきは、三ツ矢の胸に沈み込まず、制服を裂いたのみで止まっていた。

　──どうやら、三ツ矢は何かしらのトリックで、このナイフを防いでいるようだ。

「……やっべ」と三みツつ矢やが呟つぶやく。

　くっくっ、と音おと井いは喉のどをならした。そして──

「三ツ矢宗そう次じに命じる」と片目を歪ゆがめて音井は指を突きつける。「システマで己の身を守ってはならない」

　次の瞬しゆん間かん、音井に顎あごで指示され、別の男子生徒が、革靴で三ツ矢の胸を蹴けり上げた。三ツ矢は、先ほどまでの演技とは異なり、人間よりも動物のそれに近いうめきを上げる。

「この音井を欺あざむこうとは──犬の分ぶん際ざいで、不愉快な奴やつめ」

　音井が軽く手を振ってみせると、その一挙手のみで、なすべきことを理解した取り巻きたちが、三ツ矢の胸ぐらを掴つかんでふたたび起き上がらせて首をしめる。

「やめなさいよ、このっ……」

　スバルがそれを止めようとして足を踏み出すが、音井がすかさず叫んだ。

「結ゆい月づきスバルに命じる──そこから一歩も動くな！」

　──《金科玉条ルールブツク》の施行によって、動けなくなったスバルの横をすり抜けて、音井派の男子生徒たちが三ツ矢に蹴りを叩たたき込む。

「……どうしてこんなこと。やめさせてください！」

　スバルが、音井を睨にらんで訴える。

「そんな有あり様さまで誰だれに物を命じている？　貴き様さま」

「馬ば鹿か……やめろ、スバルちゃん、俺おれは平気だから──」

　三ツ矢が、慌てて口を挟はさんでくるが、暴力によって遮さえぎられる。

　だが、三ツ矢は知らない。それこそが、スバルの背中を押す一言だということに。

「──やめなさいって、言ってるのよ！」

　スバルが、音井を睨みつけて、凜りんとほとばしらせた訴えが校舎の前に響ひびき渡った。

　その時──

　音井以外に、スバルの末路を理解していたのは、渉わたるたった一人だった。

　もう手遅れだ、と渉は確信する。

　スバルも、三ツ矢と同じく──これで、音井の掌しよう中ちゆうに落ちる。

「──いいだろう」

　音井が、ねっとりと笑い、スバルを舐なめるように見つめる。彼が手を振ると、それまで三ツ矢に群がっていた生徒たちの動きがぴたりと止まった。振り上げた拳こぶしは空中で止まり、胸ぐらをつかむ指先からは力が抜けて、三ツ矢の身体からだはどさりと壁伝いに崩れ落ちた。

「貴様の目は、七なな草くさ家に似ている」と音井は、スバルを見下しながら忌いま々いましげに呟いた。「気にいらないな」

「七草家……七草杏あんのこと？」

　スバルが言う。

「奴やつは、暴力によって法に逆らった。音おと井いという絶対律にな。そしてその罪としてこの森もりノの宮みやを追放されたわけだ……貴き様さまはそんな愚かな奴ではないだろうな？」

「……あなたがまたこんな真ま似ねをするのなら、わたしは迷わず投げ飛ばしますけど」

　音井の唇くちびるが、薄うすく愉快げに歪ゆがむ。その目は、まるで新しいおもちゃを見つけた子供のように、楽しげにスバルの真剣な面立ちを舐なめた。

「その言葉、覚えておこう」

　音井は踵きびすを返すと、音井派を引き連れて校舎裏から去っていった。

「三みツつ矢やくん、大丈夫？」

　スバルが、三ツ矢に駆け寄る。

「スバルちゃん、平気だって言ったろ。これでスバルちゃんも音井に目をつけられちゃったかもしれないんだぞ……」

「いいわよ」とスバルは優しげに微笑ほほえむ。「平気だろうとなかろうと、あんな奴見過ごしておけないもの。それより、三ツ矢くん、身体からだは大丈夫？」

　三ツ矢は、切れた唇くちびるからにじむ血を手の甲でぬぐって笑った。

「平気平気。さっきも言ってたけど、最初はシステマを使ってガードしまくってたからさ。実際はそんなにやられてないよ」

「……速く動くシステマを使って……？」

「そうそう。杉すぎ崎さきの前じゃ絶対に種明かししたくないけどさ、今度、スバルちゃんにだけは特別に教えてあげるよ」

　……三ツ矢の能力が単純な「高速移動」でないことはとっくにわかっている。

　一ヶ月前、三ツ矢の機能をコピーした神かみ代しろ明めい夜やと戦った時のことだ。ガラスの破片が舞い散る中、神代はこのシステマを用いて高速で突進してきたが、肌に傷一つついていなかった。普通だったら、自分からガラスの散弾に向かっていくようなもののはずなのに。つまり、三ツ矢のシステマはただ肉体を加速させているわけじゃない。ガラスの破片──あるいは、リンチの攻撃をガードできる能力も発生させられる機能ということだろう。

「しっかし……これなら、ちゃんと上からの指示に従っておけばよかったぜ。音井派には逆らわず、今のうちは素直にしたがっておけって、そういう話になってたんだよ」

「……そうなの？」

「けど音井の態度見てたらカッとしちまって、口答えして、この有あり様さまだ。はあ、さすがに……システマ使いすぎてもう体力カラッポだぜ」

　三ツ矢はばたんと大の字になって、仰あお向むけになって空を見上げる。

「こんな有様じゃ、実習科目は自主休校だな。それに、こんな身体でほいほい模も擬ぎ任務に参加して、杉崎の点数稼ぎのコマにゃなりたくねーしな」

「……三ツ矢くん、保健室に運んでいってあげようか？」

　スバルが心配そうに三みツつ矢やを覗のぞき込む。

「あー、……スバルちゃんは先に行けよ。俺おれは寝てく」

「こんなところで!?」

「平気、平気、歩けないほどじゃねーし。そっちも、遅刻するわけにはいかないだろ」

「……でも……」

「いいって」

　スバルと三ツ矢の会話を聞きながら、そういえば俺はなんでこの二人に付き合ってるんだと気づいた。

　さっさと踵きびすを返して、校舎に戻ろうとした時、渉わたるはふと思い止まって足を止めた。

「わっ……」

　むにゅ。振り向きざまの渉の腕を押し返してくる柔らかい感触。渉の後を追ってやってきたらしいスバルのたっぷりした胸が偶然触れてしまったのだ。

「ちょっ……」

　スバルが胸を押さえて赤くなる。

「……何だ」

「なっ、何でもなっ……いきなり立ち止まらないでよ、もう！」

　スバルはそう怒鳴るなり、走り去ってしまった。

　腕に残った女子特有の柔らかさを覚えつつ、三ツ矢に向き直ると、

「……お前……うらやましい奴やつ……」

　と三ツ矢が、じとりとこちらをねめつけていた。

「何がだ」と渉は言った。「それよりも、お前。お前は、風かざ祭まつりのシステマには詳しいのか」

「……は？　クイーン？　そりゃ詳しいけど、それが何だよ」

「だったら一つ聞く。あいつのシステマは、赤外線も操れるのか」

「赤外線？　──ああ、できるはずだ。実際の任務の際、赤外線を半導体に叩たたき込んで、監視カメラを壊こわしたことがあるって聞いたことがある。それがなんだよ？」

「……さっきのお前と朝あさ宮みやの話で、少し腑ふに落ちないことがあっただけだ。風祭が備品を盗むところがカメラに映されていたそうだが──光があやつれるなら、あいつは姿を消せばいいはずだろ。監視カメラってのがどういうタイプかは知らないが、赤外線カメラ相手だったとしても、感知を防げるはずだ。本気で忍ぶ気なら、それくらいのことはやるはずだろ」

　あ……と三ツ矢が口を開く。

「じゃあ、監視カメラのクイーンはやっぱり本人じゃないかもってことか？」

　渉は肩をすくめた。

「そこまでは言ってない。ただ、少し気になっただけだ」

　表情が明るくなった三ツ矢を置いて、歩き出す。

　だが、風かざ祭まつりが犯人でなければ、別の誰だれかが七なな草くさに協力しているということになる。

　──それは──一体何者なんだ？




　三みツつ矢やを置いてホームクラスに行くと、先に来ていたスバルが席についてクラスメイトと談笑していた。その前を通り過ぎて、彼女の斜め後ろの席に腰を下ろす。

　森もりノの宮みやのホームクラスでは、基本的には出席のチェックのみ行われて解散となるが、あともう一つの重要な役目があった。連絡事項の通達だ。

　ホームクラスの一年Ａ組の担任である結ゆい月づき雛ひな子こは、出席チェックの後に呼んだ。

「杉すぎ崎さき渉わたるくん、結月スバルさん、これまでの実習科目の成績を鑑かんがみて、あなたたち二人は本クラス初の優秀生セレクトに選抜されることが決定しました。学科終了後、両名は本部学院長室に来るように。今後の養成課程について説明します」

　スバルが「は──はい！」と嬉うれしそうに返事をする。

　やっとこの時が来たかと渉は思った。優秀生というのは、この怪盗養成校において、怪盗の才覚を認められた上級候補生のことだ。強化指定の名目の下、模も擬ぎの実習のみならず、現場に出て、実際の協会の怪盗の任務にも帯たい同どう・従事することとなる。

　雛子が、出席簿を抱えて教室を出て行ってしまうと、スバルの周りには大勢の人だかりができた。皆がスバルの快挙を賞賛し、応援している。

　渉が鞄かばんをつかんでさっさと席を立つと、廊下に出たところでスバルが追いかけてきた。

「渉、もうちょっと喜んだ顔したら？」とスバルは声を弾ませて言う。

「俺がどんな顔してようと勝手だろ」

「……あんまり嬉うれしそうじゃないのね」

「このくらい誰もが通る道だろ」

　怪盗候補生は、優秀生セレクトになってからが本当のスタートだ。優秀生セレクトになれなければ、実際の任務に参加することはできずにただ高校を卒業しただけで教育課程を終える。

「そんなことないわよ。お姉ちゃん、今回の私たちの優秀生セレクト入りはスピード昇格だって言ってた」

　スバルは渉の前に回り込んでくると、後ろ手を組んで胸を張った。

「スピード昇格といっても、お前と一緒だからな」

「あ、自分の方が上だとでも思ってるの？」

　スバルはそう言うなり、軽く上うわ履ばきで地面を蹴けった。

　ぱぁんっ、とほのかな光が、彼女の背中の右側から生まれ出いでた。あたかも、光の片かた翼よくのようなそれは──スバルのシステマ『天あまノの羽は衣ごろも』が生み出した、浮力の具象体だった。

　スバルは、手で触れた物体に浮力を与えることで物質の重量を操作したり、その浮力をみずからの肉体に作用させることによって、飛ひ翔しよう能力を得ることもできる。以前まではその能力を制御できずにいたが、模も擬ぎ任務などの実践を繰り返すことで、いよいよ力の調整法を覚えて自由に空を飛べるようになっていた。

「私だって、あんたと同じで、まだ誰だれにも捕まえられたことないんだから。もちろん、あんたにもね」

　スカートをひるがえして後ろに向かって跳ちよう躍やくしたスバルは、今度は背中の左側からも翼つばさを生んで、その浮力で軽やかに回って音もなく着地してみせる。

　──飛翔の能力。怪盗として、これほど有用なスキルもない。

　スバルにはこの翼があるかぎりワイヤーガンも、ロープも、パラグライダーもパラシュートも何もかもがいらないのだ。現に、スバルは、模擬任務でも軽々とミッションをこなして、華か麗れいに追っ手から逃げ、あるいは易やす々やすと相手を追い込んでいた。

　渉わたるが毎回アンチシステマで追っ手を強引に突破しているのと比べれば、それは、実に対照的な有あり様さまだった。

「──ねえ、渉、私たちの最初のミッションって、どんな感じなのかしら？」

　スバルは屈託なく笑って、渉の先を歩き始める。そんな彼女は、つい先刻、音おと井いに睨にらまれてしまったことなど、恐れも危き惧ぐもしていないようだった。




　学科授業を終えた午後、渉とスバルは、通常の実習科目に向かうクラスメイトと別れて、校舎群から離れた森もりノの宮みや本館の校長室にやってきていた。デザイナーズスーツを好んで着る校長らしく、内装は洒落しやれたブランド物とアンティークとで固められていた。

「ああ、ちなみにこの部屋にあるものすべて自分で買ったものだからね。盗んだものじゃない」

　入室した渉とスバルに向かって、開口一番、校長の乙おと旗はた衛えい次じはいった。

「……はい？」とスバル。

「怪盗という職業柄、はじめてこの部屋に来た人にはだいたいその点を突っ込まれるものだからね。……まあ、そういう悠々自適な怪盗ライフにも時々憧あこがれたりするわけだが」

「こ、校長！」

「乙旗、生徒相手の軽口はやめろ」

　ダークスーツにオールバックの副校長・灰はい谷たに雅まさ之ゆきと、一年Ａ組担任の結ゆい月づき雛ひな子ことが、同時に突っ込む。

「はいはい、申し訳ない。それでは、杉すぎ崎さき渉、結月スバル」

　乙旗は、校長の机の前に並ぶ二人に向き直って、その名を呼んだ。

「君たち二人を、本校の優秀生セレクトとして選抜することが決定した。今後、諸君は実際の任務にたずさわっていってもらうわけだが──ライセンスを持たない君たちは、こちらが指定したチームにのっとって任務に当たってもらうことになる」

　森ノ宮の校長である乙旗衛次は、机の上で両手を組みながら、ひょうひょうとした口調で言った。秘密機関の教育機関を任された人間というよりは、小売店の気のいい若い副店長のように見える。

「わたしたちはすぐ任務につくんですか？」とスバルがたずねた。

「ああ。ただし、任務未経験の君たちには、今回、監督役をつけさせてもらう。彼の下もとで、現場の任務にあたってくれ」

　見計らったように、ノックの音が鳴る。

　入室の合図を確認せずして、ドアが開く。入ってきたのは、プリーフェクトの渋しぶ谷やだった。

「俺おれに話があると聞きましたが」

「渋谷、君には今日からしばらく、この二人の教練係をつとめてもらいたい」

　渋谷の目が興味なさげにこちらを捉とらえてくる。
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「それで」

「君の評価にも繋つながるはずだ。任せたよ。これが今回の仕事の資料だ」

　校長が、机の上に置いてあったファイルを掌てのひらで押し出すと、渋谷はそれをじっと見つめながら短く応じた。

「用件は以上ですか」

「ああ。二人を鍛えてやってくれ」

　渋谷は、了解の返事も返さずに、ファイルを受け取って部屋を出て行った。不ふ遜そんとすらいえる態度だったが、あの灰はい谷たにや、融通のきかないことで有名な雛ひな子こですらそれをとがめようとしない。……正確には、雛子はものすごく苦々しげに渋しぶ谷やを見つめていたのだが。

　渉わたるとスバルが、渋谷の消えたドアをぼんやりと見返っていると、ほら、と後ろから校長に声をかけられた。

「二人とも、彼についていけ。幸運を祈るよ」

「え……あっ、はい！　失礼します！」

　いち早く、校長に一礼して渋谷を追っていくスバル。

　渉は、小さくため息をついてそれに続いた。




　スバルと渉の二人が校長室を出て行ってしまうと、雛子は、不安げな視線を乙おと旗はたに向けた。校長は楽しげに、三人の消えたドアを眺めている。

「校長先生。彼で大丈夫でしょうか」

　雛子は、小さな声でたずねた。

「大丈夫というのは？」と乙旗。

　生徒個人の資質について不安視するのは教員としてはふさわしくないのかもしれないが、雛子はあくまでこういった。

「渋谷くんの教練係です。彼の候補生としての実力は折り紙つきですが……スタンドプレーが過ぎるとよく聞くので。スバルはともかく、彼と同じく個人行動を好む杉すぎ崎さきくんに悪あく影えい響きようがありそうな気が……」

「それは、面倒見でいえば、おそらく風かざ祭まつりくんが一番良いんだろうけれども……彼女は今謹きん慎しん中ちゆうだからな。かといって、二人を音おと井い少年に預けるわけにもいかないだろう？」

「ええ……最近、問題行動が目立ちますしね」

　音井直なお弥やについては、風祭飾かざりが森もりノの宮みやを去った今日、早速問題行動を頻発していた。いわゆる「風祭派」と呼ばれる生徒を次々に捕まえて、脅おどし混じりにこう詰問しているらしい。

　──『七なな草くさ家はどこにいる』

　どうやら、彼はやけに七草の行方ゆくえについて知りたいらしく、学生の身分でありながら自らの手で七草を捕らえようとしているようだった。

「音井直弥については、なんとかうまく手を打たなければな。協会にかけあっても、なかなか難しいところではあるだろうが……」

「音井の小僧に縄でもつけてやればいいものを」

　灰はい谷たにがぼそっと呟つぶやくと、「そう簡単な話じゃないんだよ。プリーフェクトと学校側は対等の関係だから、素行の面で一方的に処罰もできないからね」と乙旗が言う。学校側とプリーフェクトが話し合って、双方が納得した罰を下すというのがプリーフェクトの文化だった。

　承知の上だ、と灰谷は即座に言い返した。

「まあ、今は渋しぶ谷や政まつりについてだよ」と乙おと旗はた。「彼は、無名の家の生まれながら、プリーフェクトに上り詰めた最高の逸材だ。協調性に欠けるとはいえど、それほどのレベルの人間とともに任務にあたるというのは、得難い経験となるはずだ」

　乙旗は、肩をすくめていう。

「特に、候補生の任務投入がほぼ決定的となった今ならば、なおさらだ」

「もう決定事項なんですか？」

「すでに、現実に即した話し合いが行われているそうだ。サーカスの離脱によって、こっちは少なからぬ数のエージェントを奪われてしまったわけだからな、このままでは協会が回らないのもまた事実だ。それに、財団からもお達しのあってのことらしいからな」

　大人の事情、という言葉が頭に浮かび、雛ひな子こはむっとした。

「最近の財団のやり方って、どうも納得できないところがあります。捕まった怪盗の記憶と能力を奪うっていうやり方は、投げやりすぎる気がして」

「効率的ではあるがな……」

「それにしたって、駒こまにされているみたいで気分はよくありません」

「少し口を慎め、結ゆい月づき」

　黙っていた灰はい谷たにが低い声でいう。

「今はそんなことを議論する場じゃない。お前は、お前の仕事場にさっさと戻れ」

「……はい」

　雛ひな子こは、そっけない灰谷の言い方にすねつつも、一礼して、校長室を出た。




　渋谷は学長室を出ると、本館の中で適当な会議室を見つけて入り、机の上に先ほど受け取ったファイルを広げた。

「目を通せ」

　渋谷はあらかた資料を一いち瞥べつすると、自らは椅い子すに座って足を組んだ。

「先日、協会の怪盗が神じん器ぎのディーラーをひっとらえて、財団のコープスに引き渡したことで、金きん満まん家かの連中の下にいくつかの神器が流れたことを突き止めた」

「コープス？」

　スバルが、おそらく初めて聞くだろうその名にきょとんとする。

「財団が抱える記憶干渉の能力者の集団だ。そいつらの力で、ディーラーの頭の中をのぞきこんだってことだ」

　渋谷は、資料の中から、クリップで写真の留められたファイルを取り出して、それをこちらに放り投げてきた。小さなペンダントに赤い宝石がおさめられている。

　「その宝石が、今回のターゲットになる。『エーデルの薔ば薇ら』と呼ばれているらしい。触れた人間を、システマ能力に目覚めさせる機能を持った宝石だそうだ。当然、万人相手ではなく、システマの触しよく媒ばいである『部品』を持つ適格者に限られるそうだが」

「へえー、綺き麗れい……」

　スバルが、楽しげに写真の中の宝石を見つめる。

「その『薔ば薇ら』の買い手である資産家の藍あい崎ざき祐ゆう二じは、そいつを神じん器ぎとは知らずに購入したそうだ。お抱えのマネーロンダラーから、物珍しい宝石商としてそのディーラーを紹介され、目のついたそいつを買い取っただけに過ぎない。海外にいることが多い子こ煩ぼん悩のうの親父が、世にも珍しい土産みやげを大たい枚まいはたいて入手して、娘のご機き嫌げん伺うかがいにプレゼントしたってところらしい。そしてその図面が、今回お前たちが乗り込む藍崎邸の設計図だ」

　藍崎邸は、見取り図で見てもはっきりとわかるほど、だだっ広い邸宅だった。本邸は二階建てだが、プールを囲むように作られた邸宅は、フロアそのものが尋常ではなく広く、先日ダンスパーティーをしたホールを優に超える総面積を誇っていた。

「買い手が神器を神器と認識してないってことは……藍崎側は、別にこの『薔薇』を盗まれまいと警戒しているわけじゃないのか」と渉わたるは言った。

「そういうことになるな」と渋しぶ谷や。「神器であるということ以外、後ろ暗いものもない宝石だし、おそらく金庫にすら入れていないだろう」

「じゃあ、この家にさえ入り込めれば、あとは宝石をとって出るだけ……ですよね？」

「そうだ」と渋谷は認めた。「今回、お前らは予告状は出さずに、ターゲットだけいただいていく。しかし、この宝石をとりにいくとしても、どうやって廷内に忍び込む？」

　渋谷は、邸宅の見取り図を目だけで示すと、あとはお前たちで勝手に考えろ、と言わんばかりに口を閉ざした。

　見取り図をのぞきこむと、どうやら邸宅の周りは高い塀にかこまれ、敷しき地ち内には監視カメラが広範囲に設置されているらしい。

《天てん衣い無む縫ほう》のロザリオで透明化しながら潜入すれば、カメラの突破は簡単だが……神器の所有が知られるわけにはいかないため、大っぴらにそれを主張するわけにもいかない。

「俺おれなら、マスクをしていくか、あらかじめ監視カメラを破壊するかだな」と渉。

「マスクはわかるが、カメラをどう破壊する」と渋谷。

「赤外線レーザーで半導体を破壊できると聞いた」

「それが通じるかどうかは物による。仮にそれがうまくいったとして、その後の侵入経路は」

「窓からいけばセキュリティにひっかかるが、ほかにはなさそうだからな……ここはあえてどこかのガラスをくりぬいて強行突破する」

「警備員や家の人間に見つかったらどうする」

「しばらく眠っててもらうしかないだろ」

　渋谷は、渉の意見に感想を述べるでもなく、表情を変えずにスバルを顎あごでしゃくった。

「お前は」

「えっと……わたしは、わたしのシステマを使って。空から侵入します。邸内に入るなら……渉わたると同意見で、どこかの窓からだと思います」

　渋しぶ谷やはいらついたように言った。

「思い違いもはなはだしいな。怪盗としての任務なら、それでもいいだろう。──だが、駆け出しのお前たちに怪盗を名乗る権利などない」

　目を丸くするスバルに向かって、渋谷は手を振って言う。

「今回の相手は、『薔ば薇ら』を神じん器ぎと知らない相手だ。だったら、相手にその事実を知らせぬままに奪うのがお前たちのミッションだ。カメラは壊すな。ガラスをくりぬくな。誰だれも倒すな。侵入の形跡を残さず、『薔薇』だけをレプリカとすりかえて、盗みの事実すら知られないように仕事をこなせ」

　渋谷は、机の上にドンと一つのケースを置いた。その中には、『エーデルの薔薇』のペンダントと全く同じ形をした宝石が入っていた。

「お前たちは、まだ怪盗じゃない。となれば、手段は侵入ではなく、潜入に限られてくる。誰にも気付かれずに盗み、そして、誰にも気付かれぬように去る。どうすればいいかは、自分たちで考えろ。一から十までレクチャーしてやるほど、こっちも暇じゃないんだ」

　渋谷は、冷え切った声で突き放すように言った。

「明日のこの時間、藍あい崎ざき邸に行く。資料はコピーして、二人とも一晩で頭に入れておけ」

　渋谷が席を立って、会議室を先んじて立ち去ろうとする。

「あ、渋谷さんの分の資料は……」

　スバルが、急いで資料をかき集めて呼び止めた──が。

「もう全部頭の中に叩たたき込んだ」

　渋谷は振り向きもせずにそう言って、戸を閉めずに歩き去っていった。




　夜の学食で、朝あさ宮みやは、オレンジジュース入りのグラスを掲かかげて言った。

「まずは優秀生セレクト入りおめでとう、二人とも！　こんなに早く優秀生セレクト入りを果たすなんて、君たちの友人として鼻が高いよ」

　スバルと朝宮のグラスが打ち鳴らされる。

「まだ、怪盗未満の小間使いだけどな」

　渉は、食べかけのサラダを残したまま、窓の外を眺めながら言った。

「最初から本格的なものやらせてくれるわけないに決まってるじゃない。こういうミッションをしっかりこなしていって、評価を上げていけばいいのよ」とスバル。

「そんなことはわかってる。……が、こうも大勢で任務に当たるっていうのは、どうも怪盗っていう感じはしないな」

　二人の会話を聞いていた朝宮が笑った。

「渉わたる、怪盗にはパートナーがいるのがスタンダードだよ。ほら、ファントムナインの御み堂どうだって、牛うし丸まるくんっていうパートナーがいたろ？　ワンマンで動くのはむしろイリーガルの人たちが多くて……あ、でも、一人いたか、ワンマン怪盗。すごく身近に」

「身近に……だれのことだ？　副校長の灰はい谷たにか？」

「いや、彼は昔、校長先生と名コンビだったらしいよ。僕が言っているのは、今君たちの監督役になってる渋しぶ谷や政まつりのことさ。確かに彼はまだ候補生ではあるんだけど、潜入も、金庫破りも、すべて一人でこなす。……まさにプリーフェクトの名にふさわしい人物だよ」

「そんなにすごい人なんだ……」とスバルが感心顔で言う。

「ちなみに、今いる三人のプリーフェクトにはこういう異い名みようがついている」と朝あさ宮みや。「音おと井い直なお弥やは『キング』、風かざ祭まつり飾かざりは『クイーン』、そして──渋谷政は『ワイルド』だ」

「キングとクイーンはわかりますけど……ワイルドって？」

「キングとクイーンをトランプに見立てるなら、ワイルドはいわゆるワイルドカード──すべてのスートの力をその場その場に応じて自在に揮ふるうことのできる万能の札。なんでもこなせるがゆえに渋谷は『ワイルド』なのさ」

　ワンマンでなんでもこなす男──。

　そう言われると、渋谷に少し興味がわいてきた。

　実際、彼の技術を目まの当たりにしたことはいまだにない。

「ねえ、二人とも次は潜入先の偵察だろう？」と朝宮。「いつ行く予定なんだい？」

「明日の学科終了後、すぐだそうです」

「ふむ、そうか。ちなみに、怪盗の仕事っていうのは準備段階で成否が決まるといっても過言ではないからね。しっかりとプランを立てたまえ」

　先輩風を吹かす朝宮。

「そういうお前は、任務に参加したことがあるのか？」と渉は尋ねた。

「ああ。去年に一度、優秀生セレクトに昇格したことがあるからね。何度か実地任務も経験済みさ。といっても、もっぱら戦術支援担当だったけど……」

「え、朝宮さんって優秀生セレクトなんですか!?」

「元・優秀生セレクトだよ。ミッションやら訓練やらをさぼりすぎて、いつしか転落しちゃったからね。今はお気楽な一般生さ。まあこれはこれで悪くない」

　朝宮は両手を開いてお気楽に笑った。

「よくないですよ、もう──優秀生になれる実力があるなら、なおさらです。あまりさぼらないで真ま面じ目めにやってくださいね」

「はーい……。」

　スバルは少しすると、いつものように、寮に戻って学科の予習をすると言って、学食を去っていった。

　渉わたるはテーブルに残って、朝あさ宮みやが語って聞かせてくる怪盗候補生についての心こころ得えを黙って聞いていた。脱出経路はまず確保しておくべきだの、ターゲットを見つけたとしてもそれを盗むにはタイミングが大事だのを語ってきたが、渉はその話題を無理してこういった。

「朝宮。今朝、結ゆい月づきが音おと井いの《以心伝心マインドジヤツク》につかまった」

「え……」

　朝宮の饒じよう舌ぜつな語り口が、ぴたりと影をひそめて、慌てた様子で顔を寄せて小声でささやいてくる。

「渉、ちゃんとスバルくんに予防法を伝えてって言ったじゃないか！」

「そうするより先に、あいつが音井につっかかっていったんだ。クラスメイトの奴やつが音井派に絡まれていて、結月がそれを『やめさせろ』と音井に言った」

「……音井は？」

「結月の言うことを聞いて、実際にそこで切り上げた。──つまり、音井はスバルの命令を聞き入れたってわけだ」

　──朝宮は今朝、音井が持つ《以心伝心マインドジヤツク》の予防法について、こう話した。

「《以心伝心マインドジヤツク》で相手の心を読むためには、その相手に、ある条件を満たさせなくてはならない。それをしなければ、あのシステマは一方的に思念を伝える機能しか持ち得ないんだ。そして、その条件というのが──音井さん自身が、相手の命令を一度受け入れること」──。

　そして、スバルは音井に「やめさせろ」と命令して、音井はそれを自らの意志で承諾した。

「……これで、スバルくんの心は読まれ放題ってことか」とうなだれる朝宮。「渉、そのことをスバルくんには……？」

「言っていない。どうせ、結月ははなから音井に心を読まれてると思っているだろうし、それは今となっては変えられない事実なんだ。……それなら、俺おれも、お前も、知らないふりをしていた方がいい。その方が、音井を油断させておくことができる」

「なるほど。その方が、いざってときにスバルくんを守ってあげやすいかもね」

「そんなんじゃない」

　渉はため息をついた。

「……けど、しばらくは、スバルくんの身も安全かもね」

「何？」

「音井派は今、七なな草くさと通じてると思われる風祭派の人間に探りを入れて、七草杏あんを見つけ出す事に躍やつ起きになっているみたいだ。音井直なお弥やがみずから出で張ばってまでね」

「あくまで自分の手で引いん導どうを渡そうってことか？」

「……まあ、そういうことだろうね」

　そういえば、今朝、音井派が三みツつ矢やを囲んでいたのも、音井が、風かざ祭まつり派と七草との接点とを探り出そうとしていたのが発ほつ端たんだったはずだ。

「朝あさ宮みや、お前、風かざ祭まつり派にこのことは話していないのか。《以心伝心マインドジヤツク》の予防法」

「それも少しは考えたんだけど……今は黙ってた方がいいと思う」

「何な故ぜだ？」

「音おと井い派は、風祭派に七なな草くさ杏あんの行方ゆくえについて、探りを入れているんだよね。……なら、音井には《以心伝心マインドジヤツク》を自由に使わせておいた方が、無用な誤解は避けることができる。実際、風祭派もなるべく音井派には逆らわないようにっていう風な指示が出ているらしいからね」

　あえて心を読ませることで、不要な詰きつ問もんを避けられるということか……。

　確かにあえて相手の手中で踊るのも平和的なやり方ではあるのかもしれない。




　渉わたるは、今回の潜入先である藍あい崎ざき邸を見上げていた。

　高級住宅街の中に広大な敷しき地ちを有する藍崎邸は、クリーム色の高い塀に囲まれて、その高級住宅街の中に広大な敷地を有している。有ゆう刺し鉄てつ線せんもなく、その気になれば今すぐ乗り越えられそうだが、それができないのが歯がゆくあった。

「この邸宅内に潜入する方法だ」

　タンクトップの上から黒い革のジャケットを着こみ、ジーンズを着崩した渋しぶ谷やは、塀に腕組みしてもたれながら言った。

「方法は考えてきただろうな、二人とも」

　薄うすい白のジャケットとジーンズを合わせた渉は、

「何かしらの業者を装って入り込む……か？」と呟つぶやいた。

　一方、いつもとは異なる青のリボンに半はん袖そでのシャツとパンツをあしらったスバルは、

「警備員として忍び込む……とか？　毎日一人、敷地内に配置されているんですよね。昨日、ずっと資料読んでてそこに注目してみたんですけど……」

　渋谷がスバルの答えに対して言った。

「結ゆい月づき、お前の方が正解に近いな」

「あ……」

　スバルが笑顔になる。

「だが、まだ詰めが甘い──少し考えてみろ、お前のような子供が、警備員に扮ふんすることができるとでも思うのか？　それに、警備員がせいぜい自由に動けるのは、敷地内と邸内の一部だけだ。『エーデルの薔ば薇ら』がどこにあるのかすらわからない以上、邸内をくまなく探索できる立場で潜入しなければ意味がない。そこを念頭に入れて考え直せ」

　渉は考え直した。

「家人がいない隙すきに、客を装って家の中で待たせてもらい、その隙に『薔薇』を探し回るのはどうだ」

「都合が良すぎだな」と渋谷。「どういう客を装うか考えてから発言しろ」

「家の中に入れて、ある程度自由に動き回れる人──お手伝いさんとか？」スバルが発言した。「掃除とかで部屋の中にも入れるだろうし、その隙すきに『薔ば薇ら』も探せますよね」

　その意見を聞いて、渋しぶ谷やが塀から身を起こした。

「結ゆい月づき、今回の任務はお前がリーダーをつとめろ。杉すぎ崎さきはその支援に当たれ」

「は──はい！　わかりました」

　背筋を伸ばして、誇らしげに微笑ほほえむスバル。

「……何な故ぜ俺が」と渉わたる。

「黙れ。お前のプライドを気遣ってやる義理はない」

　渋谷は感情なく言い放つ。

「──だが、杉崎、今回に関しては、お前の意見も的まと外はずれってわけじゃない」

　渋谷は、藍あい崎ざき邸を仰あおぐと言った。

「二日後の夜、この邸宅でホームパーティーが開かれる予定だとコープスの調べで判明した。お前たちは、そこにそれぞれの役割で潜入してもらうことにする」

　渋谷はこちらに向き直ると、スバルと渉をそれぞれ目で指しながら言った。

「結月、お前は先行して給仕として邸内に入り込み、ターゲットを発見しろ。チャンスがあればそこで『薔薇』を持ち出してもいい。杉崎、お前は夜、客人としてパーティーに参加して、結月のサポートに当たれ。そして、こいつを藍崎邸から盗み出せ」

　渋谷はそう言うなり、おもむろにジャケットのポケットからペンダントを取り出した。

　紅玉のペンダントだ。写真で見た『薔薇』のそれだった。

「……結月、お前『薔薇』のレプリカはどうした」

　渉が振り返ると、スバルはすでにレプリカの『薔薇』を取り出していた。

「こ、ここにあるけど」

「こっちが本物の『薔薇』だ」と渋谷は面倒くさそうに言う。「今回の任務はデモンストレーションで、ターゲットがなかったら意味がないからな。先に確かめさせてもらった」

　唖あ然ぜんとする二人の前で、渋谷は忌いま々いましげに手の中の宝石を眺める。

「……適格者に能力を目覚めさせる宝石か。こんなものを持ち歩かれたら、世の中はシステマ能力者だらけになりかねないな」

　渋谷は『薔薇』を握りしめて、鼻で笑った。

「とっととこの場で粉々に砕いてやるべきだとは思うが……こいつは元の場所に戻す。持ち出すのはお前たちだ」

　渋谷は踵きびすを返して、目を見張る二人に背中を向けて言った。

　──が、その時だった。

「ぐっ……」

　渋谷の手から、『薔薇』が零こぼれ落ちた。

「……渋しぶ谷やさん？」

　スバルが呼びかけると、渋谷は膝ひざをついて頭を押さえてうめいた。

「渋谷さん!?」

　スバルが駆け寄る間、渉わたるは足あし下もとの『薔ば薇ら』を拾い上げた。

　……いきなりどうしたっていうんだ？

　この『薔薇』の影響かと思ったが、渉が宝石に触れていても何ら変哲はなかった。

「よこせ」

　無遠慮に伸びてきた手が、『薔薇』を奪っていった。

「持ち逃げでもするつもりだったか」

　渋谷が、頭を押さえながら、『薔薇』を掴つかんでこちらを見下ろしていた。

「そんなんじゃないさ。あんたこそ平気なのか」

「余計なお世話だ」

　渋谷はジャケットを翻ひるがえすと、何事もなかったように吐き捨てた。

「潜入手段が決まったら、次は脱出経路の確認だ。行くぞ」

　早々に歩き出す渋谷。スバルが、心配そうにしながらも小走りでその後ろにつき、渉はスバルの背中を追う格好になった。




　森もりノの宮みやに帰校して、担任の雛ひな子こにさっそく計画書をしたためて、封筒に入れて提出する。

「うん、悪くないと思うわ」

　一通り計画書を読み終えてから雛子はうなずいた。

「わたしがほとんど決めたのよ」

　スバルが少し自慢げにそう言うと、雛子は「そう」と優しそうに微笑ほほえんだ。妹を見守る姉の表情だ。しかし、すぐにクールな女教師の顔に戻った。

「じゃあ、任務用の身分証明はこちらで用意しておくわね。それと、今後、任務についての正式な情報は関係者以外の人間にはもらさないように」

　雛子は、計画書を封筒に入れながら言う。

「それと──結ゆい月づきさん？」と雛子は妹に言った。「この任務に際して、あなたにはリハーサルが必要になってくるわね」

「リハーサル？」

「お手伝いさんになるっていうことは、その道の人間になりきらないといけないの。──といっても、給仕は潜入スタイルの基本の一つではあるから、それ用のノウハウはあるわ。あと二日でそれを完かん璧ぺきに習得して、こなせるようになること。大変だと思うけど、いいわね？」

「はい──やるだけやってみます」

「それと、杉すぎ崎さきくんはサポートスタッフとしての仕事を完かん璧ぺきにこなせるようになること」

　他人のサポートをするというのは、柄がらじゃないとわかっていたが、こうして決まった以上は従うしかない。

「ちゃんとわたしのサポートしなさいよ」

　不服そうな顔を見て取られたのか、スバルが釘くぎを刺してくる。

「そっちこそ変なミスはするなよ」

　渉わたるは鼻を鳴らした。




　雛ひな子こが持ってきた任務計画書に軽く目を通すと、灰はい谷たには無言でそれを突き返してきた。

　旧校舎裏の非常階段の踊り場だった。

　雛子が森もりノの宮みや学院に通っていた頃ころ、実習科目教員だった灰谷は、いつもここでタバコを吸いながら一人で時間をつぶしていた。その習慣は、副校長に就任した今でも変わらない。

「どうでしょうか……先生？」

　雛子がそう呼ぶと、鋭い眼光をぶつけられた。

「先生はやめろと何度言わせる」

「す、すみません、副校長」

　灰谷の三さん白ぱく眼がんは、ただでさえ威圧感があるのに、力をこめて睨にらまれると身体からだが竦すくむ。

　灰谷は、かつて雛子が森ノ宮の生徒だった頃ころの担任教諭だったため、その頃からの癖でいまだに先生呼びが抜けずにいた。結局、灰谷が担任を担当したのは雛子が三年生だった一年間のみで、その年以来は一切担任には務めていないという話を最近知った。

　灰谷は、ポケットからタバコを取り出すと、それをくわえて火をつけようとしたので、雛子はあっと声を上げた。

「副校長、校内は火気厳禁です」

　今度は、雛子が睨む番だった。

「……」

　灰谷は舌打ちして、タバコをスーツの内ポケットに押し戻し、自分の不利な環境を変えるように話題を変えた。

「計画そのものはいいとして、あとはお前の生徒がどこまで現場でやれるかだな」

「……そうですね。初の任務ですから、なかなか大変だとは思いますけど……」

「心配なら、お前が妹に演技のレクチャーでもしてやったらどうだ。給仕役はお前の得意分野だっただろう」

「別に、得意というわけじゃあ……」

　雛子は、顔が熱くなるのがわかった。まさか、何年も前の自分の「給仕役」を灰谷が覚えていると思うと、うろたえずにはいられなかった。




　　　　◇




　藍あい崎ざき邸潜入前日のこの日、渉は、スバルの下に任務用の個人証明を届けに行く途中の旧校舎内の廊下で、朝あさ宮みや主税ちからと鉢合わせた。

「どこに行くんだい？　渉わたる」と親しげに朝宮が隣に並んでくる。

「保健室。任務用のＩＤを結ゆい月づきに届けに行くところだ」

「保健室？　スバルくん、怪け我がでもしたの？」

「いや、保健室で今度の潜入用のレクチャーを受けているらしい」

　──「今日は保健室で潜入用の特訓だけど、あんた、サポート役の準備をさぼってのぞきに来たりしないでね。しっかりとそっちはそっちの準備をすること。わかった？」──。

　学科終了後、スバルと別れる際、そう釘くぎを刺された。

　しかし、潜入用の準備といったら、給仕役の演技指導くらいだろうが、保健室で一体何をするのかはいまいち想像がつかなかった。

　やがて、旧校舎一階にある保健室の前にやってきた。スバルの声が聞こえてきたので、ノックなしにドアを開く。

「結月。お前のＩＤ……」

　ファイルをさっさと置いて帰るつもりだったが、渉は眉まゆをしかめて言葉を失った。

　目の前のスバルの姿に、目を奪われてしまったからだ。

　純白のエプロンと、ウエストと胸元とを強調する服装。いつも髪をまとめているリボンは、白のカチューシャに変わっていた。フリルがついたスカートからのぞく足は、白い肌に溶け込むニーハイソックスとガーターに包まれている。動くたびに可愛かわいいスカートをふわふわさせて、保健室のベッドを一生懸命メイキングしたスバルは、ウェーブがかった髪の女性教員に向かって、おへその前辺りで両手をそろえて頭を下げた。
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「ベッドの用意ができました、ご主人様」

「なかなか様さまになってきましたね。まだ照れがあるようですが」

「だって……ご主人様だなんて……」

　のんびりした口調の、演技指導担当と思われる女性教員がうなずく。ゆるやかなウェーブがかかった髪で、確かドラマ授業の教師だったはずだ。

「いいですか、スバルさん。何も恥ずかしがることはありません。昨今のメイド文化は誤解されて伝わっているので、こういったことはあざとく感じてしまうかもしれませんが、自らが仕つかえる主人に対しての振る舞いとしては何ら恥じるものではないんです」

「はい……」

　スバルは頬ほおをかきながら、ちらっと照れくさそうに目をそらす。

　その目と、渉わたるの目が、ふいに合った。

　見に来るなというスバルの言葉の意味を今いま更さら理解したところで、もう遅かった。スバルの瞳ひとみが、動揺のために大きく揺れる。

「やっ……何で渉がここにいるのよ!?　朝あさ宮みやさんまで！」

「……そっちこそ、何だその格好は」

「こ、これ……メイド……さんの格好だけど……」

「…………うちの給仕はそんなひらひらの格好はしていなかったぞ」

「わ、わかってるわよ、だから見られたくなかったのに──」

「あらあら、でもスバルさんよく似合っているわよ。ほら、パートナーさんにもよく見せてあげなくちゃ」

「きゃあっ！」

　後ろから、ドラマ教師がスバルの両肩を掴つかんで、ぐいと押し出してくる。スバルは赤い顔で口元に手を添えて縮こまり、羞しゆう恥ち心にふる……っと震ふるえた。どうしたらいいかわからず戸惑うスバルの頭に、そそくさと歩み寄った朝宮がぽんと手を乗せる。

「最高のメイドさんだよ、スバルくん……ぜひとも我が家で雇いたいくらいだ」

「そ、そんな……って、二人とも何しに来たの!?」

　スバルが八つ当たり気味に怒鳴ってくる。

「お前のＩＤだ。任務中、お前が演じる人間の経歴が入っている」

　スバルは、それをすぱっとひったくるように奪うと

「……あ、ありがと。じゃあ受け取ったから、早く帰って！　回れ右っ！」

　スバルに回れ右をさせられて、背中を押して部屋から追い出される。

「あ、僕は別にやることないから、まだいてもいい？」と朝あさ宮みや。

「だめですよ！」

　朝宮も次いで追い出されてきて、ちぇー、とつまらなさそうに唇くちびるを突き出した。

「いや、しかし眼がん福ぷくだったね、渉わたる……って、あれ？　どこへ行くの？」

「プリーフェクトの渋しぶ谷やと、現場の脱出経路の再確認だ」

　渉は、朝宮を置いて歩きながら言う。

「ふーん……渋谷さんって、スタンドプレイヤーって聞くけど、結構面倒見いいんだね」

「みたいだな」

　渉は肩を竦すくめて言った。




　スバルに偽造ＩＤを渡した一時間後、渉は、藍あい崎ざき邸の周辺の高級住宅街を回っていた。

　車の通りがほとんどなく、道の両りよう脇わきにはいずれも高級感を漂ただよわせる家々の立ち並ぶ、閑静な空間を歩く。

「どうして、お前だけ脱出経路の確認に連れてきたかわかるか」

　前をゆく渋谷が、低い声で言った。

「結ゆい月づきには必要ないだろ」と渉は言った。「いざとなれば、あいつは空を飛んで逃げればいい」

「そうだ。結月スバルのシステマは怪盗としてはある種、最高の才能の一つだな。任務に成功するか失敗するかは別として、警察の待ち構えていない今回の任務で、捕まる可能性があるとしたら、それはお前の方だけだ」

「だろうな」

「結月に主導権をとられた時は不服そうだったくせに、今回は素直に受け止めるんだな」

　渉は鼻で相あい槌づちを打った。

「事実だろ」

　やがて住宅街をはなれて、藍崎邸を見下ろす丘の上にやってくる。

　ここは、今回の任務で、不慮の事態が起きた際の合流地点に指定されていた。

「お前は、考えたことはあるか？　自分が、怪盗として捕らわれた時のことを」

　ここから見渡せる市街地のパノラマの中で、塀によって隔絶された高級住宅街を見下ろしながら、渋谷はふいに言った。

「……一度くらいはあるだろ。怪盗を目指す者なら、誰だれだって」と渉は言った。

「じゃあ、お前……現実に警察に捕らえられて、もう逃げることすらできなくなったとしたら──どうする？」

「どうする……？」

　質問の意味がよくわからなかった。

「捕らえられた怪盗は、その記憶と能力を奪われる。コープスの連中の手によってな」

「コープス……ああ、記憶干渉の能力者のチームだったか」

「そうだ。怪盗が不手際を起こした時、奴やつらが関係者の記憶を操作して後始末をしている」

「ご苦労なことだな」

「今回、結ゆい月づきとお前が藍あい崎ざき邸に入り込む段取りも、連中が先せん遣けん隊たいとして全すべて整えた……コープスってのは、その気になれば、なんだってできる連中だ」

　渋しぶ谷やは、ジャケットの襟えりを掴つかんで、それを雑に直しながら言った。

「人間は、記憶によって作られてる。そいつを勝手にねじまげられるなんてのは、人間を思いのままに操れるってことと同じだ。あったことをなかったことにして、なかったことをあったことにもできる。存在した人間を消して、存在しない人間を造り出すこともできる。すべての記憶を奪われれば、その人間は全てを奪われたのも同義だ」

　渉わたるはため息をついた。

「敵にしたくはない連中だな」

「──ああ。だが、そいつらだって、結局はシステマ能力者だ」

　渋谷はふいに逆接を置いた。

「お前が任務中に捕らえられて、コープスに記憶を奪われるかもしれないという時──アンチシステマのお前なら、コープスとだってやり合える」

　ゆっくりとふりむいた渋谷に、夕日が重なって、逆光が目を打つ。

「その時、お前は、その力でコープスと戦うのか？　それとも、自分が自分でなくなることを受け入れるのか？」

　すぐに答えの出せる問いではなかった。だから──

「あんたなら、どうするんだ？」

　渉は問うた。

「俺おれは戦う」

　明確に、そして迷いなく渋谷は答えを発した。

「コープスを倒したら、永遠に追われ続けるはめになるんじゃないのか」

「お前の力なら、コープスだって、協会だって、敵に回して戦い続けられるだろ」

　渋谷は、薄うす笑わらいとともに喉のどを鳴らした。

「自分をなくした人間は、衝動に突き動かされて動く機械と同じだ。俺は、そんなものになるために怪盗を目指しているわけじゃない」

　渉は肩を竦すくめた。

「あんたたちは、俺おれのアンチシステマを買いかぶりすぎだ。こいつは別に、魔法の杖つえなんかじゃない。それと、さっきの質問だが──」

　逆光の中の渋しぶ谷やに向き直って、自分の中で固めた答えを、砕いて言葉にする。

「俺が俺のミスで捕まったんだとしたら、そのときは、記憶を奪われることも覚悟しなきゃいけないだろ。……ただ、誰だれかが俺をはめようと仕組んだ上でそうなったのなら、俺はコープスとだって戦う。それだけだ」

「……いい答えだ」

　渋谷は苦笑まじりにかぶりを振って、丘をあとにして歩き出した。

「任務は明日だ。任務に必要な情報は、ぜんぶ記憶に叩たたき込んでおけ。明日、俺がお前たちの任務を監督することはできそうもない」




　夕食前の自室で、渉はベッドに寝転がって、自分用の偽造ＩＤを眺めていた。

　資産家の御おん曹ぞう司しの『歳とし臣おみ遊ゆう馬ま』、その経歴と身分証明書だ。

　今回の藍あい崎ざき邸侵入のために、渉わたるのために作られた偽造名義だった。セレブのマナーの演技指導は実習科目で習ってはいるから、スバルのように改めて教練することもない。そもそも、同居人の御曹司の砕けた振る舞いをいつも見ているせいか、セレブを演じるからといってそこまで無理に取り繕つくろう必要もないのだろうかと思わずにはいられなかった。

　夕食前になって、砕けた御曹司が、慌ただしく部屋に飛び込んできた。

「渉、聞いたかい、明日の君たちの任務、渋谷さんが監督役から下りることになったらしいよ」

「それならさっき本人から聞いた。明日は任務に帯たい同どうしないらしい」

　渉は、ＩＤを眺めながら言った。

「問題はそこじゃなくて、渋谷さんの代わりに、音おと井い直なお弥やが監督役を務めることになったってことだよ」

「音井直弥？」

　渉はＩＤのファイルを手元に置いて、身を起こした。

「渋谷さんが自主的に辞退したって話だけど、このタイミングでそれはおかしいと思わない？」

「ああ」

「……音井直弥が、どこかからか手を回して、渋谷さんを下ろしたのかもしれない」

　可能性はある。元々、スバルは音井直弥と因いん縁ねんを持っている。

「音井は、風かざ祭まつりの事件の捜査で忙しいとか言ってなかったか」

「そのはずだったんだけど……いや、これは予想外だったね。聞いたところによると、最近の音井は、本人から優秀生の監督役はみずから拒否しているって聞いていたはずだけど」

「……スバルに用事でもあるんじゃないのか」

「可能性は……あるかも」

　初任務だというのに、どうしてこんな厄やつ介かいなことになるのか。

「音おと井いと組むのはどうしようもないとして、問題は、奴やつの狙ねらいだ。結ゆい月づきのシステマを奪って、森もりノの宮みやを追放させようとでもしてるんじゃないのか」

「……否定はできないね。なんだったら、今回の任務は下りてた方が……」

「結月がそれを受け入れると思うか？」

　渉わたるはベッドを下りて、ベランダ側に寄った。

「……もしかすると、俺おれのアンチシステマを狙ってるのかもしれないけどな。プリーフェクトの連中は、ずいぶんと俺のアンチシステマを過大評価してくれてるみたいだからな」

「プリーフェクト……渋しぶ谷やさんも？」

　ああ、と渉は答えた。

「俺のシステマを奪おうとするなら、叩たたき伏せるまでだけどな。神かみ代しろのコピー能力も自動でシャットアウトする俺の力が、そう簡単に盗まれるとは思えないが……」

「いざとなったら、その力でスバルくんも守ってあげるんだよ」

　渉は肩を竦すくめた。




　　　　◇




　任務用の移動車両は、これまでに渋谷と現地視察のために使っていたバンではなく、見るからに高級な外車だった。通常の車の二倍以上の車体を持つ箱形のストレッチ・リムジンだ。

「……無駄にでかいな」と渉はつぶやいた。

「お金持ちのパーティーなんだから、これが普通なんだろうけど……」スバルはまじまじとリムジンを見る。「実際に見てみるとすごいわね」

　二人がリムジンの客室に乗り込むと、

「よくもこの俺の前に顔を出せたものだな、結月家？」

　音井は、灰色のスーツ姿で、客室の幅広の椅い子すにゆったりと腰掛けながら、鷹おう揚ように肘ひじ掛かけに頬ほお杖づえをついていた。

「あなたのことなんて、怖くもなんともないですから」

　スバルが取り澄まして言い返すと、音井は薄うすく笑った。

「どんなに取り繕つくろおうとも、貴き様さまの胸中は俺に筒抜けだということを忘れるな」

　音井が、「出せ」と運転手に呼びかけると、音もなくリムジンは走り出した。

　藍あい崎ざき邸に到着するまでの間、スバルは膝ひざの上に手を置いて、じっと目をふせていた。険悪な沈黙の中、やがて邸宅前に到着して、音井がスバルを顎あごでしゃくってみせる。

「降りろ」

「言われなくたって……」

　スバルは怒ど気きをこめた声で、ドアに手をかける──が。

（──結ゆい月づきスバルに命じる）と、渉わたるの脳裏に、音おと井いの思念の声が響ひびいた。（リムジンのドアを開いてはならない）

　リムジンのノブを引くスバルの手が、すんでのところで止まった。

「……何のつもりですか」

　スバルが振り返って、音井を睨にらむ。今の声は、やはりスバルにも伝わっていたらしい。

「ただの余興だ。ただのな」

　音井は、引きつったよう笑い声を出した。

「しかし余興でなくするかどうかということは、俺おれ次第だということを忘れるな」

　スバルの眉まゆがひそめられる。

「そうだ、結月スバル。貴き様さまの想像した通りだ。俺はその気になれば、この思念でいつでも貴様を陥おとしいれることができる。そのことをゆめゆめ忘れぬことだ」

「……そんな脅おどし、私には効きませんから」

　スバルは臆おくさずにそう言い切った。

「……ほう。ならばこれならどうだ」

　すると音井は、まるで、スバルの反論を予想しきっていたように口を開いた。

「──杉すぎ崎さき渉に命じる。そこから一歩も動くな」

　全身が泡立つ感覚。システマを仕掛けられた。とっさに動こうとしたが、足が動かない。ソファに接している身体の部分の筋肉にいくら脳から指示を与えても、麻ま痺ひをしてしまったようにびくともしなかった。かろうじて、まぶたや指や口が動くくらいだ。

　息を呑のむスバルの目の前で、音井は制服の内ポケットから出したバタフライナイフを瞬しゆん時じに整えてこちらに差し向けてくる。

　それを見てはじめてスバルの顔に動揺が走る。

「貴様等らは、神かみ代しろ家を阻止したことを誇りに感じているらしいが、俺なら造ぞう作さもない。システマを封じるか、こうしてその自由を奪ってしまえばいい。あの夜、御三家が──いや、この音井さえ不在でなければ、奴やつを逃がしすらしなかった」

　音井は笑み混じりにそう喋しやべると、渉に向けて軽く目を流して見せた。

「さて、そして貴様の同胞は、これでダーツの的まとと同じだ。どうだ？　これでもまだその生意気な口を叩たたくつもりになるか」

　スバルは何も言い返せない。

　その姿を見るのが──ひどく腹立たしく感じる。

「貴様を一目見た時から、わかっていたぞ。貴様のような奴を屈服させるには、本人よりも周りの人間をやり玉に挙げるに限る」

　音井の顔が、愉悦に歪ゆがむ。

「いい顔だ、結ゆい月づき家。俺おれの前ではそういう顔だけしていればいい。貴き様さまの心の中の畏い怖ふが気持ちいいぞ」

　──まさか、自分がスバルを屈服させるためのエサにさせられるとは。しかもそれで、スバルが音おと井いの思い通りの反応をしているのがたまらなく腹立たしかった。システマを奪う手段を持っている音井に対して、いらぬ因いん縁ねんをふっかけるつもりはなかったが、

「……音井」

　と、渉わたるは敵意をこめてうめいた。

　こいつのシステマをぶち砕いてやりたい。そんな衝動が突き上げてくる。

　しかし、言葉によって命令を下すシステマに、カウンターを叩たたき込む術。そんなものがどこにあるというのか。

　まず思い当たったのは、以前、《不協和音マーメイドノイズ》と呼ばれる音波を操作するシステマに対して発動した《音おん信しん不ふ通つう》という対抗機能だった。

　空気の振動をかき消して、音を消滅させる能力だ。これが発動すれば、すくなくとも音井はこれ以上の命令を重ねることはできないはず──だったが、これは発動しなかった。

「最っ低……」

　スバルが、悔しそうに呟つぶやく。

「……丁ちよう度どいい機会だ、結ゆい月づき家。こいつの血を見たくなければ、今すぐ俺の前で頭こうべをたれろ。そしてその無礼ばかり吐く唇くちびるで俺への忠誠を三度誓え」

「そ、そんなこと、できるわけ……」

　ジャカッ、と音井はわざとナイフで音をたてて、スバルの言葉を遮さえぎった。

　……この野郎。

　思考が真っ二つに分かれていた。片や、音井に対して煮えたぎる反感の思いと、片や、音井の《金科玉条ルールブツク》を突破するための対抗機能を探る論理的思考だ。

　……先ほどは、音声をかき消して、音井の言こと霊だまを封じようと考えたが、それではすでに命令を下された時点では何も反撃できないということになる。カウンター能力としてはほとんど意味を成さなくなるわけだ。どっちにしろ、《音信不通》が正解だったら、思念で命令を強制できる音井には対抗すらできないということになる。

　……音井の言霊にカウンターを叩き込むならば、すでに指定された命令をも掻かき消せる能力でなければ、完全な対抗機能とは呼べないはずだ。それは、一体どんな機能だ？

「誓え、結月家」

　音井が、昂こう然ぜんとスバルに命じる。

　……音井の言霊に、カウンターを発揮する力。……言霊による命令をすべてキャンセルする機能か？　念じてみたが、それも違った。では、他ほかに何があるというのか。

「先ほどまでの威勢はどうした？　結月家」

　音おと井いの愉悦の叫びが、思考をかき乱してくる。唇くちびるをかんで懊おう悩のうするスバルの表情がさらに動揺を誘う。冷静と反感の二つに分かれていた思考が、いよいよ混ざり合って、反感の熱が冷静な思考を飲み込み頭の中を沸騰させる。

「誓わぬというのなら──」

「黙ってろ。音井直なお弥や」

　反射的にそう言い放っていた自らの声に──渉わたるは、思いがけず激しく動揺した。

　渉の口から発せられたのは、まちがいなく、音井の声こわ色いろのそれだったからだ。

「……へっ？」

　スバルが呆ほうけた声で、こちらをまじまじと見つめてくる。

　一方の音井は、喉のどを押さえて、眉まゆをひそめている。眉をひそめながら、口を開くが、彼の口からはかぼそい吐息しか漏れてこない。

　……その反応には、見覚えがあった。ダンスパーティーのテラスで、音井に言葉を封じられた風かざ祭まつりが、必死に声を出そうとあがいていた姿とまるっきり同じだったからだ。

　まさか、これが《金科玉条ルールブツク》への対抗機能なのか？

「杉すぎ崎さき渉。身動きすることを許す」

　渉はためしに、音井の声でそう言ってみると、それまでまったく動かなかった足で易やす々やすと立ち上がることができた。

「結月スバル。さっさと下りろ」

　そういうと、スバルの方も命令が解除されたようで、ドアを開いて下りることができた。渉も、それに続いて、リムジンの外に出る。

「ふうーん……、それがあいつに対するアンチシステマなの？」

　スバルが物珍しげに顔をのぞきこんでくる。

「みたいだな……」

　音井の声色をもって、言こと霊だま合戦に持ち込む対抗機能。……名付けるなら《同どう音おん異い句く》といったところだろうか。便利ではあるが、なかなか気色悪い機能だ。

「さっさと行け。いつまでもあんな奴やつ、相手にしていたって仕方ないだろ」

「うん。これなら、あんたは放っておいても大丈夫そうね」

　すっかり明るくなった顔でくすくすと笑い、スバルは藍あい崎ざき邸の正門の方に駆けていく。その姿が、ゲート横の通用口の中に消えていくのを見送ったころ──

「……その不敬、覚えておくぞ、杉崎家」

　音井の怨えん嗟さの声が、耳をなぶる。顔だけで振り向く。リムジンから下りてきた音井が、紅潮を通り越して青くなった顔で見下ろしてきていた。

「大したプリーフェクトだな、あんたも」渉は肩を竦すくめて言った。「女子一人脅おどすのに、自分一人じゃ何もできないか」

「あまり粋いきがるなよ、杉すぎ崎さき家」

　音おと井いは蛇のように首をくねらせて、目をのぞき込んできた。

「貴き様さまとてこの俺おれに逆らった人間の末路を知らないわけではないだろう」

　渉わたるは鼻で笑った。

「俺のシステマを奪うつもりか？　神かみ代しろですら俺の力をコピーできなかったのに、あんたにそれがやれるとは思えないな」

「テロリストに落ちぶれた神代家とこの音井を同列に語るか、貴様」

「同列になんてしてないさ。ただ一つだけ言えるのは、あんたが俺のアンチシステマを奪おうとするなら、俺はどんな手を使ってでもそれを阻止してやるってことだけだ」

　音井が、顔を険しくして、はっきりと見て取れるほど大きく身み震ぶるいする。言葉尻じり一つに敬意を求める音井のことだ。こうまではっきりと宣戦布告されて、気分をどれほど害したのかは想像に難くない。

　渉は、音井の横をすり抜けてリムジンに戻ると、通信機のイヤホンを耳に押し込んで、窓の外を見た。通り一面に広がる塀の向こうには、まるで宮殿のような藍あい崎ざき邸がそびえている。

『──今日からここで働くことになりました。明あけ原はら聖ひじりと申します。よろしくお願いします』

　中に潜入したスバルが、家人に挨あい拶さつする声が聞こえた。




　メイドに扮ふんしたスバルは、ひどく畏かしこまりすぎて、口調もなにもかもぎこちなくて、こっちがひやひやするくらいだったが、その初うい々ういしさがかえって、藍崎家のアットホームな雰ふん囲い気きの中では歓迎されている様子だった。藍崎邸は、どうやらパーティーの準備でおおわらわらしく、スバルがあちこちを走り回る足音がさっきから止やむことがない。

　スバルのメイド服に装着された通信器から伝わってくる音声を、渉は、イヤホンを指で押さえながら聞いていた。向かいに座る音井は、受信機の台に片かた肘ひじをついた格好で、さっきから飽きることなくこちらを睨ねめつけている。

　その時、イヤホンの向こうで、細い怒鳴り声が爆発した。

「ちょっとそこのメイドさん！　勝手に私の部屋入ろうとしないでよ！」

　幼い感じの声こわ色いろだ。

「あ……メイお嬢じよう様さま」とスバルは言った。

　お嬢様。例の『薔ば薇ら』をプレゼントされたとかいう箱入り娘か。

「入る時は、ちゃんとあたしの許可とって。いい、わかった？」

[image: ]

「も、申し訳ありません。しかし、お掃除の時間なので……」

「いいから！　言うこときかないと、パパに頼んでクビにしちゃうわよ！」

　他人に命令することに慣れきったその口調。

　それを聞いて、渉がまず彷ほう彿ふつとしたのは、目の前のかの音井直なお弥やだった。

　その後、スバルは、仕事の隙すきを見て、邸宅内のどこかにあるはずの『薔ば薇ら』を探し回ったが、発見の報告は聞かれずじまいだった。




　晩ばん餐さん会かいは、広大な邸宅の一階を開放してのホームパーティーだった。

　円形のプールを囲む形でコの字型に作られた邸宅の中で、ホームパーティーというにはあまりにも大勢の客人たちが、用意された料理を思い思いに楽しんでいる。

　若者たちがするような馬ば鹿か騒さわぎはなく、その点は渉にとって救いだった。タキシード姿で、黙ってフロアの隅に突っ立っていても、別段浮くこともない。

　渉はシャンパンのグラスを傾けながら、飲み物を運んでいるメイドを呼び止めた。

「おい、ちょっとそこのメイド」

「はい。いかがなさ……って、な、何よ。渉じゃない」

　小声でにらんできたのは、メイド服姿のスバルだった。トレー片手に、飲み物と空きグラスを運んでいる。

「それで、捜索の状況はどうなんだ」

「電話で伝えた通りよ。ぜんぜん進展なしね」

「ちゃんと隅々まで探したのか？」

「探したわよ、通信機で報告してたでしょ」

「となると……あと『薔ば薇ら』がある可能性が残っているのは……」

　先ほどまでリムジンの中で、スバルからの『エーデルの薔薇』捜索報告を聞きつつ、邸宅内の見取り図に×マークをつけていった。結果、『薔薇』の捜索で残されたのは、この邸内でたったの一室だけとなった。

　それは──この藍あい崎ざき家のお嬢じよう様さまにして一人娘、藍崎メイの自室だ。

「……掃除にかこつけて、藍崎メイの部屋に入り込むことはできなかったのか？」

「無理」とスバルはため息まじりにいった。「あの子、縄張り意識が強くて、お手伝いさんは絶対入れてくれないし、親ですら入ったら怒るんだって」

「なら、そいつのいない隙すきにさっさと部屋に忍び込めばよかったんじゃないか」

「メイちゃんって基本的に部屋の中にいることが多くて、何時間も閉じこもって出てこないのが普通なんだって。今日もずっと部屋の中にいて、お昼に呼んでも返事もしなかったわね」

「……そういえば、今日は週末か。平日に任務を実行すればよかったな。学校に行ってる隙なら、どうとでもなっただろ」

「そうね……中学生だし……」

　結局、今日は、藍崎メイ一人のせいで一日がかりの長期戦になってしまった。とはいえ一度潜入というものを経験はしておきたかったので、ある意味、彼女のお陰とも言えた。

「で、その藍崎メイはどこだ。今日中に『薔薇』をいただくなら、パーティーに出てきたそいつを見張っているうちに、部屋に忍び込むのが一番楽だろ」

　さっきからパーティーの出席者の顔を眺めているのだが、写真で確認した藍崎メイの顔がどこにも見あたらない。

「あの子、パーティー嫌いで、部屋にいるらしいの」とスバル。

「おい……どうにかして連れ出せないのか？」

「今ご両親が呼びに行っているわ」

「今日は、藍崎メイ一人にどこまで振り回されるんだ……」

　その時、リビングがざわめいて、客人たちが、部屋の入り口である扉の方を見た。

　そこには、家長である藍崎家主人・祐ゆう二じの姿と、胸元にリボンをあしらったロングドレスの少女の姿があった。

　噂うわさの藍崎メイだ。小柄で可愛かわいらしい出いで立たちだ……が、その表情は困ったようでいて、つまらなそうでいて、明らかに帰りたがっているのが目に見えた。

　こいつが今回のトラブルメーカーか……と思っていると、ふとメイと目が合った。

　つまらなさそうにしていた瞳ひとみが、大きく見開く。客人に向けて挨あい拶さつをうながす父親の言葉を無視して、まるで誘われるようにいそいそとやってくる。それからメイは、目前の各界の大富豪たちを尻しり目めに渉わたるの前にやってくると、スカートの両端をつまんで礼をした。

「はじめまして。私、藍崎メイっていいます」

　渉わたるは面くらいながらも、笑顔を作ってみる。

「……歳とし臣おみ遊ゆう馬まだ」

　しばらく笑顔で沈黙が流れる。一体、資産家の中学生とどんな会話をしたらいいのか？　思いを巡らせているうちに、先に話題を提供してくれたのはメイの方だった。

「ねえ、それってどこのタキシードですか？」

　どこのタキシード？　さすがにそこまでは把は握あくしていない。どう答えるべきかと考えた末に、いつだったか朝あさ宮みやから教えてもらった『魔法の言葉』を思い出した。

　金持ち相手にはこう言っておけば大体は片がつくと効いていたが、ここはその使い時だろう。

「……ヴィンテージだ」

「素敵！　あ、ねえ、遊馬さんっておいくつなの？──」

　どうやら上う手まくいったようで、メイは見事に目を輝かがやかせた。それから、両親や客人は置いてけぼりにして、次から次へと話題をしぼりだしては渉に話しかけてくる。

　渉が、シャンパンがなくなったことを口実にして、さっさとメイからはなれようとしても、なおも後ろをくっついてきた。

「……飲み物を取ってくるから、ここで待っていてくれ」

「それならわたしも──」

「おま……君の分もとってくるよ」

　無理矢理メイを待たせるように言い聞かせ、名残なごり惜しそうな彼女を置いて、渉はスバルの下に歩み寄った。

「なんだあいつは。俺おれにくっついてくるぞ」

「……そういうわりには、ずいぶんニコニコ楽しそうにお話ししてましたけど？」

　何な故ぜか、スバルはつんとした様子だった。どうして不機嫌になるのかわからないが、渉は肩を竦すくめて言った。

「作ってるんだ、この顔は。それより、お前、さっさとあいつの部屋に行ってこい。気が進まないが、あいつが俺にまとわりついている間なら、部屋に押し入っても安全だろ」

「うん、わかってる。このグラスを片付けたらすぐ行くわ」

「はやくしてくれ。俺は、子守は苦手な──」

　腕を後ろに引っ張られて、膝ひざが折れかけた。振り向いて見下ろすと、いつのまにかやってきたメイが渉の袖そでにぎゅっとしがみついている。

「ねえ、遊馬さま、大人の話ってつまらないし、一緒にあっち行きましょ？」

　渉は、若干このメイの積極性に気後れすらしつつあったが、今自分がメイを引きつけているうちは、彼女の部屋はフリーになるのだと言い聞かせて言った。

「…………ああ。行こうか」

　メイが「こっちよ」と喜んで先んじて案内し始めるのを見て、渉は首に手を回して、提さげていたクロスモチーフをスバルに差し出した。渉わたるの神じん器ぎである《天てん衣い無む縫ほう》だった。

「持って行け。いざとなった時、それで姿を消した方が確実だろ」

「え……いいの？」

「任務の成功のためだ。使え」

「う……うん、ありがと」

　胸元でロザリオを握りしめるスバルと別れて、メイと渉は人のいない居間を見つけてそこに移った。そこには、一台の大型テレビが置いてあって、メイはそれを見ると、「あっ！」と何かを思い出したようにリモコンに飛びついてテレビをつけた。

「何か見たい番組でもあるのか？」

「さっきまで部屋でニュースを見ていたの、その続きを見たいなって思って……あっ、ほら見て遊ゆう馬まさま、まだやってる！」

　ちょうど夜のニュース番組の時間だった。それを見て、渉は眉まゆをひそめた。

　テレビで報じられていたのは──怪盗事件のニュースだったからだ。どうやら、今日の昼過ぎ、一人の怪盗が、博物館から一枚の絵画を堂々と盗んで行ったらしい。

　ニュースの画面には、白と赤の衣装をまとった小柄な少女の怪盗が、博物館の屋根の上から飛び下りる瞬間の映像が映し出されていた。

「怪盗ルージュよ。遊馬さまは知ってる？」

「いや……」

　渉は、その名に聞き覚えがなかった。協会内でそれなりに有名なエージェントなら、そのコードネームくらいは知っているが……。

　となると、ルージュは協会の管理下にはない『イリーガル』の怪盗だろう。

　協会からしてみれば、時には相対することもある相手の一つだ。

「私の一番大好きな怪盗なの」メイは胸に添えて、どこか挑戦的に見つめてくる。

「今、いちばん話題の怪盗なのよ。小指から放つ運命の赤い糸によって、権力者からむりやり奪われた物を取り返すの！　綺き麗れいなもの、可愛かわいいもの、美しいものに目がなくて、時々、関係のないお宝まで盗んでしまうのはご愛敬ね？」

　メイはずいぶんとルージュがお気に入りのようで、やけに快活な口調だった。

「……怪盗か」

「ちなみに今日のルージュは、この博物館の館長がむりやり自分のものにしていた絵を、元の持ち主のおばあさまの元に返してあげたの」

　ようやく語りきって満足したのか、メイはとすんとソファに座って、ジュースを飲み始める。

　渉もその向かいに腰を下ろした時、ふとメイが何かに気づいたように顔を上げた。

「……あれ？　遊馬さま、ロザリオはどうしたの？」

「ロザリオ？」

「さっきから首から提さげていたロザリオ。あれを二人きりで見せてほしかったのに……」

「……ああ、どこかに落としたかな」

「ええっ!?」

　メイはガタンとテーブルに両手をついて立ち上がった。

「だめよ、あんな素敵なもの、誰だれかに盗まれたら大変だわ！」

「そうだな……」

　渉わたるは、面倒に思いつつ立ち上がり、居間を飛び出したメイのあとをついていく。

　部屋を出る際、つけっぱなしのテレビから聞こえる音声がにわかに喧けん噪そうを孕はらんだ。

　──ただ今、報道各局に『怪盗ルージュ』名義の電子メールが送信された模様です！　今回ルージュが盗難された絵画は、博物館の館長が、正式な持ち主から不当に奪っていたものであると──。




　藍あい崎ざき邸前の車止めに置かれたリムジンの中で、音おと井い直なお弥やは、森もりノの宮みやの音井派の教員からの連絡を信じられない気持ちで聞いていた。

「……風かざ祭まつりが無実だと？」

　謹きん慎しん中の風祭に、今日、財団のコープスによる調査が入ったという報告だった。人間の記憶に干渉できる彼かれ等らの調べによると──風祭は無実。

　七なな草くさ杏あんの奇き襲しゆうに協力したという事実は、彼女の記憶からは見つからなかったらしい。

　……あの日、七草杏の《以心伝心マインドジヤツク》を奪ってから、苛さいなまれ続けている頭痛が、その締め付けを強めたような感覚に襲おそわれる。

　ここ数日、風祭派を徹底的に調べ上げて、七草とのパイプを探っていたが──どうやら、これで全すべて振り出しに戻ったも同然だった。

「……糞くそ」

　七草を捕まえるのは、自分でなければならない。協会の人間が捕まえたのでは、意味がないのだ。それは、この世界でただ一人、七草にのみしか質ただせないことがあったたからだ。

　──俺おれは、一体、どうやって七草家のシステマをこの身に奪い取ったのか。

　七草杏がシステマを失い、その機能が、こちらの身に宿ったあの日──

　音井は、優秀生セレクトの序列最高位であった渋しぶ谷や政まつりを、音井派の手によって陥おとしいれるつもりだった。ところが、当時、音井に歯向かっていた七草は、それすら嗅かぎつけて、行く手を阻はばんできた。

　そこで、音井が覚えているのは、いつものように問答無用で立ち向かってきた七草を払いのけたことと、そのあとで雨の中で倒れている七草の姿だけだ。

　気づいた時、すでに七草は倒れ、自分の身には彼女の《以心伝心マインドジヤツク》だけが宿っていた。

　七草は、自分に奪われたものを取り戻しにきたといって、あそこまでのことをしてきた。となれば七草はこの《以心伝心マインドジヤツク》を取り返す手段を心得えているに違いない。逆算すれば七草がシステマ奪取の方法論を把握しているということに他ほかならない。

　だからこそ、誰だれよりも先んじて、七なな草くさを捕らえる必要がある。数多あまたのシステマをこの身に宿す術すべさえわかれば、十二時までのシンデレラでしかない神かみ代しろ明めい夜やとて辿たどり着くことのできなかった、全能の怪盗に達することができる。それこそ音おと井いの血を引く者として最もあるべき姿であると音井は考えていた。

　だが……今は何よりも、この頭の痛みをぬぐい去りたいという思いが強かった。いい加減、こんな七草の怨おん念ねんのような頭痛に振り回されるのは我慢がならなかった。

　その時、音井は、鈍い頭の痛みの中に、鋭い敵意がえぐりこんでくるのを感じた。

《以心伝心マインドジヤツク》がとらえた他者の敵意。

　その敵意を放つ者は──リムジンのカーテンに閉ざされた、ウィンドウの外にいた。




　結ゆい月づきスバルは、邸宅の二階──藍あい崎ざきメイの部屋の前にいた。

　この家のメイドが、けして足を踏み入れてはならない開かずの一室だ。

　スバルは、握りしめていた《天てん衣い無む縫ほう》の機能を止めて、姿を現すと、辺りを見回した。長く伸びる廊下には人ひと気けがない。ホームパーティーの喧けん噪そうが、一階からくぐもって聞こえてきているのみだ。

　ドアノブをつかんで回すが──鍵かぎがかかっていた。

　今朝、メイの部屋に入ろうとした時、この部屋のドアにシリンダー錠じようがついていることは知っていたが、どうやらメイは家の中を歩く時にすら鍵をかけているらしい。

　しかし、これならつい先日、学校で習ったばかりのピッキングで開けられそうだ。

　財布の中に忍ばせておいたピックとテンションを鍵穴に入れる。

「……んっ、もう……」

　だが、スバルにとってピッキングは大の苦手であった。身を乗り出してお尻しりを突き出すような格好で、メイド服のスカートを揺らしながら、がちゃがちゃと試行錯誤しているうちに、ようやく施錠機構に触れた感覚。指先に力を込めると、鍵の開く音が廊下に響ひびいた。




「ひうっ!?」

　ロザリオを探している最中、メイは突然、脇わきをすぼめて飛び上がった。

「……どうした？」と渉わたるは、メイを見下ろしながら問うた。

「え、あの、携帯に着信が──」

　メイがドレスのポケットに入れていたのは、スマートフォンだった。

　ドレスにスマートフォンというのもなかなか無ぶ粋すいな組み合わせに見える。

　最大レベルでバイブレーションしていると思われるスマートフォンは、それに加えてこちらも最大レベルと思われる音量でベルを鳴らしている。

　慣れた手つきでスマートフォンを操作したメイは、新着メールを確かめる──が、その本文を見た途と端たん、大きく目を見開いて、踵きびすを返して走り出した。

「──おい！」

　渉わたるも、それに続いて、メイのあとを追って走り出す。嫌な予感がした。……いや、予感というよりは確信に近い。

　渉が横目でのぞきこんだメイのスマートフォンのディスプレイには「侵入者あり！」とデコレーションメールが届いていたからだ。




　森もりノの宮みやの生ハ徒ウ寮スの個室の二倍くらいはあろうかというメイの部屋の中は、ぬいぐるみがあふれるひどく愛らしい部屋だった。

　しかし、細部が妙にちぐはぐな部屋だった。棚の上には、いくつもの高級そうな腕時計や目覚まし時計が並んでいるが、その中には、女子中学生がつけるはずもない男性用の腕時計もあった。あるいは、ピンク色の部屋には不似合いな絵画。色とりどりの宝石。あるいは、本人のサイズには明らかに合わないであろうブーツ……。統一感のない置物が、ところどころに並んでいる。

　何より目を引いたのは、勉強机横の写真ボードに、いくつもの新聞の切り抜きが貼はられ、壁まではみだしていたことだった。そのほとんどが汚職議員のニュースや、盗難事件、誘拐事件──それらに鉄てつ槌ついをくだした怪盗事件の記事だった。そこに多くの名前が出ているのが、「怪盗ルージュ」という名前。先ほどまで見ていたのだろうか、ベッドの上にはピンク色のファイルが広げられ、スクラップブック代わりに新聞記事を挟はさんである。

　怪盗に興味でもあるのかなと思いながら、スバルは月明かりの中で物色を始めようとした──が、棚の中やベッドの下をいちいち探る必要はなかった。

　ベッドの脇わきの読書灯の横に例の『薔ば薇ら』は置いてあった。結婚指輪のようなケースの上で、柔らかな布を敷しかれて月明かりを吸って輝かがやいている。

　「あった……！」スバルは、すぐさまレプリカの宝石と取り替えて、ターゲットをメイド服のポケットに入れた──

　空気が震ふるえた。爆音だ。足下が激しく揺れ動いて、ぬいぐるみとファイルとが床に散らばり、スバルも思わずその場に尻しり餅もちをついてしまった。

　窓からオレンジ色の閃せん光こうが飛び込んできて、一いつ瞬しゆん、部屋の中がくっきりと視界に浮かび上がった。どこかで打ち上げ花火でも炸さく裂れつしたのかと錯さつ覚かくしたが、当然、今はそんな季節でもない。階下が騒そう然ぜんとしているのが聞こえてきて、スバルは窓まど際ぎわに駆け寄った。

　そこから見えたのは、邸宅前の車止めスペースから燃え上がる火柱だった。

　停とめられたリムジンの一つが、横転して、火の粉が混じる黒煙を濛もう々もうと夜空にはき出している。しかもそのリムジンは、今日、スバルたちが任務のために使ったストレッチ・リムジンだった。あの中では音おと井いが待機しているはずだ。

　──音井が襲おそわれている、とスバルは確信した。




　藍あい崎ざき邸は、車止めのリムジンが吐く炎の色に染まっていた。横転したリムジンから脱した音井は、リムジンの隣となりのクーペの上からこちらを見下ろす少女を見た。

　──調べによると、彼女が身にまとっているのは、東京の青せい蘭らん女学院と呼ばれる女子校の制服らしい。紫色のベストにチェックのスカート。前回のダンスパーティーの襲しゆう撃げきの際と同じく、肩からスクールバッグを提さげ──そして、顔にはガスマスクを被かぶっている。

「──七なな草くさ家ぇえ……ッ！」

　音井は、うめくように少女の名を呼んだ。

　七草杏あんは、ショートカットの髪を熱風に揺らしながら、片手にライターを、もう片手にビンを掴つかんでいた。ビンの口からは、火種と思おぼしき麻あさ紐ひもが伸び、中にはねばついた液体──おそらくオイルがたっぷりと詰め込まれている。

「逃げられると思うなって言ったよね、音井直なお弥や！」

　ガスマスクの奥でそうさけんだ七草が、リムジンに向かって、火をともした火か炎えん瓶びんを叩たたき付けてくる。ナパーム弾よろしく炎がリムジンを包み込んで、爆発を起こす。

　音井はとっさに車から距離をとった。運転手も先ほど脱出していたはずだが、そっちの安否など今はどうでもいい。

　自らまき散らした炎の海の中に、七草が軽やかに降り立って、まっすぐ歩いてくる。

「どうしても逆賊に成り下がりたいようだな、七草家」

　音井は吠ほえるように恫どう喝かつした。だが、音井にとって、七草がみずからこうしてやってきてくれたことは、僥ぎよう倖こうでもあった。ここで七草を捕らえれば、システマ強奪の方法を知ることができる。

「七草杏に命じる！　それ以上、俺おれに近づいてはならないッ！」

　音井は掌てのひらをかざして、敢かん然ぜんと声を張り上げた。

　途と端たん、七草の歩みがぴたりと止まる。

　──だが、七草はまるでその一手はわかっていたといわんばかりに、すばやく肩から提さげたスクールバッグに手を突っ込んだ。手を引き抜くと同時に、何かを音井の周囲にばらまく。甲かん高だかい音をたてて転がったそれは、スプレー缶にそっくりの外見の小器だった。

　見覚えがある。

　ダンスパーティーの日、彼女が使っていた煙えん幕まく弾だ。

　転がったスプレー缶から同時に煙が広がって、辺り一面を煙で覆おおい隠す。しかし、こんなことをしても今さら無駄だった。こちらは、相手の姿が見えなくとも思念で命令を叩きつけることができる上に、どのみちすでに七草には接近禁止の命を下したのだ──。

「残念でした」

　すぐ真後ろから、七なな草くさの声。ぞっとして見返ると、ガスマスクの中の七草の瞳ひとみと目が合った。喉のど元もとに何が冷たいものがつきつけられる。目を真下に向けて見ると、それは──警棒だった。

　それが、ただの警棒ではないことは、次の瞬しゆん間かん、バチンッと頭ず蓋がいを貫く放電音が響ひびいたことによってわかった。

　音おと井いの意志とは関係なく、大きく四し肢しが跳ねて、筋肉の麻ま痺ひした身体からだが崩れ落ちる。

　音井は、すぐそばに見慣れない白いセダンが滑り込み、誰だれかが自分を抱えて車の中に押し込むのを感じたのを最後に、意識を途切れさせた。




　渉わたるは、藍あい崎ざき邸の二階から、立ちこめるガスを突き破って、一台の白いセダンが猛スピードで藍崎邸のゲートを突き破って、高級住宅街の彼方かなたに消えていくのを見ていた。

「い、今の何!?　何が起きたの……!?」

　同じく隣となりで窓枠に両手を置いていたメイが、目を白黒させながら言う。

「……さあな。ただの車泥棒だろ」

　渉はそう言いながら、我ながら適当なごまかしだと思ったが、メイはそんなことはどうでもいいようだった。

「……そ、そうね、それよりもわたしの部屋よ！　誰かが入ったかもしれないの！」

　まさかとは思ったが、どうやら、渉の予想は当たっていたらしい。かなり縄張り意識が強い性格だとは聞いていたが、どうやら、こちらの想像以上だ。

　もしも、まだスバルがメイの部屋にいたら、いかにして釈明すべきか──渉が考えを巡らせるまもなくメイは自室の前にやってくると、いてもたってもいられない様子でドアのシリンダー錠じようにキーをおしこんでドアを開け放った。

　部屋の中には、誰もいなかった。ぬいぐるみと、統一感のない置物と、なぜか壁にまではみだした新聞のスクラップと──そして、部屋の窓はすべてしっかりと鍵かぎが閉じられたままになっている。

「あれ……？　誤作動、かな……」

　メイは訝いぶかしげに部屋の中を歩き回りながら、呟つぶやく。それを戸口で見ながら、渉は内心ほっとしつつ、しかし残された問題に向き合おうとすると暗あん澹たんたる思いがした。

　スバルとは、あとで合流すればいいだろうが──

　──音井の方を、放っておくわけにもいかないか。




　　　　◇




　飛ぶように失しつ踪そうするセダン。音井が目を覚ました時、両手は工具のプラスチック紐ひもに戒められ、まだしびれが残る身体からだは後部座席に寝かされていた。

　猛スピードで真っ暗な夜道を走る車体は、上下左右に揺れ、音おと井いは転げ落ちそうになる身体を、筋肉が麻ま痺ひして浮遊感の残る四し肢しでなんとかこらえていた。顔だけ動かして、運転席でハンドルを握るガスマスクの少女を睨にらみつける。

（七なな草くさ家ェ……！）

　麻痺した喉のどにかわって、怨えん嗟さの思いを、《以心伝心マインドジヤツク》の機能で叩たたきつける。

　ガスマスクの横顔はちらっとこちらを向くと、目を笑みに細めて前を向いた。

（七草杏あんに命めいじる！　それ以上、この車を走らせてはならない！）

　思念で言こと霊だまを叩たたき込む。

　だが、車は止まらない。

　もう一度命令を繰り返す。

（七草杏、それ以上、この車を走らせてはならない！）

　それでも効かない。

　……どうなっている、と音井は困惑を覚えた。明らかに、様子がおかしい。何な故ぜこうまで言霊が通じないのか。

「音井さん」と運転席の七草が言った。「おかしいと思わなかったんですか？」

　七草らしからぬ敬語に、音井は違和感を覚えた。しかし、その柔らかな口調には、どこかで聞いた覚えがあった。

「そもそも、最初からおかしかったじゃないですか。まずはじめに、七草杏あんがダンスパーティーを襲撃した時、あなたはホールを出るなと彼女に命令した。なのに、彼女はやすやすと逃げおおせた……あれがどうしてなのか、考えるべきだったんですよ。なぜ、七草杏にちゃんと名前も命令も告げたのに、言霊が通じなかったのかってことを」

　七草は自分のことを語っているはずなのに、まるで他人のことのような口ぶりだ。

　音井はやがて察した。

　このガスマスクの少女が、何者かはわからない。ただひとつ言えることは──

（貴き様さまは誰だれだ）

　七草の姿をした、別の何者かに向かって、音井は言った。

「その答え合わせは、もうすぐしま──」

　その時、ガンッ！　と大きくセダンがひっくり返る勢いで跳ね上がった。




　スバルはメイド服をはためかせながら、光の羽根をひるがえして、上空から、峠とうげの高速道路を疾走するセダンに向かって急降下していった。

　そして、車体の正面に入り込むと、車と同じ速度で後ろに飛ひ翔しようしながら、フロントガラスに手を添えた。その掌てのひらから、セダンの車体に対して浮力のエネルギーを叩たたき込んで、高速走行する車を押し返していった。後ろから叩たたきつけてくる風圧と、ハイビームによって真っ白に染まる視界の中、運動エネルギーを相そう殺さいするために、湯水のように自身の体力が流れ出ていくのを感じながら、スバルはぎゅっと目をつむって、フロントガラスを押さえる手にもう一方の手をかさねて叫んだ。

「止まれえええええっ！」

　セダンのタイヤが生み出す運動エネルギーを真正面から強引に叩き潰つぶして、強制制動させる。アクセル全開だったタイヤのゴム素材が地面との摩擦でこそげ、黒々としたブレーキ跡を残し、一度、車の後ろが大きく跳ね上がって、そのまま落ちた。

　次の瞬しゆん間かん、セダンの助手席が開け放たれて、ガスマスクの少女が転がり出てきた。片手にスタンロッドを、そしてもう片手にはフックのアタッチメントをつけたワイヤーガンをこちらに向けて構えていた。

「邪じや魔まするなら撃つよ、天使さん！」

　七なな草くさ杏あんはガスマスク越しに、大人びた声で言った。

「何を考えてるの、七草さん！　あんな騒さわぎまで起こして……関係ない人を怪け我がさせたりしたらどうするつもりだったの!?」

「あたしがそんなヘマをするもんか！　天使さん、今はお前の相手はしてられないんだ！」

　七草の指が、ワイヤーガンのトリガーにかかる──が。

「ストップ！　ストップだよ、杏！」

　運転席のドアが開いて、一人の少女が両手でストップをかけながら飛び出してくる。

　──それは──

　七草と瓜うり二ふたつ──というよりも、まったく同じ背格好とまったく同じ姿をした──もう一人の七草杏だった。

　そしてさらにもう一人。七草の足あし下もとでは、だぼだぼの森もりノの宮みやの制服を着た、三分の一スケールくらいの大きさになった朝あさ宮みやが、七草と同じく両手を前に突き出していた。




「……どういうことなんですか、朝宮さん」

　真実を知ったスバルは、ジト目になって身を乗り出してきた。

「いや、だからね、はじめから話すといろいろとややこしいんだけど」

　七草に変身していた肉体を元に戻した朝宮は、苦笑いしつつ、ハンドルを回した。

　セダンの運転席には朝宮、助手席にはスバルが座っていた。スバルはメイド服のエプロンを外して、上から朝宮の制服を羽は織おった格好だ。後部座席には、プラスチック工具の手て枷かせをはめられた音おと井いと、それを無言で睨にらみ続ける七草が座っている。

「僕と杏は……ああ、つまり七草杏はね、音井さんに奪われたシステマを取り返そうといろいろ画策してたわけだよ。あ、森もりノの宮みやからの通信ってチェックされる可能性があるから、昔、僕が杏あんに教えた携帯のネットゲームのチャットを使って、いつも作戦会議をしてたんだけど」

「…………」

「でさ、根本的な問題としてはさ、取り返し方がわかったとしても、いざ大人しく返せっていって、音おと井いさんがそれを素直に返してくれるわけないじゃない？　だから、やるならこうして……なんとか音井さんを誘拐するしかないっていう感じに結論が出たわけさ」

「…………」

「ダンスパーティーを外でやろうって企画したのは僕なんだけど、それも実は、あそこでうまく音井さんを外に連れ出して誘拐しちゃおうっていう目的があってのことで……」

「…………」

「今日のミッションも、音井さんが参加するってわかったから、渉わたるの服に、杏が用意してくれたＧＰＳをつけて、こうしてはせ参じたわけで……」

「…………」

「風かざ祭まつりさんのふりをしてワイヤーガンとか盗み出したのも、実は風祭さんに変身した僕の仕し業わざでさ。いや、あそこで音井さんを取り逃しちゃったせいで、風祭派の方々に多大な迷惑をかけてしまったのは本当に申し訳なかったけど……」

「…………」

「……うん、だからまあその……皆様にはたびたびご面倒おかけして申し訳ないというか……反省はもちろんしているわけでして……」

　それから、無言のドライブが数秒続いて、

「だからそろそろ睨にらむのやめてくれないかなスバルくん！　君に無言で睨まれるのすっごい怖い！　まるで我が家の家族会議で姉上や母上にずっと凄すごまれてるような感じ！」

　朝あさ宮みやはいよいよ、スバルの無言の圧力に耐えきれなくなったように半泣きで叫んだ。ハンドルがぐらついて、セダンが蛇行する。

「主税ちから！　しっかり運転しろ！」

　後部座席から杏の叱しつ責せきが響ひびく。

「は、はい杏お嬢じよう様さま！」

　スバルが、両手を膝ひざについて、たずねてくる。

「……で、これからどうするつもりなんですか？」

「杏のシステマを取り返す。スバルくんには悪いけど、まだしばらく付き合ってもらうよ。巻き込んじゃってすまないとは思うけど、今、君に止められるわけにもいかないんだ」

　朝宮の表情はめずらしく真剣だった。

「システマを取り返すことは……別に、かまわないですけど……」スバルは後部座席の七なな草くさを振り返った。「けど、どうして朝宮さんがこんなことを？」

「どうしてって、僕は怪盗だからね。大事な幼なじみが、悪者に大切な宝物を奪われてしまったとしたら、それを取り返すのは当然のことさ」

　朝あさ宮みやは片手を広げて誇らしげにそう言ってのけたが、急カーブに差し掛かって慌ててハンドルに両手を添え直した。




　音おと井いは、セダンの後部座席で、七なな草くさ杏あんと向かい合っていた。

「俺おれからシステマを取り返したとて、貴き様さま等らがしでかしたことはもはや取り消せんぞ」

　ふん、と七草は鼻を鳴らした。

「言ってなよ。それよりも音井。お前は、どうやってあたしの記憶とシステマを奪ったんだ」

「記憶？　何のことだ」音井は怪け訝げんそうに片かた眉まゆを上げた。「貴様が取り返したいのは、貴様のシステマだろう」

「ちがう。あたしが本当に取り返したいのは、そんなものじゃない」

「……さっきから何を言っている、貴様。それに、どうやって俺が貴様からシステマを奪ったのか、知らないような口ぶりだが？」

　音井は、はたと気付いて問うた。

「知るもんか。気づいたら、あたしはお前の足あし下もとに倒れてて、全部空っぽになってた。だから、あたしはあたし自身を取り返しに来たんだ」

　七草は、強い意志をたたえた瞳ひとみで、音井を見据えて言った。

「けど、お前から全すべてを取り返す方法は知ってる。それだけわかってれば充分だよ」

　……そうか、と音井は今さら気づいた。たとえこちらが七草を捕まえずとも──こちらが七草に捕まえられることで、システマ強奪のメカニズムは拝むことができたということだ。今さらながらに気づいた、逆説的な結末に音井は胸裏で苦笑を禁じ得なかった。

　だが、たとえそのことに気づいていたとしても、七草家の手に落ちるなどというこんな屈辱を受け入れられようはずもなかったが。




　朝宮のセダンは、県境にあるホテルの駐車場に入っていった。

　朝宮は車を降りると、後部座席のドアを開いて、中の音井に向かって訊きいた。

「音井さん、あなたが大人しくついてきてくれるなら、危害を加えるつもりはありません。けれど、抵抗するというのなら、もう一度眠ってもらわないといけなくなります」

「この俺に指図するな。朝宮家」

　枷かせをはめた両手を組んだ足の上に置いていた音井は、腹立たしげに言った。

「……だが、今は貴様等の策にのってやる。俺は俺で、見極めなければならないことができたのでな」

「見極めたいこと……？」

「無駄な時間を使わせるな。さっさと俺を行くべきところへ案内しろ」

「……なんでこいつ、こういうしゃべり方しかできないんだよ」

　音おと井いのあとから車を降りながら、七なな草くさが苦虫をかみつぶした顔で言った。

「わかりました。今は、あなたの言葉を信じます」

　朝あさ宮みやは、音井を降ろすと、先んじてホテルに入っていった。

　スバルがその後ろに、次いで音井、音井を見張るように七草がしんがりにつく。

　朝宮は、エレベーターで、ホテルの最上階までたどり着くと、通路のもっとも奥にある部屋のドアを一定のリズムでノックした。

　内側からドアが開き、現れたのは、眼鏡めがねをかけたボブカットのロングヘアーの女性だった。細身で、大人しそうな雰ふん囲い気きだ。

「お待たせしました、神こう坂さかさん」と朝宮は言った。

「……まさか、本当にあの音井直なお弥やを誘拐してくるなんて……」

　神坂と呼ばれた女性は、驚おどろきの表情で口に手を当てた。

「朝宮さん、この人は？」

　スバルがたずねる。

「彼女は、昔財団に仕つかえていた元・コープスで、僕らに協力をしてくれている人物だよ」

　記憶干渉能力者集団のコープスの一員……？

　スバルは、まじまじと神坂の姿を見つめてしまった。

　想像していたまがまがしさとは異なり、目の前の女性は、ひどく清せい楚そで、とても特殊部隊の一員のようには見えなかった。素朴だけれど、綺き麗れいな人だ。

「ま、僕は家柄上、財団にもある程度コネがあるからね、それを使って、彼女にお近づきになったってことさ。さ、入ろうか、みんな」




　ホテルのベッドに座った神坂は、恥ずかしげに言った。

「わたしは、言ってみれば、使い勝手の悪い記憶操作能力者だったんです。元々、記憶操作なんて、そう簡単にできることじゃないですけど、私はその中でも性能が悪かったですから。人間の記憶を読み取るのにも、操作をするのにも制限だらけですから」

「つまり戦力外通告のコープスってことだね、言い方は悪いけど」と朝宮。

　ふん、とわざと全員に聞こえるように鼻をならしたのは、音おと井いだった。

「こんな輩やからの身の上話などどうでも良い。それよりも、どうやって俺おれから七草家のシステマを戻すつもりだ」

「記憶操作によってです」

　神坂は答えた。

「記憶操作？」

「捕まった怪盗が、記憶と能力を消されるというのは、ご存じですよね。あれは、別々のことを言っているのではなく、まったく同じ意味なんです」

「……システマ能力を消すと、記憶も消えるっていうことですか？」

　スバルが質問する。

「と、言うよりも……記憶を消すことで、システマもまた失われるということです。システマというのは、能力者の記憶を媒ばい介かいして発現し、その性質を現すものですから」

　神こう坂さかは、学校の教師のように、優しく、かつてきぱきと喋しやべる。

「七なな草くささんはシステマを奪われたことによって、記憶の一部が失われた……とおうかがいしました。ということは……七草さんの記憶そのものが音おと井いさんの側に移動して、音井さんの肉体の『部品』を通して発現しているのが、今の現状なんだと思います」

「そうだよ。今のあたしには、父とう様さまや母かあ様さまの顔も声も……それに、昔の主税ちからのことも思い出せない。それが音井の方にあるってことなのか？」

「女。貴き様さまの言っていることは筋違いではないのか。俺おれにはそんな記憶の覚えはないぞ」

　音井が、足を組んだまま、神坂に異をとなえた。

「覚えがない？」と朝あさ宮みや。

「あぁ。七草家の家人の面つらなど一つも思い浮かばん」

「神坂さん……？」

　朝宮が不安げな声を出すと、神坂も心配そうに考え込む。

「……とにかく、今は、実際にシステマが移動できるかどうかやってみませんか？　そうしたら、わかると思います」

「あたしはどうすればいいの？」

　七草が軽く首を傾かしげて言う。

「二人ともこちらに来ていただけますか？」

　神坂に呼び寄せられて、七草は「いいよ」とうなずいて、音井はおっくうそうに歩み寄って、二人でにらみ合いながら対たい峙じする。神坂はその二人の間で、軽く息を整えると、のばした両手で両者の額ひたいに手を添えた。

「『サイドハンド』……四よつ名なというのは知りませんが、施設でそう名付けられました。私自身の記憶を他人にコピーすることと、両手で触れた両者間の記憶を修復することのできる機能です。もしも、七草さんの記憶が音井さんの中にあるのであれば、これで元に戻るはず……」

　目を伏せた神坂が、ふたたび瞼まぶたを開いた時、その目は青く輝かがやいていた。

　そして次の瞬しゆん間かん、

「────ぐっ！」

　七草が、頭をおさえて、弾はじかれるようにのけぞった。

「杏あん！」

　朝宮があわてて抱き留めるが、七草は頭を押さえて、うずくまってしまった。

「……ほう、痛みが消えた」

　音おと井いの方は、平然と立ったまま、片かた眉まゆを上げて頭に手を当てる。

「大丈夫かい、杏あん。記憶の方は……？」

　腕の中の七なな草くさに、朝あさ宮みやが緊張気味に呼びかけている。

（大丈夫だよ。あたしの声は聞こえてる？）

　七草の思念が、頭に伝わってくる。

「聞こえてる。本当に戻ったのね」

　スバルが、七草の下もとにしゃがみこんで、微笑ほほえむ。

「ああ……父とう様さまや、母かあ様さまの顔も思い出せる。本当に戻ったみたいだ……」

　七草は、まだ痛むのだろうか、息を荒くしながら、他ひ人と事ごとのように独ひとりごちた。苦しそうではあるが、安あん堵どの色がふくまれている。

「……主税ちからだ。昔の主税のことも、今は思い出せるよ」

　七草は、顔を上げて、朝宮の顔を見つめる。

「そっかあー、よかった。これで、なんとか一件落着だね」

　朝宮が満面の笑顔で、胸の中の七草の肩をぽんぽんと叩たたくと、七草は抱きしめられるままに「あ、ああ……」と呟つぶやいて、小さくなりながら下を向いてしまった。

「──いいや、肝心なのはここからだ」

　音井が昂こう然ぜんとして、神こう坂さかを睥へい睨げいしながら言い放つ。

「女。記憶をのぞきこめる貴き様さまならわかるだろう。俺おれは、七草家のシステマをどうやって奪い去ったんだ。俺の中にそういったシステマが宿っているということなのか」

　問われた神坂は、表情を曇くもらせていた。

「いえ……たぶん、ちがいます」

「ちがう？　どういう意味だ」

「音井さんの中には、たしかに七草さんの記憶がありました。けれど……当人には、それを認識できないようにブロックされていました。元々、人間の記憶というのは、ふだん使われない記憶はパソコンの書庫ファイルのように、まとめて封じられる性質を持っているんです。七草さんの記憶はその中に閉じ込められていて……」

「回りくどい。結論からいえ」

　神坂はベッドに腰を下ろし、パンツの腿ももをぎゅっと握りしめて言った。

「は、はい……その、こういった記憶の移し方をできるのは、訓練された記憶能力者のみです。私程度の人間にはそれもできません」

　その言葉を聞いて、朝宮が神坂にたずねる。

「訓練された記憶能力者って……コープス以外にそんな人がいるんですか？」

「それもわかりません……けど、コープス以外にそういう訓練機関はないと思います。そもそも、コープスは人工的に記憶能力者を作り出すことで、そういったノウハウを得たという経緯がありますから……」

「人工的に作るって……そんなことができるんですか？」

「ええ、特定の記憶を強化することで、強引に能力を引きずり出すようなものだと思って下さい。条件付けという言い方をよくされてます」

　神こう坂さかはさみしげに、けれど懐なつかしそうな表情で言う。

「たとえば、わたしはいつも両親の喧けん嘩かが絶えない家で……なんとか二人の心をつなぎあわせたいっていつも思いながら過ごしていました。その記憶を強化して、生まれたのがこのシステマです」

「だから貴き様さまの身の上などどうでもいいと何度言わせるつもりだ」

　音おと井いが苛いら立だたしげに眉まゆをしかめた。

「俺おれは、七なな草くさ家のシステマを奪った記憶はない。その肝心の部分が、抜け落ちているような有あり様さまだ。おそらく、七草家の方も同じだろう。だとすれば、俺と七草家のほかにもう一人、この俺と七草家の記憶を勝手にいじくりまわした人間がいる。そういうことだな」

「は、はい、……おそらく」

「そしてそいつは、コープスに与くみする人間である可能性が高い……か」

　音井は鼻を鳴らして言った。

「ならば朝あさ宮みや家。貴き様さまがコープスに探りを入れろ。……この俺を欺あざむいた逆賊、ただでは済まさん」

「僕はコネがあるといっても、コープスに直接探りは入れられないですよ」と朝宮。「こっちからじゃ真っ黒で何もわからない。神坂さんだって、コープスから追い出されたからこそ、こうして接触できたに過ぎないですから」

「使えない奴やつめ……」

　音井が吐き捨てると、朝宮は面めん目ぼくないと笑って思案顔を作った。

「あと、コープスについてわかったことといえば、サーカスに属する羊ひつじ頭あたまって奴も元コープスってことくらいかな」

「羊頭って、あの時の……」

　スバルは声をひそめた。サーカスの羊頭は、他人の身体からだを乗っ取るシステマをそなえた能力者だ。サーカス反乱の際、姉の雛ひな子この身体をのっとって森もりノの宮みやの『抑止力の神じん器ぎ』を奪い去ろうとしていた羊頭と一度は対たい峙じした。

「……けどさ」と七草がぽつりとつぶやいた。「そんな奴がいたとして、そもそも、何のためにあたしのシステマを音井に移したんだ？」

　ふいに呈された疑問。皆が考え込む中──スバルの携帯電話の着信音が、部屋の静寂を破った。




　渉わたるは、パトカーの集まる藍あい崎ざき邸を見下ろしていた。緊急時の合流地点に指定していた丘の上だった。背後に茂る木々の向こうは、深い闇やみになっていて奥は見えない。

　スバルが電話に出たのは五度コールしてからだった。

『渉？』

「スバル。お前、今どこにいるんだ。こっちは合流地点だ」

『あ、それがね、渉……ちょっとややこしいことになっちゃってて』

「ややこしいこと？　お前は藍崎邸から逃げ切れたのか」

『あ、うん、任務のことなら問題ないわ。もうお屋や敷しきからは出たし、ターゲットの宝石もちゃんと持ってる。ただ……』

「ただなんだ。さっきも訊きいたが、お前は今どこに……」

　その時、闇の中で藪やぶが動いた。渉はとっさに身構えたが、藪の中から現れたのは、渋しぶ谷やだった。どうやら、プリーフェクトが直じき々じきに回収にやってきたらしい。

「あんたが来たのか」と渉は言った。「……渋谷」




　ぷつん、とそこで電話が切れた。

　スバルの耳元で、無機質なトーン音が流れる。

「渉からの電話？」と朝あさ宮みやが問うてくる。

「はい。けど、合流地点に、渋谷さんが迎えに来たみたいです。電波が悪いのか、すぐ切れちゃいましたけど」

「ああ、そっか、そういえばスバルくんは任務の途中だったね。とりあえず、君だけでも何事もなく帰してしまった方がいいのかな──」

　朝宮がうーんと一人で悩みながら考えていると、

「……シブヤ？」

　神こう坂さかが、ふいに、ぽつりとそうつぶやいた。

「……あ、はい、森もりノの宮みやのプリーフェクトの渋谷さんです」

「シブヤ──マツリ？」

　神坂は、まだ誰だれも口にしていないはずの渋谷のフルネームを口にした。

「彼が森ノ宮の生徒？」神坂の瞳ひとみが泳ぐ。「いえ、彼はコープスの記憶能力者のはずです」

「渋谷さんが？」

「偶然にしてはできすぎているな」と音おと井いは呟つぶやいた。「……俺おれと七なな草くさの記憶を移し替えたのは、やつの仕し業わざか？」

「そ、それは──わかりません。けれど、彼がなぜ協会に」

　スバルははっと息を呑のんで、すかさず携帯電話をダイヤルしていた。

　渉わたるが持っているはずの任務用の携帯だ。これに出てくれれば、それだけでいい。けれど今しがた電話がかかってきたばかりのはずなのに、何度くりかえしても渉は電話には出なかった。




　　　　◇




　渉は、生徒寮のベッドで、目を伏せながら考えていた。

　今日の任務は、トラブルだらけになってしまったが、この任務に一体どのような評価を下されるのか、てんで見当がつかなかった。ただでさえ、七なな草くさに誘拐された音おと井いの行方ゆくえすらわかっていないのだ。ドアがあわただしく開けられる音がして、足音が入ってくる。

「渉！」

　瞳ひとみを開くと、スバルがベッドの脇わきに立っていた。

「スバル。お前、やっと戻ってきたのか──」

　ベッドから下りて、そう詰きつ問もんするつもりだったが、逆に、スバルにこう問い詰められた。

「渉、あんた、あのあとどうして電話に出なかったのよ！」

「電話？　何の話だ」

　渉は眉まゆをひそめる。

「何の話って……何度もこっちから電話かけなおしたじゃない、あんたの携帯に」

「携帯なら、もう返却した。それで出られなかったんだろ」

　そもそもかけ直すも何も、スバルは「先に森もりノの宮みやに帰っていて」と言って、一方的に電話を切ったのだ。

「そ、そう……」

　スバルは、戸惑い気味に言う。

「それより、ターゲットはどうした？」

「ターゲットなら、ちゃんと確保してあるわよ」

『エーデルの薔ば薇ら』を見せると、渉は肩を竦すくめた。

「……これで最低限の仕事は果たしたな。ところで、お前は今までどこに行ってたんだ？　音井をさらった七草を追いかけてるのかと思ったが」

「そのことなんだけど……ちょっと……」

　スバルが、話しづらそうに口ごもる。

「話しづらいことなのか」

「……ううん。あの、あとで朝あさ宮みやさんたちも帰ってくると思うから、その時に話すわ」

「朝宮絡がらみか」

「そういうこと。──あ、その前にこれ、返しておくわね」

　スバルがポケットから取り出したのは、《天てん衣い無む縫ほう》のロザリオだった。それを受け取る。

「大事なものなのに、貸してくれてありがと」

　スバルがそう言うが、渉わたるはそれを肯定も否定もしなかった。いや、できなかった。手の中のロザリオは、美しいとは思うが、それ以上の感慨が湧わいてこない。

「大事なもの……」

　渉は、ぼんやりした意識の中で、スバルの言葉を機械的に繰り返した。

「それお兄さんの形見なんでしょ？」

「……兄さんの形見」

　口の中で、あらためて呟つぶやいてみる。

　もちろん理解はしている。

　無能力者として、共に森もりノの宮みやを目指していた双子の兄の杉すぎ崎さき八や尋ひろ。彼は、第一等級怪盗である父からこのロザリオを盗み、透明化の機能をシステマと偽って学院に入学の許可を得た。けれど彼は入学前、修道院の火事に巻き込まれ、このロザリオを遺のこして他界した。

　そしてこのロザリオを受け継ぎ、自分は森もりノの宮みやにやってきた。兄の果たせなかった怪盗になるために。そのことは理解はしている。なのに。

　渉は混乱の只ただ中なかで、自分が自分でなくなってしまったかのような恐れを感じた。

「……何でだ」

　渉は、小さな声で問うた。

「兄さんの顔が思い出せない」

　自分で口にしてみて、ぞっとした。何も思い出せない。

　ほんの数ヶ月前まで、隣となりにいたはずの兄の顔も、姿も、声も。

　自分と瓜うり二ふたつで、怪盗としての才能にめぐまれていた兄。全部覚えている。しかしその情報はレポートに箇条書きされた無機質な文章のようで、映像も、音声も、何一つとして浮かんでこない。

　映らないテレビを叩たたくように、渉は、額ひたいに手を当てた。

　渉は、虚こ空くうに夜空に視線を泳がせながら、懸命に兄の記憶を探った。兄との記憶といえば、彼の背中を追って、無能力者として森ノ宮に入ることを目指し続けてきた日々だ。

　そういった日々を重ねてきて今の自分があることは、記録としては覚えている。

　記録だけがただぬけがらのように残っている。

「記憶が……ないの？」

　スバルが、ささやくように問うてくる。

「お前、何か知っているのか」

　渉がやおら立ち上がって聞くと、スバルはこくんと小さくうなずき、思い切ったように顔を上げた。

「……渉」

　と、スバルは、渉わたるの目を見つめながら言った。

「あんたに、話さないといけないことがあるの」




　　　　◇




　渋しぶ谷や政まつりがその夜、森もりノの宮みやから姿を消したことが知られるのは、まもなくのことだった。







　　　Ⅴ　機能停止




　朝の寮の廊下で、スバルと再会した。渉わたるを見るなり、不安げな表情で駆け寄ってくる。

「渉……様子はどう？」

　スバルを見つめる。……こいつには悪いが、確かめなければならないことがあった。

　スバルの制服の胸に、無言で手を押しつける。柔らかなふくらみに指が沈む。
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「……～～ッッ!?　何すっ……」

　スバルに、ぐっと手首を掴つかまれて、体重を引き抜かれる。スバルのシステマ《天あまノの羽は衣ごろも》だ。すかさず、対抗機能である《徒と手しゆ空くう拳けん》の発動を念じた。

　空を掴んで、浮力操作に対抗する機能システマだ。しかし、あっという間に渉は背中から廊下に投げ付けられて、大きく跳ねた。

「何するのよ!?　馬ば鹿かじゃないの、こんな時に！」

　ひしと胸をガードするスバルの怒ど声せいを聞きながら、渉は、咳せき込んだ。

　これは実験だった。

　昨夜、生徒寮に戻ってきた朝あさ宮みやの口から聞かされた言葉が、真実であったかどうかの。

「渉。……答えは出た？」

　心配顔の朝あさ宮みやが、渉わたるのそばにやってきて、手をさしのべてくる。

「え？　こ、答え……？」とスバル。

　朝宮の手を取るつもりはなかったが、今さらそれを無視して立ち去ることもできそうにない。

「……ああ。確かにアンチシステマが消えてる」

　今さら目はそらせない。怪盗の資格は、すでに失われた。

「俺おれのシステマは、元コープスの渋しぶ谷や政まつりに奪われたってことだ。事情を聞かせろ」




　乙おと旗はたは、早朝の眠りを妨げた電話を切ると、受話器に手を添えたまま言った。

「サーカスの連中が、ふたたび動き出しているらしい。明後日、房総半島に密輸される予定の《槍やり》の奪取を狙ってのことらしいと上は踏んでいる」

　先ほど、電話越しに協会から伝えられた情報を、かいつまんで告げる。

「《槍》の密輸……？」

　書架にもたれてそれを訊きいていた灰はい谷たには、眉まゆを寄せた。

「サーカスどうこうは理解した。だが、《槍》が二日後に密輸されるなど、寝耳に水だぞ」

「敵を欺あざむくなら味方からということかな？　秘密裏に進めていたんだろう」

　乙旗は、苦笑混じりに口の片端を上げた。

「《槍やり》は北米の財団施設の下で保管されているらしいからね。コープスが主導だろうさ」

「サーカスの件がなかったら、秘密裏のままに持ち込まれてたということだぞ。勝手に《槍》を日本に持ち込んで何をするつもりなんだ、連中は」

「巨大資本の考える事はわからないね……対立する他の資本にでもかぎつけられたのかもしれないし、何か大きなお金が動くのかもしれない。まあ全部想像なわけだけれども、何かしらの大いなる目的があるんだろうさ。だが、目先の問題は実にシンプルだ」

　乙旗はやおら顔を上げると、

「《槍》をサーカスの手に渡してはならない。そのために我が校にも、候補生の現地支援の指示が下った。……どうやら、これが怪盗候補生たちの初うい陣じんになりそうだ」

　灰谷は鼻を鳴らして、身を起こした。

「渋しぶ谷やが失しつ踪そうし、音おと井いは昨日の騒さわぎについて、追及を握りつぶそうとしている。こっちはこっちで問題をいくつも抱えているというのに、厄やつ介かい事ごとを持ち込んでくれたものだな、財団も」

「ああ……」と乙旗は言った。「けれど喜ばしいニュースもある」

「風かざ祭まつりの復帰か？」

「いいや、それだけじゃないさ」

　乙旗は、机上の書類を一枚、灰谷に向けて差し出した。書類には「復学手続き書」とあった。




　森もりノの宮みや構内にある奨学生寮「カレッジ」。

　そこにある第五談話室は、煉れん瓦が造りの暖炉の置かれた古風な様相だった。部屋にある最も大きい壁かべ際ぎわのソファーの端で、音おと井い直なお弥やが頬ほお杖づえをつきながら、場に集つどった者を眺めている。

「音井さん、どうして今回の件をなかったことに？」

　朝あさ宮みやが、音井に向かってそうたずねると

「くどいな、貴き様さまも。決まっているだろうが。あの渋しぶ谷や政まつり……一体何のつもりでこの俺おれを陥おとしいれたのか、直接確かめるまでは、この事を表沙汰にすることは許さん」

「渋谷にいいように利用されたことを知られたくないだけだろ、あんたは」

　暖炉の横に背をもたれていた渉わたるがぼそりと言った。

「黙れ無能力者。誰だれに向かって口を利きいている」

　嘲あざけりの笑みをぶつけてくる音井に、無言で横目の眼光を叩たたき返す。

「渋谷の行方ゆくえは掴つかめていないのか？」

　青せい蘭らん女学院の制服姿の七なな草くさが、軽く足を開いた格好で、腕組みしながら問うてくる。

「残念ながら」朝宮は肩を竦すくめた。「……協会や財団とは別に、こっちはこっちで色々調べものもしているんだけど……」

「ふん……あたしは別に渋谷って奴やつに用はないけど」

　七草がちらりとこっちを見る。

　談話室のドアがノックされる。音おと井い派の優秀生セレクトがやってきて、一人の客人を連れてきた。

　神こう坂さかだった。

「神坂さん？　どうしてあなたが」とスバルが驚く。

「俺が呼んだ」

　音井が頬ほお杖づえをついた顔を上げて、腿ももに両腕を置き、前に身を乗り出しながら言う。

「話せ、女。渋谷政について、貴様が知っているすべてのことを」

「は、はい。私は、私が施設にいた頃ころのことしかわかりませんが……」

　神坂は眼鏡めがねのブリッジを指先で整えると、緊張気味に口を開いた。

「彼は、おそらく今まで調整された中で、最も優秀な記憶能力者の一人でした」




　渋谷政は、雑踏の中を進みながら、笑みに唇くちびるを歪ゆがめた。

「コープスのエースもざまぁないな、『ライアー』」

　コードネームで呼んだ相手は、何も応じない。

　携帯電話の通話の向こうには、環境音が何も聞こえない。かすかな空電音の中に向かって、渋谷は言葉を投げた。

「昨日のミッション、監督役を音井に交代させたのは、俺の仕し業わざだ。そうすれば、外部監視の目を俺から引き剥はがせるからな。こっちが記憶操作で他人をどうにでも操れるってこと、忘れたわけじゃないだろ。……ま、そのおかげで、俺はお前等らを出し抜いて晴れて自由の身ってわけだ……」

　はっ、と息を吐くように渋しぶ谷やは笑った。

「……だが、わざわざ探さなくたって、こっちからお前に会いに行ってやるさ。例の『薔ば薇ら』のおかげで全部思い出したんだ。俺おれが本当に従わなきゃならない、自分自身の記憶って奴やつをな」

　──『エーデルの薔薇』。

　触れた者にシステマ能力を目覚めさせる神じん器ぎだ。そのメカニズムは、コープスがやっている人工調整のそれと代わりない。人間の記憶を刺激して、そこからシステマを浮かび上がらせる機能だ。しかし、まさかそれによって、コープスによって消された自分の記憶までも引きずり出されることになるとは思いもよらなかったが。

　互いの無言を、静かな空電音が埋めてゆく。

　長い沈黙の果てに、

『森もりノの宮みやでの日々は楽しかっただろ？』

　激しいノイズの向こうで、笑み混じりに『ライアー』が言った。

「待ってろ。……きっちり二回ぶん、お前には地獄を見せてやるよ」

　渋谷は、怨おん念ねんを込めてそう吐き捨てると、長く、けだるいため息をついて、手のひらから携帯電話を落とした。

「…………やっと……奴やつに会える……」

　天を仰あおぎながら、震ふるえる声で呟つぶやき、携帯を踏み砕く。

　そして、渋谷は歯を剥むいて禍まが々まがしく空に向かって笑い、再び歩き出した。




　神こう坂さかが語る渋谷政まつりは、コープスの中でも最高傑作と称された存在だった。

「彼は『ブレインロック』と呼ばれるほとんど万能に近い記憶操作能力を持つコープスでした。彼は、相手が意識を失っている間なら、記憶を奪うことも操作することも容易にすることができます。他人のシステマを奪うことはもちろん、他人の技術の記憶までも、取捨選択して自分のものにして、それをふるうことができるんです」

　談話室のソファに座った神坂は、両手を組みながら言う。

「……渋谷政は、コープスが何度目かに行った記憶能力者の補充計画の参加者と聞いています。対象者四名のうちの一人で、最終的には彼だけが選抜され、上に送られました」

「上って……？」

「コープスの本隊です。コープスには、『管理者』と呼ばれるシステマ能力者をトップとした実行部隊がいくつかあって、その下に記憶能力者が配置されているんです。彼は、そのうち、ライアーと呼ばれる管理者のチームに入れられたと聞いています」

　朝あさ宮みやが、口元に手を当てながら言った。

「で、彼は森ノ宮にやってきてプリーフェクトとなり、渉わたるのアンチシステマを奪ってどこかに消えてしまったわけか……」

　渉わたるは鼻で笑った。

「それが、万能のプリーフェクトのからくりか。他人からどんな力でも奪えるなら、たしかに他人の力を借りる必要もないな」

　それで、と渉は言って、神こう坂さかの顔を見下ろした。

「俺おれが渋しぶ谷やを捕まえて、あんたの前に突き出せば、力は戻してくれるってことか」

「ええ、それはもちろん」と神坂はうなずいた。「意識があるうちなら、わたしの能力の方が一応優位ではありますから」

　渉は思案した。しかし、神坂の説明を聞いて一つ気になっていることがある。

「あんたさっき、渋谷は能力者からシステマを奪ったって言ったな。じゃあ、渋谷は複数の能力を持ってるってことなのか。俺は、例の黒い鉱物を操る機能しか見たことないが」

「《物質結合カーボンコピー》。空間の炭素の組成を組み替えるシステマだよ」

　七なな草くさが訂正してくる。

「それは、わかりませんが……」と神坂。「そう闇やみ雲くもには奪っていないと思いますし、たとえ一度奪っても、必要のない機能はその都度捨ててしまっているんじゃないでしょうか」

「捨てる？　……何のためにだ」

「他人の記憶を取り込むというのは、その人間にかなり大きな負担があるんです。他人の心を取り込むというのと同じことですから。……実際、コープスの人間は、調整を受けているのである程度は記憶の拒絶反応に耐えられますが、普通ならとても負担に耐えられるものではないと聞いています」

「……それなら好都合だ」

　渉わたるは肩を竦すくめて、胸から提さげたロザリオを握りしめた。

「あっちが炭素結合の機能と、アンチシステマだけなら、少なくとも能力は五分と五分だ。無能力者の俺おれにとって、アンチシステマは脅きよう威いになりえないからな」

「渋谷政まつりと戦うつもりなんですか？」

「当たり前だろ」

　無能力者に戻ったことが学院に知られれば、かつての七なな草くさのように森もりノの宮みやにはいられなくなる。取り返せる可能性があるのであれば、それを見過ごすわけになどいかなかった。

　失礼します、とふたたび談話室がノックされる。

『音おと井い様。学院長からの言こと伝づてを預かって参りました』

「……何だ、こんな時に。入れ」

　音井が告げると、先ほどとは別の男子生徒が入ってきて、背筋を伸ばしていった。

「学院長から、学院本部会議室に向かうようにとのお呼び出しです」

「乙おと旗はたが？　この俺を呼びつけて、何のつもりだ……」

　音おと井いが鬱うつ陶とうしげに顔をしかめる。

「はい」と男子生徒。「そのほか、森もりノの宮みやの優秀生セレクト全員が集合を受けているそうです」

「……ならば良い。去れ」

　音井が顎あごでドアを示すと、音井派の使いは退室して行った。

「まったく、何だというのだ。この話はひとまずここまでとするぞ」

　音井はけだるそうにソファから起き上がって、プリーフェクトの制服のネクタイを軽く締め直した。

「優秀生セレクトの呼び出しってことは、俺おれたちもか」

　渉わたるは呟つぶやいて、出口に向かおうとする。

　すると、スバルに袖そでを掴つかまれた。

「待って、渉。その前に、あんたがシステマを失ったことはどうするのよ」

「どうするって、黙っているに決まってるだろ」

「けど、システマを取り戻せば、学院に戻ってこられるじゃない。今、そこまで嘘うそを吐つくことはないと思うけど──」

「システマが確実に取り戻せる保証があるならな」

　スバルがまばたきをする。渉は肩を竦すくめた。

「俺のアンチシステマを持った当人は、とっくに手の届かないどこかだ。……二度とシステマは取り返せないかもしれないだろ」

「それは、そうだけど……」

「俺が元々無能力者の怪盗になるつもりで森ノ宮に来たのを忘れたのか。先に行くぞ」

　まだ何か言いたげなスバルにそう呼びかけて、渉わたるは先んじて歩き出した。




　森ノ宮本部の会議室に集められたのは、一年から三年にわたる優秀生セレクトの面子メンツだった。

　その中には、渉とスバル、そして音井の姿もあった。

　校長の乙おと旗はたが入ってくるなり、音井以外の全員が一斉に直立で立ち上がろうとするが、校長はそれを手でとどめた。

「座れ」

　次いでやってきた副校長の灰はい谷たにに指示されて、優秀生セレクトは全員着座する。

　上かみ座ざに座った乙旗は、さて、と言った。

「本日、協会から正式な通達があった。今後、諸君ら栄はえあるセレクトには、協会のエージェントの一員として──つまり、第一線の怪盗として任務についてもらう」

　優秀生セレクトたちがざわめく。

　──本来、ライセンスを持たない生徒は、正規のミッションに参加することはできない。よくて、先日のような『エーデルの薔ば薇ら』奪還のような小間使いのはずなのだ。

「諸君らも知っての通り、先のサーカスの反乱によって、協会内のエージェントの一部が協会を離脱してしまった。一部とはいえ、かなりの数だ。そうなると、これまでのようにすべての神じん器ぎの保全に対応することはできなくなる……いや、現実に対応できなくなりつつある。それゆえの協会の決定だ。今後は、諸君にも協議の上で任務に当たってもらう」

　優秀生セレクトたちがそれぞれの表情を浮かべる。不安げなもの、英気をみなぎらせるもの……

　渉わたるは、それを、歓迎すべきことだと思っていた。順序があべこべではあるが、実際に怪盗としてミッションに参画することはやぶさかではない。それこそ、ミッションで結果を残せば、それだけ怪盗としての評価は高まるからだ。

「伝達事項としては、以上になる──音おと井い直なお弥や、杉すぎ崎さき渉、結ゆい月づきスバル。以上三名はここに残ってくれ。ミッションの詳細については、追って連絡する。以上解散」

　ほかの優秀生セレクトたちが人払いされると、後には、渉とスバルと音井だけが残された。それまで笑顔だった乙おと旗はたが、スイッチを入れるように目を伏せて、息を吐く。

「……さて」

　そう切り出した乙旗は、先ほどまでとは打って変わって、神しん妙みような様子だった。

「先ほどは言わなかったが、すでに、協会から直じき々じきに任務参加の要請が来ている。プリーフェクトクラス並びに、実際にイリーガル怪盗とやりあった経験がある優秀生セレクト限定にな」

　乙旗の言葉に、とつぜん室内の空気が重くなった感じがした。

　イリーガル怪盗と交戦した経験が選ばれる任務。それは裏を返せば──

「三名には、明日、マスカレード・サーカスとの衝突が予想される任務についてもらいたい」

　スバルが身を乗り出した。

「明日、房ぼう総そう半島の港にルブラン財団所有の船舶が到着する。そこで輸送されてきた神器を、サーカスが狙ねらってくる腹づもりらしい。諸君らにはその際、現地の検索と警備に当たってもらいたい。当然、きみたちはエージェントではなく候補生だ。最大限の配慮で最前線には立たせないようにするが──どうする？」

　サーカス……。スバルは小さくつぶやくと、思い切ったように顔を上げた。

「わたしはやります。今度こそ神かみ代しろくんを──サーカスを止めてみせるって、ずっと思ってきましたから」

　次に、音井がふんと鼻を鳴らした。

「この俺おれが退くわけがなかろう。音井に仇あだなす神代家のテログループは、この俺がみずから手を下してやる」

　そして、灰はい谷たにが言う。

「杉崎、お前はどうなんだ」

　渉は一いつ瞬しゆん、答えにつまった。サーカスとの衝突ということは、サーカスの能力者と戦い合うことになるかもしれないということだ。

　万全の状態でのぞめるのなら、一も二もなく参加を表明していたはずだ。

　……だが、もしも今、アンチシステマを失った自分が神かみ代しろ明めい夜やと対たい峙じすれば、おそらく何もできずに敗れ去るだろう。

　当然それを知って、スバルが黙っているはずもなかった。

「ダメよ、渉わたる」

　となりのスバルが、小声で言う。

　しかし、それを断れば、理由をただされ、今の自分が無能力者であることがばれるかもしれない。

「……協会も財団も、アンチシステマの君の参加を所望しているようだ」乙おと旗はたは言う。「さすがに私としても候補生を相手の矢や面おもてに立たせるつもりはないが……どうする？」

「──やるよ」

　そう答えるしかなかった。

「そうか」乙旗は深くうなずく。「では、任務の詳細については、当日に報告する。今日は以上だ」

　渉はすぐに椅い子すを引いて、立ち上がった。




　会議室を後にして、本部を出るなり、スバルが眉まゆをつり上げて言った。

「渉、どうして任務に参加するなんて言ったのよ？」

「……やるしかないだろ。アンチシステマの杉すぎ崎さき渉が任務に出ないなんて言ったら、それこそ無能力を疑われかねない」

　ハッ、と後ろにつく音おと井いが失笑した。

「傑作だな。アンチシステマという牙きばを抜かれた貴き様さまが、どうサーカスと戦うのか見物させてもらおう。何もできずに破れるのを見るのも、また一いつ興きようだ」

　音井は鼻を鳴らして、先を歩いて行く。

「ともかく、渋しぶ谷やの件はひとまず先送りだな。せいぜい生き残れよ杉崎家」




　生徒寮の部屋に戻って、呼び出しの件を朝あさ宮みやにたずねられて答えると、

「渉、さすがにそれは無茶だよ!?　さすがに無能力でサーカスをやりあうっていうのは」

　全力で否定された。

「無茶だっていっても、ほかにしょうがないだろ。それに、まったくの丸腰ってわけじゃない。俺おれにはこいつがある」

　ロザリオを見せると、朝宮はうーん……とうなった。

「ねえ、スバルくん怒ってなかった？」

「さあな」

　ずっと渉わたるの任務参加に反対していたスバルとは、先ほど、森もりノの宮みやで別れた。向こうは実習授業に、こちらは寮に戻ってきた。今の状態で実習授業に出るつもりにはなれなかった。いつまでもこうしていたら、また無能力疑惑が持ち上がりかねないが。

「しかし、ある程度は僕のせいでもあるんだよね」

「何がだ？」

「あの日、僕たちが藍あい崎ざき邸ていに奇き襲しゆうをしかけて君を一人にしなければ、もしかしたらこんなことにはならなかったのかもしれないじゃない」

「いや、俺おれの油断だ」と渉は言った。「あのタイミングが渋しぶ谷やが俺の下もとに来たってことは、はじめから俺のアンチシステマを狙ねらってってことだろ。それで何をするつもりなのかはわからないが、本当に欲しいものだったら、どんな手を使っても奪いに来たはずだ」

「思ったより冷静なんだね、渉」

　朝あさ宮みやが申し訳なさそうに苦笑する。

「ねえ、それじゃあ、渉。こんなこと聞くべきじゃないかもしれないけど、もしアンチシステマが戻らなかったら……君はどうする？」

「どうするもなにも、言っただろ。俺は元々、無能力で怪盗になるつもりだったんだ。戻らなくても、それはそれでいいさ。それに、システマが記憶で作られるものなら、いつかまた新しい力が俺の中に目覚めるかもしれない。その時は、あらためてアンチシステマの杉すぎ崎さき渉の名を返上すればいいだろ」

　渉は、肩を竦すくめて冗談を言った。

「……いざとなったら、コープスに人工的に能力を目覚めさせてもらうのも、一つの手かもな」

「なかなか風刺のきいたジョークだね」

「今じたばたしても仕方ないだろ。……少しぶらついてくる」

「あ、うん。気をつけて、渉」

　やけに優しげな朝宮の声に面食らいつつ、渉は、返事をせずに部屋を出た。




　行く当てもなく、渉は、森ノ宮のキャンパスを歩いていた。

　午後の実習授業中のため、通常教室にほとんど人はいない。

　人ひと気けのない旧校舎の廊下の窓からは、構内に三面あるグラウンドの一つがあった。一周８００メートルのグラウンドだ。そこでは、基礎体力の訓練としてのランニングが行われている。こうしてみると、まるで普通の学校の体育の授業のようだった。

　やがて、屋上に出ていた。フェンスの金網越しに、女子生徒がいた。紫のベストにチェックのスカート。ちらとこちらに横顔を向けて、すぐに七なな草くさは金網の向こうを見た。

「誰だれかが来るのはわかってたけど、お前か」

「足音でも聞きつけたか？」

「あたしのシステマの機能だよ。心が読めない相手にも、おおよその感情はわかるんだ。校舎を歩いてたお前を感じたから、少し追いかけてみたんだ」

「鬱うつ陶とうしそうな機能だな」

「ふん。よくわかってるじゃないか」

　七なな草くさは鼻で答えた。

「……ここに来るまでのお前は時々ぐらついてた」

　今度は渉わたるが鼻で相あい槌づちを打った。

「今はどうなんだ？」

「今はそうでもないけど、ずっと自信がない感じだ」

「なんだそれは」

「あたしは知らないよ、お前の心を読んでるわけじゃないんだから。でも、理解はできるよ。あたしが思い出を奪われた時もそんな感じだった」

「音おと井いにシステマを移された時？」

「そうだよ。父とう様さまと母かあ様さまの顔も声も……それに、主税ちからのことも、思い出すことができなかった。あたしはシステマを失って、役目をなくしちゃったから、森もりノの宮みやを出ても家には戻ることができなくなったんだ。代わりに入れられた学校の寮で、空っぽのままで毎日過ごしてた」

　七草は両りよう肘ひじを抱いて、目を伏せた。

「そんな時、昔、主税が教えてくれたゲームをつけてみたら、主税があたしを待ってた。一緒に森ノ宮に戻ろうって。それで、あたしは森ノ宮に戻ることを決めたんだ。怪盗になりたいわけじゃない。むしろ怪盗なんてダサくてきらいだ。でも、あたしの居場所はここなんだって、思い出を奪われてよくわかったから」

「お前にとっては森ノ宮に戻ること自体はそんなに重要じゃなかったのか」

「そうだね」

　七草は腰に手を当てると、金網から見下ろせる森ノ宮のキャンパスに目を落とした。

　七草の事情はだいたいわかったが、一つよくわからないことがある。

「気になってたんだが、お前と朝あさ宮みやはどういう関係なんだ。恋人か？」

「……こい、恋人じゃない。友達のようなものだよ」

　七草は、なぜか少し噛かんだ。

「友達のようなもの程度の関係で、わざわざ協会を引っかき回してまで、お前のシステマを取り返そうとはしないんじゃないのか」

「主税は変な奴やつだから……」

「朝宮が聞いたら悲しむな」

「あいつ、家からは怪盗になるの反対されていて、もしライセンスをとれなかったら家を継つぐっていう約束で森ノ宮にいるんだよ。なのにさ」

「友達未満の関係でそこまでするなら本当の変人だが……実際はどうなんだ」

「いや……」と七なな草くさは口に手を当てる。「主税ちからの家は御三家と同じで財団に関かかわってるから、あたしが小さい頃ころから時々あたしの家にもやってきてたんだ。その頃、主税がよくあたしの特訓を邪じや魔まに来てて知り合ったんだ。はじめは鬱うつ陶とうしい奴やつだったけど……たまに主税の家にも招待されたりして、そういうふうに仲良くなっていったんだよ」

「幼なじみか？」

「ああ、主税はそういう言い方してたね」

　七草の言い方だと、いまいち二人の関係がよくわからないが、朝あさ宮みやがいつものように無ぶ遠えん慮りよに関係性を築いていったのはなんとなく想像できる。つまりは腐くされ縁えんということだろう。

「……あともう一つ教えてくれ、七草」

「なんだい？」

「ちゃんと記憶は全部元に戻るのか？　記憶が戻る時は、どんな感じなんだ」

「ああ、心配しなくていいよ。なくした記憶が走そう馬ま灯とうみたいに流れこんでくる感じだから」

「どんな記憶が見えたんだ？」

「あたしの記憶？　……あたしが怪盗の訓練の課題をクリアすると、ふだんあまり話をする機会がない父とう様さまと母かあ様さまが褒めてくれるんだ。ただ……それだけの記憶だよ」

　七草はそっと目を伏せて言う。

　そうか、と渉わたるは内心安あん堵どしつつ思った。

　──奪われた記憶は、まちがいなく、自分の元に戻るんだな。

「ああ。記憶は戻るよ」

　七草が突然そう口にして、渉は一いつ瞬しゆん何に対する返事なのかわからなかった。

　しかし、それが、渉の心の中の思考を読み取った上での返事だと気づくと、

「当たり前だろ、今あたしはお前の命令を聞いたんだから」

　と七草はまたしても渉の心を読んで言った。

「……おい、お前がいつ俺おれの命令を訊きいた？」

「あと一つ教えてくれって、言ったじゃないか」

　だったらあらかじめそう言え。

「ふん、馬ば鹿かな奴」と七草は愉快げに目を細めた。「いいよ、こっちもあまり心をつなげすぎるとうるさくてたまらないんだ、気が向いたら今度リンクを切っておくよ」




　渉は、七草がいなくなっても、しばらく一人で屋上にもたれていた。

　顔を上げると、西の方角に夕日が落ちつつあった。紫色から茜あかね色に移り変わるグラデーションを、横から伸びる雲が彩っている。

　そろそろ帰ろうと思って、学校を出たところで、スバルと鉢合わせた。クラスメイトの女子と歩いていたが、渉わたるの顔を見てむっと少しむくれる。

「ごめん、みんな。わたし、あいつに話があるから」




　夕焼け空の帰り道、スバルの少し後ろを歩こうとすると、スバルは歩調をゆるめて横に並んできた。そして、む、と怒り顔を向けてくる。

「……何か言いたいことがあるなら、はっきりと言え」と渉は言った。

「もう全部言ったわよ。けど、あんた、明日のミッションに出るつもりなんでしょ」

「ああ」

　スバルは一歩、大きく前に出て、渉の前に回り込んできた。

「わたしが、お姉ちゃんに全部ばらしてあんたを任務から下ろさせるっていったら、あんたどうするの？　やろうと思えば、今すぐだってできるのよ」

　スバルが、制服の胸元を握りしめて、まっすぐに見つめてくる。ここではぐらかせば、こいつは本当にやるつもりだ──そんな気がした。

「俺おれは、怪盗になるために一歩だって立ち止まるつもりはない。そう心に決めて、この森もりノの宮みやにやってきたんだ」

　首から提さげたロザリオを握りしめる。

「大丈夫だ。俺はまだ戦える。お前だって、最初の俺を見ていただろ」

「──そんなにお兄さんとの約束が大事？」

　スバルがさらに顔を寄せてくる。

「別に約束したわけじゃない。ただ……兄さんがなれなかった怪盗になるって、そう自分で誓っただけだ」

「あ……そうなんだ、二人で怪盗になろうとか、そういうことじゃないのね」

「……この記憶が確かかどうかすら、自信はないけどな」自然と苦笑が出る。「けど、兄さんとの約束で、怪盗になろうとしてたなら、俺はとっくに身を引いてたかもな。……何せ、その兄さんの顔も声もさっぱり思い出せないんだ」

「ふうん……」

　スバルはくるりと踵きびすを返して、前をゆっくりと歩き出す。

「ねえ、渉のお兄さんってどんな人だったの？」

「何だいきなり……そんなこと聞かれても、兄さんの事はあまり思い出せないぞ」

「覚えてるところだけでいいよ。八や尋ひろさんだっけ……優しい人？」

　渉はスバルの後ろを歩きながら、ぽつりと口を開いた。

「どうかな……飄ひよう々ひようとしている人だった気がする。はっきり覚えてるのは、いつも俺の何歩も先も行ってる人だったってことだ。組み手では大人顔負けだったし、父さんの書斎にある学問の専門書をすべて読破した上で、ジュブナイル小説の方が面白いと言ってのける人だった」

「なんだかすごいわね……」

「そうだな……第一等級怪盗ドミナス・クラスの父さんから、このロザリオを盗み出したくらいだからな。その時のことは、まるで覚えてないが……」

　渉わたるは、虫食いのような記憶にもどかしさを覚えながら、かぶりを振った。

「俺おれたちは、システマの能力がなかったせいで、父さんからは見限られ、疎うとまれてすらいた。それでも、兄さんは自分一人の力で怪盗の技術を学んでいった」

　自分の兄のことを語りながら、まるで映画のあらすじでも読んでいるような感覚だった。杉すぎ崎さき八や尋ひろが、自分にとってどういう人物だったか覚えているのに、なかなか感情がついてこない。けれど、こうして話していると、その実感を思い出せそうな気もした。

「……俺はそんな兄さんに追いつけるとは思わなかったけれど、いつだったか……兄さんは俺に何かを言ってくれたはずなんだ」




　渉は、言葉で紡いだ道の先に、一番思い出したい兄との記憶の在処ありかを見つけた。

　それは、大きな木の上の記憶だった。

　てっぺんに近くて、どちらを向いても緑にあふれている広々とした空間だ。

　今よりもまだ少し幼かった頃の渉は、枝に必死にしがみつきながら、頭上で木の幹の分かれ目に腰かけて、悠然とポケットに片手を入れている兄を見ていた。

　兄の表情は思い出せない。ただ、彼が伸ばしてきたもう片方の手の指先だけが見える。

　兄さんは、その時何かを言ってくれたはずだった。




「──俺はその言葉が嬉うれしかったのを覚えてる。その時、初めて、俺は兄さんの背中を追いかけてみようと思ったんだ」

　渉はそこまで言って、小さく苦笑した。

「……結局、森もりノの宮みやに入学できたのは兄さんだけだったんだけどな」

　スバルは、「ん……」と反応に困ったように、けれど、優しげに笑った。

「……けど、その兄さんは、森ノ宮から合格の報しらせをうけた日にこの世を去った。うちの近くには、古いけど、まあまあ大きな修道院があってさ。俺たちが、森ノ宮入学を報せにそこに行った時、修道院は炎に包まれてて……兄さんは取り残された子供を助ける代わりに死んだんだ」

　修道院の光景は、まだ頭に浮かぶ。

　修道院は庭園の奥に修道院内部に続くアーチがあり、そこから長い階段を上っていって、聖堂や図書室に行くことができた。渉が修道院に飛び込んでいった時、八尋はすでに、その階段の最上段で、気を失った少女を腕にかかえていた。

　だが、あと少しで出口というところで、外に続く階段が崩ほう落らくし始めていた。その時、階段の中程にいる渉を見つけた八尋は、その少女を投げた。

　おそらく、間に合わないと思ったのだろう。渉わたるが少女を抱き留めた時、大階段は修道院とともに大だい崩ほう落らくを始めた。それが、兄の最さい期ごだった。

「兄さんや父さんは優秀で、俺おれはいつもそんな人たちの言うことを聞くしかできなかった。だけど、その時、はじめて決めたんだ。兄さんがなれなかった怪盗に俺はなるって。だから」

　そこまで言葉を紡いだところで、喋しやべりすぎだ、と自分の声が聞こえた。

「…………なんでこんな話」

　渉は立ち止まって、自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいた。

「つまらない話を延々と聞かせて悪かったな。さっさと忘れろ」

　顔を背けて、渉はそう吐き捨てた。

「……ううん、話してくれてありがと。忘れないよ、絶対」

　スバルの優しい声に、胸の底にむずがゆいような感覚が生まれる。さんざん弱味を聞かせてしまった彼女の表情を直視できなくて、渉は目をそらしつづけた。

「うん、じゃあ、わかった」

　スバルが、小さく二度、うなずくのが視界の隅に見える。

「そこまでいうなら、もうわたしは止めない。でも、どうしても任務に出るなら、私と一つ約束して」

　そういって、渉のそばに近づいてきたスバルは、後ろ手を組んで胸を張り、顔をそらしたままの渉を見上げてきた。

「渉は一人で戦えるかもしれないけど、だからって最初みたいに一人だけでなんとかしようとしないで」

　スバルの要求は、命令というよりも、お願いのような言い方だった。強しいるのではなく、それを望んでいるような響ひびきをもって渉の耳を打つ。

「特に、私のそばからはなれないでね。一人じゃ危なくっても、二人ならきっとサーカスもやっつけられるはずだから」

「……なんでお前に面倒を見られなくちゃいけないんだ」

「面倒とかじゃないよ。私……」スバルは、こくんと唾つばを飲んで、小さくうつむいて言った。

「…………渉のこと、友達だと思ってるから」

　人ひと気けのないキャンパスの静けさの中で、スバルの声はやけにはっきりと届いた。

　渉がふいに返す言葉に詰まると、

「──スバルくんの言う通りだよ、渉。今回くらいは、彼女の助言をちゃんと聞くべきだ」

　朝あさ宮みやが突然、スバルの後ろに顔を出した。

「わっ!?」スバルが目をまん丸に見開いて飛び退のく。

「朝宮。……お前、なんでこんなところにいるんだ」

「ちょっと杏あんお嬢じよう様さまのエスコートをね」

　気配を感じて横を向くと、七なな草くさが相変わらず偏へん屈くつそうな顔で立っていた。

「天使さん」とスバルを呼ぶ。「主税ちからに頼まれて、今回の任務、あたしも出ることになった。杉すぎ崎さき渉わたるのお守もりには協力してあげるよ」

「七草さんが？　……って、大丈夫なの？　実習からはなれてブランクがあるのに……」

　ふん、と七草は誇り高く鼻をならした。

「あたしはサーカスなんかには負けないよ。それに、あたしの実力はさんざん見せてやったはずじゃないか」

「……た、確かに」

　渉は二人の会話を聞きながら、朝あさ宮みやの方を睨にらんだ。

「おい」

「はい？」

「お前が頼んだってどういう意味だ」

「そのままの意味さ。今回のミッションは、僕らが君をサポートする。スバルくんにも話を持ちかけようと思っていたけど、どうやらその必要なかったみたいだ」

　朝宮は、嬉うれしそうにそういって大きく両手を広げると、

「一人より二人、二人より四人だ。僕らの総力を結集すれば、サーカスなど恐るるに足らない」

　と、夜のキャンパスに大きな声を響ひびかせた。

「いさんで行こう、三人とも。これが、僕らのミッションだ！」




　　　　◇




　まだ夜も明けきらない早朝、渉は、もやのかかった水平線を見つめていた。湿った空気を吸い、胸に提さげたロザリオを握りしめる。

　遥はるか遠く、低く立ちこめる雲の向こうに、ぼんやりと日の出の光が見える。その日の出の光の中心に、一いつ隻せきの船のシルエットが黒点のような小ささで見えている。財団所有の詳細不明の神じん器ぎを運ぶ貨物船だった。まもなくあの船はこの港に着く。

　あの貨物船の積荷については何も知らされていない。警備にも知らされない荷物となれば、それだけ重要な一品ということだろう。

「サーカスはいつ来るのかしら……」

　横に並び立ったスバルが、緊張気味の顔で問うてきた。

「さあな。今回、予告状はなしだからな」

「サーカスが来たとしても、君たち怪盗が迎え撃つ必要性はない。あくまで我々の指示に従ってくれれば良い」

　温度を感じさせない事務的な声に口を挟はさまれた。その男は、黒いスーツ姿で、ボディガードかエリート社員よろしくきっちりとネクタイからボタンまで締めた男が立っていた。機能美の中にも、美び麗れいと優雅さを兼ね備えた怪盗協会サイドの制服とは異なり、組織化と画一化を突き詰められた印象を受ける。

　コープスの千せん堂どうだ、と始めに彼は限界まで単純化された挨あい拶さつとともにこの班のリーダーに着任した。常に言葉は固く、ビジネスライクな印象を受ける男だった。

「──今回の案件は我々、コープスが主導させてもらう」と千堂は言った。

　ザッ、と無線が音をたてた。

『無線チェック。Ｄ班、聞こえるか』

　その無線確認に答えたのは、

「こちらは、Ｄ班の風かざ祭まつり飾かざり。よく聞こえています」

　日の出の前に立つ風祭飾だった。

　無線応答を終えた風祭が、微笑ほほえみ混じりに見返る。

「久しぶりね、杉すぎ崎さき渉わたる」

　これまでの刺とげ々とげしさが消えた、柔らかな風祭の表情だった。好意を感じる。

「……話は聞いたわ。あなたが、アンチシステマで音おと井いから七なな草くさ杏あんのシステマを取り返したこと。みんなが知れば……ほかの生徒も、彼に従う必要もなくなるわ」

　風祭は両りよう肘ひじを抱いて、顔を背けるように水平線の方を見る。

「まさかあなたがそんなふうに音井に立ち向かってくれるなんて思わなかった。……その……感謝してあげる。一応……」

　風祭は、抱いた腕を、きゅっとさらに抱きしめて、うつむきながらぽそぽそと言った。

　しかし、渉にはてんで覚えのないことだった。

　俺おれがアンチシステマを使って、七草のシステマを奪い返しただって？　──音井から七草のシステマを取り戻したのは、元コープスの神こう坂さかという女性のはずだ。

（コープス関連の話を無む闇やみに出すわけにもいかないから、今はそういう話にしといたんだ。渋しぶ谷やの件は、音井も隠しておきたいみたいだからね）

　頭に響ひびく声。仰あおぐと、いつのまに移動したのか、七草がコンテナ溜だまりの上に立っていた。ショートボブを潮風に揺らしている。

　今回、森もりノの宮みやから派遣されたチームは二つに分かれ、そのうちＤ班がこのファイブマンセルのグループになっていた。あくまで周辺警戒の立場であり、プロのエージェントは随行していない。音井も別グループで、この広大な港の哨しよう戒かいにあたっていた。

「──七草杏。そこから下りなさい」

　風祭が、ふいに倉庫の上を仰あおいで言った。

「ここの方が見渡しやすいんだ」

「いい的まとになると言っているの。私のような能力者がいたらどうするの」

「ふん、あたしがそんなヘマするわけないだろ」

　七なな草くさはそう言いながら、かたわらに置いたバッグから、スコープを取り出して船の方を見る。

「何か変だ……飾かざり、お前のシステマを使ってあの船の甲かん板ぱんは見えないのか？」

「無理よ。さすがにあの距離までは私の視界も──」

　瞬しゆん間かん。

　船のシルエットから、赤黒い煙がふくらんで、弾けた。

　遅れて、海面を乱す衝撃波が爆音とともに到達して、真後ろに過ぎ去ってゆく。

　火薬の臭においのする突風だった。船からもうもうと上がる黒煙。さっきのは爆発だった。無論、このタイミングでただの事故なんていうのは都合が良すぎる話だ。

『こちら第三埠頭のＢ班、何かがおかしい、味方の怪盗が、こちらに向かって攻撃を──』

　耳みみ障ざわりなノイズが無線音声を断ち切った。

　あとはもう雑音しか聞こえてこない。

　すると、七草がいきなり猫のように身軽に飛び降りてきた。

「今のＥＣＭのノイズだ。来るよ」

「──ＥＣＭ？」

　スバルが眉まゆをひそめると、

「妨害電波！」

　七草は、大声で叫んだ。

　しかし、その声をさらなる轟ごう音おんがかき消した。地面が鳴動し、地震のような音をたてはじめる。刹せつ那な、足あし下もとの強きよう靭じんなコンクリートに幾筋もの巨大な亀裂が走った。

「散って！」

　風かざ祭まつりの号令と同時に、渉わたるはロザリオを掴つかんで消え、風祭は光のベールで姿を隠し、スバルは光の羽根で、七草はすかさずワイヤーガンを外灯に引っかけ、そして千せん堂どうは素早く飛び退のいて、同時にその場からはなれた。瞬しゆん間かん、厚いコンクリートの地面が隆りゆう起きしたかと思うと、鋭い黒い剣山が地面の中から突きだして、足下を弾けさせ、四方八方に粉ふん塵じんをまき散らした。

　──何だ!?

　コンテナ群から、海辺にかけてのコンクリートの土台が、ごっそりとクレーターのようにえぐられていた。

　コンクリートの粉塵が、辺りを埋め尽くす中、千堂と渉たちは、砕けた地面のこちら側と向こう側とで分かたれていた。

　渉の目は、起き上がって周囲に目を配る千堂の肩越しの向こう側に、一つの人影を見た。真っ黒な──比ひ喩ゆではなく、黒に包まれた一つの人の形があった。

　千堂との距離はおよそ30メートルほどだろうか。半はん身みに構えるようにして、千堂に顔を向けている。漆しつ黒こくの──まるで、後ろに装甲がながれるようなデザインの甲かつ冑ちゆうに見えるそれは、その人間の全身を覆おおっていた。

　唯一、黒に染まっていないのは、その目と思われる部分だった。漏れる青い光が、唯一、その人型における人体の部位としてを存在を示していた。

　一歩、黒の人ひと型がたが足を前に出す。ガチャッ、とも、ガキッ、とも形容しがたい重々しい足音がした。二歩、三歩、と見る間まに加速してくる甲かつ冑ちゆうが千せん堂どうに急迫してゆく。

「千堂さん！　──後ろ！」

　そう叫んだスバルがふたたびその背に羽根を生んで、千堂の援護に向かおうとするが、それはすでに遅かった。

　膝ひざを折って四歩目を深く刻んだ甲冑は、足あし下もとのコンクリートを破壊するほどの急激な圧力によって、一足で千堂との十メートルほどあった彼ひ我が距離を叩たたき潰つぶしたのだ。

　千堂はスーツの内側から引き抜いた拳けん銃じゆうを連射するが、それは人型を覆おおう黒の装甲によって弾かれた。黒の甲冑は、千堂の顔面を掴つかむと、突進の勢いそのままに、その場で鋭く方向転換して、真横の倉庫のシャッターに叩きつけた。シャッターがひしぎ、ゆがみ、それでもなお甲冑は千堂の顔面をシャッターに押し込み続ける。

　あがいていた千堂の両手が、ぷつりと糸が途切れたように落ちて、ようやく甲冑は千堂を開放した。ダークスーツの身体からだが前のめりに甲冑にもたれかかって、そのまま足下に崩れ落ちる。その間、ずっと甲冑はこちらを見据え続けていた。

　巻き起こる粉ふん塵じんを、潮風がさらってゆく。倒れてぴくりとも動かない千堂にはもはや目もくれず、ゆらりと黒の甲冑が身を起こした。

　その甲冑が、霧きりとなって風に流され、消えてゆく。それが消えた先には、黒のジャケットにタンクトップを着こんだ、無造作な前髪をした男が立っていた。

「杉すぎ崎さきか……やっぱり、お前は来るよな……」

　渋しぶ谷や政まつりは、けだるそうに顔を傾けて、こちらを眺めた。







　　　Ⅵ　四面楚歌




「……渋しぶ谷や」

　渉わたるは、怪盗の資格を奪った仇きゆう敵てきを見据えて、その名を呼んだ。

「渋谷政まつり。あなた、いったいどうしてここに」

　風かざ祭まつり飾かざりが驚きよう愕がくに目を見開きながらそう問うと、破は壊かいされたコンクリートの亀き裂れつを隔てて、渋谷が軽く首をかしげるようにして眺めてくる。

「……何のつもりだ、渋谷。コープスは、あんたの味方のはずだろ」と渉は言う。

「味方？」はっ、と渋谷はこらえきれないように笑った。「俺おれには、味方なんていないさ……そのためのアンチシステマだ」

　渋谷は、髪を掴つかむように頭を手で押さえると、ささやくように言う。

「……頭が、痛かったんだよ。ずーー……っと痛かった……俺は、この痛みを止めに来たんだ。あいつさえ殺せば、俺はこんな痛みを求めずに済む……」

　ひどくおっくうそうな喋しやべり方をする渋谷。彼は、亀き裂れつの上に炭素の道を造り出すと、その上を歩いてこっちに向かってくる。

「サーカスも、協会も、《槍やり》もどうでもいい……俺はそっちに用事があるんだ。今すぐ俺の目の前から消えれば、そのまま見逃してやるよ」

「《槍》……？」

　七なな草くさが眉まゆをひそめた。

「お前の都合は知らない。俺から奪ったシステマも記憶も返してもらうぞ」

　渉は、渋谷の行く手を阻はばむように歩み出た。

　渋谷は、低く、大きなため息をついて、天を仰あおいだ──。

　その時、まるで天から降る雷のごとくバキバキと破裂音をたてて幾いく重えもの漆しつ黒こくの槍が空を埋め尽くしてゆく。その槍は生まれるやいなやその役目を果たさんと地上に向けてその鋭えい鋒ほうを構成していった。渉たちの頭上に、まばらな影が落ち、空を閉ざしてゆく。

「どいつも、こいつも……俺の邪じや魔まばっかり、しやがって……」

　だらりと下げた渋谷の右手に、まとわりつく元素が、長く、禍まが々まがしい刀とう身しんを造り出した。足下のコンクリートにその切きっ先さきが突き立っても、それでもなお構成が止まらない。コンクリートをえぐり進むことで歪いびつな形状を造り出した巨大な刃やいばを握りしめて──

　渋谷は、がくん、とうなだれるようにその目を渉たちに向けた。

　直後、頭上の炭素の刃たちが、その目的を果たさんとして急降下してくる。

　──この範囲じゃよけられない。

　渉がロザリオを掴み下がろうとして、それを確信した時、横から放たれたレーザーが、第一陣の刃やいばを薙なぎ払った。赤熱した炭素の刃が砕けて、飛び散り、降り注がせる。

「みんな下がりなさい！　早く！」

　レーザーで可能な限りの刃を迎撃した風かざ祭まつりは、みずからも透明化して回避に移った。

　風祭が稼いでくれた一いつ瞬しゆんの間まが、四人の生存率を数パーセント高めた。

　スバルは、一陣の光となって砂さ塵じんを巻き上げて後退して、渉わたるはロザリオをつかんで姿を消して、七なな草くさは両手に構えたワイヤーガンを外灯に次々とひっかけて距離をとった。

　埠ふ頭とうに突き刺さり、えぐり、触れるものをことごとく引き裂く炭素の刃じん雨う。だが、その光は指向性をもって、ある一人に標的を定めて、小魚の大群のようなうねりを以もつて突き進んでいった。──七草だ。ワイヤーで逃げる七草めがけて、次々に刃が迫っている。七草が地上に下りれば地面のコンクリートをえぐり飛ばして、外灯にワイヤーをひっかければ、根元からその外灯をズタズタに引き裂いて粉々にする。煙と塵ちりとが辺りに立ちこめる中、いつまでも止やむことことのない追撃。

（七草）と渉は思念で叫んだ。（お前はいったん下がれ）

（言われなくてもわかってるよ！　やれるならやってる！）

　しかし、着実に炭素の竜たつ巻まきは七草に迫っていた。空中を自在に三次元で動く鉱物と、ワイヤーで移動する人間ではどうしても移動速度に差がありすぎる。

　──そして。

　炭素の嵐あらしが、七草が外灯に絡からみつけたワイヤーを飲み込み、その繊せん維いを食いちぎる。空中に投げ出された七草の身体からだを黒い刃が飲み込もうとするが──

　朝あさ靄もやの空に奔ほとばしった一条の閃せん光こうが、七草の身体をさらって、地面に着地した。

　七草を両腕で抱きかかえているのは、スバルだった。

　しかし──そのスバルの下に、渋しぶ谷やが突入してゆく。身体をぐるんと振り回すように歪いびつな黒の大刃を振り上げた渋谷は、そのまま剣術もへったくれもない喧けん嘩か殺法同然の力任せの太た刀ちをスバルに向かって振り下ろし、コンクリートの地面にその刀とう身しんを叩たたきこんだ。

　だが、その時、スバルはすかさず光の羽根の推進力を活かして、渋谷の脇わきを抜けていた。

　そのままこちら側に退避しようとしたスバルだったが、突然飛行のバランスを崩すと、肩から地面に落ちて、転がった。渋谷の脇を通り抜けざま、炭素の同素体によって構成されたと思われる黒い触手のような枷かせが彼女の足首にしばりついていたからだ。

　当然、その隙すきを渋谷が見逃すはずがない。地面にえぐりこんだ大刃を引き抜くと、そのまま獣けものの咆ほう哮こうのような声を上げて、七草を抱くスバルに降りかかってゆく。

「──スバル！」

　渉が叫ぶのと、スバルの胸から飛び出した七草が、スクールバッグから引き抜いたスタンロッドで渋谷の刃を受けるのは同時だった。スタンロッドが断ち切られるほんのコンマ数秒の間に渋谷の太刀が減速して生まれた空間に、飛び込む紫色の背中があった。

　渋しぶ谷やよりも一回り背の低い、渉わたるとさほど背丈も変わらないであろう紫のコートの乱入者は──渋谷の間合いに入ると同時に、あろうことか右の掌てのひらで渋谷の刃やいばをつかんで受け止めようとした。

　紫の乱入者の掌の肉が黒い刃に引き裂かれ、骨が砕け、ちぎれる光景が渉の脳裏に思い浮かんだが、現実はそうはならなかった。

　紫の乱入者が、掴つかんだ渋谷の刃をまるで振り払うように右手を振ると、ぶつんっ、とアナログのテレビが消灯するときのような輝かがやきを遺のこして黒い刃が手品のように消え去った。

　だが、手品はそれだけではない。右手を払う勢いでその場でぐるりと回転した乱入者の左手に、つい先ほど自らが消滅させたのとまったく同じ形状の黒い刃が現れたのだ。

　紫の乱入者は左手に、そして渋谷はふたたび右手に、それぞれが腰を回転させて漆しつ黒こくの大刃を叩たたきつけ合った。鉱物が砕けて、辺りに飛び散る中、紫の乱入者の動きがはじめて止まり渉はその風ふう貌ぼうをようやく目に留めることができた。

　無地の仮面をつけた中背の男だった。目の部分が、細長く曲線を描いてくりぬかれている。仮面に似合わない、スマートな体たい躯くに、前を開いた紫のコートを羽は織おった様相だった。刃を鍔つば競ぜり合わせる渋谷に向かって、ご機嫌はいかが、といわんばかりに軽く首をかしげてみせる。

　仮面をつけているということは──サーカスの手の者か。

　その無地の仮面と至近距離で顔をつき合わせた渋谷の目が、血走り、つり上がり、まるで獲物に迫る肉食獣のように歯をむき出しにする。

「このアンチシステマは」と渋谷は吠ほえた。「お前を喰くい殺すためのものだ。ライアー」

　ふたたび、互いに黒の大刃を叩き付け合い、その接点のエネルギーを利用して、両者が互いに後ろに飛び退のく。

　その隙すきに、拳こぶしを固めた両手を広げて、渋谷は天に向かって叫び狂った。バキバキと雷鳴をとどろかせて漆黒の刃が空を埋め尽くす。刃は生まれるやいなやその役目を果たさんと地上に向かって急降下してゆく。埠ふ頭とうに突き刺さり、えぐり、触れるものをことごとく引き裂く炭素の刃じん雨う。それによって巻き起こった破は壊かいの粉ふん塵じんと火花とが白い男を埋め尽くした。

　やがて、潮風に粉塵が流されてゆく──が、まだ仮面の男はそこにたっていた。

　しかも、ただ立っているのではない。

　先ほど、渋谷が仮面の男に向けて放った炭素の刃の大半が、仮面の男の周囲に浮かび、その切きっ先さきを渋谷の側に向けていた。仮面の男の立っている半径２メートルの外はズタズタに引き裂かれてえぐられているのに、男の足場だけまっさらで無傷だった。

　渉は、冷や汗が背中を伝うのを感じながら、両者の戦いを見ていた。

　渋谷からアンチシステマを奪い返すのなら、仮面の男が渋谷を引きつけている今が格好のチャンスのはずだ。だが……アンチシステマなしで、この二人の戦いに割って入って果たして無事に済むのか。

　白煙を裂いて、目前を横切る光。スバルだった。光の羽根で渉わたるのすぐ目の前に着地した彼女は、半ば混乱した様子で問うてきた。

「あ、あの仮面の人は味方なの!?　わたしたちを助けてくれた……？」

「……いや」と冷静に七なな草くさが言う。「そんなんじゃないよ。あたしはぼんやりとした感情だけなら、読み取れるんだ。あいつは……楽しんでる？」

　仮面の男はゆっくりと掲かかげた左手を、拳けん銃じゆうの形にして、渋しぶ谷やの方に差し向けてゆく。それを見た渋谷が、自らの周囲にふたたび黒い槍やりを生み出して、弾数を補給する。

　それを身じろぎせず見つめていた仮面の男は、ぴっ、と左手で作った拳銃を撃つふりをして、

「ばぁん」

　みずからの周囲に浮遊させた黒い刃やいばを、意い趣しゆ返がえしよろしく、渋谷に向かって一斉に撃ち返す。渋谷もわずかに遅れて漆黒の槍を乱射し返して迎撃する。

　飛び交う漆しつ黒こくの刃の中で、仮面の男が、身構えずに後ろ足を引く。そしてその足を蹴けって、渋谷が前に出るのも同時だった。しかし、両者がぶつかり合うことはなかった。仮面の男はその時、胸から提さげる何かを掴つかんだかと思うと、ふっとその姿を消した。

　次の瞬しゆん間かん、渋谷のはるか後方に現れた仮面の男は、今度は先ほどよりもはるかに多くの黒の刃を確保した格好で、その姿を現した。

　そしてその時、仮面の男はまたしても左手で拳銃の形を作っていた。その指先の銃口が向く方角にいるのは、渋谷と──そして、渉たちだ。

「──よけろ！」と渉は叫んだ。

　渉たちはふたたびその場から散開した。スバルは七草を抱いたまま倉庫上空に飛び、渉はあえて反対方向に飛んだ。──防波堤の方だ。

　そして、炭刃の弾雨が過ぎ去ったその隙すきに、すかさず渉は道路に躍おどり出た。

　炭素の弾雨が飛び交う中、アンチシステマ抜きで突入していくのは自殺行為だ──。

　だが、一時的に互いが弾丸を撃ち尽くすであろうこの瞬間なら！

　渉はロザリオをつかんで、姿を消して、渋谷らの下に急行しようとする。案あんの定じよう、仮面の男の意趣返しを迎撃するために渋谷も炭素の槍やりを打ち尽くしていた。

　しかし、渉の足が三歩目を刻んだ時、目の前に音もなく人影が現れていた。

　人影は、一つではない。二つだった。

　まるで凸でこ凹ぼこのような、長身と小柄な細身の二人組。長身の方は白いスーツに赤いシャツを着込んでいた。そして長身の男の前には、主君を守る従者のように執事服をまとった少年が静かにたたずんでいる。

「──久しぶりだね、《臨りん機き応おう変へん》！　ずいぶんと探し回ってしまったよ」

　いつぞやも見た両手を大きく広げるポーズで、マスカレード・サーカスの御み堂どう晃こう一いちは仰ぎよう々ぎようしく声を上げた。

　次から次へと敵が現れる。四し方ほう八はつ方ぽうから警報が鳴り響ひびいているような感じだ。

　だが……こんな早くにコイツと再び相まみえることになるとは。

　かつて怪盗協会の九大戦力の一人であった御み堂どう晃こう一いち。そしてその従者たる牛うし丸まるだった。

「さて、《臨りん機き応おう変へん》。戦略的観点から見て、君の存在は我々にとってあまりにも危険過ぎる。我らが君主たる明めい夜や様は君との正々堂々たる決着をご所望のようだが、我々としては飛び入りの役者でしかない君には早々とこの舞台から降板してほしいわけだ」

　御堂は、白の手袋を指で引っ張ってはめ直すと、後方で戦う渋谷と仮面の男に視線を流した。

「僕としても同意見だ」

　御堂は眼鏡めがねのブリッジを押して、ニコッと白い歯をのぞかせた。

「渉わたる！」

　突然横から飛びかかられる。柔らかな感触と甘い匂におい。スバルが飛びついてきて、渉を押し倒したのだ。わずかに送れて二人の頭上を巨大な物体が通過していった。

　飛来してきたのはコンテナだった。二人の頭上を行きすぎて、そのまま海に落ちると思いきや、そのまま滞空してふたたびこちらに向かってくる。──俺おれたちを狙ねらっている。

「立って！」渉の上から起き上がって、スバルが必死に訴えてくる。「渉、立って、今は逃げるしかないわ！　今あれを取り戻すのは無理よ！」

　渉は膝ひざをついて身を起こすと、くそっと苛いら立だち混じりに吐き捨てた。

　アンチシステマを奪った渋谷が、すぐ目の前にいる。

　奴やつを捕らえさえすれば、俺は怪盗の資格を取り戻せるのに。

　しかしそれを阻はばむのは、薄うす笑わらいで立つ元九大戦力。

　御堂の後方には、いつのまにか、まるで風船の束のように赤緑青と色とりどりのコンテナが浮かんでいた。御堂はいわゆる《システマ・セカンド》と呼ばれる二重能力者で、三歩歩くと他者の記憶を失わせる《再思三考バーズヘツド》の機能と、そしてさらにもう一つ、指一本で渉の身体からだを吹き飛ばす謎なぞの機能を持っていた。

　……あの吹き飛ばしの正体は、この念動力ということか。

　豪風の音が、左右から迫ってくるのが聞こえた。渉が大きく後ろに跳び退のくと、ちょうど渉の立っていた空間を二つのコンテナが激突して火花を散らした。耳みみ障ざわりな鉄の悲鳴。しかしそこでぶつかり合ったコンテナを弾き飛ばして、正面から三つめのコンテナが迫ってきた。

　しかし、その時、渉の身体はいまだに中空にあった。

　着地してからでは避よけきれない。

　真横から走った一条の赤光が、コンテナの側面に直撃した。爆炎をまとって海に叩たたき落とされるコンテナ。遅れて、肌を焼く熱風が渉に吹き付けてくる。

　思わず袖そで口ぐちで目元を覆おおって、光の放たれた方向を見やると、そこには長いブロンドの髪のプリーフェクトが凜りん然ぜんと佇たたずんでいた。黒いリボンを熱風に揺らして、細く白い指先を御堂の方に差し向けている。その指先に輝かがやくのは、レーザーの触しよく媒ばいたる大きなルビーの指輪。彼女の立ち姿を一いつ瞬しゆんでも美しいと感じるなど、つい数週間前までは考えられなかったことだ。

「杉すぎ崎さき渉わたる、ここは退きなさい」

　風かざ祭まつり飾かざりは、凜りんとした声でそう命じてきた。

「……あんたはどうするつもりだ」

「ここでバーズヘッドを食い止めます」

「無理だ」渉はかぶりを振った。「候補生のかなう相手じゃない」

「いいえ。私は候補生である前に、風祭家の血を引く者です」

　きっぱりとした口調で、風祭は突き放してくる。

「風祭家の嫡ちやく子しとして──怪盗の九大戦力に選ばれながら、古来より続く守護者の使命を捨てたこの男……見過ごすことは私にはできません」

　風祭が振り向く。その顔を見て、はっとした。ぎこちない笑みと、不安げな瞳ひとみ。しかし、その表情が垣間見えたのはほんのわずかな時だった。後輩にしっかりと向き直った風祭は、すでに御三家の高貴なる後継者としての自尊をたたえる笑顔を作っていた。

「……それにあなた、アンチシステマがないんでしょう。バーズヘッドに狙ねらわれて、生き残れるとは思えないわ」

　渉がまじまじと風祭を見つめると、むっとしたように風祭はそっぽを向いた。

「さっきの渋しぶ谷や政まつりとの話を聞いていればわかるわ。いい加減に私を馬ば鹿かにするのはやめて」

「……ああ」

「わたしに嘘うそをついて、恥をかかせてくれた無ぶ礼れいをたっぷり詰問したいところだけど……それはあとでかまわないわ」

　──だから、と風祭は言った。

「あなたは行って。心配してくれてありがとう」

　……風祭の言葉に泥を塗るわけにはいかない。

　わずかに芽生えたその思いが、渋谷に執着する感情をわずかばかりだが和やわらげた。

「風祭さん……」とスバルがつぶやく。

「囮おとりのつもりはありません。むしろ、あなたたちは今足あし手で纏まといだと自覚なさい。さあ早く！」

「は、はい！」

　スバルは背を伸ばして返事をすると、渉の腕を掴つかんだ。

　渉の全身を浮遊感が包んだ。スバルのシステマで、体重を奪われたのだ。

　──まさかこいつ。

　スバルは、渉の予想通りに地を蹴けった。それに引っ張られて足が地から離れて、空が近づく。スバルの光の羽根による高速飛ひ翔しようだった。

　スバルの手に掴まれながら、運ばれてゆく。いつかはこんな日が来るとは思っていたが。絶対にされたくないと思っていた、屈辱的な移動法だった。

　埠ふ頭とうに立ちこめる薄うすい朝あさ靄もやを突き破ると、久々に澄んだ空気を吸い込むことができた。上空から見下ろした埠頭は、やはり霧きりがかかって見えない。時折、風かざ祭まつりが御み堂どうとやりあっているのだろう、彼女の放つ閃せん光こうの赤色が時々透けて見えるくらいだった。

　……畜ちく生しよう。

　どんな能力者とも戦えるアンチシステマであるはずの自分は、ただこうしてスバルに手伝って逃げているだけ。

　生死の境目にいるはずの彼等らが、何な故ぜかひどくうらやましく感じた。

　沖合の方を見ると、炎に包まれた貨物船はいよいよ湾内に入ってこようとしていた。

　まだ水平線から日は昇り切らない。




　　　　◇




《以心伝心マインドジヤツク》の思念で連絡を取り合って、埠頭の東の倉庫街で七なな草くさと合流することができた。

　あとからやってきた七草は、面倒臭そうに腰に手を当ててため息をついた。

「あちこちで戦いばっかりだ。こんなの怪盗の仕事じゃないよ」

「そんなにすごいことになってたの？　わたしたちは空から来たから、下の方はよくわからなかったけど……」

「ふん、まあ、二、三人こいつで倒してきたけどね」

　七草は、スタンロッドをくるくると慣れたてつきで回しながら言った。

「無線が使えないのが不安だけど……なんとか協会の人と合流したいわね。このままじゃ何がどうなっているのかわからないもの」

「あたしの《以心伝心マインドジヤツク》もリンクがつながってなければ、一方的にこっちの声を送ることしかできないからね……情報は集められないよ」

「……ここから動いてみる？」

　スバルがおそるおそる言った。

「危ないよ。杉すぎ崎さき渉わたるはあのバーズヘッドに狙ねらわれてるんだろ。また見つかったら、今度はこのお荷物を抱えて逃げられるかどうかわからない」

　お荷物、という言い方に苛いら立だつが、七草はちらっとこっちを見て（事実だろ）と告げてきた。こちらが内心怒りを露あらわにすると（ふん、怖くないよ……）と向こうを向く。

　七草はこちらの顔色など気にすることもなく、バッグからモバイルＰＣを取り出した。倉庫の下にしゃがみこんでよりかかり、イヤホンをつけて、電子カードを口にくわえつつ、なにやらキーボードを打ち始める。

　スバルは七草のパソコンをのぞき込む。

「七草さん、何をしてるの？」

　スバルに優しい声で話しかけられると、七なな草くさはもそもそと口を開いた。

「ここに来る途中、盗聴器とか監視カメラとかＧＰＳとか、ありったけのセンサー代わりになりそうなものを置いてきたんだ。それで状況を調べようと思って……」

「……へえ、すごい機転……」

「それほどのことはしてないよ」

　七草は、さも当然のことのようにそう言いながら、ちらっとスバルを見る。

「……あの、スバルさん、さっきは助けてくれてありがとう」

「え？　何が？」

「さっき、危ない時、二回助けてもらっただろ……」

　七草は恥ずかしそうにモニターに顔を向けた。

　あ、なるほど、とスバルは微笑ほほえんだ。

「気にしないで。七草さんが無事でよかった」

「お前は少し気にした方がいいんじゃないのか」と渉わたるは言った。

「……何が？」

　渉はため息をついた。

「奴やつは炭素操作の機能だけじゃなくて、アンチシステマを持ってるんだぞ」

「それはわかってるけど……」

「だったら──」

「平気よ。私、あそこで渋しぶ谷やさんに攻撃するつもりなかったもの」

　……思いがけず、はっきりとした戦略を突き返されて、渉は言葉を失った。

「スバルさん、そいつ今すごく驚いてるよ」

　口を挟はさんできた七草は、タッチパネルに指を置きながら見上げてきた。

「……時々思ってたけど、渉とスバルさんは仲が良いんだね」

「……わ、渉と？」スバルは少しどきまぎして、「……む、むしろ、七草さんと朝あさ宮みやさんの方が息ぴったりな気もするけど」

「長い付き合いだからね。……恋人じゃないよ」

　七草が少し顔を固くして言う。

「こ、恋人？　そんなこと言っていないけど」とスバル。

「スバルさんじゃない。変なことを言う奴やつがいたんだ……」

「そ、そうなの？　……けど、七草さんと朝宮さんって仲良いけど正反対な感じよね」

「……そうだね。でも、似ているところもあるよ。主税ちからの家は、怪盗としてより、お金持ちとして有名な家なんだ。だから、主税も今までずっとその跡取りになるための英才教育を受けさせられてきたんだ。あたしと同じで普通の学校には行ったことがなくて、家庭教師とばかりだったみたいだ。そういうところは似てると思う」

　七なな草くさはモニターにいくつかのウィンドウを呼び出しながら語を継つぐ。

「けど、御三家のあたしは怪盗が大嫌いで、御三家じゃない主税ちからは怪盗が大好きだ。やっぱり正反対なんだと思う」

「そうなの？」

「…………ああ。けど、今は──」

　七草はそこで言葉を切ると、パソコンを抱えて目を鋭くして立ち上がった。

「──何!?」とスバルが声を張り詰める。

　しっ、と七草は口元に指をあてて、スバルを手で制した。

　倉庫街に、靴音が反はん響きようして聞こえていた。軽い足音。──足音の主は一つだけだ。

　ところで、七草は先ほど電柱の制御板のコードをＰＣにつなげていた。どうやらそれで監視カメラの映像が確認できるらしく、のぞきこんだディスプレイには分割画面で倉庫街の映像が映っていた。小細工もここまでくれば才能か。

「……風かざ祭まつり」と七草が呟つぶやく。

　カメラ映像に映っていたのは、風祭だった。こちらにまっすぐに向かってくる。

「ここに向かってきてるね」と七草が言う。

「ここって……私たちの居場所がわかるの？」

「ああ。視覚っていうのは光の反射に映った像だから、それをねじ曲げる力があれば、千里眼みたいな使い方もできるんだ。……けど、おかしいよ、こいつ」

　七草はＰＣをバッグにしまうと、銀色の特殊警棒を取り出した。警棒の取っ手のトリガーを押すと、棒身に青い電撃が走る。お得意のスタンロッドだ。

「おかしいって、何が……」

「こんな近くにいるのに、何の感情も読み取れない。頭の中がカラッポだ。もしかしたら、コイツ──」

　七草が息を呑のむ。

「来たよ。散れっ！」

　渉わたるが一いつ瞬しゆんのぞきこんだＰＣの画面には、天に向かって腕をのばす風祭の姿があった。その指先の輝かがやきに、監視カメラの映像が歪ゆがみ、明滅する。

　間をおかずして、赤い光が渉たちの上空に生まれ出いでた。空気の壁を焼き払う音をたてて赤色の熱線が降り注いでくる。しかもそれは、こちらの姿が見えている風祭の誘導にしたがって、枝分かれして、追いかけてくる。熱線が着弾した地面や倉庫は焼けて黒ずむ。それでもある程度かわしきれば熱放射によって、レーザーは勝手に自然消滅してくれる。

　とはいえ、口で言うほど易やすいものではない。遮しや蔽へい物ぶつをうまく利用して、からくも直撃を逃れ続けてゆく。いくつかは服をかすめて、焦げた臭においをたてた。かすかな残り火を手で払って消して、上空で熱戦の多くを引きつけるスバルを仰あおぐ。急旋回、急降下で熱線を攪かく乱らんしてかわしきると、ようやくレーザーの爆撃が止まった。

　渉わたるが倉庫の陰から辺りをうかがうと、向かい側の倉庫前に並んだドラム缶の隙すき間まから、七なな草くさが慎重に顔をのぞかせるのが見えた。辺り一面、火の粉こと黒ずんだコンクリートが煙を上げて飛び散る中、ブーツを鳴らしてやってくるのは、光を操作するプリーフェクトの風かざ祭まつり飾かざり。

　彼女は表情は無機質だったが、異様に息は荒く、額ひたいに汗をにじませていた。

「風祭さん!?　何を──」

　スバルが上空から訴えかける。

「だめだよ、スバルさん！　そいつ、サーカスの連中にあやつられてる！　さっき無線でも味方が襲おそってくるだとか言ってた！」

　七草の警告を示すように、風祭がふたたび赤い閃せん光こうをスバルに向けて放った。視界を熱戦が横切って、一いつ瞬しゆん、世界が赤色に染まった。

「スバル」

　渉は思わず叫んだ。

「このくらい、平気よ！」

　急降下で熱線を回避したスバルは、そのままひるがえって地上に降りて地面すれすれの低空から風祭に迫っていった。

　捕つかまえて押し倒すつもりか？　だがその目もく論ろ見みは失敗に終わった。スバルの接近を見て取って、風祭がその姿を光のベールで包み込んで消えたからだ。

　風祭が元いた空間を通り過ぎたスバル。その後方に、風祭が姿を現す。スバルが気づくより早く、風祭の伸ばした指先から大口径の赤い光が放たれスバルを追尾していった。スバルが見返って追尾レーザーを確認する一いつ瞬しゆん、わずかに回避が遅れた。なんとか身をかわすが、突き出た背中の光の羽根をレーザーの射線が飲み込んだ。

　不可思議な現象が起きた。

　スバルの羽根と接触したレーザーの射線が、ぐんっと大きく偏向したのだ。そのまま射線は近場の倉庫のシャッターに直撃して、小爆発とともにシャッターの表面をどろどろに溶かして大穴を穿うがった。しかしスバルの方も、レーザーの出力を相そう殺さいした反動か、大きくバランスを失って地上に叩たたき落とされて転がった。

　スバルはよほどひどく身体からだを打ち付けたのか、なかなか起き上がれない。風祭が第二射を撃つ方がまちがいなく早い。渉は舌打ちとともに透明化して倉庫から飛び出すと、風祭の射撃を阻止するために飛び込んでいった。

　が、振り向いた風祭の目は明らかに姿を消しているはずの渉の姿を捉とらえる。

　──コイツ、まさか透明化した相手すら見えるのか。

　そういえば、風祭は赤外線も操作できると言っていた。それら波長の異なる光でこちらの位置を捉とらえることができるのかもしれない。

　風かざ祭まつりが伸ばした指先が、今度はこちらを向く。

　横から突き飛ばされて、渉わたるは、地面を転がった。

　頭上を熱線が音をたてて通り過ぎていく。

「渉、ここはあたしがやる。透明化が役に立たないお前には無理だよ」

　倒れた渉の真横を、スニーカーが通り過ぎて、デイパックをかつぎ直しながら、七なな草くさが風祭に近づいてゆく。

「……お前だって、相手の心は読めないんじゃないのか」

「ふん、問題ないよ」

　七草は自信ありげに鼻を鳴らした。

「それより、渉、前にサーカスと戦ったことあるんだよね。人間を操る能力者と戦ったことってある？」

　応じる声は、上から聞こえた。腕を押さえて顔をしかめながら、滞空するスバルだった。

「私が会ったのは他人に憑ひよう依いするやつで……その時は、相手を気絶させれば勝手にシステマが切れてたわ」

「意識を奪うか……やってみるよ」

　七草はスタンロッドを逆手に構えると片手でバッグのスリングを押さえつつ、腰を落とした。

「──目を閉じてなよ、二人とも！」

　七草は言うが早いか、弾丸のように風祭に向かって飛び出していった。

　風祭が、レーザーを放たんと右手を七草に差し向ける。

　七草はそれを見て、瞬しゆん時じにデイパックから小さな円盤形の容器を取り出して投げつけた。

　円盤の中から、閃せん光こうがあふれ出て、レーザーの輝かがやきを飲み込んだ。

　ダンスパーティーの時にやってみせた時と同じく、強烈な光度を叩たたき込むことで風祭のシステマを一時的に封印したのだ。

　渉わたるが閉じた目を開いた時、光の中を突破した七草は、すばやく風祭の後ろに回り込んでいた。その背中にスタンロッドを押しつけてスイッチを入れる。

　高圧電流を直接叩き込まれ、風祭の細身が大きく跳ねる。

　これで意識を奪ったか──と思いきや、電撃をくらってもなお、風祭は光を操作してベールの中にその姿を消した。

　七草がとっさに後ろに飛び退くと、その真横に、ふたたび風祭の姿が現れる。

　七草は瞬時に反応した。七草が振り払ったスタンロッドは、風祭の首を易やす々やすとはねた。

　──光によって作り出された、幻影の風祭の首を。

　本物の風祭は、すでに七草の真後ろに回り込んで、その後頭部に紅の輝きをつきつけていた。ほとんど零ゼロ距離からレーザーが放たれる──

　が、その七なな草くさに横から飛びついていったのは、光の羽毛を散らして突入してきたスバルだった。先ほど、ひどくろくに動けない様子だった身体からだで、覆おおい被かぶさるようにして七草をかばう。けれどまたしてもレーザーは羽根に直撃して、七草を抱いたまま、スバルの身体は弾かれるように地面を転がった。

　もはや良い的まとも同然だった。風かざ祭まつりの指が倒れるスバルたちに向く。かわしきれないと悟ったスバルが七草の身体に覆い被さる。風祭の指輪から、赤い光が放たれる──

　それに被さるように聞こえた声。

「風祭飾かざりに命じる──俺おれの目前で人間を焼いてはならない！」

　風祭が放った熱線は、自らその射線を偏向して、スバルたちの真横のコンクリートを一直線に焼いて消えた。

「渋しぶ谷や家がいるのかと思って来てみれば──貴き様さまらか。貴様らに用向きなどないのだがな……」

　倉庫街の港側から一人の男が歩いてくる。

　別班で行動していたはずの音おと井い直なお弥やだった。

「しかし、サーカス如ごとき有う象ぞう無む象ぞうに良いように使われるとはな……風祭家。御三家の面つら汚よごしめが」

「……音井、お前……」と渉わたるはうめく。

「勘違いをするな俗物。人が焼ける気色悪い様さまなど、この目に焼き付けたくなかっただけだ。それに──」

　音井は任務着のポケットから取り出したバタフライナイフを展開して、風祭の方に差し向けると顎あごを挙げて見下すような視線を向けた。

「風祭飾、貴様はこの俺が直じき々じきに屠ほふってやる。風祭家の不手際を叩たたいたとなれば、傷をつけられた俺の沽こ券けんも少しは取り戻せるだろう」

　音井は、相手を値踏みするような支配者気取りのまなざしでそういうと、おもむろに顎で七草の方をしゃくってみせた。

　しかし次の瞬しゆん間かん、風祭は姿を消して、音井の切っ先から消える。

「こざかしい真ま似ねを……」

　音井は舌打ちして顔を歪ゆがめると、渉たちに視線を配った。

「……杉すぎ崎さき家、結ゆい月づき家、七草家、俺の下もとに来い。そして、この王の盾たてとなれ」

「……盾？」

「俺は、次の一手で風祭に止とどめの一手を叩たたき込む。その瞬間のために、貴様等らは命を賭としてこの俺を守りきれと言っているのだ」

「な……。なんであたしがお前の言うことなんか！」

　スバルの胸の下で、七草がぎょっと目をむく。

「当然だろう。自ら剣をとる王など、命を賭とさねば下しも々じもを従わせられぬ三さん下したに過ぎん。真の王は一声で民を動かす。……そもそも立場を弁わきまえろ七なな草くさ家？　この俺おれが命令を撤回すれば、貴き様さま等らの誰だれが焼かれてもおかしくはないのだぞ」

「ふん、馬ば鹿か馬ば鹿かしい……」

　七草はそう吐き捨てながら、周囲を警戒する。

（渉わたる、スバルさん、聞こえている？）

（聞こえてる）と渉は返事をした。

　まだ七草とリンクのつながっていないスバルはただうなずく。

（あたしはこれから、風かざ祭まつりを操っている本体を叩たたきに行く。二人は音おと井いの作戦に従って）

（本体？）と渉は返す。（見つけたのか）

（さっきからまったく動かない感情が一つ、倉庫街の向こう側にいるのを見つけた。たぶんそいつが本体のはずだよ。どっちにしろそいつを押さえなきゃ危険なままだ）

　七草はそう冷静に戦況を判断すると、

「あたしは付き合っていられないよ。お前に従うなんてごめんだ！」

　若じやつ干かん、演技とは思えない迫力でそう言い返して、倉庫街の向こうに走り出していた。

　渉とスバルが残って、音井とともに残る。

「……七草家が《以心伝心マインドジヤツク》で貴様等に何を吹き込んだのかは知らんが──」

　音井は忌いま々いましげにそう吐き捨てる。さすがに元《以心伝心マインドジヤツク》の能力者だけあったらしく、その辺りの推測は働くらしい。

「だが、この戦いにおいて、七草家の手柄はない。俺は、風かざ祭まつり家の首を手て土産みやげに、次は渋しぶ谷や家を討つ」

　音井は大きく顔を上げると、ひどく高慢な口調で告げた。

「行くぞ」







　　　Ⅶ　九大戦力




　渋しぶ谷や政まつりは、霧きり雨さめの舞い始めた空を仰あおいだ。灰色の雲から、優しく降る雨が、あの日から止やむことのない頭の痛みを和やわらげてくれる。

　倉庫街にそびえるガントリークレーンの膝ひざ元もとの、錆さびた鉄骨にもたれながら、渋谷は片かた膝ひざを立てて座っていた。目線を少し上げると、クレーンの周りには仮面をつけた三人の男が転がっていた。

　仮面をつけてはいるが──三人ともコープスの連中だ。

　この港には今、二つの任務を負ったコープスのチームがいる。片や《槍やり》の死守、片や脱走した実験体を捕らえにやってきた大勢のコープス。

　足あし下もとに転がっているのは、そのうちの後者──渋谷を追ってやってきた者たちだった。

　……先刻、埠ふ頭とうで刃やいばを交えた『ライアー』は、「また遊んでやるよ」とだけ言い残して、ふたたび乱戦の港の只ただ中なかへと消えた。

　しかし、奴やつの行き先はわかっている。渋谷は首を傾けて、沖合から煙を噴いて近づいてくる運搬船の船影を見た。『ライアー』があの場所を目指していることは、倒したコープスの記憶から引きずり出した。

　──『エーデルの薔ば薇ら』によって呼び覚まされたのは、過去の記憶と、ライアーへの憎悪だった。『薔薇』に触れなければ、自分はその記憶を永遠に思い出すことはできなかったかもしれない。

　渋谷は、かつて養子だった。両親が亡くなった理由は、思い出せない。施設での調整の影響で、条件付けされた記憶以外は消えてしまっているからだ。

　しかし、養子として引き取られた家のことはよく覚えていた。それが《ブレインロック》の機能の源みなもとの記憶だ。義理の弟となった少年は、優秀な怪盗候補生だった。

「怪盗の資格もないお前が僕と対等の口を利きくのか？　負け犬」

　それが義弟の口癖で、一家の総意でもあった。システマを持たない自分は、その家で居場所などありはしなかった。ただの厄やつ介かい者もので、蔑さげすみの対象だった。

　そんな渋谷が、家の中で存在意義を得るためには、怪盗の資格であるシステマを得るしなかった。だが、渋谷は機能に目覚めず、怪盗養成校に入学することはできなかった。

　だから、渋谷は、「機能を目覚めさせてくれる」というコープスの誘いに乗った。資格さえ手に入れば、コープスを用はない。その思いで、コープスが差し出してきた手を取ったのだ。

　コープスの施設では、同じような境遇で共にシステマを求めてやってきた少年たちがいた。皆、怪盗の家に生まれ、その資格を持たない事実に苛さいなまれていた者たちだ。渋谷は、そのうちの二人とともに記憶干渉能力者の補充計画に組み込まれた。

　その計画による調整において、記憶と自由を引き替えにして手に入れたのが、《ブレインロック》のシステマだ。炭素を操作する《物質結合カーボンコピー》は別の一人に目覚めた機能だった。だが、そうして得た資格は、コープスの支配の烙らく印いんでもあった。やがて、同じ計画のメンバー三人が、自由を失った自分たちにとってこの世界で唯一共感し合える相手となった。

　ところが、コープスにとって、自分たちは『試作品』でしかなかった。

　ある日、コープスを引き連れて『ライアー』と名乗る管理者がやってきて、彼はその手でプロジェクトのメンバーの一人を消した。

　それは、突然の出来事だった。ライアーはただ手で触れるだけで、鈍い白の輝かがやきの中に友人を飲み込み、消し去ったのだ。そして、もう一人もまもなく消された。

　自分だけが消されなかった。ライアーは、最後に残った渋しぶ谷やに向かって言った。

　──おめでとう、渋谷！　お前だけが正式なモルモットに選ばれたんだ！──

　渋谷は、『ライアー』へ抗あらがったが何もできずに敗れ去ったことを覚えている。それどころか「このままだと俺おれの部下としては物足りないから」と《物質結合カーボンコピー》のシステマを与えられた──そして、自分はライアーの管理下において、試験運用されることが決定した。

　──その、身体からだが打ち震ふるえるような屈従の記憶を、『薔薇』に触れるまで封じられていた。補充計画のメンバーなど、はじめから存在しなかったように記憶をいじくられて、負け犬の記憶だけはそのままにモルモットとして良いように操られていたのだ。

　靴の音が近づいてくる。

　コープスで訓練され画一化された靴の音だ。

　どうやら、コープスの連中はどうあっても自分をライアーには近づけたくないらしい。

「……あーあ…………また楽しい雑ざ魚こ掃除の時間かよ……」

　渋谷は喉のどの奥から絞り出すようにそう吐くと、全方位に向かって黒の槍やりを造り出して、気だるいため息と共に立ち上がった。




　　　　◇




　七なな草くさ杏あんは、風かざ祭まつりを操作していると思われる能力者の感情を辿たどって、倉庫街の中心部にまでやってきたが、そこには誰だれの姿もなかった。

　また、誰かが隠れている様子もなければ、そのような遮しや蔽へい物ぶつも見あたらない。

　しかし、間違いなくここに能力者はいる。どこからか誰かが自分を窺うかがっている気配もある。

　……どこに隠れている？




　渉わたるは、風祭がひそんでいるはずの空間に視線を配りながら、息をひそめていた。

　──風祭はどこに隠れている？

　今は膠こう着ちやく状態だが──問題は、風かざ祭まつりを操っている能力者は、風祭を捨て駒ごまにしても痛くも痒かゆくもないということだ。今はじっとしているが、音おと井いのナイフを奪って一人道連れにして、風祭を使い捨てにするという戦法もとれなくはない。

　だいたい音井の止とどめの一手とは何なのか。それがわからなければ、こちらとて音井のサポートもしようもない。

　音井はその渉わたるの苛いら立だちを知ってか知らずか──

「行くぞ」と突然宣言した。「風祭飾かざり──貴き様さまに自由を許す！」

　渉とスバルは同時に目を見開いた。

　ここに来て──命令解除。

　その瞬しゆん間かん、まるでこの時を待っていたと言わんばかりに風祭の姿が、三人の前に現れた。その指には紅くれないの光をたたえて、今まさに熱線を放たんとしている。

「命令の重ねがけはできないものでな」

　音井は掌てのひらを飾に向かって差し向けて──叫んだ。

「風祭飾に命じる──光を用いた戦術を一切行使してはならないッ！」

　──この場面において、完全に風祭を無力化できる命令だった。

　だが──消えない。

　風祭のルビーはいまなお輝かがやきを保ち──それどころか、その明度を加速度的に増していた。







　七なな草くさは、気づいた。渉の思念から伝わってきた、ある一つの現象を参考にして気づいたのだ。

　七草はバッグから閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんの円盤を取り出すと、それを空に放った。

　たちまち弾はじける光。その光は、倉庫街に展開され続けていた光の屈折を相そう殺さいして、そこに潜ひそんでいた能力者の姿をあばきだした。

「……わっ！」

　赤と白を基調とした可愛かわいらしいピエロのような衣装を着た、小柄な少女だった。大きく膨ふくらんだ袖そで口ぐちで目元を覆おおっている。その袖口からは、幾いく筋すじかの赤い糸が放射状になって、倉庫街の至る方位に向かって伸びていた。

「お前が風祭を操ってた能力者か。……隠れんぼはおしまいだよ！」

「うるさいわね、悪者怪盗さん！」少女は後ろに跳ぶと、「ごめんね、こっちのお仕事はもうおしまいなの。──ただし鬼ごっこなら付き合ってあげるよ！」

　引き戻した赤い糸を、花のように咲かせて、まるでその糸の一本一本をワイヤーガンのように用いて、七草から距離をとって、舞うように立ち並ぶ倉庫の向こうに消えていった。




　風祭の首筋から伸びていた赤い糸が突然現れて、するりと彼女から離れていって虚こ空くうに消えさると、風かざ祭まつりはがくんと糸の切れた操り人形よろしく倒れ込んだ。

「風祭さ……」

　スバルが受け止めようと前に出てきたが、ちょうどそれは、渉わたるが手を伸ばせば届く距離だった。

　吸い込まれるように腕の中に収まった彼女の身体からだは、ふわりとして驚おどろくほど軽かった。

「………………っはぁっ…………」

　渉の腕にもたれかかった風祭が、胸をのけぞらせて大きく息を吸い込む。その顔色はまるで酸欠したみたいに青白く、美しい金色の髪が汗にまみれて乱れていた。

「あんた、もう大丈夫なのか？」と渉は問いかけた。

　ようやく我に返った風祭は、状況がわからないといった様子で、渉の顔を見つめた。

「……え…………わた……し……？」

　風祭はずいぶんと憔しよう悴すいして、息も絶え絶えといったところだが、風祭の瞳ひとみには理性の光がまちがいなくよみがえっていた。

　……とりあえずは無事というところか。

　渉は風祭を軽く抱えなおすと、スバルの方を向いた。

「……お前も無事か。何度か地面に叩たたき付けられてただろ」

「う、うん……大丈夫……」

　スバルはうなずきながら、妙にこちらが気になるようで、胸元を握りしめながらちらちらと横目で見てくる。

　──正確には、渉と、渉の腕の中の風祭だ。

「……何だ」

「え……な、何だって、何……？」

「何か言いたげだと思ってな」

「べ、別に言いたいことなんてないわよ」

　……女子を抱き留めているなんて、柄がらじゃないのはわかっているが、だからといって今手負いのスバルに押しつけるわけにもいかない。

「──無ぶ様ざまだな、風祭家」

　音おと井いが風祭を見下ろして、鼻で笑う。

「あれだけとっておきのレーザーを使わされて、身体は限界だろう。もう少し放っておいたら死んでいてもおかしくなかったんだ。この俺おれに命を救われたことを覚えておけよ」

「な……」

　音井に叩き付けられた傲ごう慢まんに、風祭は驚きの表情を見せる。

　しかし、どうやら息をすることもままならないようで、苦しげに胸を上下させていた。

　言い返したくても言い返せないというのはたまらない気持ちだろう。

「サーカスに操られていたんだ。あんたのせいじゃない」

　音おと井いの優位を叩たたきつぶしてやろうと、渉わたるはあえて風かざ祭まつりにフォローを入れた。

「………わた……る……」

　風祭は驚おどろいたようにこっちを見てから、その目を気恥ずかしそうに背ける。

「無能同士で傷の舐なめ合いか」と音井が嘲あざける。「さぞいい気分だろうな」

「そっちこそ読み違いしていたくせによく言うよ」

　刺とげ々とげしい口調でそう言ったのは、倉庫街に戻ってきた七なな草くさだった。

「お前の《金科玉条ルールブツク》は、禁止することしかできない。つまり、現在進行形で行われていることを止めることはできないんだよ。システマを使うなって言っても、使っている最中にそんなこと言ったって通用しないんだ」

「七草。お前が何かやったのか？」

　渉が尋ねると、七草はうなずいた。

「ああ。能力者を追い払った。女だったよ。取り押さえられれば一番だったけどね」

　音井の相手は七草に任せればいいか──。

　そう思って、腕の中で風祭を見下ろす。

「……あんた、操られていた後遺症はないのか？」

「え、ええ、大丈夫よ……だから……」

　風祭はなぜか少し恥ずかしげに胸を押してくる。

「……何だ？」

「何だって……下ろしてくれないの？」

「……。何を赤くなってるんだ？」

「な、なんでもないわ」

　下ろした彼女は少しよろめきつつ、後ろを向いてしまった。

「……ああ、それと、あんたは特に注意しておけ。さっきの赤い糸の能力者はどこかにいるはずだからな。どんな奴やつかは知らないが……」

　応じる声は頭上から聞こえた。

「彼女は、我がサーカスの期待の新人だよ。──なかなか経験豊富の有望株さ」

　ハッとして仰あおぐと──いつのまにか、音もなく、御み堂どう晃こう一いちが渉わたるたちを見下ろす外灯の上に立っていた。白いスーツをはためかせて、潮風に揺らぐ髪を抑えている。

「──ファントムナインくずれの御堂か」

　音井が一歩前に出て、唇くちびるを歪ゆがめた。

「おや、君か、《金きん科か玉ぎよく条じよう》」

　御堂が首をかしげて、こちらの面々の顔を見回す。

「いや、しかし、ずいぶんとハイクラスなパーティーだね──音井、風祭、七草の御三家が勢せい揃ぞろいして、さらには明めい夜や様の評価にあずかる二大ルーキーがゲストを飾っている。僕がお呼ばれしてよかったのかな？」

「二大ルーキーって……私たち？」

　スバルがこちらを見てぽつりという。

「……口元が緩んでるぞ、お前」

　渉わたるは肩を竦すくめた。

「分ぶをわきまえろ、賊が。誰だれの御ご前ぜんで音おと井いの名を呼び捨てる」

　唯一、反感を覚えたのは音井だったが、御み堂どうにすら蛮ばん勇ゆうをふるうその態度には少し感心すらし始めていた。

「やれやれ、今さら君の威光は通じないよ。なにせ、僕はもう協会を離れたんだからね。君は怪盗法人の七光りに過ぎない」

「薄うす汚ぎたない盗人ぬすつと風ふ情ぜいが……この俺おれを愚ぐ弄ろうするか！」

　御堂は、呆あきれ返ったような口ぶりで、音井を呼んだ。

「今日は《臨りん機き応おう変へん》さえ倒せれば良かったのに。さえずりすぎだぞ、《金きん科か玉ぎよく条じよう》」

　緩やかに聞こえていた波音が、突然激しくなる。御堂の背後から、小型ながらもトラックほどある高速船が、船舶安定用にたくわえられた水をはき出しながら浮かび上がってゆく。船だけではなく、資材運搬用のトラックにトレーラーにドラム──質量を問わずすべての物が、遊園地のピエロが持つ風船の束のように浮かび上がってくる。まるでＣＧ映画のような光景。万ばん物ぶつを操作する神よろしく、御堂は大きく両手を広げて恍こう惚こつそうに目を閉じた。

「思い上がりもはなはだしい裸の王子様。これでも大きな口が聞けるかな？」

　音井は表情を変えずに、顎あごを引いて御堂に眼光をぶつけた。

「口を慎め下げ郎ろう」

「すくなくとも君の下郎じゃあないね。我が主君は神かみ代しろ明めい夜やだ」

　御堂が、念動力のシステマで浮かび上がらせたと思われる無数の風船。

　その使い道は誰だれもが想像に難くなかった。だからこそ、浮かぶトラックがぐらりと傾かしいだ時、とっさに皆が動いた。慣性も空気抵抗もすべて無視して、まるでプラスチックのおもちゃのように高速船が、トラックが、トレーラーが、ドラム缶が落ちてくる。

　スバルが、「風祭さん！」と風祭の肩を抱いて、そして、全員が同時に退避をした。

　直後、それらが倉庫に突き刺さり、大爆発を起こして破片をまき散らす。幅10メートルほどの倉庫と倉庫の間の道は炎に包まれた。

（七なな草くさ）と思念で呼ぶ。（お前はスバルに風祭を連れて一度逃げるように言え！）

　渉わたるはそう呼びかけながら「音井！」となおも御堂を睨にらむ音井の肩を掴つかんで振り向かせた。

「気安く触るな。無能力者が！」

　手を弾はじかれる。渉はかまわずもう一度肩を掴んだ。

「聞け音おと井い。御み堂どうとまともにやりあったら奴やつ一人に全滅させられかねない」

「だから何だ」

「こっちは御堂に通用する能力者がお前くらいしかいない。ここは退く」

「役立たずどもが……足手まといだらけなのは同意だな」

　音井は顔を歪ゆがめた。

「……まあいい。俺おれは渋しぶ谷や家を叩たたきに来たんだ。御堂ごときを相手に退くのは癪しやくだが、奴には本来用はない。貴き様さま等ら有う象ぞう無む象ぞうに足を引かれて共倒れは御ご免めんだ」

「『システマを使うな』という命令はできるのか？　できるなら奴の念動力は止められる」

「そんな都合の良い話があるか」

「通らない？」

「システマは随意により発現しているものではないから、やるならその使用制限を設けることだけだ。たとえば今し方、『俺にトラックを叩たたき付けてはならない』と命じたようにな」

「……それでも、今御堂に一番相性が良いのはお前だ」

「言われずとも、奴の相手はこの俺がしてやる。愚かしくもこの音井に無ぶ礼れいを働いた神かみ代しろの従者──その無能をこの手を以もつて示してやる」

　激情に声を荒らす音井。……御堂との相性的にいえば、今の戦力で最有力のシステマ所有者は、相手との距離を置いて渡り合える音井か風かざ祭まつりだ。システマをしのぐだけなら、頭の回転さえ追いつけばどうとでもなるのだ。ここは音井に任せるしかない──。

　渉わたるたちの正面に立ちこめる黒煙を突き破って、突貫してくる者があった。大きな三つ編みに小さな身体からだ。首にはチョーカーをつけている。

　──牛うし丸まるだ。人間離れした格かく闘とうの才を持つ御堂の従者。

「貴様の名は知っているぞ、牛丸」と音井は叫んだ。「──この俺に触れてはならない！」

　とっさに音井が命じる。──が、その命令が通らないのは知っていた。

「下がれ音井！」

　渉の忠告は、わずかに遅かった。命令が通ったつもりで構えていた音井の懐ふところに一気に飛び込んできた牛丸は、鋭角に折り曲げた肘ひじを、音井の脇わき腹ばらに沈めた。肝臓を潰つぶしたところで、さらに右腕を掴つかんで、そこからの掌しよう底ていの連打で肩を砕き、顎あごを突き上げ、流れるような後ろ回し蹴げりで音井の喉のどを潰す。

「マスターに仇あだなすことは私が許さない」

　倒れた音井は肩を押さえて叫ぶが、喉が潰されたらしくかすれた息しか漏れなかった。

「くそっ」

　ロザリオを掴んで透明化して、牛丸を迎え撃つ。

　牛丸のチョーカーには常盤ときわ石いしの宝石がはめられており、こちらのシステマは通らない。

　……そうだ、と今さら気づく。御堂一人相手なら、音井のシステマは有効だった。しかし、この牛うし丸まるがついている限り、音おと井いはむしろ役に立たない。しかも、喉のどが潰つぶされた時点で音井の戦力はもはやゼロに等しくなってしまった。

　渉わたるは姿を消したまま牛丸の側面に回り込んだが、牛丸の目がこちらを向いたのを見て、渉はとっさに頭を下げた。直後、狙ねらい澄ましたように放たれた回し蹴げりが髪をかすめていった。

「姿は消せても、足音は消せないようだな」

　牛丸は、幼い声で抑よく揚ようなく語を継つぎ、逆に距離を詰めてきた。サイドステップでかわそうとすると、すぐさま牛丸が進行方向を修正してそれを追ってくる。

「砂じや利りで足運びも見える」

　牛丸は膝ひざを折り、反動で加速した。凄すさまじいスピードで浴びせ蹴りを叩たたき込んでくる。なんとか肩で受けたが、重い一撃が骨まで響ひびいた。ブーツの中に鉄が仕込まれている。そこで渉の姿が虚こ空くうから引きずり出された。

　息づかいが聞こえるほどの間近で、牛丸と目が合う。闘とう争そう心しんを微み塵じんも感じさせない、それどころか眠そうですらある目つき。牛丸の戦いに感情は一切見受けられない。

　牛丸に対して抜群の相性を持つのは、肉体を操作して格闘術のダメージを無効化できる朝あさ宮みやだが、今ここにその姿はない。俺が牛丸を退けるしかない。

　だが、反撃のつもりで腰を回転させて、くりだしたフックはあっさりとかわされて、逆にのびきった脇わき腹ばらにカウンターの掌底をえぐりこまれて息が止まった。呼吸ができなくなって思わず膝が沈んだところで、牛丸はすかさず踏み込んできた。お返しとばかりのフック。頭をそらしてかわしたが、牛丸は流れを殺さぬままに回転して、ローリングソバットよろしく胸にブーツ底を叩き込んできた。渉は吹き飛ばされ、雑然と並べられた空からのドラム缶に背中からぶつかって、騒そう々ぞうしく倒れ込む。

　当然、止とどめのチャンスを逃す牛うし丸まるではない。三つ編みを揺らして、さらに前に出てくる。

　渉の目の前を横切る銀の光が、牛丸の行く手をはばんだ。ワイヤーだ。すぐそばの外灯にワイヤーを巻き付けて、それを引き戻す勢いで飛び込んできたのは七なな草くさだった。

　牛丸の間合いに入ると同時に七草はワイヤーから手をはなして、そのままスタンロッドで殴りかかっていった。横に払ったスタンロッドは牛丸にあっさりとかわされたが、七草は振り抜いたスタンロッドを手品のように逆さか手てに持ち帰ると、返す刀で牛丸に振り下ろす。だが、それも横転してかわされた。牛丸はここぞとばかりにカウンターを狙ねらって七草の胸元に飛び込む。

　だが、そこではじめて七草が上回った。

「ちょこまかと──」と七草は叫んだ。「めざわりなんだよ！」

　スタンロッドを振り下ろした姿勢で、空いた手をバッグに突っ込んで、もう一本のスタンロッドを抜き放ったのだ。振り落としたロッドを地面につけて支点にすると、棒高飛びの要領で横ひねりの跳ちよう躍やくを決めて、牛丸の蹴りを上回りでかわして、あの牛丸の背後をとる。

　用いる用具はあまりにも無ぶ骨こつながら、華か麗れいな動きだった。

　小細工と知略だけではない──『飛び級』の天才候補生の意を、渉わたるははじめて目まの当たりにした気がした。

　着地と同時に、七なな草くさは、空中でたくわえた遠心力を殺さぬまま、スタンロッドを牛うし丸まるに向かって振り抜く。牛丸は、後ろに跳んで距離をはかった。

　その時、渉は牛丸の背後に回り込んでいた。上段の蹴けりを放ったものの、牛丸には一いち瞥べつとともに姿勢を低くされてかわされた。

　しかし、それはすでに七草とは《以心伝心マインドジヤツク》で『打ち合わせ済み』の行動だった。

　渉の蹴りをかわした牛丸の下に、七草が突入して、スタンロッドを払う。それをかわしたら今度は渉が踏み込み、次に七草が攻め込み、牛丸の回避の余裕をそぎ落としていく。

　そしてついに、七草のスタンロッドが、牛丸の右腕によって受け止められた。七草はスイッチを押したが、その放電が牛丸を打つよりも早く、牛丸は後ろに大きく後退した。ブーツを地面に滑らせて制動して、乱れた前髪の奥から七草を見すえる。

「あとちょっとだったのにな……」

　七草は、両手に構えたロッドの感触をたしかめるように軽く素す振ぶりすると、逆手に構えた一本を眼前に掲かかげて顔をしかめた。牛丸を脅すように、バチッと電撃を放ってみせる。

（それなりにやるんだね、お前）と七草が呼びかけてくる。

（当たり前だろ）

　そこで、七草の顔色が変わる。何かが起きたのか、自分の手を見つめていた。ばっと急いで手を離すと、スタンロッドだけが宙に浮いていた。もう一本の方も同じだ。

　七草が手を離した途と端たん、それはカーブを描いて、御み堂どうの下に舞い上がってゆく。

「勝つのがわかりきった戦いっていうのは好きじゃないけど──パートナーを危険に晒さらすわけにもいかなくてね」

　……最悪のコンビだ、と渉は御堂と牛丸を交互に警戒しながら思った。

　御堂はなおも外灯の上から見下ろしているが、牛丸が下がればこいつの念動力が猛威をふるう。御堂を狙ねらっても、牛丸がそれを徹底的に打ち砕いてくる。

（……七草）

　と、渉はしばらく考えてから呼んだ。

（ここは俺に任せてお前も逃げろ。このままじゃ一人ずつ潰つぶされていって終わりだ）

（システマもないくせに何を言ってるんだよ）

（今の音おと井いは足手まといだ。お前が引っ張っていってやってくれ）

（無理だよ。あたしじゃ運べないし運びたくもない）

（引き離すのはこっちでやる）と渉は言った。（御堂の狙いは俺おれらしいからな）

（スバルさんが戻ってくるのを待ったら、音井を任せてあたしも囮おとりになれるけど？）

（そんな暇あるか……それに、こっちにはロザリオがある。姿を消しながら逃げるのなら一人の方が都合が良い）

　七なな草くさはしばらく考えていたようだったが、無言でうなずいた。

（そういうことなら、任せてみるよ……意外といいとこあるんだね）

　舌打ちする。最善手だと思ったから提案したのみだ。

　七草は一歩後ろに下がって、（すぐ応援を呼ぶよ）と渉わたると位置を入れ替わった。

　御み堂どうは、こちらの動きを見て取って、興味深そうに首をかしげる。

「──やれ。七草！」

　渉が告げるとともに、短い破裂音とともに、七草が放った煙えん幕まくが辺り一面を埋め尽くした。この隙すきに、七草たちは逃げるはずだ。目くらましが通じるのはほんの一いつ瞬しゆんだろう。

　渉はロザリオを握りしめて、誓いを胸に刻んだ。俺おれは、時間さえ稼げればいい。透明化の機能をできる限り維持して、応援到着までの時間を稼ぐ。

　案あんの定じよう、煙幕は御堂の念動力によって、一瞬にして振り払われた。その時、渉は、七草とは反対の方向に走り出していた。

　まだ姿を消すわけにはいかない。充分に御堂を引きつけてからだ。

　以前、御堂とやり合ったときは、念動力で肉体を押さえられていたが、どうやら今回はそれをしてこない。おそらく条件が整っていないからなのだろうか……これは好機だった。

　しかし、御堂の方を確認しようと目を向けて──渉は、息を呑のんだ。

「囮おとり作戦か、《臨りん機き応おう変へん》？　ずいぶんと殊勝になったもんだな、君も」

　御堂が片かた眉まゆを上げて言う。その背後には、いくつもの水流が、柱となって浮かび上がっていた。

　水流が鎌かま首くびをもたげて、襲おそいかかってくる。せめて致命傷を避けようと透明化するが、直撃はまぬがれえなかった。高速でぶつかってくる水の塊かたまりは、まるで鉄てつ槌ついのようだった。

　一撃目に吹き飛ばされたものの、それに続くものはかろうじてくらわずにすんだ。標的を失った水の散弾は、あらゆるものを貫き吹き飛ばして、トラックや高速船の残ざん骸がいすら跡あと形かたもなく砕き散らせた。辺りは、津波でも押し寄せたかのような水浸しになっていた。

　その中で、渉は横たわった身体からだを起こせずにいた。不定形の水の衝撃は、指の一本たりとも圧力を逃すことを許さず、全身をバラバラにされたみたいな錯覚に陥る。首をひねって後ろを見ると、どうやら七なな草くさたちは見向きもされていないようで、倉庫の向こうに消えている。

　それでも、まだここで倒れるわけにはいかない。散らばった身体の神経をかきあつめて、はいつくばるように身体を起こして走り出す。

　全身水浸しの状態では、透明化しても維持は難しい。《天てん衣い無む縫ほう》の機能には、透明化した物体が分離してしまうと、その効力が切れてしまうという性質がある。

　だから、今はとにかく逃げるほかない──そう思って走り出して三歩を刻んだ時──

　すでに、目前には御堂の姿があった。

「逃がさないぞー、アンチシステマ」

　まるで友人でも呼ぶような気楽さで、御み堂どうが言う。

　三歩歩くとその者の記憶を失わせるシステマ──《再思三考バーズヘツド》の機能だ。

「……あんたは、ずいぶんと俺おれにご執心なんだな」と渉わたるは言った。「サーカスが狙ねらってる貨物船とやらはほっといていいのか？」

「僕の出る幕じゃないね」と御堂。「今の僕は、ここにいることそのものに意味があるんだ」

　御堂の言葉の意味を推理する暇は、与えられなかった。渉の後方から、ドラム缶が、動力トレーラーが、コンテナが矢や継つぎ早ばやに飛来してきたからだ。

　渉は、先ほど七草から囮おとり用に預かったワイヤーガンを懐ふところから抜き放つと、御堂の後方に見えるコンテナターミナルの鉄骨に向かって射ち放った。ワイヤーを巻き付けて、上空に身体を逃がして飛び、念動力の散弾をやり過ごす。

　ワイヤーを引き上げながら、ふと港の方を見ると、例の貨物船がいままさに防波堤の積み重なる岸に入ってくるところだった。もちろん、そんなところ接岸設備はそこにはない。サーカスに操そう舵だを奪われたのか、コントロールを失ったまま突っ込んでくる。

　港湾地域がぐらりと揺れた。貨物船が防波堤に激突したのだ。ゆっくりと傾いていって、横倒しになった船は埠ふ頭とうに乗り上げて、船体の側面を自重でひしゃげさせた。船体のきしむ象のような轟ごう音おんがここまで聞こえてくる。まるで映画の一シーンのような光景。

　あの場所では、貨物船の中に納められた何かを求めて──サーカスと協会、そしてコープスが戦っている。

「こらこら、何よそ見をしてるんだ？」

　耳元で声が聞こえて、ぞっとした。顔を戻すと目の前に御堂の顔があった。両手をポケットにつっこんで、御堂が前まえ屈かがみににやついていた。

　──そうだ。寒気を覚えながら察する。コイツの力は念動力。だったら、自分自身にも作用させられるということだ。

「それにしても、不思議だな、アンチシステマ……なぜ例の空中サーフィンを使わない？」

　御堂は、不思議そうに顔をのぞきこんでくる。

「ほら、森もりノの宮みやで俺と戦った時に使ったあの空中サーフィンのことさ。あれを使えば、こっちのシステマにもある程度対抗できるのに、なーんでワイヤーなんか……」

　御堂はこっちの思惑を探るように、目をのぞきこんできた。こっちは腕一本、ワイヤー一本で鉄骨につかまったままの状況だ。

　動けない。下へ手たに動けば、こっちが先手をとられる。

「ああ、もしかして、君……システマが使えなくなっちゃったのかな？」

　遂ついに勘づかれる。

「……それはどうかな」渉は平静を装って言った。

「ごまかすな、アンチシステマ。伝家の宝刀の能力者殺しの力を封印して、わざわざワイヤーに頼るってことはそういうことだろ？」

「お前を相手にするのに、アンチシステマを使うまでもないってだけだ」

「説得力に欠けるな」

　御み堂どうの手袋に包まれた指先が伸びてきて、首を掴つかもうとする。

　──が、その指先は渉わたるを捕らえることはできなかった。

　渉は自らワイヤーを手放し、自由落下に身を任せたからだ。

　そして──これが、御堂を突破できる最後のチャンス。今度は、先ほど七なな草くさが牛うし丸まるとの戦いの際に捨てていたワイヤーガンを拾って、鉄骨を次から次へと飛び移ってゆく。

　だが、渉は信じられない光景を目にした。コンテナターミナルの鉄骨を、四つの手足だけで蹴けり上がってくる執事服姿の追撃者。牛丸だった。渉の進路に強引に割り込んでくると胸に掌しよう底ていを叩たたき込んできた。息がとまって、指の力がずるりと失われる。

　ワイヤーから手が離されて、全身を浮遊感が包み込んだ。まもなく訪れる背中への衝撃。高く積み上げられたコンテナの上に落下したのだ。

　コンテナがなければ即死だっただろう。しかし、もう動けない。見えない力によって身体からだが持ち上げられるのがわかっても、焦りの感情すら鈍化していた。

「生あい憎にくと、一度動かしたものは二度と動かせないものでね。それを打ち破られる心配がないとわかればやり方はシンプルさ」はるか眼下で、御堂が掌てのひらを渉に向かって伸ばしていた。

「しかし……何な故ぜこんな奴やつを明めい夜や様が認めているのか、理解に苦しむね」

　御堂の手が横に動き、コンテナの山の上から、遮さえぎるもののないコンクリートの地面の真上に運ばれる。地上との距離は20メートルほどだろうか。ここから落とされたら一巻の終わりだ。

「では、さようならだ。アンチシステマ──いや、杉すぎ崎さき渉」

　御堂の手が大きくひるがえると、渉の身体が地面に向かって落下を始めた。

　死の予感は、人間の五感を鋭敏にさせる。

　自力ではあらがえない状況でも、なんとか死を免まぬがれる方法を探そうと本能が動く。目に映るすべてのものを把握しようとして、その情報量ゆえに世界がスローモーションになる。

　だから、地上すれすれでスバルに抱き留められた時、五感は真っ先に彼女の存在を知覚した。彼女の体温と触感と、そして、見下ろしてくる怒り顔。

　コンテナの間を飛び抜けたスバルは、大型の倉庫と倉庫の間に隠れるように入り込むと、そこで渉を下ろした。

「──お前、どうし……」

　どうしてここに戻ってきたんだ。渉がそう問うことは許されなかった。スバルの張り手が、容よう赦しやなく渉の右みぎ頬ほほを張り飛ばしたからだった。

「おま」

　今度は左ひだり頬ほほ。

　じりじりとしびれる頬の痛み。どう反応していいかわからず馬ば鹿かみたいに口を開く。

　コンテナに突き落とされた痛みが全身を包んでいたが、スバルに頬をひっぱたかれた痛みは妙に新鮮で──かつ理解できない痛みだった。

「はあ、すっきりした」

　スバルは、軽く手を払いながら言う。

　一方、渉わたるは問答無用で叩たたかれた苛いら立だちがようやくのことでわき上がってくる。

「おい、何のつもりだ」

「こっちの台詞せりふっ。一人でなんとかしようとするなって言ったじゃない」

　スバルは両手を腰に当てて、ぐいと身を乗り出してくる。

「お前が勝手に言ってきただけで、俺おれはイエスとは答えてない」

　渉が肩を竦すくめて悪びれると、スバルはむっとした表情をした。

「あ……ああそうですか。助けてもらったくせにそういう言い方するんだ」

　スバルが両手を腰に当てて、ふいと左にそっぽを向く。

「事実だろ。それに、俺は助けてくれなんて頼んじゃいない」

　渉は、右に顔を背けてため息をつく。

　そうして互いに反対側を向いていると──

「灼やけるねえ、お二人様。だけどそろそろ終わりにしてもいいかい？」

　もう聞きたくなかった声がまたやってきた。

　頭上に、御み堂どうが浮かんでいた。その周囲には、まるで彼の使つかい魔まよろしく浮遊するコンテナ。

　御堂はいつも音をたてずに、気配すら感じさせずにやってくる。

「渉、つかまって！」

　コンテナが流星群のよろしく次々と飛来してくる。数撃てば当たるではないが、撃ち込まれるのは巨大な鉄の塊かたまりだ。当たったらその時点で致命傷となる。

　スバルは渉の腕をつかんで、低空飛行でそれをなんとかかわしていった。

　だが、御堂はそれに先んじて、スバルの行く手にコンテナを放ってきた。スバルの飛ひ翔しよう速度がそこでわずかにゆるむ。

　その隙すきに、渉の足が、不可視の引力によって、スバルから引き戻された。

　御堂の念動力がピンポイントで渉の靴を捉とらえたのだ。渉の手首から、スバルの指がほどける。

「渉！」

　スバルが振り向いて急制動する。

「無能力者一人にいつまでもかかずらわってるわけにもいかないんでね！」

　そう叫ぶ御堂の方から迫ってくる緑色のコンテナ。視界の中でみるみるそれが大きくなる。これが当たれば人間の肉体などあっさりと肉にく塊かいと化す。

　──ここまでか。

　渉わたるが奥歯をかみしめたとき、目の前にスバルが飛び出してきた。風かざ祭まつりに追い詰められた七なな草くさをレーザーからかばおうとしたときのように。

　この馬ば鹿か、またおかしな真ま似ねを──。

　その時、空気の燃焼する音をたてて、渉たちの斜め上から降り注いできた深しん紅くの光こう条じようが、迫るコンテナを撃ち落とした。

　前方から押し寄せてくる熱の中、渉は振り返った。はるか目線の先で閃ひらめく紅くれないの輝かがやきを見る。

「スバル」と後ろからスバルの手を掴つかむ。「上だ。飛べ！」

「あ……う、うん！」

　スバルも状況を理解したようで、すぐさま羽根を生んで上空に飛び立つ。

　御み堂どうの念動力に掌しよう握あくされたコンテナ群が荒れ狂ったように飛来して追いかけてくる。しかし、紅の援護射撃がそれらのコンテナを片っ端から撃ち抜いていく。炎に包まれたコンテナは渉たちに達することはできず、火花を吐いて地面に叩き落とされていった。

　風祭飾かざりは、コンテナターミナルから離れたガントリークレーンの上から、こちらに向かって狙そ撃げきしていた。光を操作して視界を確保しているから、照準は完かん璧ぺきだ。

　渉とスバルがクレーンの横を飛び去る時、風祭は小さくうなずき返してきた。

　風祭は、なおも迫り来るコンテナの波を、横に払ったレーザーで一掃すると、これくらい当然だといわんばかりに高飛車に髪をかきあげて光のベールの中に消える。

　それとともに渉もロザリオをつかんでスバルとともに姿を消して、御堂から遠くはなれていく。




　……あれが元ファントムナインの実力。

　渉は、コンテナターミナルの方を見返りながら思った。

　アンチシステマさえあれば、奴やつにだって立ち向かうことはできたはずなのに──

　渉は、自らの無力に苛いら立だちを覚えながら、ターミナルの方から視線を引きはがした。




　　　　◇




「無事でよかったわ、二人とも」

　風祭は、倉庫の壁によりかかりながら微笑ほほえんだ。毅き然ぜんとしてはいるが、さすがにその表情には疲労の色が見える。

「風祭さん、身体からだは平気なんですか……」

　スバルがたずねると、風祭は気恥ずかしそうに笑った。

「プリーフェクトが、優秀生セレクトに助けられっぱなしじゃ格好つきませんもの。このくらい平気よ」

「俺おれを助けるよりも、貨物船の荷物を守るべきだろ、あんたは」

　御み堂どうから逃げて辿たどり着いた東の埠ふ頭とうだった。遠くを見ると、防波堤の上に乗り上げて傾いた貨物船が見える。

「……それならもう手遅れよ。だからこそ、あなたたちを助けにも来れたの」

「何？」

　風かざ祭まつりの表情が暗くなる。

「サーカスに《槍やり》は奪われた……このたびの戦いは、わたしたちの敗北です。わたしたちが港に戻った時、すでにサーカスは退いていくところでした。最後に残っていたサーカスの戦力はおそらく御堂晃こう一いちが最後の一人でしょう」

　協会が後おくれをとった──。

　だが、それがどれほどの事態なのかがいまいちつかめない。

　その尺度をはかるためのヒントは今風祭が口にしたこの単語だろう。

「《槍やり》ってのはなんのことだ。あんたはあの船の荷物を知ってるのか」

「ええ……。御三家の人間ながら、一応、把握はしているはずよ」

　風祭は、それまでの親しげな雰ふん囲い気きを消して、真剣な面おも持もちで目を伏せた。

「……現存が伝えられている三神じん器ぎの一つで、《不在証明の槍ロンギヌス》呼ばれているものよ。けれど、私はそれを直じかにそれを見たことはないわ。どんな機能を持つものかすらも……」

　風祭はそれ以上の会話を嫌うように背中を向けた。

「けど、もう戦いは終わってしまったのよ。私たちも戻りましょう」

　渉はかぶりを振った。

「いや、まだ終わってない。俺おれは、渋しぶ谷やを見つけて、奴やつに奪われたアンチシステマを取り戻す」

「渋谷政まつりがアンチシステマを奪った……どういうことなの？」

「……最初から話してる暇はないな」渉は肩を竦すくめた。「ただ、奴はもう森ノ宮のプリーフェクトじゃない。あんたの千里眼で奴を探せないか」

　風祭は、恨めしげな目でこちらを見た。いい加減に私をいいように使うなとでも言いたげだった──が、根は素直なのか、大人しく目を見開く。

　その時だった。

（──誰だれか──）

　頭の中に突然、七なな草くさの声が響ひびいた。

（誰か──いたら返事をして──）

　途切れ途切れの声。

（七草か？）と渉は言った。（どうした）

「七草さん」

　七草は思考の流れを読むことができる。こちらが思いを言葉にすれば、それも同じく思念として伝わることになった。当然、他人の言葉を聞いても同様だ。

（──スバルさん──よかった。無事──だっ──んだ）

　まるでジャミングのかかった無線のようだった。

（七なな草くさ、よく聞こえない）と渉わたるは言った。（何か変だぞ）

　七草のシステマがひどく乱れている？

　いや、と思う。

　ちがう。これは七草の思念だ。このノイズ……七草の心が乱れているということか？

　そう思った時、七草の意志の強さを表すように、ほんの一いつ瞬しゆんだけ強い言葉が聞こえた。

（──渋しぶ谷やを追わないで）

（何だと？）

　渉は、顔をしかめて言った。

（もう──誰だれの感情────残っ────ない）

　……『誰の感情も残ってない』？

　渉は七草の思念の残ざん滓しをかきあつめてその言葉を造り出した。

（渋谷に──みんな────やられ──）

　七草の思念はそこで途切れた。

　渉たちにつながっていた七草の意志が、ぶちりと、力任せに引きちぎられるような不快な感覚が伝わってきた。

「七草さん、何言ってるの!?　今どこにいるの、答えて！」

　スバルが思わず声に出す。

　だが、七草からの返信はそれが最後だった。スバルが唇くちびるをかんで、七草の名を呟つぶやく。

「風かざ祭まつり」渉は呼んだ。「七草はどこにいるんだ」

「財団の貨物船のところよ」

　スバルの前でこれを問うべきかどうかためらわれたが、渉がこう問うた。

「七草は生きているのか」

「……わからない。わからないわ。でも……」

　風祭は、小さく息を吸い込むと、天を仰あおいだ。そして、決意を込めた表情でこう呟く。

「急ぎましょう。私たちは渋谷政まつりを止めなければならない」




　──《不在証明の槍ロンギヌス》とやらはサーカスの手に落ち、すでに能力者同士が戦う道理はない。

　渉たちが、埠頭に乗り上げた貨物船の下にやってきた時、周囲には多くの人間が──協会の怪盗も、コープスのエージェントも、等しく倒れていた。どうやら死んではいないようだが、ぴくりとも動かず、ただ胸を上下させているのみだ。

　渋谷政は、今なお至るところのくすぶり続ける貨物船の膝ひざ元もとで、こちらに背を向け佇たたずんでいた。

　彼の足あし下もとには七なな草くさが横たわっている。

　もう、この場所には、渉わたると、スバルと、風かざ祭まつりと、そして渋しぶ谷やのほかに誰だれもいない。

　転がっているのはぜんぶ抜け殻だった。

　渉は渋谷を見て理解した。

　いつだったか渋谷はこう言っていた。

　全すべての記憶を奪われた人間は、その人間の全てを奪われたのも同義だと。

　この男がここにいる全員の全てを奪い去った。

「七草さん！」

　スバルが、七草の名を呼ぶが、彼女はまったく反応しない。

「──渋谷政まつり。そこを動かないで！」

　風祭飾かざりが前に出て、ルビーの指輪を渋谷に向かって差し向けた。

「答えなさい、渋谷。どうしてこんなことを……一体何が目的だというの!?」

「目的──ああ、それなら答えられる」

　渋谷は、いまだ明け切らぬ空を見上げながら、ぽつりと呟つぶやいた。




「力が欲しかったんだ」







　　　Ⅷ　残留思念




　──力が欲しかったんだ。

　そう呟つぶやいた渋しぶ谷やは、けだるそうに天を仰あおいだ。渋谷の仰いだ灰色の雲からは、霧きり雨さめが降り続けていた。すでにサーカスとの戦いが終わった港湾地区の炎を、柔らかに消してゆく。

「結局、今も昔も同じことの繰り返し……か」渋谷は「っは」と小さく笑って、顔だけこちらを向いた。「……ま、それはそれで俺おれみたいな負け犬にはお似合いだよな……」

　渋谷のブーツが音をたてて、こちらに爪つま先さきを向ける。ゆっくりと振り返った渋谷は、蔑べつ視しの光をたたえた薄うす暗ぐらい目で風かざ祭まつりの方に正対した。

「……動いたら撃つわ！」

（お前に人間が撃てるわけないだろ。……わかるんだよ）

　指先で、コツ、コツ、と自らのこめかみを叩たたいてみせる渋谷。その直後、背後から伸びた幾筋もの黒い繊せん維いが、風祭の四し肢しと首とを巻き付いて、見るまに宙にその身体からだを天高く持ち上げた。

「風祭さ──」

　スバルが光の羽根で追いかけて風祭を奪い返そうとしたが、渋谷が生んだ漆しつ黒こくの結けつ界かいによって阻はばまれた。

「御三家ってのは、強いんだよな。……証明してみろよ」

　風祭の身体を戒める強きよう靭じんな炭素の繊維が、制服越しに手ひどく食い込んでいく。風祭は苦く悶もんのうめきをあげて身をよじった。

　風祭の指先から、空を焼く音とともに何条もの紅くれないの輝かがやきが奔ほとばしる。ルビーの指輪から生み出された光こう条じようが渋谷に向かった途と端たん、渋谷は炭素の結界を作り出した。空中に固定された無数の鉱物の角かく礫れき。風祭のレーザーがそれに接触した途端、高熱が弾けて、小さな障壁をことごとく焼き払っていく。──だが、結界を突破できない。

　多重の障壁で熱線を阻はばむことで、レーザーの出力を分散させているのだ。炭素の角礫を焼き払われても、次々に新たな障壁を生んで、風祭の抵抗を易やす々やすと阻んでいく。

　渋谷は一歩もその場から動かずに目だけで風祭の方を見やる。何発も何発も熱線を叩たたき付けても無駄だった。明滅する赤い光に、顔を照らされながら、渋谷は、

「さっきから、いちいちまぶしいんだよ」

　片目を歪ゆがませて忌いま々いましげに唸うなり、風祭の身体を強く圧迫した。

　赤い光の最後の一線が渋谷の結界に弾かれて、風祭の反撃は終わった。

　しかし、渋谷は、風祭にそのまま倒れることを許さず、彼女の頭を乱暴に掴つかんだ。

「……こんなもんか……だったら俺がうまく使ってやるよ、お前の力」

　渋谷は、激しい痛みを覚えるように突然のけぞって、吠ほえ狂う。

　するとその時、一時的に渋しぶ谷やの《物質結合カーボンコピー》の結けつ界かいが砕けて、鉱物は黒い霧きりとなって散った。

「これ以上は……！」

　その隙すきにスバルが、地を蹴けり、渋谷に向かって光の尾を引いて飛ひ翔しようしていく。

「やめろ、結ゆい月づき！　向こうはアンチシステマを──」

　忠告は遅かった。

　スバルは、渋谷に向かって手を伸ばして、そのまま掴つかんで浮力を叩たたき込もうとした。

　渋谷はスバルの手のひらに向かって、大きく開いた五指を構えた。

　距離さえあれば、いくらでも加速できるはずのスバルの飛翔が、手一本であっさりと食い止められる。

　──アンチシステマだった。

　スバルの《天あまノの羽は衣ごろも》を、そのアンチシステマである《徒と手しゆ空くう拳けん》で相そう殺さいしたのだ。

「消えちまえ……！」

　すぐさま飛翔して逃げようとしたスバルの足を強引につかんで、渋谷は怒鳴りつけて振り回して投げ捨てた。

　直後、渋谷の正面に、透化した結晶がいくつも生まれた。

　炭素操作能力から作り出した──おそらくはダイヤモンドに相当する結晶体。

　渋谷は風かざ祭まつりから奪った《光彩奪目ミラージユレイ》で光を屈折させると、ダイヤモンドの結晶体を触しよく媒ばい代わりにして一斉にレーザーを放った。

　スバルは、投げ飛ばされた空中でとっさに光の羽根を展開すると、貨物船の舷げん側に回り込んだ。船体を遮しや蔽へい物ぶつにしてレーザーをしのごうというつもりなのだ。スバルを追うレーザーのいくつかが甲かん板ぱんに突き刺さって炎を上げる。

　その時、渉わたるはロザリオを掴んで姿を消して、渋谷の後方に回り込んでいた。

　アンチシステマがある以上、今のスバル一人では戦えない。

　──しかし──

　渉が渋谷の間合いに入った瞬間、ぐるりと回転してこちらに向き直った渋谷が、その袖そで口ぐちから生やした鉱物の刃やいばを喉のど元もとに突きつけてきた。

「俺おれに触るな」

　あと数ミリでも前に出れば、喉を覆おおう皮と肉が引き裂かれていた。

「俺のシステマを──記憶を返せ。渋谷」

　渉がそう叫ぶと、渋谷の眼まな差ざしに愉悦が見えた。

「資格もない抜け殻に用はない。邪魔するなら殺すぞ」

　渉がすかさず後ろに跳ぶと、渋谷の刃が鼻先をかすめとんだ。

　しかしそれで、危機を脱したわけではない。

　渋谷は追撃してくるかわりに、あの漆しつ黒こくの槍やりをみずからの周囲に生み出した。ずるりと何もない空間から、まるで渋しぶ谷やの心根のような光を返さぬ黒い刃やいばが生まれ出でる。

　ここで退けば、むしろ永遠にこの刃に追い回されて、いずれは撃ち抜かれる。

　ならばと渉は、無差別に放たれはじめた炭素の槍やりをかわしながら、渋谷に向かって突き進んでいく。一筋の刃が、渉の肩をかすめて、制服をひきさいた。

　渉は、肩の傷と引き替えに渋谷の懐ふところに踏み込むと、ロザリオを掴つかんで透明化した。

　対する渋谷も、光のベールを展開して姿を消す。

　透明化の機能同士のぶつかりあいは、渋谷に軍配が上がった。

　次に渋谷の姿があらわれたとき、その拳は渉のみぞおちを深くえぐっていた。渋谷には、透明化したこちらの姿が、光の波長を操作して見えているからだ。

　みぞおちに沈む渋谷の拳こぶしから、固い何かが膨張してくる感覚を覚えた。

　渉が、呼吸できない身体からだに鞭むち打うって無我夢中で飛び退くと、渋谷の拳から炭素の刃がバキンと音を立ててのびた。わずかに遅れていたら串くし刺ざしにされていた。致命傷を避けたのもつかのま、渋谷が絶叫して、一足で距離をつめてくる。地を這はう肉にく食しよく獣じゆうのような動き。軸足を踏み込んできて、駒こまのように回転して水平に刃を払ってくる。一ひと太た刀ちめをかわしたが、わずかに姿勢が崩れた。

　渋谷のもう一方の手に刃が生まれたのを見て、渉は悟った。かわしきれない。勢いを殺さぬまま渋谷の二太刀めが迫ってくる。

「渋谷政まつりに命じるッ！」と音おと井いは叫んだ。「杉すぎ崎さき渉を切り裂いてはならない！」

　高圧的な命令が、耳を打った。

　渉の首筋で刃が止まる。

「ようやく会えたな──渋谷家」

　その声は、輸送船の甲かん板ぱんの上から聞こえた。

　仰あおぐと──大きく傾く操舵室に靴を乗せて、音井直なお弥やが忌いま々いましげに渋谷を睨にらんでいる。

「貴き様さまには全すべてを懺ざん悔げし、全てを後悔しながら、裁きを受けてもらうぞ。この音井に仇あだなした罪──ただで済むと思うな」

「御三家……お前で最後だなぁ……？」

　渋谷の口が、薄うす笑わらいを作り、大好物の獲物の匂においを嗅かぎつけた狼おおかみのように牙きばを剥むく。

「今この場で申し開け、渋谷家。あの日、あの時、貴様はなぜこの俺おれに七なな草くさ家の汚らわしい機能を与えた。……この音井と七草家を相あい対たいさせて、漁夫の利でも目もく論ろんだつもりか？」

　音井が大きく手を払って問うと、渋谷は、なおも渉の首筋の際に黒の刃を止めたまま、鬱うつ陶とうしそうにため息をついた。

「どうしてお前は、そう思い上がれるんだろうな。お前、いつ俺に殺されてもおかしくなかったんだぞ……？」

「なに……？」

　渋しぶ谷やは、面食らった音おと井いの表情を見ると、こらえきらないように哄こう笑しようした。

「財団の人質が、井の中で偉そうに王様面づらする様さまは面白かったぞ、音井。お前……自分の命一つのせいで、どれだけ協会が財団に利用されてるかって、わかってないんだろ」

　渉は、一いつ瞬しゆんだけ意識を音井の方に移した。その顔は、ひどく強こわばっている。

「あろうことか、いつでも殺せるこの俺おれにあろうことか脅おどしすらかけてきたんだからな……。この森もりノの宮みやを平穏に過ごしたければ俺に従え……とか言ってたか？」

　渋谷は渉わたるを見据えながら刃やいばを下ろすと、首をかしげて音井を仰あおいだ。

「…………」

　優位に話を進められて、音井は明らかに不快そうだった。

「あの日、俺を助けるためだかどうか知らないが、七なな草くさは俺の前でお前たちに挑みかかっていった。だけどな……あれは俺の失策だったよ。俺はその時、七草にこう言ったんだ。『お前の助けは要らない。そこを退どけ』ってな。そして俺は訝いぶかしみながら一歩引いた七草を退けて、お前の前に立った……その時、七草は、俺の命令にくしくも従ったんだ。俺の頭の中をのぞきやがった七草には、《以心伝心マインドジヤツク》のシステマもろとも消えてもらうしかなかったってことだ」

「ならばなぜその《以心伝心マインドジヤツク》をこの俺に与えた」

「いい加減、他人のモノを詰め込むには、頭が痛すぎたんだよ。それに……少しばかりお前のもがき苦しく様さまってのを見てみたかった」渋谷は目を細めて言う。「誤算だったのは、お前の免疫だ。普通なら、他人の記憶を押し込まれれば、拒絶反応に潰つぶされるもんなんだけどな……だが、その代わりに良いものを見させてもらった」

　渉はふたたび渋谷の目に先ほどと同じ種類の愉悦が宿るのを見た。

「お前が、《以心伝心マインドジヤツク》を使って優秀な怪盗候補生たちを次々に蹴け落おとしていく様は、なかなかの見み物ものだったぞ……俺にはなかった怪盗の資格を持ち、才能すらそなえながら、お前一人の傲ごう慢まんで地べたに叩たたき落とされる連中は皆いい顔をしていた……」

　はぁっ…………と、渋谷がついた長く深いため息の最中、ふたたび愉悦が色を変える。

「………………システマがある奴やつは……いーよなぁー……」

　──羨せん望ぼう。言葉で飾られぬ、むき出しの羨望だった。

「どんなに弱くたって、どんなに無ぶ様ざまだって、それさえあれば怪盗って奴の資格になる。俺にはなかったからな、そんなもの……」

　渉は、おそらく神かみ代しろに匹敵するであろう能力者を見据えながら、言った。

「他人のシステマを自由に奪えるお前が何を言ってるんだ」

「こんなの、俺の資格じゃないだろ……頭ん中には、よく知りもしない奴の希望や願望ばっかりがあふれてやがる……俺は──」

　ふはっ、と渋谷は笑った。

「俺は負け犬なんだよ。どこまでいっても……」

　渋しぶ谷やの声が、激しい苛いら立だちの感情に、大きく震ふるえ、揺れた。

「負け犬？」

「俺おれの気持ちなんてお前にはわからないさ。結局、そうやって自分の資格を認められたお前にはな……」

　渋谷は先ほども、自分のことを負け犬と称していた。

　いくつものシステマをその身に宿して、暴れ狂うその姿とはとても似つかわしくない比ひ喩ゆだ。

「……俺はな、怪盗になりたかったんだ」

　渋谷は、感情の嵐あらしの只ただ中なかで、一いつ瞬しゆんの凪なぎのような静かな声で言った。

　懐なつかしそうな──ひどく遠い昔の物語を語るような口調だった。

「だから、俺はコープスに入った。資格が欲しくて、欲しくてたまらなかった。それさえ頂ければコープスに用なんてなかった。……けど、気づけば、俺は、調整で負け犬の心以外全すべて奪われたコープスの犬だ。いくら資格があろうが、俺はもう二度と怪盗になんてなれやしない」

　だらりと脱力したように、渋谷は渉わたるにつきつけていた刃やいばを下ろす。

　それは力なくコンクリートの地面をつき、耳みみ障ざわりな音をたてて火花を散らした。

「なのに、いざ森もりノの宮みやに来てみれば、俺があれだけ欲した『資格』を持つのは、とんだ雑ざ魚こばっかり……。そんな奴やつ等らを潰してくれる音おと井いを見てるのは楽しかったが……じきにそれも飽きだからもう、ぜーんぶ、壊こわれてしまえばいいと思ってたのに……お前が……」

　上を向く渋谷の目が、ぐるりと動いて、渉を見下ろす。

　……さっきから、刃を下ろして、音井に注意を向け続けていた渋谷。

　けれど、その隙すきに渋谷を叩たたくことはできなかった。延々と叩きつけ続けられていた攻撃意志が、渉のスニーカーをコンクリートに張り付かせたまま動かさせなかった。

「お前が、あの神かみ代しろ明めい夜やを倒しやがって……お前のせいで、俺はまだこの痛みから逃れられないんだよ」

　渋谷の長いため息が──音井に対する返答の終わりとなった。

　波の音だけが、三人の沈黙を埋める。

「言いたいことはそれですべてか負け犬」

　やがて、音井がそう吐き捨てた。

「俺が財団の人質どうこうという話は、あとでたっぷりと聞かせてもらう。……だが何よりもまず、貴き様さまがこの俺を下げ賤せんの慰みの道具にしたことは万ばん死しに値する」

　音井は、紅潮を通り越して青白くなった閻えん魔ま面で昂こう然ぜんと叫んだ。

「──渋谷政まつりに命じるッ！　貴様の──」

　音井がすかさず発動させようとした──《金科玉条ルールブツク》は不発に終わった。その四し方ほう八はつ方ぽうから押し寄せてきた炭素の触手が、音井の喉のどを幾いく重えにも巻き付けて締め上げたからだ。音井に息一つ漏らすことすら許さず、気道と頸けい動どう脈みやくを首の筋肉ごと徹底的に引き絞る。

　しかしその瞬しゆん間かん、はじめて渋しぶ谷やの敵意が自分から音おと井いの方にそらされたことを渉は察した。その隙すきをついて、渉わたるは渋谷の横顔に拳こぶしを放った。拳は空を切る。目の前から渋谷が消えたように見えた。

　渋谷は、渉の足あし下もとに沈んでいた。地面に手をついて、首をひねって見据えている。

　渋谷が起き上がりざまに、乱雑につきあげてきたブーツが、渉の顎あごを打ち上げた。強制的に上向きにされる視界。視線を戻すと、渋谷は渉の前からいなくなっていた。

　渋谷は、炭素の足場を造り出して、甲板の上に跳ちよう躍やくしていた。

「頭に響ひびくんだよ……お前の声は……！」

　もがく音井に飛びかかった渋谷は、その顔面を片手で掴つかみ、炭素の繊維を引きちぎる勢いで、そのまま音井の後頭部を甲板に突き落とした。

　音井には、風かざ祭まつりのように反撃をする余地すら与えられなかった。

　音井の顔面を掴んでいた渋谷は、弾はじかれるように大きくのけぞって、鼓膜をつんざくような叫びを上げた

　──今度は、音井の《金科玉条ルールブツク》を奪ったのか。

　御三家のシステマを身に宿した渋谷は、その反動からか苦痛のうめきを上げている。

「ああ、悪くない気分だ……御三家の力が今俺おれの中に宿ってる……」

　興奮のためか、それとも痛みのためか、渋谷の声は泣き声のように震ふるえていた。

「御三家が協会の象徴だとしたら、その力を持つ今の俺は怪盗の象徴か？　──なぁ、杉すぎ崎さき！」

　渋谷の目が据わる、その奥に殺気を感じ取った。

　渉がワイヤーガンを構えて、船のアンカージャッキにフックを巻き付けて甲板に上るのと、ダイヤモンドのレーザーが一斉掃そう射しやされるのは同時だった。

　熱線が渉を貫くよりも早く、渉は、ワイヤーを手放して渋谷の懐ふところに飛び込んでいた。至近距離で、渋谷の双そう眸ぼうと視線がぶつかり合う。

「──何がしたいんだ、あんたは！」

　渉は、渋谷の鼻先で怒鳴った。

「言っただろ。力だよ。力が欲しいんだ──。怪盗よりも、コープスよりも……誰だれよりも強い力がな。お前には感謝してるよ……俺に、そのための力を与えてくれたんだからな」

　雷鳴が聞こえた。

　空中で、炭素が鉱物として強引に化合させられる元素の悲鳴だ。

「……俺は、怪盗なんてものに今さら憧あこがれは抱いちゃいない。だけどな」

　渋谷が後ろに腕を退く。

　その手には──歪いびつに伸びる長尺の炭素の刃やいばが握られていた。

　歯を食いしばってうめく渋谷の痛覚に呼応するように、炭素の細身の刃が、音をたてて、得え物ものとしての殺傷力を倍加させるためだけにどんどんその面積を肥大化させてゆく。

「……この痛みも何もかも全部捨てて、闇やみの中で彷徨さまよう前に……俺おれにはやらなきゃいけないことがあるんだよ……。この力で、誰だれにも負けない最強の能力者になって、ブチ殺さなきゃいけない野郎がいる……だから……そこを、どけぇえええーーっ！」

　渋しぶ谷やが絶叫しながら、左足を踏み込み、身体からだごと長ちよう重じゆうの刃やいばを振り払ってくる。渉わたるは、それを腰を落としてかわすと、身体を起き上がらせる勢いで拳こぶしを叩たたき込んだ。

　しかしその一撃は、炭素の壁を張った渋谷の掌てのひらによって受け止められた。

「そこから一歩も動くな」と渋谷が低い声で言う。「──杉すぎ崎さき渉わたるッッ！」

　ぎくりと体中の筋肉ににぶい電流が走ったような感覚があった。

　それは命令であり、殺害の宣告であった。

「お前の澄まし顔は吐き気がするんだよ……！」

　渋谷の手に、襟えり首くびをつかまれる。

　もう一方に、掴つかんだ黒い刃を、大きく引きつける。

《金科玉条ルールブツク》の機能によって、身動きがとれない。全身の血が凍り付いた。がらあきになった渉の腹に向かって、渋谷の刃が突き出される。

　しかし、渋谷の凶きよう刃じんは、渉には届かなかった。

「無線がジャミングされちゃって、一時はどうなることかと思ったけど……」

　割って入ってきた長身の後ろ姿が、渉を押しのけて、自らその刃を受けていた。

　背中から黒い刃を生やしながら、朝あさ宮みやはにっと笑んでみせた。

「……何とか間に合ったみたいだね、渉」

「朝宮。お前」

　渉は呟つぶやいた。

「ごめん、遅くなっちゃって……杏あんから渋谷政まつりが来たって報告は思念で受けてたんだけどさ……」朝宮は苦しげに咳せき込んだ。「意地悪しないで、ちゃんと杏と《以心伝心マインドジヤツク》をつなげておいた方がよかったのかな……」

　朝宮の手が、渋谷の腕を掴む。両手で、しかと離さぬように。

「けど、これで……なんとか、渉に迷惑かけちゃった分は取り返せそうだ……」

　今日の任務──港湾地区の外では、朝宮が『いつでも参戦できるように』と神こう坂さかと共に待機していた。余計なお世話だと思ったが、妙に責任を感じている朝宮には、好きにさせてやった方が後あと腐くされないと放っておいたのだ。それでも──そうだったとしても──

　こんな形での協力を望んだつもりはなかった。

「よく喋しやべるな、死に際ぎわに」渋谷が冷たく朝宮を見下ろす。

　侮ぶ蔑べつの言葉に──朝宮は、ふっと笑った。

「まるで──これで決着がついたみたいな言い方だね、渋谷さん」

「……あぁ？」

「一つ教えてあげようか、渋しぶ谷やさん。あなたが貫いた僕のお腹なかには、あいにくと血管も内蔵も神経も通っていない」

　顔を上げた朝あさ宮みやは、会心の笑顔で叫んだ。

「──あとは任せた！　ここから先は、君たちのステージだ！」

　威勢よくひるがえった朝宮の左手が、動きを抑えた渋谷の顔面を掴つかみ、もう一方の手が、渉わたるの額ひたいに押し当てられる。

　朝宮の瞳ひとみが青色に輝かがやいた刹せつ那な、脳を引き裂かれるような痛みが、渉の頭ず蓋がいを駆け抜けた。

　渉の脳裏をイメージが駆け巡った。

　無能力の兄弟を見下す父の冷たい眼まな差ざし。

　杉すぎ崎さき家の分家の人間たちが、自分たちをあざ笑う顔。

　俺おれが怪盗になってみんなを見返してやると誓った兄の背中。

　そして、最後に開けたのは、緑色の風景だった。




　杉崎邸の裏には、林があって、その中に一本の大きな木があった。名前はわからないが、春になると青々とした葉を茂らせる木だ。

　その木の頂は、まるで緑で形作られる玉座のようだった。兄の八や尋ひろは、その木に登るのが大の得意で、幼い頃ころからよくそこで過ごしていた。

　渉はいつも、空高くにいる八尋を見上げるばかりだったが、兄に追いつきたい一心で幹に手をかけた。そんな弟に向かって、八尋は緑の玉座から「やめておけよ」と言ったが、あくまで渉は「いい」と突っぱねた。

　八尋はそれ以上何も言わなかった。兄に対抗しようと思ったのは、朝の体術の組み手の最中に「お前に怪盗は無理だよ」と冗談交じりに言われた一言がきっかけだった。

　自分の全すべて上を行く兄の言葉だからこそもどかしくて、ただその思いを手がかりに黙々と幹を登っていった。

　気づくと、いつしか日は落ちていて、そして、玉座の八尋が目の前にいた。

　すぐそばまでやってきていた弟を見て、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ八尋は、

「すごいな、渉。さっきのは前言撤回だ」と、弟にめいっぱい開いた手をさしのべながら言った。「お前なら絶対になれるよ、怪盗に。俺たち、兄弟二人で怪盗だ！」──。




　──これが、と渉は思った。

　渉は、消えていく痛みの中、瞳を見開いた。

　これが──俺の怪盗の資格。アンチシステマを形作る器うつわの形だ。

「くっ……」

　渋谷の刃やいばが、黒い霧きりとなって消滅して、支えを失った朝宮が後ろにたたらをふむ。

「ごめん……あとは……」

　顔を歪ゆがめて、頭を押さえながら、朝あさ宮みやは膝ひざをついた。

　朝宮が今使ったのは、おそらく神こう坂さかから記憶操作でコピーされたであろう《サイドハンド》の機能システマ。それを使って、渉わたると渋しぶ谷やの間の記憶の歪みを復元したということなのだろう。

　しかし、他人の記憶を取り込むというのは、その人間に多大な負担を与えると神坂は言っていた。それがどれほどのものかはわからないが、あのいつも余裕たっぷりの朝宮がここまで弱った様子を見せるのだから、よほどのものなのだろう。

「──まかせろ」

　渉は、朝宮の前に一歩踏み出すと、目の前の渋谷を見据えて、後ろ足を引くと一気に前に向かって飛び出した。

　先ほど、渋谷が風かざ祭まつりからシステマを奪った時と同じく、記憶操作の影響で、一時的に《物質結合カーボンコピー》で作られた炭素の刃やいばは消え、《金科玉条ルールブツク》による命題も無力化されていた。

「渉！」

　後ろから風を切って、高速で目の前に光の羽毛を散らして駆け抜けてゆくスバル。

　渉は、それを目くらましのサポートだと瞬しゆん時じに判断すると、スバルが残した光の像の中に向かって右足を蹴けって飛び込んだ。

　その向こうに現れた渋谷に向かって、回転をきかせた右回し蹴げりを叩たたき込む。あっさりと受け止められたそれは、渋谷に対してはじめて与えた加撃だった。

「何度だって奪ってやる。その力」

　渉の蹴り足を振り払い、咆ほう哮こうした渋谷の身体からだに黒い霧きりがまとわりついたように見えた。それは、みるみるうちに粒子の結合を果たして、その長身の肉体を覆おおい隠してゆく。

　渋谷の身体を覆い尽くしたのは、炭素によって形作られた甲かつ冑ちゆうだった。手の部分にはまたしても黒の刃を作り出して、それを振り払ってくる。

　渉は後ろに跳んで間合いをとりながら、すぐさま距離をつめてくる甲冑を見据えた。

　──俺のアンチシステマなら、この炭素を操る《物質結合カーボンコピー》も打ち破れるはずだ。炭素を自在に構成できる機能を突破する能力。そんなものが──

　そう思った時、渉が拳こぶしを握りしめると、その中にエネルギーが生まれた。

　それは、炭素の同素体を破は壊かいすることのできる化学反応だ。

　……アンチシステマは、てっきり一機能につき一対抗機能が発揮されるのかと思っていたが、どうやらその限りでもないらしい。

　渋谷が、振り下ろしてきた黒の刃をかわすと、渉は一歩、渋谷の脇わきに踏み込んだ。軽くスナップして勢いをつけた拳を、渾こん身しんの回転をもって渋谷の甲冑の胸に叩き込む。甲冑の表面と渉の拳とが接触した瞬間、渦うず巻まく青い放電が、渋谷の鎧よろいを打ち砕いた。放電によるプラズマによって分子結合を引きちぎられた炭素の同素体が、分解して粉々に砕ける。

　──対抗機能は《電でん光こう石せつ火か》。以前は、鉄を操る能力者に対して発動した能力だ。

　渋しぶ谷やは、《電光石火》の発動を見て、瞬しゆん時じに手を変えてきた。

「《物質結合カーボンコピー》への対抗機能か」と渋谷は叫び、「鬱うつ陶とうしい……！」

　自らを包む甲かつ冑ちゆうを黒い霧きりとして散らすと、同時に光の中に姿を隠した。

　今度は──風かざ祭まつりの《光彩奪目ミラージユレイ》か。

　次の瞬間、渉わたるは、飛び込んできた渋谷のブーツの底を、真っ正面から胸に食らって、後ろに吹き飛ばされた。しかし、たたらを踏んで、仰あお向むけに倒れることはなんとかこらえた。

　だが、その時、渋谷はみずからの正面に一つの結晶体を生み出していた。模造ダイヤだ。その表面が光こう輝きを放ったかと思うと、高熱の矢となった熱線が渉の右肩を貫いていた。

「ぐっ……！」

　形容しがたい灼やけるような痛みに、身体からだが硬直する。

　その間に、渋谷の周囲に、次々と模造ダイヤの光熱砲台が生み出されてゆく。《物質結合カーボンコピー》と《光彩奪目ミラージユレイ》による組み合わせで、レーザーを乱射してくるつもりだ。

「負け犬には負け犬の生き様ざまがある！　俺おれはッ！」

　首輪から逃れようとする狼おおかみのように叫び狂いながら、渋谷は身を乗り出す。

「俺は、俺の目の前でそのただ一つのプライドすら踏みにじったあの野郎を許さない！　そのためにお前の力がいるんだよ、アンチシステマぁあーーーッ！」

　今さら《光彩奪目ミラージユレイ》のアンチシステマを探っている時間はない。向こうは光熱の速さで撃ち抜いてくる。神経細胞の電気信号よりも早い。

　──一瞬にして形勢が逆転した。あの数のレーザーが放たれたらこちらはもう──。

　目の前に、白い光が舞い降りてきた。渋谷と渉との間に立ったのはスバルだった。

「スバル」と渉は言った。「お前、いつもどうしてこういう──」

　スバルは、ぱんっ、と祈るように強く両手を合わせて握りしめると、ぐっと目を強くつむった。背の両りよう翼よくが音もなく、スバルの背丈の二倍はあろうかという大きさに広がって、スバルの細い身体を柔らかく包み込む。

　レーザーが放たれると同時に、スバルは一度閉じたその両翼を大きく広げてみせた。風と光とが辺りに広がる。空気中の埃ほこりを焼いて視認される熱線の筋は、スバルの羽根に弾はじかれると、そのままぐんっと偏向して輸送船の至るところに突き刺さり、炎を上げた。

　スバルの後ろにいた渉には当然──レーザーの直撃はない。

「お前、何をした」
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　渉は、上がらない右肩を押さえながら呆ぼう然ぜんとして言った。

「さっき風かざ祭まつりさんに襲おそわれた時、私の羽根に当たったレーザーが曲がってたの。だから、きっとやれるはずだと思って」

　スバルが光の中で振り向いて言う。

「私が絶対に渉わたるを守るわ。──だから、二人で行こう！」

　渋しぶ谷やを倒すためには、渋谷のくりだす全すべてのシステマを打ち破る必要があると思っていた。《物質結合カーボンコピー》、《金科玉条ルールブツク》、《以心伝心マインドジヤツク》、《光彩奪目ミラージユレイ》、全ての対抗機能さえ見いだせば、圧倒的優位に立つことはできる。それは事実だが、かならずしもそれだけではないのかもしれない。

「わかった」

　渉は直立の姿勢で、右足を引いて構えた。

「お前に任せたぞ」

　渉は、後ろ足を蹴けって前に飛び出すと、拳こぶしを払って雷撃の波を振り撒まいた。甲かん板ぱんを奔ほとばしる電光が、渋谷の展開した模造ダイヤを打ち砕く。

　そして、渉は開け放った活路を駆け抜ける。

「何で……お前らばっかり……何もかも……持ってやがるんだよ…………」

　震ふるえる声で呟つぶやく渋谷はまた光の中に姿を消したが、渉に先んじて空をかけていったスバルが渋谷のいる空間で先ほどと同じく羽根を開いて光の羽根を撒き散らした。

　その風光にあばかれるように、こちらに突っ込んでくる渋谷の姿が露あらわになった。

　渋谷はまたしても黒い刃やいばを造り出して向かってくる。

　馬ば鹿かの一つ覚えだ。

「……あんたは馬鹿だ」

　渉わたるは奥歯をかみしめた。

「記憶がシステマを作るんだろ。それを知ったあんたが、なんでまだ、他人のものにこだわり続けるんだ。あんたがあんたとして生きれば、可能性はあったかもしれないだろ」

　劣等感から始まった自分の道が、ここに来るまで少しでもそれていたら、もしかしたら目の前のこの男と同じ道を辿たどっていたかもしれない。

　自分に道しるべを示してくれた、兄のあの背中がなければ。

　自分を引っ張っていってくれた、どこかのお節介な正義の怪盗少女の手がなければ。

「力の在処ありかなんてどうでもいい。お前の見える風景とはちがうんだよ」

　渋しぶ谷やが後方に生んだ黒の槍やりが次々と降り注いでくるが、渉はそれを雷撃の拳こぶしを払い、全弾丸を打ち砕く。炭素の欠片かけらを突き破って、刃やいばを構えた渋谷が突入してくる。

「お前のシステマは復ふく讐しゆうの力だろ。父親に、分家の連中に、能力者全すべてに復讐するための力だ。俺はそれの正しい使い方をしてやる。お前の死しに際ぎわにさえ頂ければいい！」

　渉が、放電をまとわせた左ひだり掌てのひらで、渋谷の突進を迎え撃とうとした時──

　渋谷の手の中の黒い刃が、ふっと霧きりとなってかき消えた。

　同時に、渉の掌からも放電現象が収まって、消え去った。

　──しまった。

　渉はアンチシステマの明確な弱点を初めて認識した。

「……甘いんだよ、お前は」

　渋谷の拳こぶしが渉のみぞおちを突き上げた。

　コイツはまだ捨ててない──しがみついてる。

　そうだ、と苦く悶もんの中で渉は思った。アンチシステマはカウンター型の能力……なら──カウンターを打たれる前に能力を消滅させてしまえば、こちらは何もできなくなる。

「お前はもう復讐者なんかじゃない。敵を作るのは自分自身だ。情に塗まみれた今のお前には、もはやその力は生かし切れやなんかしない」

　息ができず、揺れ動く視界の中で、渋谷が叫んだ。

「その復讐者の資格は俺おれにこそ相応ふさわしい。そうだろ、アンチシステマぁああーーッ！」

　もはや、この渋谷に対してアンチシステマには頼れない。

　前に出るしかない。

　渉は奥歯をかみしめると、一歩前に踏み込んで、咆ほう哮こうを吐いて左の拳を放った。




　七なな草くさは、瞳ひとみを開いた。

　薄うす曇ぐもりの空で、霧きり雨さめが降っていた。けれど、徐々に、灰色の雲に切れ目が見えつつある。

「杏あん」

　ささやくような声がする。顔を向けると、朝あさ宮みやが微笑ほほえんで七草を見下ろしていた。

「……主税ちから？」と七なな草くさは呟つぶやいた。「渋しぶ谷やは……？」

「渋谷さんは……きっと……渉わたる、が……」

　朝宮は掠かすれ声で呟くと、七草の方に前のめりで倒れこんできた。朝宮の長身を、七草は小さな胸で必死に抱き留めた。力なく滑り落ちる朝宮の頭と肩を両手で懸命に押さえ込む。

「主税！」

　七草は、朝宮の頭を抱きながら、そこから伝わってくる感情の残ざん滓しを感じ取った。圧倒的な疲弊と混乱の中で、かすかな喜びの感情が読み取ることができる。

　……主税は無事だ。七草は、朝宮の髪に顔を埋うずめながら安あん堵どした。

　その時、優しげな感情が近づいてきて、そっと朝宮の髪に手を添えた。神こう坂さかだった。

「お前……？」

「これで、もう大丈夫です」と神坂は微笑ほほえむ。「彼の記憶は修復しました」

「修復……何があったの？」

「朝宮さんに頼まれたんです、私の『サイドハンド』の源みなもととなる記憶を与えて欲しいと……杉すぎ崎さきさんにシステマを取り戻すために、今は精神に負担がかかってもかまわないからと言われて」

　そう言われて、胸の中の朝宮を見ると、先ほどまでの苦しそうな表情は消えていた。

「システマの源となる記憶は特に強いものですから……ただじっとしているだけでも、正気を失うほど辛つらかったと思いますが」

「そうなのか……」七草は朝宮を抱く腕に力を込めた。「……ふん、馬ば鹿かな奴やつ」

　七草はふと、先ほどまで感情の消え去っていた埠ふ頭とうに、意識がよみがえっていくのを感じた。渋谷に記憶を奪われ、倒れていた者たちが、一人、また一人と目を覚まし、起き上がり始める。

　何が起きているんだ……？

　そう思った七草の耳に、遠い咆ほう哮こうが聞こえて、彼女は顔を上げた。埠頭に乗り上げた貨物船の甲かん板ぱんから、戦いの叫びが聞こえてくる。

　……誰だれかが、あの場所で渋谷と戦っている。




　渉の左の拳こぶしを食い止めた時、渋谷政まつりは、自分の中から七草杏あんの記憶が抜けていくのを感じた。両親から純粋な愛情を受けることができずに葛かつ藤とうしていた少女の記憶だ。

　同時に、目の前の渉から伝わってきていた闘とう争そうの感情が消えた。正確には、消えたのは渉の感情ではなく、それを感じ取っていた《以心伝心マインドジヤツク》のシステマが失われたのだ。

　これは──まさか。

　渉が渋谷を見据える双眼は、青く輝かがやいていた。記憶操作能力者が見せる眼光反応だ。奥歯を食い縛しばり、渉が振るう拳を肉体で受けるたびに、渋谷は、自分の中から記憶が消えていくのがわかった。音おと井いの記憶、風かざ祭まつりの記憶、自分が奪い去ってきた者の記憶──。

　それは、今まで自分が掻かき集めるように喰くらってきた力が失われていくという実感だった。渋しぶ谷やは、渉わたるの拳こぶしをかわすと、カウンターの形で、渉の顔面に全体重を乗せた拳を叩たたき込んだ。

「《ブレインロック》に対するアンチシステマか」と渋谷は声を荒らげた。

《ブレインロック》。今の自分の力を造り出している、記憶操作のシステマだ。渉の目の輝かがやきはおそらく──こちらの記憶武装を解除していく対抗機能。

　後ろによろめいた渉は、その場に踏みこらえると、休む間もなく身体からだを起こす勢いで回し蹴げりを放ってきた。それを腕で受けた途と端たん、また別の記憶が失われていった。

　──今度は、格かく闘とう術の技術の一体系が、頭の中から消えるのがわかった。これも、他者の技術の記憶だったのかと今さら気づく。

　渉の攻撃を受けても、渋谷は数倍の手数で反撃を叩き込んだ。だが、その一撃一撃の鋭さが加速度的に失われ、渉の攻撃をかわす速度もわずかに緩かん慢まんになっていくのを実感した。

　叩き壊こわされて、散らばっていく記憶の欠片かけらの奥底に、渋谷は、コープスの施設での日々を見つけた。

　コープスの記憶能力者補充計画に参加した、三人のメンバーとの記憶だ。

　彼かれ等らとは、調整期間の中、まるで家族のように過ごし、そして、ライアーの手によって抵抗すらできずに消された──

　が、その時だった。

渉が何度目かの拳を放ってきた時、渋谷の記憶の中に、見知らぬ少女の顔がよぎった。

　少女。

　那な々な衣いという名の、髪が長く、華きや奢しやな少女だった。

　誰だ？

　渋谷の問いに答えたのは、自らの記憶だった。

　渋谷と同じプロジェクトに参加していたメンバーは──三人ではない。四人だ。

　その四人目の少女が、那々衣だった。自分より四つ年下だったが、ひどく聡そう明めいで、柔らかに喋しやべる子だった。白衣がよく似合う、白い肌の女の子だ。

　はじめは自分を兄のように慕い、いつも一緒にいた。邪じや気きというものがなく、劣等感に満ちたメンバーを繋つなげてくれたのが彼女の聖母のような慈愛だった。

　わたしたち、もう家族だね、と言った彼女の言葉が皆の心を繋げた。

　当惑する渋谷の脳裏で、記憶が形を変えていく。家族同然に過ごしていたメンバーの中に少女の姿が現れて、上書きされていく。

　──渋谷は、気付いた。

　渉のアンチシステマは、奪った記憶を戻すのではなく──記憶の『復元』の機能なのか。だとしたらこれは、俺の記憶なのか。『薔ば薇ら』ですら蘇よみがえらせることができなかった記憶。

　そして、ついにあの日の映像が上書きされる。

　施設にやってきた『ライアー』に消されていくメンバーの中に那々衣の姿があった。

　ライアーはまるで優しい兄のような顔で、逃げ惑う那な々な衣いを片手で押さえ込んだ。

　弱音を吐くことのない那々衣が、助けを求めていた。助けてと訴えながら彼女がもがくように伸ばしてきた指先に、渋しぶ谷やは必死に手を伸ばそうとしていた。ようやく届いて、握りしめた那々衣の手は恐怖に震ふるえていた。

「やめろ。やめてくれ」

　渋谷はライアーに訴えながら、那々衣を引き寄せ、抱きしめ守ろうとした。

　だが、それすら渋谷にはできなかった。

　那々衣の小さな手は、空間の圧縮に飲まれて跡あと形かたもなく消えた。

「──那々衣」

　渋谷は、自らの記憶の慟どう哭こくに目覚めるように、双そう眸ぼうを見開いた。

　目の前に、復ふく讐しゆうすべき相手が立っていた。那々衣を消したライアーに向けてかつて渋谷が振るったのは、炭素で造り出した巨大な大おお鎌がまだった。




「返せ……」

　そう呟つぶやいた渋谷が突とつ如じよ、獣けもののような咆ほう哮こうを放った。炭素の雷鳴を轟とどろかせて、渋谷が突き出した手から、甲かん板ぱんの幅に匹敵するほどの刃やいばが生まれ、歪ゆがんでふくれあがり、あまりにも大きな黒の鎌を造り出す。

「そいつを……那々衣を返しやがれ、ライアぁあああああーッッ！」

　半なかば正気を失った形ぎよう相そうで、喉のどから絶叫を迸ほとばしらせて、渋谷が甲板にブーツを叩たたきつけて踏み込んでくる。血走る目で、渉わたるの顔を捉とらえ、憎悪の全すべてを込めた眼光を突き刺しながら、全身を振り回して大鎌を放ってくる。空気を裂き、貨物を砕き、断ち切り、甲板を引き裂いて、渉めがけて真っ黒な刃が迫ってきた。

　渉は、かわさなかった。その必要などなかった。むしろ、何な故ぜ今になって渋谷がこんな攻撃に打って出てくるのか、渉は理解できなかった。

　渉は左の拳こぶしを握りしめると、右側から迫ってくる大鎌に構わず渋谷に突っ込んでいった。渉が、機能発動の意を念じると、掌しよう中ちゆうに生まれた放電が迸った。閃せん光こうを曳ひく左拳で、迫ってきた鎌を迎え撃つ。荒れ狂う稲妻が、炭素の結合を引き裂いて、大鎌を真っ二つに断ち割った。

どんな物量で圧してこようが、炭素を分解する術すべをこちらは心得ている──

　渋谷の、明らかな失策だった。

　渉は、鎌を打ち砕いた拳をさらに強く握り固めると、踏み込んだ軸足を支点にして、後ろの足を渋谷の方へと置いた。その踵きびすを返して、身体からだを一回転させると、渋谷の姿がちょうど正面に現れる。

　頭上を舞うスバルの目から見れば、きっとまるで渉の周りに稲妻の輪が生まれたように見えただろう。

　渉わたるは、渋しぶ谷やの姿を見定めると、雷撃を纏まとう拳こぶしを、全身の回転と遠心力を加えて、ただがむしゃらに渋谷の顔面に叩たたき込んだ。電光が弾はじけて、視界が刹せつ那な、真っ白に染まる。渋谷の身体からだは、その一撃によって、地面に叩たたきつけられて、大きく跳ねて転がった。

　だが、高圧電流を食らってもなお、渋谷はまだ意識をたもっていた。

「……っ、が……」

　まるで砂を掴つかむように、渋谷は甲かん板ぱんに爪つめをたてて、弛し緩かんした筋肉に鞭むち打ってなんとか起き上がろうとする。歯を食いしばり、憎しみの形ぎよう相そうで渉を睨にらみ上げていた。

「あんたにとって……ライアーって奴やつがどれだけ憎いのか知らないが…………」

　渉は、なおもあがく渋谷を見下ろしながら、呟つぶやいた。

「……あんたの敗因は、最後の最後で復ふく讐しゆうに血迷ったことだな」

　彼が生み出した炭素の大おお鎌がまは、まるで、渋谷の墓標のように甲板に残っていたが、端から少しずつ粒子となって崩れて消えていった。

　やがて、鎌が風に流され跡形もなく消える頃ころ、渋谷の執念もようやく意識の底に沈み、その手は力なく甲板に落ちていた。

　渋谷に拳を振るうたび、自分の中を他者の記憶が駆け抜けていく感じがあった。そのたびにひどく頭が痛み、一発一発をふるうのがひどく負担だった。

　渋谷の横を通り過ぎ、甲板の端まで歩いて行く。それで、もう限界だった。かくんと無意識に折れて膝ひざを甲板につき、顔すら上げるのが億おつ劫くうになってうなだれる。

　終わった……。

　渉は、長いため息をついて、ようやくその実感を覚えた。

　……終わったんだ、これで。

「渉」

　優しげな声が降ってきて、目の前に、白く綺き麗れいな指先が伸びてくる。

「帰ろう、渉。森もりノの宮みやに」

　顔を上げると、スバルが優しく微笑ほほえんでいた。

　スバルが、ちらと埠ふ頭とうの方に視線を目で示したので、そちらを見ると、神こう坂さかは安あん堵どの目もく笑しようでこちらを見て、七なな草くさは朝あさ宮みやを抱きながらじっと見上げ、風かざ祭まつりは胸に手を添えてぼうっとした顔で渉を眺めていた。先ほどまで倒れていた人々も立ち上がり始めている。

　渉は、皆の視線が集まっていることに居心地の悪さを覚え、ただ肩を竦すくめるのみだった。




　　　　◇




　森ノ宮の学院長室に、灰はい谷たにの一報が届いたのはそれからまもなくのことだった。

　任務に参加していた灰谷からの電話だ。

『乙おと旗はた、任務は失敗だ。《槍やり》を奪ったサーカスの一味を追跡していたところだったが、今し方追跡の中止を命じられた』

「……ああ、こちらも既にその通達は受けた」

と、乙旗は応こたえた。灰はい谷たにからの連絡を受けるちょうど数分前に、協会本部からの連絡があった。《槍》はサーカスの手に落ち、協会及びコープスはその追跡を断念する──と。

『協会側の判断は？　やはり《一いち日じつ之の長ちよう》を使用するのか」

『協議をするまでもなく、財団側から通達があった。──《一日之長》は使用しない。それが財団の決定だ』

『……《槍》が奪われたというのにか』

《不在証明の槍ロンギヌス》。神話級の三さん神じん器ぎに選ばれる一つを奪われ、財団がただ静観しているとは考えづらい。何かしらの思惑があるのだろうが、それは今の自分が干渉できる事柄ではない。だから、今灰谷から訊きくべきことはたった一つだけだった。

「灰谷。それで──我々の生徒は無事なのか」

『ああ。そう報告を受けている』

「それだけ聞ければ充分だ」

　灰谷は、小さく鼻を鳴らして、電話を切った。乙旗は、携帯を机の上に置くと、肘ひじ掛かけの椅い子すにもたれて、天井を仰あおいで「やれやれ」と呟つぶやいた。




　　　　◇




　協会のエージェントを乗せた移送車両と、パトカーと消防車の隊列とが、市道で行き交う。移送車両の後部座席で頬ほお杖づえをつきながら、音おと井い直なお弥やは、沿岸部にひた走るそれらの車列を眺めていた。おそらくは、輸送船座礁事故が起きた現場に向かう警察車両だろう。

　いずれにしろ今回の任務は、怪盗の仕事というにはあまりにも騒そう々ぞうしすぎだ。いくら記憶を操作できるコープスがいるといえど、どこまで事実隠いん蔽ぺいできるかわかったものではない。

　音井は口の端についた血を親指でぬぐうと、チッと舌打ちした。任務でこれほど身体からだを手痛くいためつけられた経験は、はじめてだった。その事実にいらだつ。

　そして、彼の心をさらに揺り動かしたのは、その直後にかかってきた緊急電話だった。

「渋しぶ谷や政まつりが消えただと」

　協会の任務を阻害した罪によって、財団に捕ほ縛ばくされることとなった渋谷政。後ほど、彼にいくつかの真実を質たださねばならぬ質問があった。

　渋谷は自分をいつでも殺せると言っていた。その自分は財団の『人質』だと。

　音井は、港に引き返せと訴えたが、運転手は音井の付き人ではなく財団の人間だった。当然ながら警察の捜査が手が入る港には戻れないと断りを入れられる。

「ふざけるな貴き様さま。奴やつには聞かねばならないことがあるんだ！　今すぐに引き返せ！」

　音おと井いは吠ほえるように恫どう喝かつすると、ガラス戸に拳こぶしを叩たたきつけて叫んだ。




　　　　◇




　渋しぶ谷や政まつりは、廃ビルの屋上で、割れたガラスの下にもたれていた。薄うす汚よごれた床には、ガラスと塵ちりが散らばっていたが、なぜだかその空虚な光景は心を落ち着かせた。

　階段を上ってくる足音が、いくつも聞こえていた。ガラスを踏みしめて入ってくる、スーツ姿のコープスが五人。その後ろから『管理者』が二人やってくる。

　片方は、優等生のように透明感のある微笑ほほえみをたたえながら、後ろ手を組んだ、タイトなブラウスにプリーツのミニスカート姿の華きや奢しやな少女だった。

　……けむたいですね、ここ、と少し眉まゆをひそめて口元を手で押さえる少女のかたわらを過ぎて、もう一人の『管理者』が渋谷の前に歩み出てきた。

「お前とは良い関係を築けてたと思ったんだけどなあ」

　そう言ったのは、紫のダッフルコートを羽は織おった、渋谷より少し背の低い黒髪の少年。指先で、無地の仮面をくるりくるりと回しながら、彼は笑った。

　管理者のコードネームとしての『ライアー』を付された少年だ。

「人の記憶をさんざん引っかき回して、何言ってやがる……お前の言うことは嘘うそばっかりだっただろうが……」

　渋谷は立てた片かた膝ひざの向こうに、ライアーの笑顔を見た。

「お前こそ他人の記憶をさんざん奪い取っておいて、今さら俺おれだけ悪者扱いするなよな」

　コープスの前に出てきたライアーは手持ちぶさたに、右へ左へと歩き出した。

「……それにさ、違うよ、渋谷。嘘っていうのは、唯一の真実じゃないか。それを見抜くことだけが、人が真実に近づける唯一絶対の手段だと俺は思ってるよ」

　ガラスを踏みしめる足を、渋谷の前で止めて、『ライアー』は親しげな嘲ちよう笑しようを浮かべる。

　愛を以もつて他者を嘲あざける、この男特有の笑い方だ。

「俺は正直者だろ？　渋谷」

　杉すぎ崎さき八や尋ひろは、胸に手を添えて優しげな声で言った。

　姿形は、杉崎渉わたると瓜うり二ふたつだ。しかし、杉崎渉は自分にしか興味がない。自分に干渉するものを時に疎うとましく思いながらも、他人を見下しすらしない。

　だけど、こいつは違う。自分の存在と、自分の力が、どこまで他者を引っかき回すことができるのかを楽しんでいる。

「さっきお前と別れてからは、なかなか大変だったよ……」と八尋は困ったように笑い首を傾けた。「協会とサーカスはあちこちでやり合ってるし、うちの貨物船はサーカスに乗り込まれてるしで……《槍やり》も結局、サーカスに持ち逃げされちゃったみたいだからな」

　渋しぶ谷やは、深いため息とともに足あし下もとを見つめた。

「コープスも落ちぶれたもんだな、サーカスなんぞに出し抜かれて……」

　ははっ、と八や尋ひろは爽さわやかに笑った。

「また引っかかった。俺おれは正直者だって言ったろ」

　カランと音を立てて、八尋の手から仮面が落ちる。

　視界の隅に移る八尋の影が大きさを増したのを見て、渋谷は顔を上げた。そして、そこで渋谷の目に映ったのは一条の槍だった。

　音もなく現れたのは、金色の槍だった。

　鮮やかな金の飾りを施ほどこされた、美しく、巨大な槍が、八尋の手に握られている。その身はいくつもの鋭えい鋒ほうが蔦つたのようにくねり、混ざり合って、一つの穂ほ先さきを造り出している。

「ああ、実物、見たことないっけ。これが《不在証明の槍ロンギヌス》。綺き麗れいだよなあ……たったこれ一本のために、あれだけ大勢の能力者が奪い合ったんだぞ」

　八尋は《槍》を裏返したり、手の中で転がしたりして、その姿を観察する。

「しかし、サーカスもまだまだだよなあ……あれが偽物とも知らないで。ま、仕方ないか……」

　八尋は片手でぐるりと《槍》を回すと、彼の機能の特徴でもある白い輝かがやきの空間反応を生み出して、ぶつんと《槍》を虚こ空くうにかき消した。

「あとはこの《槍》を財団に持っていくだけなんだけど……ところで、渋谷さ？」と八尋は渋谷を見下ろした。「お前、まだこの俺を殺したいって思ってる？」

　余裕たっぷりの薄うす笑わらいで告げられた言葉に、渋谷の中で鈍っていた、復ふく讐しゆう心しんが揺れ動くのを感じた。至る所が錆さび付き、軋きしみ、悲鳴を上げているような身体からだを起こす。よろめいて壁に肩をぶつけると、八尋は、ああこら待てって、と手で制した。

「ボロボロなんだから、無駄に体力使うなよ。ただでさえ、お前、記憶武装が解除させられちゃってるんだから、普通にやっても無駄だろ」

　八尋の言葉は事実だった。渋谷は、もう頭の疼うずきは一切感じていなかった。即すなわちそれは、他人の記憶で固めた力の全すべてが失われたという事実に他ほかならない。

「だから、ちょっと待ってろ」

　八尋が軽く右手を振ると──ビルのフロアに無数の白光の空間反応が生まれた。その輝きは、渋谷の視界を真っ白に埋め尽くして、やがてそれが過ぎ去った頃ころ──

「どれでも好きなの自由に使っていいぞ。ぜんぶ戦せん闘とう用だ」

　軽く首をかしげた八尋を中心として、無数の神じん器ぎが突き立っていた。床一面だけではなく、壁から、天井から、武具の形状をした神器が生えている。

　西洋刀から日本刀、三みつ叉またの槍から戦せん斧ぷ、絢けん爛らんな装飾を施ほどこされた神器の数々だった。立錐の余地すらなく、それぞれが刃やいばと柄つかとをそれぞれぶつけ合わせている。

「何本折っても気にするなよな。ご希望があればいくらでも同じのを出してやるから」

「同じのを……？」渋しぶ谷やは眉まゆをひそめた。

「……あ、そっか。お前には、まだこういうパフォーマンスは見せたことないっけ……」

　八や尋ひろは首から提さげたチェーンを指でつまむと、それをなぞるように指を滑らせる。

「本当のことだって嘘うそにできるし、嘘だって本当のことになる。俺おれはそういう能力者だからな。お前も知ってるだろ？　この世界で唯一正直者の俺に与えられた『資格』──」

　八尋は指に触れたロザリオを左手で掴つかむと、右手を横に伸ばして広げてみせた。

「──《ライアーライセンス》」

　ぶんっ、と八尋の右手の上に起きた空間反応のあとに生まれたのは──

　もう一つのロザリオだった。




　……ああ……。渋谷は、八尋のパフォーマンスによって生み出された《嘘》のロザリオを見つめながら、ようやく真実に辿たどり着いた思いだった。

　……アンチシステマじゃなかった。俺に必要なのは、あんなものじゃなかったんだ。

　負け犬の怪盗が求めるお宝は、こんなところにあった。




「遠慮はしなくていいぞ──俺はこいつを使うから」

　八尋は、コートをひるがえして、手の中に生んだ《不在証明の槍ロンギヌス》を華麗に払ってみせた。

　空くうを切ったその槍やりを、まるでキスをするように顔の高さに掲かかげて、柄つか越しに八尋はこちらに視線を投げかけてくる。

「今のうちに知っておきたいんだ、この《槍》の切れ味を。付き合ってくれるよな、渋谷？」

　隊長、神じん器ぎの無断使用は……！と後ろに控えるコープスの一人が慌てて呼びかけてくる。

　しかし、八尋はそれに耳すら傾けようとせず微笑ほほえんでいる。

「ああ……付き合ってやるよ、糞くそ嘘うそつき野郎め」

　渋谷は笑み混じりの声で言った。胸の奥底から高揚がわき上がってくる。

　──この感情に名前をつけるなら、それはきっと希望だ。

「ならよかった。で、まずはどいつを使う？」

　八尋が問いかけてくる。

　答えは一つだった。

「全部だ」

　渋谷はそう言って、手元の金色の剣の柄に触れたが、それを手にとることはできなかった。渋谷の触れた剣の柄つか頭がしらから、刃にかけてが一いつ瞬しゆんにして塵ちりと化したからだ。

　ぶつかりあっていた神器たちの間に、その分解現象がことごとく波及していく。室内を埋め尽くす神器が粉ふん塵じんとなって砕け散り、それは灰色の霞かすみとなって渋谷の周囲に立ちこめた。それは、渋しぶ谷やの手で殺された神じん器ぎの遺灰が造り出す霧きりだった。

「隊長」

　八や尋ひろの後方で、管理者の少女が怪け訝げんそうな顔で呼ぶ。

「ああ、心配するなよ、一応見たことあるシステマだから。と、言っても……」八尋は《槍やり》を振り払って、面倒くさそうに首をかたむけた。「面倒だから、完全に他ほかの奴やつに移して処理したはずなんだけどな。その対俺おれ専用のシステマ」

「全部、元に戻されたんだよ……糞くそ思い出したくない記憶も全部……」

　渋谷は「っは」と笑って、爛らん々らんと戦せん闘とう意志に輝かがやく瞳ひとみで八尋を見据えた。

　あの日、目の前で那な々な衣いを消され、渋谷はただ目の前の八尋をただ屠ほふりたいと願った。ただこの男の存在を否定したいと。その感情一つによって生まれた──『神器の分解と再構築』のシステマだ。名前はない。あえて名付けるとすれば……八尋に対して、手の届く範囲にある、考えられ得る限りの殺害可能性を掻かき集めて叩たたきつける《廃棄処分ブルートフオース》だ。

「だけど──これでお前と戦える。お前の弟のおかげだな」

　それまで余裕に充ち満ちていた八尋の目がわずかに暗い闇やみが宿る。

「弟？　あの出来損ないを弟だなんて呼ぶな」

　八尋が呟つぶやくように発した声には、自分のよく知る感情が交ざっていた。

　──憎しみ。

　だが、渋谷にとって八尋の憎悪など興味はなかった。

「お前の都合なんざどうでもいい……お前の嘘うそで、現実を全部ひっくり返してやるよ」

　獲物を見据えた獣けもののように、渋谷は、姿勢を沈ませてゆく。

　後ろに曳ひいた左手に、神器の灰が集まって、巨大な──異い形ぎようの神器が造り出されていく。チェーンソーのように細かな刃やいばの一つ一つが神器の穂ほ先さきとなっている、巨大な鎌かまに近い歪ゆがんだ形状の神器だった。まるで細胞が増殖するように、雷鳴をたてて膨張して生まれ出いでたそれは、廃ビルの、床と、天井と、壁とを貫き、打ち砕いた。

「お前のその『資格』、俺おれがもらうぞ、ライアー」

　崩れ落ちた壁から差し込む朝焼けの光を背負いながら、渋谷は歯を剥むき出して笑うと、復ふく讐しゆうの鎌を振り払った。





	
		[image: ]

	




　　　エピローグ




　渉わたるは、口論の声に目を覚ました。ベッドを出ると、生徒寮の一室で朝宮と七草とが口論をしていた。正確に言うと、朝あさ宮みやの方が一方的に説教をされていた。

「主税ちから」

　低い声を出す七なな草くさ。

「はい」

　正座する朝宮。足が痺しびれているのか、ミニ朝宮が足あし下もとでしきりに爪つま先さきをマッサージしている。

「何だこれは！」

「何だって……超ミニの制服ですけれども……」

「お前は馬ば鹿かなのか！　どうしてこんなものをあたしに着せるんだ……？」

「見たかったから」

「はあ!?　あ、あたしにこんなもの似合うわけないだろ！」

　なんだこいつらは……。

　渉が腕組みしながらベッドにもたれて、修羅場中の朝宮と七草を眺めていた。七草は白い森もりノの宮みやの女子制服姿だが、異様にスカートが短い。スバルもわりと短い方だが、それ以上だ。

「……あたしをからかうなんていい度胸だな……」

「ちがうんだよ、杏あん、これはだね、きみがふたたび怪盗を目指すのであれば必要な処置でね」

「……どういうことだよ」

「きみはいささか恥ずかしがり屋過ぎる」と朝宮主税はぴっと七草を指さした。「人前でダンスも踊れないなんて、そんなのは怪盗としてどうかと思うんだ。だからこれはそういった魅みせる力を鍛えるための第一歩なんだよ」

「怪盗っていうのはそういうところが嫌いやだって何度言わせればわかるんだ、お前は。あたし、怪盗のことがまた嫌いになりそうだよ……」

「何だって、それは駄目だ杏！　僕のことはスケベ野郎とでもミニスカ馬ば鹿か野郎とでもいくらでもののしってくれてもいいけれど、怪盗だけは嫌いにならないでくれたまえ！」

　なんだこいつら……。

　さっさと朝一のランニングに行きたいのに、居間を占拠されていては着替えられない。

「……あたし、主税の考えてることが知りたいよ」

　七草が珍しく少しむくれながら言う。

「そう？　《以心伝心マインドジヤツク》の機能があるから、うっすらとはわかるんじゃない？」

「あたしの足を見ている……そういう不ふ埒らちな目で見るな……」

「お、おお」と下心を見抜かれて朝宮が狼狽うろたえる。

　七なな草くさは赤い顔でスカートの裾すそを一生懸命押さえながら、眉まゆを下げてつぶやく。

「けど、そういう話じゃない。あたし、今までに一度も主税ちからとリンクがつながったことないんだ。あたしは何度もお前のいうことを聞いているのにさ……」

「それでそのミニスカートもちゃんとはいて見せに来てくれたんだ」

「そういうわけじゃないけど……」

「へえ、じゃあますます秘密は教えられないなあ」

「ふん……そうかい、わかったよ。いつかトリックはあばいてやる」

　七草はむくれて、すたすたといきりたった足取りで部屋を出て行こうとする。

「あ、杏あん、じゃあまたあとで食堂でね。僕ら、二階の窓際だから」

「……ああ」ぷいと七草はそっぽを向く。「行くけど、主税の隣には座らないよ……」

　去り際、七草はちらっとこちらに目配せしてきただけだった。

　渉わたるは、七草と入れ替わる格好で、眼がん福ぷく眼がん福ぷくと呟つぶやく朝あさ宮みやの下もとに歩み寄った。

「七草の復学が決まって、お前の一大ミッションも終わりか」

「んー、そうだね……」

　朝宮は、個室のベランダに出て、大きく伸びをした。

「僕のお役目は、これで無事終了！　あとは、これからじっくりと杏に怪盗とはなんたるかのプライベートレッスンをほどこしてゆくのみだね」

「七草の実力は見てる。本人にやる気があるなら、それなりにはやれるだろ」

「おぉ、渉が他人を認めるなんて珍しい」

　渉は肩をすくめた。

「それより、お前の方はどうするんだ。学校をさぼりすぎて優秀生セレクトから転落したのだって、今回の七草復帰の準備のためなんだろ。これからどうするんだ」

「四の五の言わず挽ばん回かいするのみさ。……けど、目下課題が山積中だから、渉もたまには手伝ってね……」

「なんで俺おれが……」

　渉はため息をついた。

　その時、バンッと勢いよくドアが開いて、また七草が現れた。

　まだ何か文句があるのだろうか、つかつかと朝宮に歩み寄ってゆく。

「あたしはそんな話聞いていないよ」

「はい？」

「優秀生セレクトじゃなくなったって、今杉すぎ崎さき渉が言っていた」

　俺の心を読んだな、と渉は気づいた。こっちの心から会話を盗み聞きしたのだろう。

「主税は馬ば鹿かだよ」は七草は怒った顔で言う。「お前は、怪盗になれなかったら、家を継がされるって約束でここに来ていているのにさ」

「ああいや、それは別に、君のためというよりも僕の実力不足で──」

　七なな草くさは、言葉途中の朝あさ宮みやのネクタイを掴つかむと、それを、ぐい、と引っ張った。くっと爪つま先さきを伸ばして、背の高い朝宮の頬ほおに顔を寄せる。
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　……こちら側からは、完全に死角になっているが。

「お……」と朝宮。「お？」

「………………」

　七草は、赤い顔でかかとを地面につけて、しばらくうつむいて黙ってから、

「お礼」

　七草はすたすたと部屋を出て行って、バァン！と騒そう々ぞうしくドアを閉める。

「……キスしたぞ」

　渉わたるは握り拳こぶしを口に当てて、思案顔で呟つぶやいた。

「された」

　朝宮は目を丸くして言った。それから一日中でれでれ顔で、朝食の席では七草に「へらへらするな！」と一いつ喝かつされていた。




　凜りんとした声が、午前授業を終えた、森もりノの宮みやの中庭に響ひびき渡った。

「──音おと井い直なお弥や！」

　カレッジと図書館棟。

　噴水前で、二人のプリーフェクトが対たい峙じしていた。

　音おと井い直なお弥やと風かざ祭まつり飾かざり。

　渋しぶ谷や政まつりが抜けて、たったの二人となったプリーフェクトの二人は、どちらとも派は閥ばつの取り巻きを連れずに一対一で、それぞれ横目で睨にらみ合っていた。

「気安くこの俺おれの名を呼ぶか。風祭家め」

　音井は、右手をポケットに入れながら昂こう然ぜんと言い返す。

「あなたの独裁もこれまでよ。《以心伝心マインドジヤツク》のシステマを失い、あなたのシステマ強ごう奪だつが絶対のものではないとわかった今、あなたを恐れるものなど誰だれもいないわ」

　風祭飾は両りよう肘ひじを抱えたお澄まし顔で、サイドの髪を手でかき上げた。

「何を偉そうに。貴き様さまなどすぐに握り潰つぶせる」

　音井は苦々しげに風祭を睨む。

「そうかな」

「風祭飾だけならどうか知らないけど、今はあたしがいるんだよ。音井直弥」

　ふん……と笑いながら、カレッジの方から歩いてきた七なな草くさが、両者に口を挟はさむ。

「お前のお得意の言こと霊だまは通じない。あたしに命令したら、お前はまた終わりだからね。前だってそうだっただろ」

　これまでの音井だったらプライドを揺るがされた分、それを取り返さんとしていたはずだ。しかし、彼の返す言葉は意外なものだった。

「今そんなことはどうでも良い」

　音井は、風祭と七草には目もくれず、吐き捨てるように言った。

「今の俺に、貴様等らなどに関かかわっている暇などないんだ」

　音井は二人を無視して、歩き出そうと足を前に出すが──そのブーツを強く地面に叩たたきつけると、

「──しかし、ゆめ忘れぬことだ。七草家、風祭家、今の言葉、音井は決して忘れない」

「望むところです」

　風祭は、胸のリボンを握りしめて目を伏せた。

　音井は相あい槌づちを打たずに首をかたむけたのみで、カレッジの方へと一人消えていった。

「ところで、風祭飾だけならとはどういう意味かしら？」

　風祭はじとりと七草を睨む。

「そのままの意味だけど。一人の時は音井に苦戦してたって聞いたよ」

　風祭が少しむっとする。

「悪かったわね…………それより、あなた、そのはしたないスカートは何？　そんな短いものでカレッジの中を歩き回るつもり？」

「ああ、心配しなくてもカレッジには行かないって伝えてきたよ」

「な……」風かざ祭まつりが驚おどろく。「御三家がカレッジに住まないなど……！」

「知らないよ。あたしにはハウスの方が向いてる」

「昔から思っていたけど……あなたは少し立場を自覚したら？」

「そういうのはやめるって決めたんだ」

　七なな草くさもまたそう言い残して、こちらに向かって、渉わたるの横を歩き去っていく。

　最後に残された風祭がこちらを向くと、渉と目が合った。

「……渉」

「これで、まともなプリーフェクトもあんた一人だな」

　渉は肩を竦すくめて言った。

「ええ……」

　風祭は金の髪をひるがえして、こちらを向き直る。

「音おと井いの脅威もなくなって、風祭派と揶や揄ゆされた徒党もこれで役目はおしまい──これからは、私が風祭の名にかけて、この森もりノの宮みやをかならずや協会の最高学府にしてみせるわ」

　渉は軽く皮肉を込めて言った。

「あんたの女王様ぶりは様さまになってたけどな」

　風祭は両りよう肘ひじを抱いて目を伏せ、スッと澄ました顔でこちらを見据えてきた。

「……言っておくけれど、杉すぎ崎さき渉。人前でプリーフェクトの私にそのような乱暴な口をきくのは許しません。あなたと私とでは立場が違うのよ」

「じゃあ、人前でなかったらいいのか」

　ためしにそうぶつけてみた。

「え……」

　風祭は一つまばたきしてから、くるっと向こうを向いた。そのまま《光彩奪目ミラージユレイ》のシステマを発動して、彼女の姿が光のベールの中に消えてゆく。

　愚問だったか。

　渉はそう思って、背を向けようとすると──

「今は……誰だれも見ていないから、許してあげるわ……杉崎くん」

　高い光の中、風祭がぽつりと呟つぶやく声が聞こえてきた。




　音井直なお弥やは、カレッジの第一談話室に出向くと、そこで待つ客人の姿を見た。

「あ……あの、音井さん、この服……」

　神こう坂さかは、森もりノの宮みやの女子制服に身をつつみ、恥ずかしそうに身をよじっていた。しかし、二十二歳と名乗っていたわりにはなかなか様さまになっているようにも見えた。

「黙れ」と音井はみなまで聞かずに吐き捨てて、椅い子すに腰を落とした。「その格好が俺おれに都合が良いんだ。俺おれが着ろというなら、棘いばらの服とて黙って着ろ」

「……え……」

　神こう坂さかは、不安げに眉まゆを八の字にする。

「怪盗としての授業に出ろと言っているわけではない。お前をなんのために呼んだかは、わかっているのだろうな」

「……は、はい」

　神坂を呼びつけたのは、あの港湾地区での任務の翌日だった。

　身柄を拘束したはずの渋しぶ谷やが逃亡して、行方ゆくえ不明となった今、彼が残した『財団の人質』という言葉の意を当人から聞き質ただすことはできなくなった。

　それゆえの神坂だった。今は元コープスの記憶能力者の力が要る。

「財団は何やら俺に対して思惑があるようだ……渋谷がその手の者だとしたら、ほかにも森もりノの宮みやに仲間が潜ひそんでいるか、あるいはまた新たな密偵が送り込まれてくるだろう。貴き様さまの力でそれをあぶり出してもらう。使い勝手の悪い欠陥機能だが、この際贅ぜい沢たくは言っていられまい……」

「欠陥……」

　神坂がぽつりと呟つぶやく。

「何だ？」音井は声を荒らした。「この音おと井いの言葉に不服でもあるのか、貴様」

「あ、いえ……嬉うれしいです。そんな私に声なんてかけてもらえて……」

「何？」

「私は、条件付けされた記憶以外は調整の影響でほとんど失なくしたままですから……何であれ、役目があるというのは嬉うれしいものなんです」

　まるで家畜の思考だな。

　音おと井いは呆あきれ返って、頬ほお杖づえをつき、窓の外を見た。

　そこには、しかめっ面つらの自分と儚はかなげに微笑ほほえむ神こう坂さかが映り込んでいる。
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「しかし、貴き様さまはついぞなく不細工な女だな。少しは着飾ることを覚えろ、俺おれの見み目めのために」

　目を丸くする神坂の鏡像の向こうで、カレッジの庭の木々が風に舞い、葉を散らした。




　渉わたるは、森ノ宮学院本部の廊下を歩いていた。

「渉、任務の報告書ちゃんと書いた？」

　隣となりのスバルが、報告書の紙を眺めながら言う。

「ああ……といっても、渋しぶ谷やに記憶をいじくられてるだろうから、どこまでが本当かどうかはわからないけどな」

「渉はどんなふうに書いたの？」

　報告書を渡すと、なぜかスバルの方も報告書を渡してくる。

「……あ、字きれい」

　交換した報告書をお互いに何気なく見る。

　丸みを帯びたスバルの文字によって綴つづられている報告書に、渋谷の復ふく讐しゆう劇の件は書かれていないが、一応、彼が行った機能強奪の顛てん末まつについては触れてあった。

　《槍やり》の任務で、渋谷と交戦した以上、今回の件を隠しているわけにもいかなくなったからだ。渋谷が元コープスであり、何らかの目的でアンチシステマを奪われたことまでは、学院側に報告した。だが、神坂を通してコープスの内情を垣間見た件までは伝えなかったし、何よりも音井がそれを喧けん伝でんすることを嫌った。

　渋谷の件の報告を受けた校長は、「トラブルに巻き込んでしまいすまなかった。あとは、我々の方で事実確認をしてみるよ」と言い、この件は大人に一任することになった。渋谷がコープスだと知っても、さして驚おどろかなかった校長たちの様子から見て、向こうもコープスについてはある程度まで事情を把握しているということなのだろう。

　だったら、こちらがこれ以上、首を突っ込む必要はない。これで、一件落着だった。

「このところ、いろいろなトラブルずくめだったけど……」

　スバルは後ろ手を組んで、渉の顔をのぞきこんできて笑った。

「渉にシステマが戻って良かったわね」

「そうだな……」

　渉は、そう言って木彫りの両開きの扉の前に立った。

　学長室の前だ。

　今日は、新たなミッションについての連絡があると、雛ひな子こから聞かされていた。

　そしてこれから先は、怪盗候補生の実地任務としてではなく──協会に緊急動員された一人の怪盗として、ミッションにあたることになる。

　スバルは制服をささっと手で整えて、軽く姿勢をただした。

「ついに本当の任務が始まるのね」

「ああ」渉わたるは肩を竦すくめた。「七なな草くさが一年に入ってきて、競争相手が増えたんだ。俺おれたちは今のうちにほかの連中とリードを広げておくぞ」

　七草は元々飛び級で森もりノの宮みやに入学したが、授業課程をクリアできずに一時退学となっていたので、今年度からはまたはじめからやり直すことになった。

　自分たちにとって、最大の競争相手だ。競い合うには相応ふさわしい。

「俺たち……ね」

　スバルがくすぐったそうに口元をゆるめながらよそを向く。

「何だ？」

「何でも。じゃ、行くわよ」

「ああ」

　スバルが先に足を出して、学長室の扉をノックして、その扉を押し開く。

「失礼します。一年Ａ組、優秀生セレクト・結ゆい月づきスバル、入ります！」

　校長の乙おと旗はたと、副校長の灰はい谷たにと、担任の雛子が待っていた。

　彼等らが二人を見る顔は、ただの教え子を見る表情ではない。

　森ノ宮が誇る優秀生に名を連ねる、一人の怪盗を迎え入れる頼もしげなまなざしだった。

　これに答えることが自分たちの評価につながる。

　だから。

「一年Ａ組、優秀生セレクト、杉すぎ崎さき渉」

　渉は、大きく前に足を出して、スバルに足を並べて名乗りを上げた。

　この場所にたどり着くまで今まで必死に駆け抜けてきた。

　けれどまだ助走段階に過ぎなかった。




　ここからようやく全すべてが始まる。




　　　　◇




　夕方の屋上。

　実習授業を終えてやってきた旧校舎の上は茜あかねの色に染まっていた。

　屋上に来たのは、誰だれかが一人でそこにいることを《以心伝心マインドジヤツク》の機能で感じ取ったからだった。そこで見つけたのは、自分がよく知っている顔だった。

「主税ちから」

　七なな草くさ杏あんが呼ぶと、フェンス際に立っていた朝あさ宮みや主税は笑顔で振り向いた。

「お、杏。久しぶりの学校生活はどうだった？」

「みんな良くしてくれたよ」

「そっか……」

　朝宮の手が、七草の頭を一ひと撫なでした。七草は、上うわ目め遣づかいで朝宮を見た。

「……何をするんだ？」

　肉体的接触は、《以心伝心マインドジヤツク》の感情の伝達をわずかながらも強くする。一いつ瞬しゆん、七草の頭を撫でた朝宮の手から伝わってきたのは、喜びの感情だった。

「いや、君が戻ってきてすごく嬉うれしい」

「ふん……そうかい……」

「杏にとっては、また怪盗を目指すのは複雑なところもあるかもしれないけどね」

「……そんなことないよ」

「そう？」

「ああ……」七草はうなずいた。「あたしは……まだ、主税と同じほど、怪盗のことは好きにはなれないけど。それでも、怪盗になるのは悪くない気がしてきた」

　朝宮は素すっ頓とん狂きような声を上げて、満面の笑顔を咲かせた。

「うえっ、本当に!?　まさか、あの怪盗嫌いの杏お嬢じよう様さまの口からそんな言葉が聞けるなんて」

「気がしてきただけだよ」

　気恥ずかしくなって、七草は目をそらした。

　初めて朝宮と出会った時、彼はこう言った。

　──僕が、君に教えてしんぜよう。君のなろうとしている怪盗というものがどれだけ尊く、人々に光を差すものであるかを──。

　……あれから数年間、その言葉を守り続けている彼の根気に応こたえてやるのも悪くないと思った。それに、初めて一人の怪盗として認めてくれたその朝宮とともにパートナーを組み、踊るようにミッションを駆け抜けた記憶は、今も色鮮やかに胸に残っている。

「そういえば、主税はここで何をしていたの？」

　尋ねてみると、朝宮は頬ほおをかいて、難しい顔を作った。

「ああ……渋しぶ谷やさんの件で思うところがあって、考え事をしてたんだ。怪盗になりたかった彼と、力を合わせられたらどんなに良かったのになって」

　朝宮は、口元に手を当ててうーんと考え込む。「ま、渋谷さんに限らず、昔からそういうのは常々思ってたけどね。怪盗が、家柄や──あるいはイリーガルの壁も越えてすら、手と手を取れるようになったら、それは怪盗としてすごく素晴らしいことだと思わない？」

　朝あさ宮みやは胸に手を添えて、自らの語る怪盗像に口元を綻ほころばせる。

「……あたしに言われても困るよ」

「ですよねー。ま、こういうのは前例一つあれば、あっさり実現したりするんだけどね。僕が実際に怪盗になって、イリーガルの人と協力なんかしちゃったり……」

　朝宮はふと何かに気づいたように「あ」と声を漏らした。

「…………できるじゃないか」

「え？」

　朝宮の中から、期待という名の感情がむくむく大きくなってくるのを感じる。

「そうだよ、できるんだよ！　僕らの方から、皆の手を取りにいけばいいのさ」朝宮は人さし指をたてる。「何せ今の僕らは、臨時ながらも、既に一人の怪盗になれるんだからね！」

「主税ちからは、もう優秀生セレクトじゃないんだから臨時怪盗にもなれないよ」

　七なな草くさは真顔で言った。

「うぐ……そ、そうですけどー……」

　朝宮はしょんぼりとしてしまうが、七草は、目を横にそらしながら言った。

「けど、臨時怪盗したいなら、あたしの任務に主税を連れて行ってあげてもいい……」

「へ？」

「……昔、主税の方から約束したはずだよ…………」

　七草はそう呟つぶやいてから、急に不安になった。もしかしたら、朝宮はこんな古い約束はとっくに忘れてしまっているのかもしれない。

「『君が怪盗を好きになってくれたら、パートナーになって欲しい』……っていうあれ？」

　しかし、やっぱりちゃんと朝宮は覚えていた。

「……う。そうだよ」

「あ……そっか、好きになってくれたもんね、怪盗！　若じやつ干かんだけど！」

「怪盗の仕事で主税を優先するわけにはいかないから、任務内容にもよるよ……」

　口ごもる七草の手を、朝宮が笑顔でにぎってくる。はじめて出会った日と同じように。

「それで全然構わないよ！　あの日見み惚ほれた君とパートナーになれるなんて夢みたいだ！」

　朝宮は、澄んだ笑みを夕焼け空に向かって解き放つと、「見惚れた君」という一言に硬直してしまった七草の手を握りながら、空いた方の手を大きく広げて言った。

「杏あんと一緒なら百人力だ。僕たちが、できることから一つずつ、怪盗を更に華麗なものにしてこうじゃないか！　僕も、君も、渉わたるもスバルくんも、あるいは渋しぶ谷やさんすらも──怪盗に相応ふさわしい心が、何ものにもとらわれず、ただその心の赴おもむくままに夜を舞えるように」

　くるりとこちらに向き直った朝宮は、相変わらず無邪気な笑顔でウインクして言った。

「──何よりも、怪盗への限りない愛の下もとにねっ」







　あとがき
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　神かみ代しろ明めい夜や：宿命づけられた天子の座に就つくイリーガル怪盗集団マスカレードサーカスの主しゆ宰さい。

　御み堂どう晃こう一いち：協会の九大戦力に数えられるほどの怪盗だったが、現在サーカスに所属。

　牛うし丸まる：御堂の従者。地上に定数量しかない「常盤ときわ石いし」を持ち、能力干渉を無力化させられる。

羊頭ひつじあたま：人格を転移させて相手の肉体を乗っ取ることのできる能力者（※今回は未登場です）。




　※以下は本書のネタバレを含みますので、あとがきから読んでいる方はご注意下さい。

　この二巻は、『怪盗勢力』のみ描いた前巻では一切触れなかった、『企業勢力』の顔出し回となっています。前巻に比べると、毛色が違う物語となりましたが、大丈夫でしたでしょうか。

　次回からは、ようやく（本当にようやく）怪盗としての本格的な任務が始まります。

『傾けい国こくの神じん器ぎ』によって人生を振り回され、もしくは大きく前進させることができた神器所有者たちに、怪盗と資本がどう関係していくのかをご期待ください。




　最後に謝辞を。関係者様の皆様には辛抱強く二巻目を待っていただきました。新キャラのオンパレードにもかかわらず素晴らしい仕事をしていただいたモフさん、根気強く付き合っていただいた担当編集のＫさん。そして校閲様。その他、本著にかかわっていただいた皆様の助力のおかげでこうして出版という形で結実を見ることができました。心より感謝します。




　三巻目は、なるべくお待たせせず早く世に送り出したいと思っています。

　それでは、また次巻でお会いしましょう！
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高い所が苦手です。と言うと「遊園地の絶叫マシンとか乗れないの？」と訊かれる事が多いですが、むしろそれは大好きです。逆に駄目なのが観覧車。乗ると物凄く緊張するんですが、それだと誰かと二人きりの際に誤解を生みそうなので早く直したいものです。
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モフ

最近はげてきた岡山在住のフリーのイラストレーターです。２巻初登場の杏がかわいいです。ここはひとつ杏にワイヤーガンぶっこまれ隊を結成したいと思います。本気です。
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